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序章　とある少年は人類の敵となりて　Introduction_00.









　難しい事を考える必要はない。

　たった一人で死に絶えようとする少女がいた。

　全すべて彼女が招いた事態かもしれないけど、ある少年はどうしてもそんな結末が許せなかった。

　だから、抗あらがう。

　さんざん恋い焦こがれた元の居場所に頼たよれる仲間達。彼らと一時的に背を向けてでも、胸を張って『そこ』へきちんと帰るために、少年はもう一度強く拳こぶしを握にぎり締しめる。




　さあ戦え。

　たった一人の少女の命と笑顔を守るために、右の拳を握り締めて。




　……勘かん違ちがいしてもらっては困るが、上かみ条じよう当とう麻まはオティヌスの全ての罪ざい状じようを無条件で踏ふみ倒たおそうとしている訳ではない。

　ただ、正義という名の狂乱の中で、彼女が裁かれもせずに殺されるのが許せないだけだ。

　それが正当な裁きによるもので、少女がこの先、何十年暗い牢ろう獄ごくに閉じ込められるとしたって、上条はそこまで関知しない。

　だけど、そうなったとしたって上条当麻は絶対にオティヌスを見捨てない。

　何度だって面会に出かけるし、どれだけ時間がかかっても、お互たがいしわくちゃになるまで待ち続けても、彼女が牢獄から出る事ができたその日には、絶対に笑顔で迎えに行く。そうして、全ての罪つみの清算が終わったら、陽ひの当たる場所を一いつ緒しよに歩いていく。

　これは、そういう戦いだ。

　そんな可能性さえ奪うばえるほど、世界の理性とやらが剛腕を振るえるだなんて思わない。

　絶対に。

　上条当麻は、魔ま神じんオティヌスを『救って』みせる。

「……それで」

　魔神オティヌス。ウェーブがかった長い金髪に白い肌、片目を眼帯で覆おおったその少女は、決意を固める上条に向けて改めて尋たずねた。

「お前の方針は分かった。ようは、馬ば鹿かにつける薬はないという事だろう」

　ここは無数の漂ひよう流りゆう船せんが積み重ねられた『船の墓場サルガツソー』で、その内部は複雑な迷路のようになっている。とはいえ、いつまでもここに留とどまってはいられないだろう。いずれは見つかるとか、そういう話ではない。冗じよう談だん抜きにミサイル攻こう撃げきで今すぐ地形ごと消される可能性も高い。

「で、具体的に何をどうするつもりだ？　当座、至近の目標と言えば、まずは海に囲まれた『船の墓場サルガツソー』から、どうやって安全に隠おん密みつに逃げ出すか、という所だが」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あれ？　そういえばどうしよう」

「おい……まさか、何にも考えていなかったのか……？」

　オティヌスが尋たずねると、上かみ条じようは全身から気持ちの悪い汗を噴き出して全力で目を逸そらし始めた。神と呼ばれた少女は重く静かにゆらりと立ち上がる。

「おまっ、あれだけ堂々と見得を切っておいてそれか!?　そもそもここを出てどうするつもりだった。幻想殺しイマジンブレイカーは異能に頼たよらない巡じゆん航こうミサイルの雨には通じない。私は『妖よう精せい化か』のおかげで現在進行形で死に続けている身の上だ。それを!!　どうやって!!　助けるつもりだったんだ!?　ああん!?」

「待って待ってオティちゃん馬乗りは待って!!　自分がどんな派手な格好しているか自覚がないのか!?」

「オティちゃんじゃねえよ!!　いくら『理解者』だからってその呼び方は気安すぎるぞ人間!!　それになんか『おじちゃん』に通ずる語感があって嫌いやだ!!」

「いやね、神様を愚ぐ弄ろうするつもりはないんだけど、語感の話を持ち出したらさ、オとティとヌが一直線に並んだ時点であれをああして思い浮かべてしまう人も少なくないかもしれないよ。ほらおちん……」

「ぶん殴なぐってやる！　お前もう本気でぶん殴ってやる!!」

『槍やり』を失い、『妖精化』に苦しめられているとはいえやはり神。第三次世界大戦を拳こぶし一つで止めた少年をフルボッコするなど造作もないのだった!!

　ぜえぜえはあはあと荒い息を吐はくオティヌスは、ようやくこんな事をしている場合ではないのを（上条当とう麻まの腹の上で）思い出す。

「論点をまとめるぞ」

「う、うぶふう……」

「一つ目の問題は、言うまでもなく私が世界全人類から追われている点だ。どんな形で終わらせるにせよ、どこかで『区切り』を設ける必要がある」

　オティヌスは真っ赤なトマトみたいになっている上条の襟えり首くびをがっくんがっくん揺ゆさぶり、ヴァルハラへ旅立とうとする少年の意識を現世に留とどめつつ、

「そして二つ目。先ほども言った通り、私の体はオッレルス達がぶち込んだ『妖精化』のおかげで、現在進行形で内部崩ほう壊かいを続けている。この進行を食い止める必要があるだろうな」

「……解決策があるのか？」

「神はサイコロを振らないと言ったヤツがいるらしいが、実際は運任せだな。先は見えん」

　オティヌスは吐はき捨てつつも、

「ただ、二つ目については当てがない事もない。『妖よう精せい化か』は、対魔ま神じん用に組み上げられた術式だ。人の身には通じない」

「……あれ、待てよ」

　上かみ条じようはわずかに眉まゆをひそめた。

　たった今、目の前に提示された情報を、恐る恐るといった風に吟ぎん味みする。

「つまり、お前が神様から人間に戻れば……」

「内部崩ほう壊かいは止まる。多くの力を犠ぎ牲せいにする羽は目めに陥おちいるがな」

　言いながら、彼女は片目を覆おおう眼帯へ手をやった。

「私は人の身から魔神へ昇華するため、自みずからの目を抉えぐって泉に捧ささげている。儀ぎ礼れい的てきな破壊行為……システム化された贄にえだ。『目』は今も冷たい泉の底にある。そいつを回収して眼がん窩かに収めれば、私の特別性も霧む散さんしてしまうだろうな。前に一度力を捨てた時も、あれは使わなかった。今にしてみれば未練があったのさ」

「やった!!」

　その言葉の直後に、オティヌスは驚おどろいた声を上げた。

　簡単な話、上条が思わず彼女を抱だき締しめていたからだ。

「それなら助かる!!　ただの夢物語じゃない、これから無理矢理にゴールを作らなくちゃならない訳でもない。ほんとに、最初っからゴールは用意されているんだ！　だったら!!」

「あっ、ああもう、気安いぞ人間!!」

　小さな手でぐいぐいと遠ざけられながらも、上条の笑顔はなくならなかった。

　だって、これは絶望だらけの状況では最大級の朗ろう報ほうだ。

　オティヌスを憎にくむのも、オティヌスを欲するのも、全すべては常人離ばなれしたその力に起因するところが大きい。以前、オティヌスは自分が牢ろうに入っても再び担かつぎ上げようとする者が現れると言っていたが、少なくともその危き惧ぐは払ふつ拭しよくされる。

　ようやくオティヌスから引きはがされながら、上条はなお続けて言った。

「……しっかし、全く気づかなかったな。そんな弱点があるなら、何万回も何億回もくたばらなくたって、もっと穏おん便びんに決着をつけられたかもしれなかったのに」

「死に損については私の責任じゃない。それに、世界で唯ゆい一いつの対暴走用自己セーフティだ。同じ『グレムリン』であっても明かせる訳がないだろう」

　それを今、オティヌスは上条当とう麻まに明かした。

　きっとそれが、彼女の中で萌ほう芽がしかかっているものの本質なのだろう。たとえどんな行き違いやすれ違いであっても、決して踏ふみにじってはならないものなのだろう。

　なすべき事を見つけた。

　そんな気がした。

「となると、当座の目標は『目』の回収か。その泉ってのはどこにあるんだ？」

「デンマーク。オーディンをオティヌスと呼ぶかの地の深くに、ミミルの泉はある。今も私の目が沈しずみ続けている知恵の泉さ」

　一つ目の問題、世界全人類の憎ぞう悪おや恐怖をどうやって押さえ込むかについては答えが出ない。だが、オティヌスを無力化する事、武装解除させる事は必ずその一助になるはずだ。

「……言っておくが、付き合う必要はないぞ」

「何を今さら。正直言って、内心じゃそっちだってホッとしてんだろ神様ちゃん」

「世界中の悪意や善意にまみれて自殺まで考えたガキが背伸びをするな。言っておくが、これからお前を襲おそうのはあれと同じ悲劇だ。それも、今度は浴びる必要のない悲劇を浴びる羽は目めになる。何より、世界を直す技術ももう使えない。一度の失敗で全すべてを失うぞ」

「かもしれないけど、今度は一人で立ち向かう訳じゃない。世界だって違って見えるさ」

　チッ、とオティヌスは舌打ちして目を逸そらした。

　少年の上に馬乗りになったまま、彼女はこう質問する。

「では堂どう々どう巡めぐりと行こうか。まずはどうやって『船の墓場サルガツソー』を抜け出す？　周囲は海に囲まれ、魔ま術じゆつでも科学でもありとあらゆる包ほう囲い網もうを築いているだろうな。何か名案は？」

「……たすけてオティヌスちゃん」

「口先ばかりで、本当に神かみ頼だのみしかしないヤツだなお前は……」

　呆あきれ果てたように言うオティヌスは、おそらく気づいていない。

　実は、こうして上かみ条じようの方から人に助けを求める事自体も、かなり珍めずらしいという事実を。

『理解者』とは片道切符ではないのだ。

「いいか、これが本当に最後の手段だ。『魔ま神じん』としてかろうじて残っている力を全て注ぐ。以降は私に頼たよるなよ。この身が内部崩ほう壊かいで粉々に砕くだけ散る」

　言いながら、オティヌスは魔女のような帽ぼう子しの内側から、何かを取り出した。

　それは犬が咥くわえていると似合いそうな、真まっ直すぐな形の骨だった。何かの動物の脚なのだろう。側面には刃物か何かで刻んだ文字らしきものが並んでいる。

「『骨こつ船せん』という。『弩いしゆみ』同様、オーディンではなくオティヌスしか手にする事のない魔術の品だ。その大きさは変幻自在、世界中のあらゆる海を一いつ瞬しゆんで渡る便利グッズだな」

「一瞬で……？　おい待ってくれ、空間移動テレポート系なら俺は付き合えない。右手のせいで無効化されちまうんだよ」

「なら視点を変えてみよう」

　オティヌスは呟つぶやき、骨の側面にある文字を指でなぞっていく。




「私達二人を移動させるのではない。私達以外の全て、この惑星の方を移動させるのだ。……ぐるりとな」




　直後に。

　景色が丸ごと歪ゆがんでいった。







『船の墓場サルガツソー』に取り残されたインデックス、御み坂さか美み琴こと、レイヴィニア＝バードウェイ、レッサーの四人は、しばらく周辺を捜そう索さくしていた。

　そして一つの結論を導き出す。そうせざるを得なくなる。

「……消えた、か」

　バードウェイが忌いま々いましそうに呟つぶやくと、噛かみ付いてきたのは美琴だった。

「ちょっと待ってよ、全体的にどうなってんの!?　あの馬ば鹿か、ここに到着した途と端たんにいきなり一八〇度態度が豹ひよう変へんしちゃったじゃない！　なに、私達ってみんなで仲良く『グレムリン』やっつけましょうで意思統一できていなかったっけ!?」

「うーむ……洗脳や暗示でおかしくなっている可能性は低そうですけど、でも、相手はあの魔ま神じんですからねえ。はっきり言って技量については丸っきり未知数ですよ」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　そんな中、白い修道服の少女だけは黙だまり込んでいた。

　インデックス。一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよの保有者。全すべてを正しく使えば魔神に届くとされる、生きた叡えい智ちの宝庫。

　そう、彼女だけは魔神がどういうもので、何ができるのかを予測できる立場にいるのだ。

　バードウェイはガシガシと不ふ機き嫌げんそうに頭を掻かきながら、

「何にせよ、あいつがどこに消えたのかを突き止めて魔神から引きはがす必要があるな。多少は特別と言っても多た国こく籍せき連合軍の総そう攻こう撃げきに巻き込まれれば即死するだろうし、それを魔神が薙なぎ払った途端にもののついでで殺されかねん」

「ふひひ。愛いとしのお兄ちゃんを横からかっさらわれてほっぺたが膨ふくらんでいるんですかね？」

「ああん？」

　背が小さいの同士（だが胸部に歴然とした差あり）が角つのを突き合わせた所で、美琴の携帯電話が着信音を鳴らした。

「？」

　メールの受信だ。

　何気なく画面を開いた彼女は、

（あれ？　でも今、東京は大パニックで交通も通信も繋つながりにくくなっているんじゃ……？）

　そこで、絶句する。

「……何よ、これ」







　オティヌスと上かみ条じよう当とう麻まの消失を受けて、最も深刻に頭を抱えた面々がいる。

　ニューヨーク、国連本部ビル。

　世界各国の首しゆ脳のう陣じんや巨大宗教の指導者達だ。

　合衆国大統領ロベルト＝カッツェは呻うめくように言った。

「……まずいな」

　彼らの下には、現場の兵士達や無人偵察機、軍事衛星などから逐ちく一いち情報が集まっていた。ある意味、直接『船の墓場サルガツソー』に乗り込んだ美み琴こと達よりもよほど正確かつ膨ぼう大だいなデータを保有している。

　ロシア成教の総大主教たる少年は、律りち儀ぎに手を挙げて発言した。

「これまでの上条当麻の行動原理と一致していませんが、どなたか心当たりは？」

「そりゃお前、あいつは過去に何度か『グレムリン』と接触してるからな」

　ロベルトは頭を抱えて、

「ハワイ諸島、バゲージシティ、未確認だが学園都市でもそれらしい動きはあったらしい。絶対的な力を持っていたはずの魔ま神じんオティヌスは、何な故ぜバゲージシティで上条当麻を見逃した？　……そこには『複雑』な理由があったって訳なのか」

「……その真しん偽ぎは問題ではないのでしょう」

　口を挟はさんだのは、やたらと血色の悪い女だった。フランスの地下深くからその政治を掌しよう握あくする、『傾国の女』とだけ呼ばれている女性である。

　うんざりしたように、英国女王クイーンレグナントエリザードは呟つぶやいた。

「周囲からそうした疑惑が生じた場合、『彼は知り合いだから』では納なつ得とくさせられない、という訳か。世界の狂乱を食い止めるには、現実問題として元げん凶きようを撃げき破はして取り除くしかない」

「……かつての魔ま女じよ狩がりと同じ精神安定論、ですか？」

「我々にとっては今も続く技術だがね。奇き麗れいごとは結構だが、そうでもしなければ、じきに人類社会がオティヌスの恐怖で沸ふつ騰とうするぞ」

　イギリスの革命から第三次世界大戦にかけて、女王自身も上条当麻の力を目まの当たりにしている。形はどうあれ、あれが敵に回ったという情報は痛い。『王室派』『騎き士し派』『清教派』……そのいずれもが組織に属しながら全より個を優先する魔ま術じゆつ師しだ。実際にあれとかち合った際、どのような反応が出るかは予測がつかない。

　ロシア成教、ローマ正教のトップは共にどこかと連絡を取り始めていた。おそらくは三大宗派の長おさとして、特別に封をしていた術式の解除を指示しているのだろう。冗じよう談だん抜きに国家を滅ほろぼすレベルの術式の準備が進められていくのを、エリザードは横目で眺ながめつつもこう思う。

（……いっそ、『表』の空挺ＳＡＳや諜報ＭＩ６に任せた方が得策かもしれないな。異能の力を活用した極大のイレギュラーは、かえってヤツに活路を与えかねんし）

　ロベルトもまた、重たい息を吐はいた。

　そして国を治める者として、あるいはもっと大きなものを守る者として。

　改めて、口を開く。

「……だとすると、通常運転しかねえか。世界をかき分けて『オティヌス一派』を見つけ出し、平等に破は壊かいする。これ以上の社会不安を抑えるには、これしかねえだろうな」







　そのメールは一斉に送信された。

「ふざけやがって。何やってやがンだあのクソは」

　学園都市第一位は不ふ機き嫌げんそうに舌打ちした。

「参りましたね。まだこんな事をやっているんですか、この街は……」

　学園都市第二位は戸と惑まどっていた。

「……何よ、これ？」

　学園都市第三位は携帯電話を持つ手が震ふるえるのを感じていた。

「デンマークかよ、面めん倒どう臭くせえ。旅費出なかったら殺してもトントンじゃねえのか？」

　学園都市第四位はいつも通りに頭の中で勘かん定じようを進めていた。

「あらあ？　何だか知らない内にやる事増えちゃったみたいねえ☆」

　学園都市第五位は本音の読めない表情で不敵に笑っていた。

「……、」

　学園都市第六位は手の中で電話を弄もてあそんでいた。

「何だこりゃあ？　根性なさそうなメールだな。頭でっかちのインテリか？」

　学園都市第七位は首をコキリと鳴らした。

　異なる場所で、同時に開いたその画面には、短い件名が表示されていた。




　魔ま神じんオティヌスと、共に行動する上かみ条じよう当とう麻まの殺害依い頼らいについて







　ステイル＝マグヌスはクルーザーの甲かん板ぱんに立ったまま、携帯電話を耳に当てていた。

　嵐あらしは収まっていた。

　頭上を飛び交うロシアの爆ばく撃げき機き編隊も、それを襲おそっていたヨルムンガンドなる『グレムリン』メンバーももういない。

「……神かん裂ざき、どういう事だ？　上かみ条じよう当とう麻まが魔ま神じんと共に消えただって？」

『私も情報を確認している最中ですが、冗じよう談だんではなさそうです。世界各地の交通の要よう衝しようを封じていた「グレムリン」達が、次々と行方を晦くらませています。彼らにとっても予想外の出来事だったのでしょう』

「なるほどね」

　口に咥くわえた煙草たばこに火を点つけながら、彼はもう一度大空へ目をやる。

　あの状況でヤツが逃げる理由はなかった。続けていればこちらが危なかったほどだ。

「ではどうする？」

『私達は統制された対魔ま術じゆつ師し用の治安維持組織です。正式命令が出るまでは待機でしょうが、じきに召集命令が下るでしょう。そうなれば……』

「……上条当麻と殺し合う、か」

　魔術サイドも科学サイドも、表舞台も舞台裏も、裏の裏で暗あん躍やくしていた『グレムリン』さえ、あの二人を全力で追い駆けている事だろう。

　まさしく世界全人類を敵に回す所業。

　六〇億人対二人。

「一体何をやっているんだかね。まあ、あの子を裏切ったのであれば、殺す事に是ぜ非ひはないが」







　どことも知れぬ場所では、ミサカネットワークの『総体』がジタバタしていた。

「あっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっはっは!!　/return」

　物理的な肉体があれば、彼女は笑っていただろう。

　両手で腹を抱えて目元に涙さえ浮かべていただろう。

「確かにこんなのは、けしかけた私にだって予想できなかったけど/return」

　誰だれに聞かせるでもなく、『総体』は呟つぶやいていた。

「でも/backspace、予想なんて超えてくれなきゃ上条ちゃんじゃないよねえ/return」

　誰よりも近い場所で。

　誰よりも遠い場所で。

　長いスランプを打ち破り、再び自分の足でステージへ向かっていくロックスターの背中を眺ながめるような声で、彼女はゆっくりとこう告げた。

「おかえりなさい、上条ちゃん/return」







　……そして北ほつ極きよく圏けん近くまでに上条当麻とオティヌスは突入しかけていた。少年は真っ白な雪景色の中でガタガタと震ふるえている。

「ばっ、ばばばばばばばばうばっふばうはばっふ!!」

「おい、会話を求めるなら人の言葉でしゃべれ。神にも理解できない言語など創作するものじゃない。世界の法則が壊こわれるぞ」

「まっ、まいなっ、マイナス一五度って!?　携帯電話に出てるんだけどこれなに!?　ほ、ほんとじゃないよね、へ、えへへ、機械が壊れているんだよね!?」

「まあ、機械が壊れる程度には寒いのだろう」

　ほぼビキニ同然の布面積しかないオティヌスは涼しい顔なのだった。

「……だが妙ではあるな。例年なら冬でも雪が降らない程度の気候なのだが。ま、最近は地球のどこでも異常気象らしいしな。色々あるんだろう」

「ばふあ!!　こ、こっここここここれならっ冬のロシアの方がまだマシししししだっ!!」

「そんな訳はないだろう。向こうは場所によっては氷点下五〇度に達するぞ」

　こいつ本当に瀕ひん死しなのか？

　我が慢まんならなくなった上かみ条じようは、自分の肩を腕で抱だきながら、

「はっ、吐はく息がキラキラしているんだけどこれ何？　少女漫画時空にでも迷い込んだの!?」

「それはダイヤモンドダストだ。写真撮るか？」

「だっ、だだだだだだめだっ、どっかでコート買えないか尋たずねてくるっ。だ、大だい丈じよう夫ぶ、きっと日本円はこの国でだって信用されているさ!!」

「何でも良いが目立つなよ。そしてデンマーク人が何語で話しているか分かっているのか？」

「海外旅行なんて身振り手振りで何とかなるっ！　ビーフオアフィッシュ、サイトシーイング!!」

　極限の寒さのせいで変な幻げん覚かくでも見ているのか、上条は意味不明な事を叫びながら真っ白な景色の中を走っていく。煉れん瓦が造りの牧歌的な家屋の屋根に上って雪下ろしをしていた男性を見つけると、壊れたロボットみたいなジェスチャーで意志疎そ通つうを図り始めた。

　数分経たって、彼はこちらへ戻ってくる。

　しょんぼりと肩を落としている所から察するに、芳かんばしい結果は得られなかったらしい。

「何と言っていたんだ？」

「若いのは良いけど今年の冬は寒すぎる。外でハメを外すならカー●ックスにしておきなさいって」

「こっ!!　こんな世界もう滅ほろぼしてやるっっっ!!!!!!」

　とりあえず死にかけの魔ま神じんを羽は交がい絞じめする事になった。

　不覚にも人肌でちょっと暖が取れた上条当とう麻まであった。
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　上かみ条じよう当とう麻まとオティヌスの二人は、白い雪をざくざくと踏ふみしめて歩いていた。一応アスファルトの道路はあるらしいのだが、雪に埋うもれていてもはや見えない。一面は白い平原と針葉樹の林が所々にぽつぽつと、といった所か。時折標識はあるのだが、民家どころか電信柱さえ見当たらない。

　ツンツン頭の少年は髪へ軽めに雪を積もらせながら、うんざりしたように言う。

「……何で、こう、ヨーロッパってのは人口密度がメチャクチャなんだ。大都市は子供のおもちゃ箱みたいに家が密集しているくせに、そこを離はなれるとすぐこれだ……」

「世界基準で言えば日本の方がおかしい。島国とはいえ、どこを見ても地平線が全くない国なんてそうそうお目にかかれないぞ」

　一応北海道まで行けば見られるはずだが、温かいラーメンのイメージが襲しゆう来らいしてきたので上条はそれ以上の思考を放ほう棄きした。『北ほつ極きよく圏けん近くで学ラン一丁』という極限環境の中、塩とバターとトウモロコシで構成される例のトリニティをこれ以上追い求めたら心がやられる。

「そもそもここはどこなんだ？」

「イエリング……いや、もう少し南下した辺りだろうな。標識に書いてあるだろう」

「で、どこに向かえば良いんだっけ？」

「クヴェンドロップ近郊。湖上に浮かぶイーエスコウ城だ」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　もう、笑顔のまま固まるしかなかった。

　幸い、オティヌスちゃんはすぐに気づいてくれた。

「……おい、お前まさか」

「分かんないよ！　分かってたまるか!!　日本の平均的な高校生はデンマークの地図なんてそらで描けるほど高性能じゃないんだよ!!」

「ああくそ、まずはデンマークそのものから説明しなくてはならないのか……？」

　オティヌスは片手で自分の髪をいじくりながら、面めん倒どう臭くさそうに息を吐はく。

「いいか、デンマークはドイツの北に位置する国だ。ドイツと隣りん接せつする大きな半島と、四五〇近い島で構成される。こう聞くと半島が主体のように聞こえるかもしれないが、首都のコペンハーゲンがあるのは島の方だ」

「うんうん」

「ＮＡＴＯとＥＵにそれぞれ加盟しているが、貨か幣へいについてはユーロではなく独自通貨のクローネとオーレを未いまだに採用している。これはイギリスのポンドと同じだな。こう考えると周辺国家との距きよ離り感かんが分かるだろう」

「うんうん」

「公用語はデンマーク語だが、英語も普通に通じる。南部ではドイツ語もいけるぞ。主要産業は観光と見られがちだが、実は造船や重工業をベースとした工業の比重が大きい。宗教は新教プロテスタントを中心に、旧教カトリックもそこそこといった所か。北欧神話については観光資源としては重宝されるが、本気で信仰している者はほとんどいない。感覚としては、ストーンヘンジと一いつ緒しよだろう」

「うんうん」

「……ところで、一つお前に確認をしたい。別に疑っている訳ではないんだがきちんと人の話を聞いているんだろうなこのクソ野郎」

「え、いや……」

　上かみ条じようはきょとんとした顔で、

「インデックスとかバードウェイとかと一緒で、何となく、説明するのが好きなんだろうなーって。ここは口を挟はさまず、ひとまず全部受けの態勢に移行した訳だが」

「なっ」

「あ、俺の事は大だい丈じよう夫ぶだから。ほら続けて続けて」

「こいつっ、誰だれのために時間を割さいていると思っているんだお前!?」

「待つんだオティヌス!!　その女子プロのコスチュームもびっくりの『一味違う、攻めてみたビキニ』みたいな格好でヘッドロックをしても最終的にダメージを追うのはお前の方になるはずだヴぁう!!」

　少女の柔らかい腋わきと腕で完全に頭部を押さえられた上条当とう麻まはしかし紳士だった。

　そして数秒で万まん力りきのような圧あつ搾さくに達し、それどころではないと思い知らされる。

「あばーっ!!　あばばばあばあばあばばばばばばばっ!?」

「私達がいるイエリングは半島のほぼ最さい北ほく端たん、対して目的地のイーエスコウ城は南方の島だ。途中の橋を使えば陸路から入る事はできるが、その距離はざっと三、四〇〇キロ……どうした？　先ほどから体がビクビク震ふるえているぞ」

　ようやくオティヌスから解放された上条当麻は全体的にぐんにゃりしていた。

　眼帯の少女は気に留めなかった。

「お前の提案を聞いて徒歩で南下を続けているが、人間の脚力で踏とう破はするのは難しい距離だぞ」

「そ、そもそも、便利な瞬しゆん間かん移動で地球のどこにだって行けるなら、どうしてもっと近場に設定しなかったんだ……」

「何を言っている、地球一周で何万キロあると思っているんだ。こんなのは誤差だよ。これでも途中でヒマラヤに激突しなかったり、海のど真ん中に放り出されなかっただけでも私の腕を賞賛してほしいものだ」

「……質問するんだが、お前、まさか今まで『グレムリン』の正規メンバーからあの術式を全力で止められたりしていなかっただろうな？　移動の時は徹てつ底てい的てきに船や飛行機を使うように言われてきたとか」

「うるさいな。それより本題に戻るぞ。三、四〇〇キロの距きよ離りをどうやって安全に進むつもりだ？　多た国こく籍せき連合軍だって網あみを張っているはずだし」

「一応、それについては考えがある」

　上かみ条じようは雪の上に寝転がったまま、

「下へ手たに車だのバイクだの盗めばかえってアシがつく。バスとか電車とか公共機関は絶対に張り込みされてる。そうなると、意外と使えるのがヒッチハイクだ。検問なんかでも注目を集めるのは運転手で、たまたま同乗しているヤツについては割とガードが甘かったりするしな」

「第三次世界大戦で得た教訓か？　だが私達は世界中で指名手配されている身の上だぞ」

「さてどうかな。俺はともかく、『魔ま神じんオティヌス』の正体が女の子っていうのを知っているヤツってどれくらいいるんだ。『グレムリン』の大暴れのおかげで魔ま術じゆつも大分隠かくしきれなくなってきたけど、お前の存在は魔術サイドにとって、良くも悪くも最大の機密事項になってると思う。知られるって事は、利用しようと考える人間を増やすって意味に繋つながるからな。イギリス清教だのローマ正教だのがホイホイ資料をばら撒まくってのも考えにくいんじゃないか」

　という訳で、上条達は基本的に徒歩で南下し、車を見かけたらその都つ度どヒッチハイクを試みる……との方針で行動していた。

　まるで若手お笑い芸人に対する無む茶ちやぶり海外企画みたいな作戦である。

　オティヌスとしては疑問でいっぱいなのだが、現に第三次世界大戦直前、イギリスからロシアまで日本語だけで渡り歩いた関西圏けんのおばちゃんみたいな上条当とう麻まの顔に不安の色は全くない。よほど旅慣れしているか馬ば鹿かなのかのどちらかに違いない。

　とはいえ、

「全く来ないな」

「……ああ」

「先ほどから見渡す限り車が来ない」

「ま、まずい、寒さで歯の根が合わなくなってきた。な、なあ、フランダースの犬ってどこの国の話だったっけ？　まさに本場のヤツを喰くらっていそうな気がするんだけど……」

「心配するな。あれの舞台はベルギーだ」

「ホッ」

「デンマークはマッチ売りの少女の聖地だよ」

「やばい、悲ひ惨さん度どで言えば五〇歩一〇〇歩だ!!」

　塩とバターとトウモロコシの、例の幻げん想そうが再び上かみ条じようの頭の奥でちらつき始めた。マッチを擦すって気を抜いたら魂たましいを持っていかれる。重度の火傷やけどを負った者に水を飲ませてはいけないのの逆パターンみたいなものか。

　オティヌスは魔ま女じよのような大きな帽ぼう子しを揺ゆらし、小さく首を傾かしげて、

「食料が欲しければその辺の洞ほら穴あなでも探すと良い。こいつは雪国のサガなんだが、この国もまた熊くまは身近な動物だ」

「やば────────────い!!　静かに死ぬタイプだけじゃなさそうだぞ!!」

　とか何とか言いながらも、上条達は周辺の警戒を怠おこたってはいなかった。

　自分達が追われているという自覚くらいはあった。

　だが、その襲しゆう撃げきは予見できなかった。




　チカッ、と。

　彼らの頭上で、白く瞬またたく光が生じた。
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　天あま埜の郭かぐ夜や。

　そう呼ばれる中学生くらいの少女は、赤ん坊のように体を丸めたまま、重力を無視して浮かんでいた。時代錯さく誤ごな長い黒髪に十じゆう二に単ひとえ、その全すべてが大きくたなびいている。

　いいや、その表現は正確ではないか。

　そもそも、彼女のいる場所には重力など存在しない。

　学園都市にある三基の『衛星』の一つ……ひこぼしⅡ号。全長五キロに届く巨大構造物の主、それが天埜郭夜という少女だった。

「よお」

　その可か憐れんな容姿に反して、少女の口には粗野な印象があった。

　捨てるには惜おしいが、手元には絶対置いておきたくない。そんな身の上を示しているようにも聞こえる。『無重力生体影えい響きよう実験室』なる堅苦しい肩書きも、直径二〇メートルほどの球状空間を『檻おり』と書くのは良心が胸を痛める、だがやる事は決して変わらないという無責任な大人の事情によるものだ。

「いずれコンタクトがあるとは思っていたが、予想していたよりも早かったな。アンタは未いまだに『ヤツ』の味方でも気取っているのかな？　あるいは、信じたくないという思考放ほう棄きな乙女おとめのポジションかな？」

　少女は、名は体を表すを地で行っていた。その美び貌ぼうや肢し体たいは人間離ばなれした美しさで溢あふれている。だが世の男性は欲しても、世の女性が羨うらやましがるかどうかは別だろう。ダイエットの苦しさを知る人達なら、郭かぐ夜やを一目見て背せ筋すじを凍こおらせたかもしれない。……それがたとえ、体のラインが極きわめて見えにくい十じゆう二に単ひとえの上からであっても、一目で、だ。

「何を動かしているかだって？　私を誰だれだと思っているんだ、所属こそ違えどアンタと同じ、統とう括かつ理事会を支える『忌いまわしきブレイン』の一人だぞ。当然、トップが航空宇宙産業を専攻しているんだから私の範囲も絞しぼられるに決まっているだろ。はっはっは、分かっているよ。一〇〇％からかっただけだ、そんなに怒おこるな」

　女性なら誰もがこう思うはずだ。

　確かに絶対真ま似ねできないほど美しいが……あれは何だ？　顔や体のパーツの配置やバランスが明らかに狂っていて、骨格や臓器を切り詰つめない限り、あんな少女漫画みたいなスタイルは実現できないだろう、と。

「ああ、ああ、アンタが予測している通りだ。こっちはＳ５を地球に向けてる、嘆かわしい事にね。カーゴにはさっきＳＳＴＯで届いた『荷物』を詰め込んだよ。まったくさ、こいつは本来アホみたいな量のスポーツドリンクをビーム状に整えてから砂漠の惑星にぶち込んで、生命のスープでできた大きな雲を生み出すためのものなんだよ？　カーゴだって過か酷こくな環境に耐えられる植物の種子を詰め込む園芸用のものなんだ。子供達の夢と希望がてんこ盛りだってのに、何で地べたを這はいずる人類ってのはこんな使い方しかできないのかね。……そもそも、エンデュミオンさえ無事だったらこんな大おお飯めし喰ぐらいを再び組み立てなくても済んだってのに。全部あいつの思おも惑わく通りとはいえ大きな痛手だよ、いやマジで」

　宇宙での長期滞たい在ざい……そう呼ぶには生ぬるい、気が遠くなるほどの軟禁生活の果てに、現代のかぐや姫は究極の美貌を手に入れた。代だい償しようは一Ｇ環境下、つまり地球での食事や二足歩行が完全に不可能になった事くらいか。

「うん、まあ、別にLv.01の勇者が魔ま王おうを倒たおしに行く話じゃないんだし、雑ざ魚こから順番に出していく必要ってない訳じゃん？　だからまあ、しょっぱなからラスボス投下して無理ゲーにしてみましたー的な？　うん、うん、どう考えたって直径一五キロは更さら地ちになるから、木の棒と布の服な勇者ちゃんは絶命必至だと思うけど」

　対宇宙線と対デブリを兼ねるやたらと分厚い窓の向こうでは、文字通り『音もなく』何か巨大なものが蠢うごめいていた。

　それは直径二〇メートル以上の巨大なリングだ。一つだけでなく、数十もの同機種が縦一列に並んでいく。トンネル、あるいは砲身。そんなものを連想させる光景だった。

　天あま埜の郭夜は、体を丸め、地球の位置を基準にすれば逆さまに浮かんだまま、窓を眺ながめてうっすらと笑う。

「でもまあ、実際はＳ５を使うってのは木き原はら唯ゆい一いつからの強い『おオねーだダりー』があったから……ってのは、あそこに詰つめ込まれた『荷物』には内ない緒しよにしておいた方が良さそうだなあ」
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　軌道上防衛兵站Space Save Supply 輸送システムShoot System───Ｓ５・入力待機態勢へ移行。

　モード『攻』に設定。

　輸送弾殻カーゴシエル・サイズＣを選せん択たく。電磁場と超音波による最終非ひ破は壊かい検査実施。気密性、緩かん衝しよう性せい、耐熱性など全項目クリア。詳細はレポートを参照。

　燃焼ガス、磁力、電磁投射システム、三軸同期完了。

　液状シャフト、磁性・導電性を確認。振動制御にて分子結合の再デザインを実行。

　砲身離り脱だつ時初速１５００ｋｍ／ｈ、地表終しゆう端たん速度３１０００ｋｍ／ｈに設定。

　射線確保作業開始。太陽風、デブリ、地磁気、重力、遠心力など全項目クリア。詳細はレポートを参照。

　メッセージ表示『誤入力、不正遠えん隔かく操作などに対する最終確認作業を実施します。手動操作ヒユーマンサインにて標的座標と兵装解除コードを再入力してください』

　諸しよ元げん入力の受付を完了。

　エラー件数０。Ｓ５・最終投射態勢へ移行。

　カウントダウン開始。




　液状シャフト、輸送弾殻カーゴシエルと共に投射開始。




　　　　４




　チカッ、という白く瞬またたく光があった。

　最初にそれに気づいたのは、魔ま女じよの帽ぼう子しを片手で押さえて寒空を見上げたオティヌスだった。

「来るぞ」

　言われても、しばし、上かみ条じようは実感が追い着かなかった。太陽が二つある。そんな非現実的な想おもいが脳裏を占める。『人は自分の目で見たものしか信じない』という有名な言葉があるが、この場合は裏目に出た。圧あつ倒とう的てきな光景を前に、論理的な思考の方が破壊されてしまった。

　たっぷり数秒もかけて、ようやく上条の思考の焦点が正しく調節された。

「……まずい」

　思わず、オティヌスの手を掴つかむ。

　そのまま勢い良く雪の中を走り出す。

「まずい!!!!!!」

　直後の出来事だった。




　デンマークの片かた田舎いなかに、『何か』が落ちた。

　着弾点を中心に直径一五キロもの巨大なクレーターが生じる。




　まるで天から地を切り裂さく一本の剣。

　その正体が、単なる[image: ]……水の塊かたまりだと、一体誰だれが気づけただろうか。

　強きよう烈れつ、という言葉さえ生なま温ぬるい速度と圧力。それが直線上にある着弾点を中心に圧あつ倒とう的てきな水蒸気爆発を生み出し、円形の衝しよう撃げき波はが全すべてを埋うめ尽つくす。やっている事は、地面のアリの列に向けてホースの水をかけているのと同じだ。だが、実際に起きたその現象。大量の粉ふん塵じんの壁がそれらを視覚化し、音速の四倍から五倍の速度で針葉樹の林を薙なぎ倒たおしていく。それはもはや液体や蒸気の壁ではなく、猛烈な熱波の壁であった。分厚い雪の層が一いつ瞬しゆんにして融ゆう解かいさせられ、剥むき出しの大地がオレンジ色に赤熱していく。

　その時。

　上かみ条じよう当とう麻まとオティヌスは半ば雪に埋もれる形だった洞ほら穴あなの中へと飛び込んでいた。先ほど彼女が『熊くまを獲とるならここだ』と指差していた場所だ。

　天からの直線的な攻撃は、たっぷり数秒間も続いた。

　衝撃波は地表を舐なめるように席せつ巻けんしたため、何とかしのげた。

　だが熱は地下まで襲おそう。洞どう窟くつの入口は狭せまかったが、それでもいくらかが這はい寄ってきた。空気が瞬またたく間に乾いていく。両目にも鋭するどい痛みが走る。驚おどろきの声を上げようとした上条の口を、オティヌスが掌てのひらを使って塞ふさいだ。灼しやく熱ねつの空気を吸い込まないようにしているのだ。

　数十秒。

　未いまだ轟ごう音おんが尾を引く中、上条達は洞窟の出口へ目をやった。恐る恐る鼻から息を吸い込んでみるが、肺が焼け爛ただれる事はない。外はマイナス一五度だ。流石さすがの熱波もすぐに冷やされたのだろう。

　オティヌスと二人で、洞窟の出口に向かう。

　外を見る。

　景色は一変していた。

「何だ……これ……」

　そこにあるのは、分厚い雪に覆おおわれた銀世界でも、剥き出しの黒土だらけの大地でもなかった。

　ガラス。

　直径一五キロもの巨大なクレーターの表面が、丸ごとつるりとした半透明のガラスに覆おおわれていたのだ。普ふ段だん使っているガラスや陶とう器きの素材は珪けい素そで、砂や土を激しく熱する事で作り出す。冷静に言われれば分かる事でも、目の前に広がる光景はあまりにも異世界めいていた。

　古いＳＦ小説にでも出てきそうな、珪素生命体が蔓延はびこる未開の惑わく星せいにでも迷い込んだような気分にさせられる。

　……無理もないかもしれない。

　上かみ条じよう当とう麻まの知る由よしもないが、Ｓ５の本来の用途は軍事目的ではない。栄養剤を混ぜた莫ばく大だいな水を月や火星に打ち込む事で、大量の雲と恵みの雨を降らせ、生命のスープで不毛の大地を覆い尽つくす、惑星居住計画テラフオーミング用巨大施設だ。他天体までの距きよ離りは膨ぼう大だいだが、宇宙空間であれば無重力なので速度の減衰はない。そして固体、液体、気体に状態を変化させる水だが、その理由は分子間の結合の『振る舞い』によるものだ。突とつ沸ぷつ現象などいくつか特とく殊しゆな状態では、一〇〇度に熱した水が気体になる『振る舞い』を忘れて液体のままを保ち続ける事も確認されている。Ｓ５で用いられる水は振動制御で分子間の結合を人工的に再デザインされており、大気圏けんを突き抜け、地表へ激突するその瞬しゆん間かんまで『自分は本来気体であるべきだ』という振る舞いを忘れるようにできている。

　平たく言えば、純じゆん粋すいな水だけで作られた強大な爆弾としても使える。

　矛ほこ先さきを地球に向け、軍用を名乗っているのは、惑星開拓という途方もない計画に金を出そうとしない上層部を丸め込む口実であった。

　ただ。

　その時、少年はガラスの異世界など見ていなかった。

　視線は上に。

　さらに強きよう烈れつなインパクトを与えるものに、心が釘くぎ付づけにされていた。

　その視界は凄すさまじい粉ふん塵じんに覆われ、砂すな嵐あらしに巻き込まれたように不ふ明めい瞭りようだった。太陽そのものの光量がぐっと落ちたような錯さつ覚かくさえする。

　だが、それでも彼は見てしまったのだ。

　天にそびえる大樹のようなものがあった。ドキュメンタリー番組でたまに見かける、モノクロの記録フィルムの中に迷い込んだのではと非現実的な考えが脳裏をよぎる。それくらい、目の前にあるものは高校生の日常からかけ離はなれていた。

　神話的な大樹の正体は、きのこ雲だ。

　上条はただ粉塵の中に放り込まれただけではない。今も拡大を続ける特異気象条件の中に取り込まれていたのだ。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　あまりの光景を前に、少年はしばし呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　大地のガラス化も、核爆発に伴ともなう現象の一つとして有名だった。

　そんな上かみ条じようの肩を、背後から叩たたく手があった。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　オティヌスだった。

「きのこ雲の発生条件は核だけとは限らない。一定以上の爆発力があれば特異気象条件は成立する。大型の燃料気化爆弾やサーモバリック爆弾でも似たような事はできたはずだ。だから」

「……違う」

　上条はポツリと呟つぶやいた。

「こんな事ができるのは、きっと学園都市だけだ。そして、あいつらならここまで大おお仰ぎような事をやっておいて、ここで終わりなんて甘い顔は絶対にしない！　軍用量産クローン、ＡＩＭ思考生命体、超音速爆ばく撃げき機き、駆動鎧パワードスーツ、サイボーグ技術、そして恋れん査さ……。俺だって全部を見た訳じゃないけど、それでも垣かい間ま見ただけで分かる。あいつらの本気はこんなものじゃない!!」

『敵』という言葉を強く意識する。

　彼らは確かに大空から……おそらくは宇宙空間から何かを照射した。

　でもそれは、直接的に上条達をすり潰つぶすためのものだったのか？　徒歩で逃げられる程度の火力のために、こんなにも多くの下準備を重ねるものなのか？

　もしも、違うとしたら……。

「下がってろ、オティヌス」

「何を……」

「ここからが本番だ!!」

　上条が叫ぶのと同時だった。

　ゴッ!!!!!!　と、烈れつ風ぷうが渦うず巻まいた。それは神話的な大樹にも見えたきのこ雲を、瞬またたく間に破は壊かいしていく。外からの圧力ではない。大樹は、内側から……爆心地から放たれる力によって引き千ち切ぎられたのだ。

　目の前に広がる光景に、オティヌスはわずかに目を細めた。

　上条は思い出していた。ありとあらゆる科学技術を結集させた学園都市だが、その一番の代名詞と言えば何か。

　答えは単純、超能力開発だ。

　では、その学園都市から『最も強力で、最も確実な戦力』とみなされるものは何か。

　答えは目と鼻の先にある。




　学園都市第一位の超レ能べ力ル者５、一方通行アクセラレータ。

　あらゆる『向きベクトル』を操る正しよう真しん正しよう銘めいの怪物が爆心地に君臨していた。
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　ガラスの世界の中心には、全長五メートルほどのラグビーボールにも似た形の金属塊かいが埋うまっていた。莫ばく大だいな水の柱の最後尾に、一いつ緒しよにまとめて放たれたのである。大量の水蒸気爆発をクッションにする事で、パラシュートなどを使わずに着地したのだ。だが、それでも、あれだけの衝しよう撃げきの中で原形を留とどめ、中の積荷の安全性を確保するのにどれほどの技術が注ぎ込まれているかは、それだけで想像を絶する。

　だが、上かみ条じようの頭の中には入って来ない。

　それ以上の、どうしようもない脅きよう威いが場を支配している。

「……よりにもよって」

　思わず、唇くちびるが動いた。

「一番最初が、お前かよ……ッ!!」

[image: ]

　叫びながら、上条はとっさに腕を振るって、オティヌスを半透明のガラスの上へ仰あお向むけに転ばせた。直後に、一方通行アクセラレータの細い足がゆらりと動いた。

　その足が、リフティングでも始めるように『運うん搬ぱん装置』へ軽く触ふれた直後だった。




　ゴンッ!!!!!!　と。軽自動車クラスの金属塊が凄すさまじい速度で飛んでくる。




「───っっっ!!!???」

　上かみ条じよう当とう麻まは全力で真横へ跳ぶ。巨人の振り回す鉄球と化した金属塊が危うく少年の衣服を引っ掛けそうになり、倒たおれたオティヌスの真上を突き抜けていく。

「おい!!」

「良いから伏せてろ！　あいつは俺が何とかする!!」

　体勢を立て直しながら、上条はオティヌスに向けて叫び返す。そしてすぐに視線を前へ戻した。だが間違っていた。一いつ瞬しゆんでもあの怪物から目を離はなしてはいけなかった。

　あるべき所に誰だれもいなかった。

　思考に空白が生じた直後、視界一面を埋め尽つくすように白い顔が迫せまっていた。

　轟ごう!!　という、一方通行アクセラレータの背中に接続された四本の竜巻が空気をかき乱す音が、遅おくれて上条の耳へと飛び込んでくる。

「く!!」

『反射』……全身の血液や電気信号を逆流させる必殺の掌てのひらが、脇わきを狙ねらうように襲おそいかかり、

「そ!!」

　上条は身をひねりながら、かろうじてその魔ま手しゆを右手で払う。

　そのまま拳こぶしを真上へ跳ね上げる。

　一方通行アクセラレータの顎あごへ直ちよく撃げきさせる。

　ゴドン!!　という鈍にぶい感触が拳の中を通って手首にまで伝わってきたが、

「……、」

　ジロリ、と。表情一つ変えず、こちらを見返す赤い眼球があった。背せ筋すじに冷たいものを感じ取った上条は、後先を考えずとにかく真後ろへ跳ぶ。

　先ほどまで自分のいた場所へ、地じ盤ばんごと叩たたき割るように空気の塊かたまりが叩き落とされる。

　一面のガラスが砕くだける盛大な轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

（何だ、こいつ。前にやった時より回復が早い。動どう揺ようもしない。打たれ強くなってる……っ!?）

「つーかよォ」

　ようやく。

　白い怪物は口を開いた。

「オマエ、全体的に何やってやがンだ？　採算度外視でヒーローぶるのは毎度の事かもしれねェが、今回ばかりはビジョンが見えねェンだけどよ」

　その声に切せつ迫ぱくした色はない。対岸の火事、テレビの中のニュース。そんなものを語る程度の感情しか乗っていない。

　だが、世界を覆おおう猛もう威いは地じ獄ごくに等しい。

　早くもガラスの上に積もり始めた新たな雪をその足が軽く蹴けった直後、上かみ条じようは上半身を振り回すように身を屈かがめた。直後に白い雪は融とけ、液状化した残ざん骸がいは恐るべき速度で空気を引き裂さく。感覚的にはほぼレーザービーム。造船所にある工作機械のように、単なる[image: ]は分厚い鋼こう板ばんをバターのように切り裂く力を得る。

　ズドッ!!　と、ギリギリ真上の空間を裁断する奇妙な音おん響きように背筋を凍こおらせつつ、上条は身を低くしたまま接近を試みる。そうしながら、叫ぶ。

「そう言うお前こそ何をやってやがんだ!!　ハワイ諸島、バゲージシティ、東京……『グレムリン』は確かに色んな被害を出した。だけど、最強の位置に立っているお前は、思わず人を殺すほどのダメージを受けたっていうのか!?」

「理由なンかねェよ」

　応じるように、一方通行アクセラレータは軽く拳を握にぎった。

「こっちはよォ。別に世界を救うだの人類を守るだの、そんなイカれた考えで毎度チカラ使ってる訳じゃねェンだボケが!!」

　ゴッギィィィィン!!!!!!　という轟音が炸裂した。

　拳と拳が真正面から激突した音だった。

「いちいち面めん倒どう見ンのは携帯電話のメモリに入ってる連中くらいで十分だ。だがオマエの後ろに控えてやがる『そいつ』は、世界を全部ぶっ壊こわして人類を全部ぶっ殺すかもしれねェンだろ。六〇億だの七〇億だのの中には、俺の知ってる何人かも混じってる。……だったら、『それ』はもォ戦う理由として成立してンだろォがよ。違うとは言わせねェぞ」

　それは、上条当とう麻まとは真逆の道なのかもしれない。

　身近な人達を助けていく過程で少しずつ視野が広がっていった結果、いつしか世界規模の問題を見せつけられた、上条の逆。

　最初から世界に届く手を持っていて、その力を使って身近な『誰だれか』を助ける。取り得る選せん択たく肢しとして、世界を折り畳たたむレベルの破は壊かいばかりを並べられた、その道。

「オマエの通ってきた道は、俺にはなぞる事のできねェモンだ」

　至し近きん距きよ離りで、真正面から上条当麻の目を見み据すえ、怪物は告げた。

　かつて怪物だった誰かは、確かに言った。

「だからってよ、別に俺がそこに引け目を感じる必要なンか一個もねェぞ？」

　ズァ!!　と、一方通行アクセラレータの背中から、凄すさまじい勢いで翼つばさのようなものが噴き出した。

　その色は黒ではなく、白。

　互たがいの拳こぶしを押し付けた状態で、数十メートルに及およぶ刃のような純白の翼が、次々と上条当麻に向けて振り下ろされていく。

　上条は真横へ滑すべるように跳び、そして真上から連続して落とされる翼へ何とかして右手を合わせる。受け止めて破壊するのではなく、側面に触ふれて受け流すように手を動かす。

　苛か烈れつな攻こう撃げきを繰くり返しながら、一方通行アクセラレータはこう囁ささやく。

「殺しても殺さなくても良いンなら、俺は『とりあえず』そいつを殺すぞ」

　ドガガガガガガガガッッッ!!!!!!　と地球を削る大だい音おん響きようよりもなお鋭するどく、その声は上かみ条じようの胸に刺さる。

　その言葉が鋭えい利りなのは、第一位自身も怪物であるからかもしれない。

　怪物の心境を推測するのでも、同情するのでもない。真に『同じもの』として扱うからこそ、世界を破壊する可能性を持つオティヌスにどこまでも辛しん辣らつになれるのかもしれない。

「……それで確実に、絶対に、安定して、あのガキどもの安全を保てるってンなら、『とりあえず』で殺しておくべきだ。無意味な情に流されて背中を刺される趣しゆ味みはねェ。まして、それが俺以外の背中だとすればなおさらだろォが」

　ああ、と上条は思った。

　無理解への憤いきどおりは覚えるが、それでも少年には第一位を恨うらめない。単に事情を説明していないから、そんな暇ひまがないから……という理由だけではない。

　これは、上条当とう麻ま自身も通った道。

　東京二三区が戦場と化した時、正義のヒーローを気取って楽な方へ流れた彼自身の思考とそっくりそのままだ。いいや、本質的に敵を倒たおすという事が何を意味しているかを理解して暴ぼう虐ぎやくを振るう分、一方通行アクセラレータの方がずっとずっと聡そう明めいで責任感があると言える。

「オイどォした？　こっちの言い分はこンなモンだ。ここまで聞いてまだ無ぶ様ざまに抵てい抗こうしてやがンだ、せめて人の抱えてるモン台無しにするだけの『理由』がそっちにもあるンだろォなァ!?」

「理由、か」

　大量の白い翼つばさは、右手一本だけでは凌しのぎ切れない。翼と翼をぶつけるようにして、上かみ条じようは何とか手数を増やしていく。

「確かに、世界のほとんどの人達にとって、オティヌスは助けたって助けなくたって良い存在なんだろうさ。そしてどっちでも良いなら助けない方が合理的なのかもしれない。『とりあえず』で安全を守れるかもしれない！　でも、だけどだ!!」

　ギィィィン!!　と、拳こぶしを使って白い翼の一本を真横へ弾はじき飛ばし。

　少年は、ただ自分の『理由』を真正面から叫ぶ。




「あいつがいてもいなくても同じ人間っていうなら、輪の中に入れた方が絶対に面おも白しろくなる!!　合理的じゃなくても、効率的じゃなくても、輪の中から弾き出すよりそっちの毎日の方が楽しいに決まってる！　それが俺の『理由』だ!!」




　ビタリと数十の翼が停止した。

　一方通行アクセラレータは静かな、しかし確実にイラついた調子でこう言った。

「……オマエ、さては納なつ得とくさせる気ねェだろ」

「『本音』なんてそんなもんだ」

　ニヤリと笑って上かみ条じようは答えた。

「多分、言葉に出してみんなにスッと納得してもらえるような『理由』なんて、その時点で粘ねばついた理論武装にまみれてやがるよ」

　結局のところ、あの無限に等しい地じ獄ごくを通して上条当とう麻まが獲得したのは、『みんなでなかよく』という、小学生でも分かる理り屈くつに過ぎなかった。『分かったつもりでいる事』を、『本当の意味で実感する』ためには、それくらいの経験が必要だった。それだけの話だった。

　大おお仰ぎような目的なんか何もないのは、上条だって同じだ。

　世界の運命なんて知った事か。そんなもののために戦えるか。

「けどよ」

　ギチギチと無数の翼つばさを軋きしませながら、第一位は告げる。

「それで手を止めろっつーのは、いささか人間の良心ってのを信じすぎてねェか？」

「期待はしてない」

　上条は即答した。

「だから殴なぐり合ってる。『納得』ってヤツを得られるまでだ」

「……、」

　一方通行アクセラレータはわずかに沈ちん黙もくした。

　そして直後に行動があった。




　ゴッ!!　と。

　白い翼を羽ばたかせ、学園都市第一位は一いつ瞬しゆんで上空五〇〇〇メートルに到達する。




　はるか遠方で大きく弧こを描き、再び地表を目指す純白の光が見えた。上条の知る由よしもないが、その白い翼を使った最高速度の突とつ撃げきは第三次世界大戦の最終盤ばんにおいて、暴走する『ベツレヘムの星』から多くの人達を守り抜いたものだった。

（……狙ねらうとすればカウンターしかない）

　ゆらり、と上条の体が動いた。

（どのみち、こっちからは右みぎ拳こぶしを使わない事にはダメージを与えられない。でもあいつは前より打たれ強くなってる。一発で仕留められなければ、おそらくそのまま俺の体は挽ひき肉にくにされる……）

　激突の直前、上条は一度だけ身を屈かがめた。

　足元に転がっていた、赤ん坊の頭ほどの石を左手で拾い上げたのだ。

　一方通行アクセラレータの『反射』には右手を介した攻撃しか通用しない。たとえ目め晦くらましとして投げたって、『反射』が通じている間は目を瞑つぶる必要さえない。

　だから。

　なのに。




　直後に、天と地の衝しよう突とつがあった。




　その瞬しゆん間かん。

　一方通行アクセラレータは自みずからの標的を正確に捉とらえていた。こちらに向けて、天へ掲かかげるように右みぎ拳こぶしを突き出す上かみ条じよう当とう麻まの動きも逐ちく一いち把は握あくできていた。

　そして。

　怪物は、回かい避ひの事など考えなかった。『反射』の力を過信している訳ではない。あの右手の特異性については思い知らされている。その上で、絶対の壁を貫つらぬかれてなお突とつ撃げきを敢かん行こうすると決めていた。

　意識さえ飛ばなければ、演算さえ保てれば、構わずに少年を押し潰つぶす。

　右手の威い力りよくも把握している。

（……？）

　そのはずだった。

　にも拘かかわらず、直後に上条当麻の動きに異変があった。

　最初にあったのは、セオリー通りのクロスカウンター。右拳を対応させたのは顔面ではなく胸板の中央……心臓狙ねらいだったのが特とく殊しゆと言えば特殊だったが、それだって『拳』の取り得る選せん択たく肢しの範はん疇ちゆうではあった。

　問題なのは、その後。

　まるで重ねるように、左手で掴つかんだ赤ん坊の頭ほどの石を振り上げたのだ。

　右手で『反射』を無効化させた後。

　その拳ごと叩たたき潰してでも、一方通行アクセラレータの心臓に生身の拳だけでは到とう底てい与えられない強きよう烈れつな衝しよう撃げきを打ち込むために。

（あ）

　わずかな思考の空白。

　ゴドン!!!!!!　という凄すさまじい音と共に、演算を統とう括かつする意識が一いつ瞬しゆんで途切れた。
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「……、」

　一方通行アクセラレータは雪に埋うもれた状態で目を覚ました。

　バキバキに割れたガラスの大地はすでに見えない。すでに一面はうっすらと雪に覆おおわれていた。テラフォーミング施設からの一いち撃げきを受けても、大地はなおいつも通りの風景を取り戻そうと尽じん力りよくするようだった。

　上かみ条じよう当とう麻まと眼帯の少女はもういない。そして見渡す限りの銀世界には、先ほどまでいなかった別の影があった。

　茶色い髪のショートヘア。

　どこか感情の読めない瞳ひとみ。

　真っ白なコートに耳あてのついた防寒用の帽ぼう子しを被かぶった少女は、第三次世界大戦時のロシアで確認された人物とは、似ているようでまた異なる。

　うんざりしたように一方通行アクセラレータは言った。

「……クローンが何の用だ？」

「はーっはっはぁ/return。いやまあ、上条ちゃんが心配で心配で、ちょーっと『チケット』使ってこの子の制御権を預かってみたんだけどさ/return。無事に自分で自分の問題を片付けてくれたようで何より/return」

　軍用量産クローンのイメージを覆くつがえすニヤニヤ笑いだった。

　となると、今の意識の主体はクローンの脳そのものではなく、もっと大きなネットワーク全体……『総体』とでも呼ぶべき意識なのだろう。

　もっとも、厳密には両者に境はないらしいのだが、この辺りの感覚は当人でなければ分からないだろう。

「でもまあ/backspace、アンタだってあれ本気だった訳じゃないっしょ？/escape　トップバッターで第一位が動いておかないと、他の超レ能べ力ル者５がランダムで動き出す公算が大きくなる/return。逆に言えば、最初に第一位が撃破されておけば、損そん耗もうを恐れた『上』が虎とらの子の七人を使う選せん択たくを躊ちゆう躇ちよするようになるかもしれない/return。へっへー、『負ける事で何かを与える』だなんて、最強しか知らなかった、勝つ事しかできなかった一方通行アクセラレータもちょっとは成長したじゃない/return」

　チッ、と白い怪物は舌打ちした。

　雪の上で座ったまま、不ふ機き嫌げんそうにこう返す。

「……今さら珍めずらしいモンかよ。オマエが今そォしてンのも、『最お強れが負けた事』で得られた恩おん恵けいだろォが」

「そこ分析できるようになったのがオトナだって言ってんのよ？/escape」

『総体』は小さく人差し指を振りながら、

「ほんとは上条ちゃんが心配で心配でしょうがなかったけど、でも、もう大だい丈じよう夫ぶかな/return。こっちもここんとこ『チケット』を大おお盤ばん振る舞いしちゃったおかげで、またしばらくは出てこれそうもないけど……でも/backspace、この目で良いものを見せてもらった/return」

「……次はいつになる？」

「私をあてにすんじゃないわよ/return」

『総体』はくっくっと笑う。

「ここはアンタ達の世界よ/return。物理的な本体を持たず、ミサカネットワークの中でしかたゆたう事のできない私は根本的に異邦人/return。外から助言を与える事はできても、輪の中に入れるだなんておこがましい事は考えちゃいないんだしさ/return」

　ジジ……という雑音が、少女の声に混じった。

　何かが終わる。別れが近い。そんな予感を感じさせる音色だった。

「そんな輪の外にいる私から、最後にアンタに一つ助言をしてあげよう/return」

「鬱うつ陶とうしいな。何なンだ一体」

「アンタと上かみ条じようちゃんの違いは、私達というシステムを善性の象徴として偶像化しているか、本当にただの人間として見ているかってトコ/return。この二つは似ているようで全く違うし、意識して克服できるもんでもない/return。ま、差別を撤てつ廃ぱいしようって強く意識する事が、かえって相手を『可哀かわい想そうな枠』の中に入れてしまうのと似ているかな/return。……もしもアンタが本当に『私達』と向き合うつもりがあるなら、まずはその辺を何とかしないとね☆/return」

　がくんっ、と。

　それだけ言うと、ショートヘアの少女は雪の中に突っ伏してしまった。

　一方通行アクセラレータは面めん倒どう臭くさそうに舌打ちしたが、そこでふと気づいた。

「……おい。気絶したこいつはどォすりゃ良いってンだ？」

　返事はない。

　アレは、最後の最後に怪物へ足あし枷かせまで用意した。ここまで完かん璧ぺきだと流石さすがに頭に来る。
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　戦せん闘とうは終わった。

　しかしそれで受けた痛みがなくなる訳ではない。

　ガラスの平原の縁まで歩き通し、真っ白な深い雪を踏ふみながら、上条当とう麻まは呻うめき声を発する。

「ぐ……」

　上条を苛さいなむ元げん凶きようは二ヵ所。

　一つ目は肩。天空から落ちてくる第一位に合わせるように拳こぶしを突き上げた結果、莫ばく大だいな力を浴びた腕が肩から外れそうになったのだ。

　二つ目は手首。自みずからの手で叩たたきつけた大きめの石が、その拳へ強い負荷をかけたためだ。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　とにかく叫ぶ。無意味なように見えるかもしれないが、束つかの間まの鎮ちん痛つう効果はあるはずだった。ハンマー投げの選手などが絶叫する事で脳内物質を意図的に分ぶん泌ぴつさせるのと同じ理り屈くつだ。

　いちいち立ち止まって、悠ゆう長ちように応急処置に専念している場合でもなかった。

　全力で絶叫し続け、上かみ条じようは苦痛に耐える。これで終わりではない。一方通行アクセラレータがここに来たという事は、おそらく『多た国こく籍せき連合軍』は上条とオティヌスがデンマークにいる事にもう気づいている。次の追っ手が来るかもしれないし、一方通行アクセラレータが息を吹き返せば再び牙きばを剥むいてくるかもしれない。

「患かん部ぶを雪で冷やすと良い」

　言いながら、隣となりを歩くオティヌスは両手で足元の白い雪をすくい上げる。

「神経を麻ま痺ひさせる方法で危険は伴ともなうが、特とく殊しゆな薬物を一切使わずに鎮痛作用を実現できる。もっとも、凍とう傷しようにならないように気を配る必要があるがな」

　激痛の渦うずの中に放り込まれていた上条は、最初、何の違和感もなくそれを受け取っていた。

　だが、途中で気づく。

　上条と違ってオティヌスには、少なくとも外から見た程度では深い傷があるようには見えない。両手で雪をすくっているその動きにも、震ふるえのようなものは見当たらない。

　だけど、それだとおかしいのだ。

　手袋もつけずに雪の塊かたまりを掴つかんでいれば、寒さを覚えて当然のはずだ。

　指先が震えていない方が妙なのだ。

「オティヌス……？」

　上条は隣を歩く少女の方を見たが、彼女自身は異変に気づいていない。

　そのきょとんとした顔を見て、上条の中の不安が確信に変わった。

「オティヌス!!　いつからだ!?　痛みや寒さの感覚がなくなっていたのは!!」

　自分の痛みも無視して両手で彼女の肩を掴み、耳元で叫ぶ。だがオティヌスはいつも通りだった。そこには驚おどろきに身をすくめるといった反射的な動きすらない。それは、平静というより緩かん慢まんな印象を上条に与えてきた。

「いや……いつからだろうな……？」

　もっと早く気づくべきだったかもしれない。ほぼ北ほつ極きよく圏けんに近い極限環境を平然と歩き、万まん力りきのような力でヘッドロックをかける。『魔ま神じん』としての力が少し残っているから、まだまだ人間とは呼べない状態だから。そんな風に簡単に考えていた。だけど、そうじゃなかったら？

　全身の感覚が消えた事で、体のリミッターが機能しなくなっているのだとしたら……。

　寒さへの異様な耐性や、華きや奢しやな少女にしては凄すさまじい腕力に対する説明は、そういう方向でもまとめる事ができる。そもそも、オティヌスは最初の最初から言っていたではないか。『骨こつ船せん』の使用が、正しよう真しん正しよう銘めいの最後の力。これより以降は自分の力を当てにするな、と。

『魔神』としての特別性なんて。

　ほんの一ひと欠片かけらも残っていなかったのだ。

「くそっ!!」

　今さらそれでどうなるか分かったものではないが、とにかく上かみ条じようはオティヌスに肩を貸した。少女の体は重たく、自分の意思で体を支えていないのが簡単に分かる。何より、冷たい。まるで氷の柱だ。体機能がどこまで制限されているのか、素人しろうとの高校生にはもはや判断できない。

「……大だい丈じよう夫ぶだ」

　オティヌスはそう言った。

「自分の足で歩ける、問題はない。ここまでしてもらう必要はないぞ」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　その無理な動きと引き換えに、体の中で何が壊こわれているのか分からないんだよ!!」

　何より恐ろしいのは、当の本人であるはずのオティヌス自身、全く危機感を覚えていない事だ。そんな当たり前の事さえできなくなっている点だ。

　まるで。

　腹に致ち命めい的てきな銃じゆう弾だんを受けた兵士が、最後の最後に痛みを忘れてうっすらと微笑ほほえむような。

「ここにいても仕方がない。イーエスコウ城に着けば全部終わるんだろ。だったら行くぞ、オティヌス」

　道はどこまでも続き、白い景色はまるで生き物の生存を拒こばんでいるようだった。

　それでも進む。上条当とう麻まは前を見み据すえ、こう告げた。

「これから先、どんなヤツが待っていたって、必ずお前を助けてやる。必ずだ」
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　人里は遠い。

　凍とう傷しようか低体温症か……詳しい事は分からないが、一刻も早くオティヌスを暖かい場所へ運ぶ必要がある。だけど、その心当たりがない。あれだけの騒そう動どうの後では、ただでさえ自動車の往来のなかった雪道を走る車両の数だってさらに減るだろう。このままではどこにも辿たどり着けずに、二人揃そろって雪の中に埋うもれてしまう。

　そう思っていた。

　が、予想に反してそんな風にはならなかった。

『隕いん石せきだってよ、すげえなおい！　だけど惜おしい、スマホで撮影してりゃ今いま頃ごろ動画サイトの英雄になってたかもしれねえのに!!』

　行き交う車の量はかえって増えていた。予期せぬ天体ショー（と勘かん違ちがいした）人々が次々と車で集まってきたのだ。どこか雰ふん囲い気きがのんびりしているのは、爆心地が都市部ではなく完全な平原だったからだろう。上かみ条じよう達が一〇分ほど歩くと、早くもローストポークやサーモンサラダサンドイッチなどの屋台まで出回っていたほどだ。

　あの分だと、ガラスの大地は細かく砕くだかれて地元のお土産みやげにでもされかねない。

（うーん……爆心地に伸びたまんまの一方通行アクセラレータを置き去りにしてきたけど大だい丈じよう夫ぶだろうか）

　そんな訳で。

　上条当とう麻まとオティヌスの二人はヒッチハイクを決行し、キャンピングカーを改造した屋台車両を引っ掛けた。もうマトンの煮込みを売り捌さばいたらしく、今は地元に引き返して追加の食材をかき集めてくる所だったようだ……とオティヌスが通訳してくれた。

　ついでになけなしの日本円を削けずり取る形で、野菜くずと羊ひつじの骨を煮に詰つめたスープをもらった。店員達のまかない料理らしい。……何だか冷静に考えると値段が法外な気もするが、今はとにかく体を温めたいので助かったのは事実だった。

「なあオティヌス、これどこに向かっているんだ？」

「オールボー」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「わっ、分かったよ、雑に扱ったのは謝るからマジ泣きしそうな顔をするな人間！　……先ほどまでいたイエリング郊外の平原から、南方へ三、四〇キロ程度移動している。順調な足取りと言えるな、ヒッチハイクにしては距きよ離り的てきなロスも少ない」

　身近な交通手段の代表格が徒歩か自転車という高校生上かみ条じよう当とう麻まからすると四〇キロなんて途方もない距離に聞こえるが、車で高速道路を走れば二、三〇分で走破できる。そう考えるとちょっと免許に憧あこがれる上条なのだった。

　隣となりに座るオティヌスの顔は、先ほどよりは血色が良くなっていた。手足も普通に動かせるようになっている。温かいスープのおかげでもあるだろうし、車内が外気から守られているおかげでもあるだろう。とはいえ、今のオティヌスは感覚が麻ま痺ひしているようなので、上条が逐ちく一いち様子に気を配り続けるしかない。

　キャンピングカーを改造した屋台車両が大きな街に着くと、上条は店員さん達に頭を下げて車を降りた。ちなみにこういう時オティヌスは基本仁に王おう立だちなのであてにならない。

　そして外に出て一〇秒で極ごつ寒かんの体感温度が襲おそいかかってきた。

「はぶっ、はぶさぶざぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶぶ。はっ、早くどこかでコートでも買おうっ……。じゃないと全身が紫色になるっ」

「その話はもうクドいぞ。お前はどこまで軟弱なんだ」

「そっちが感覚麻痺しているだけだっ！　お前、ドヤ顔で唇くちびる青くなってるじゃん!!」

　街並みは全体的に煉れん瓦が色いろっぽい感じだ。水辺の方には工場の煙突などがいくつも立ち並んでいるが、アパートから消防署まで基本的に全部石造り。色々な形の積み木をぎゅっとかき集めたような人口密集地だが、七階より高い建物を探すのが難しい感じだった。

「……何でヨーロッパはみんなこうなの？　三〇〇年ものとか五〇〇年もののアパートって敷しき金きん礼金とかどうなってんだ？　この人達消防法とか気にしないの？？？」

「保証金な。というより、全体的に見れば日本の方が異質なんだ。２×４ツーバイフオーと鉄筋コンクリートしかない国など世界中見回してもあそこくらいだ」

「それにしても、海底トンネル通った時は絶対なんかあるって思ったのに何にもなかったな。てっきり途中でトンネル吹っ飛ばされて大波に追われながらアクセル全開くらいはあるんじゃねえのって覚かく悟ごしていたのに……」

「連中は一〇〇％全力の魔ま神じんと戦う事を想定しているんだ。海に沈しずめた程度で殺せるなどとは思っていないのだろう」

　ここで次のヒッチハイクをするか、徒歩で隣の街まで移動するかが大きな目的ではあるが、まずはとにかく防寒具だ。そして防寒具を手に入れるためには日本円をデンマークのクローネに両替する必要がある。……あんまり長々とＲＰＧのお使いクエストみたいな事をやっているとリアルマッチ売りの少女になりかねないので、二人はせかせかと歩く事にした。

「……な、なんかこっちの道は人がいないな。どこのお店もみんな閉まっているし」

「まあ陽も高いしな」

「ここどこなの？」

「聖処女アン通り。元々は大々的な娼しよう婦ふ街がいとして発展してきた場所だ」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………（←とてもリアクションに困る顔）」

「……おい、『元々は』と注ちゆう釈しやくしていたはずだが。今は単なる飲み屋街だ。そもそも今のお前に妙な期待を挟はさめるほどの余裕があるとでも思っているのか……？」

「俺は花も恥はじらう女の子の口から娼婦街とかド級のトピックスが出てきたのでビターな顔になってただけですう!!　つーか今のいらなくない？　何でお前は自分で説明して自分でいらっとしてるんだよ!?」

　ちなみにこの飲み屋街から一本別の道に入ると、普通にショッピング街が広がっている。もっとも、ここも日本と違って数百年単位の石造りや煉れん瓦が造りの建物が並ぶ場所ではあるが、上かみ条じようが一番気になったのはそこではなかった。

「あのムキムキマッチョの銅像なに？　ズラしたら地下への階段でも出てくるのか？」

「オーディン像だろう、つまり私だ。北欧ならどこにだって転がっているさ」

　上条は寒空の下、可か憐れんな少女とマッチョ像を交こう互ごに見やった。

「……花も恥じらう……。なあお前、今までどんだけ恐れられていたんだ」

「う、うるさいな！　合わせ鏡の世界の一つではああいう扱いだったんだ!!　……私を示す情報としては正確性に欠けるが、それでも第三者が残した私の記録だ。あれこれ世界を更新する中でもつい残してしまってな」

「それにしたって何で上半身裸にマントなんだよ？　……いやまさか、お前だったら、あるいは……」

「『ありえる』と思ったらここでお前を殴なぐろうと考えているんだがどうしようか？」

　両替は路上にあるＡＴＭみたいな機械で行った。築五〇〇年の建物の壁に直接機械が埋うめ込んである風景はなかなかにシュールだ。

　あと、お財布の中身が知らない紙し幣へいに変わった途と端たんに、何だかオモチャっぽく見えてくる。お金を持っている感覚がしない。

「と、とにかくコートを……。まさかと思うけど、その辺の店全部オーダーメイドの仕立て屋とかじゃないだろうな」

「お前はデンマークを何だと思っているんだ」

「この街並みなら『やくそう』とか『ポーション』とか置いてあっても不思議じゃないと思う」

　一つ一つのお店はこぢんまりとしていて、ショーウィンドウのようなものはなく、そしてどれもこれも何百年ものの建物ばかり。頑がん固こオヤジのラーメン屋に初挑戦より怖い。はんけちーふ一枚で万札が飛ぶお嬢じよう様さま世界が広がっているのではと恐れ戦おののく上条だが、オティヌスはさっさと目的の店を見つけると中に入ってしまう。

「おい、安いのなら二五〇〇クローネくらいで何とかなりそうだぞ。手持ちはいくらなんだ？」

「先生、クローネが分かりません」

「日本円で約五万」

「何が安物だ馬ば鹿かじゃねえの!!　ＣＰＵでも積んでんのかそのコート!?」

「お前……」

「あ、男の甲か斐い性しようみたいな話はやめてもらえます？　こっちはほぼ着の身着のままで海外へ飛ばされた高校生だぞ!!」

「だが撥はつ水すい性せいはゼロに近いな、安物め。これだと他に傘かさも用意する必要があるか」

「……うーん、というか」

　平凡な少年上かみ条じよう当とう麻まは一歩退ひいて、両手の親指と人差し指でＬ字を二つ作って架か空くうのフレームを用意しながら、

「全体的にまずは標準的な下着を調達する所から始めなくちゃならないんじゃないか、これ？」

「根本的にお前が私を馬鹿にしている事は理解した。ちょっと表に出ようか？」
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　その三〇分前の事だった。

　対外的には観光や工業などで有名なデンマークだが、北欧の内部においてはチーズなどの酪らく農のうが有名でもある。実に国土の七割が農地というほどだ。

　……大体、広大な農地がある場所はミステリーサークルとかの話題に事欠かない訳だが、半島中央、オーフス郊外は少しばかり事情が異なっていた。

　周辺では軍用車両がいくつも停とまり、空軍兵士達が警備を行っている。雪一色の平へい淡たんな農地はトラクターで地じ均ならしされ、ざっと二、三キロほどの直線ができていた。まるで大地に巨大なダクトテープを貼はってから思いきり剥はがしたようだ。

　そして一番の異状は、おそらく『直線』の脇わきにお行ぎよう儀ぎ良よく停めてある、いくつもの巨大航空機だろう。合衆国を代表する爆ばく撃げき機きの一機種。くの字に似た全ぜん翼よく機きに比べるとやや知名度は劣おとるが、ある程度のステルス性とマッハ一・三程度の敏びん捷しよう性せい、何より戦略核搭とう載さい機能を備えたものだ。

　とはいえ、今回はそうした物ぶつ騒そうなＮＢＣ兵器は搭載していなかった。

　……ある意味において、それより危険なものをこのデンマークへ輸送してきた訳だが。

「ええ、ええ。予定にあったオールボー空軍基地はダメでした。あの隕いん石せき騒さわぎ!!　あれで一帯が官民問わず飛行禁止命令になっちまったみたいで！　学園都市には正式に抗議入れておいてくださいよ、いやマジで!!　邪じや魔まだあいつら!!」

　爆撃機から降りてきたのは、黒い修道服を纏まとった修道女達だった。

　先頭を歩く茶色い髪のシスター・アニェーゼ＝サンクティスが、携帯電話に向けてまくし立てている。

「こっちはオーフス郊外の野戦飛行場に緊きん急きゆう着陸って事みてえですね。ええ、第三次世界大戦の時に急ごしらえで用意した『遺跡』を、もう一度手入れしたってヤツです、おっかねえ。舗ほ装そうもひび割れ状態だから着陸時はガタゴト揺ゆれるし……そもそも!!　居住性ゼロの爆ばく弾だん槽そうに人を詰つめ込むってのも納なつ得とくはしてませんからね！　え？　輸送機より断然早いから？　知りゃあしませんよそんなの!!」

　ぞろぞろと銀世界へ出てきたのは、アニェーゼを中心としたローマ正教に出向中の修道女達。いいや、その数百人に留とどまらない。あちこちを軽く見回すだけで、イギリス清教、ロシア成教などの精せい鋭えい達の顔も見つけられる。

　そしてここは目的地ではない。

　自動車、列車、国内便、ヘリコプター……。様々な輸送手段と目的地を設定して、彼らは魔ま神じんオティヌスと上かみ条じよう当とう麻まを網あみにかけるための準備を開始していく。

　同じ場所にいるのに、彼らは同じ先を見ていない。

　情報はある程度共有しているものの、それを受け取る者の考えはもはやバラバラだ。

『本当に情報はこれで全部か』

『手柄を奪うばうためにわざと偽いつわりの情報を流してはいないか』

『あいつらの存在が露ろ見けんすれば、こちらの迂う回かいルートへ標的がやってくるのではないか』

『あいつらが突破された後にすぐ勝負を仕掛ければ、疲ひ労ろう困こん憊ぱいの標的を自分達の手で確実に仕留められるのではないか』

『魔神の仕し業わざに見せかけて、こちらを攻こう撃げきしてくる勢力はないか』

　……疑ぎ心しん暗あん鬼きが表出している最も大きな理由は、それだけ相手が大きいからだ、とアニェーゼは分析している。修道女にあるまじきたとえだが、これはカジノの大勝負に等しい。ベットされているのは世界の運命、あるいはそれを左右する『魔神』の力を強ごう奪だつして解析する権利。子供達のトランプ遊びとはプレッシャーの桁けたが違う。

「私達はこれから情報通りにオールボーに向かっちまいます。教皇猊げい下かもご準備のほどを。他の勢力は迂回路に網を張りつつ、こちらの様子見といった所でしょう。何しろ、頭数だけなら私達が最大ですからね、鳴なる子こや撒まき餌えとでも思っているのかもしれません。もっとも、釣つり竿ざおに当たりがあればわっと押し寄せてくるかもしれませんが」

　適当に言いながら、アニェーゼは身振りで部下達に指示を出す。

　こちらは『聖人』や『神の右席』といった単体戦力としての特異点は保有していない。

　だが、その代わりに世界中の信徒、二〇億人分の力がある。

　それは人類の三分の一を占める巨大な意思の力だ。
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　きんこーん、というノイズまみれの大だい音おん響きようがオールボーの街に響ひびき渡った。

　街のあちこちに設置された災害対策用のスピーカーからだ。

「何だ？」

「ぶ、ぶふふう……」

　服飾店の前で相方を軽めにのしていたオティヌスは手を止めて顔を上げた。ちなみに可か憐れんな乙女おとめに馬乗りにされた上かみ条じようは先ほどから豚ぶた野や郎ろうモード一直線である。

『上条当とう麻ま、及および魔ま神じんオティヌスに向けて警告します。あなた達が市内に潜せん伏ぷくしている事はすでに把は握あくしています。一〇分以内に武装解除し、同市内のアンスガー教会へ投降してください』

　彼ら二人が怪け訝げんな顔をした理由は、その物ぶつ騒そうな内容だけではなかった。

　警告は日本語だったのだ。

『いかなる理由があろうとも、同条件が達成されなかった場合は敵対の意思ありとみなして攻こう撃げきを開始します。また、民間人、あるいは歴史的遺構などを盾たてに取る戦術は我々の術式に対して意味を為なしません。繰くり返します……』

　その声は街の隅すみ々ずみまで響き渡っていたが、おそらく顔を上げている多くの人々はその意味を聞き取れていないだろう。何かのイベントかと思って指笛を吹いている若者までいる。

　上条は仰あお向むけに倒たおれたまま、腹の上に乗っかっているオティヌスを軽く揺ゆさぶった。

「どう思う？」

「わざわざ警告している意味は不明だな。だが奇き襲しゆうを仕掛けてこなかったという事は、自信があるという事なんだろう。一〇〇％完全な魔神を仕留める手立てに、だ」

　オティヌスは白い息を短く吐はいて、

「……『妖よう精せい化か』の件もある。真っ向からの力勝負など馬ば鹿か馬ば鹿かしいが、何かしら搦からめ手に心当たりでもあるのかもしれないな」

「……、」

　上条はわずかに黙だまった。

　彼が引っかかっていたのは別の部分だったが、今はそこは重要ではないのかもしれない。オティヌスが馬乗り状態から下りたので、上条は雪の中から起き上がった。

　眼帯の少女はこう尋たずねてくる。

「これからどうするんだ？　蹴け散ちらすのか」

「誰だれが何人来てるか分かんないのに？　一〇分って言ってたろ。逆に言えばそれまでは手を出してこないんだ。逃げる、隠かくれる、戦う、何を選ぶにしたってできるだけ情報を集めた方が良い。そもそも相手は本当に俺達の居場所を知っているのか？　デンマーク中の主要都市で片っ端ぱしからおんなじ放送を流して、俺達が暴れ出すのを待っている可能性だってあるぞ」

「その一〇分を律りち儀ぎに守ってくれれば良いがな」

　このショッピング街は歩行者専用道路だ。

　小走りに走り抜け、一度大きな通りを覗のぞいてみる。

「くそっ！」

　覗いた直後に上かみ条じようは首を引っ込めて壁に背中を押し付けた。

　スパイごっこ極きわまりない東洋人へオティヌスは不審者を見るような目を向ける。

「どうしたんだ」

「お前は絶対そっちに出るな、その格好じゃ一発で睨にらまれるぞ」

　大通りのバス停の近くをうろついていたのは、黒い修道服を着た数名のシスター達だった。見覚えがある。オルソラ＝アクィナスやアニェーゼ＝サンクティス達がいつも着ているものだ。

「……ローマ正教……最強の能力者の次は数の暴力か。おいオティヌス、戦うのはナシだ。考えなしにぶつかっても押し負かされる。どうにかしてこの街を出る方法を考えよう」

「力を失った私が言う事ではないが、所しよ詮せんは烏う合ごうの衆しゆうだろう？　ある程度は倒たおして進んだ方が現実的だと思うが」

「まともな戦力は俺の右手だけだぞ。こいつは一方向からの大火力には強いが、全周取り囲まれて隙すき間まなく連射されると凌しのぎようがなくなる。ある意味で、相性で言ったらさっきぶつかったバケモンより悪いよ」

「ああっ！　ちくしょう、その手があったか!!」

「……オティヌスちゃん？　何で悔くやしがってるの？？？」

　とにかく一度引っ込んで、別の道からオールボーの街を抜け出せないか狙ねらってみる。途中、雑ざつ踏とうの中で全く同じデザインの修道服をいくつも見つけた。こちらに気づいていない者もいるし、気づいていないふりをしてあからさまに観察している者もいる。見つけただけで全部なのかという保証もない。

「人とか車とかの流れを見る限り、道路が塞ふさがれている訳じゃなさそうだな。いざとなったらトラックの荷台にでも飛び乗って一気に街を脱出するってのもありか。オティヌス、運動神経には自信がある方か？」

「誰だれにものを言っている。私は戦争の神だぞ」

「言っておくが、使えなくなった術式の補助とかはナシでだ」

「……、」

　まじんオティヌス　は　ちんもく　してしまった!!

　上条は思わず額に片手を当てる。最悪、オティヌスの小さなお尻しりを押してトラックの荷台へ乗り上げる日がやってくるかもしれない。

　この時、二人はほんの些さ細さいなミスを犯していた。

　一つ目は、一〇分という時間を正確にカウントしていなかった事。

　ボッ!!　と、手近な壁がいきなり閃せん光こうを発した。何かしらの術式……レーザービームのようなものが貫つらぬいたのだと気づいた途と端たん、上かみ条じようはとっさに身をひねって右手の掌てのひらをかざしていた。

　そして二つ目。

　なんだかんだで、彼らは慢まん心しんしていた。相手は『聖人』でも『魔ま神じん』でもない。右手の幻想殺しイマジンブレイカーがある以上、全周包囲されての飽ほう和わ攻こう撃げきでも受けない限り、ある程度の攻撃術式は弾はじき飛ばす事ができるだろう、と。

　根本的に間違えていた。




　メキメキメキメキィ!!!!!!　と。

　受け止めたと思った途端に上条当とう麻まの右腕が大きく弾き飛ばされた。

　あまりの衝しよう撃げきに右肩の関節がねじ曲がり、彼の体は空中で軽く二回転は回される。
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（あ……）

　最初、上条当麻は痛みを正しく認識できなかった。

　目まぐるしく回る視界に、右手が通用しないという常識の破は壊かい。それらが頭に混乱をもたらし、当たり前の感覚を処理する余裕すらなくなっていたのだ。

　だから、激痛の爆発は雪の上へと墜つい落らくしてからだった。

「が、ぁ!?　ァァァああああああああああああああああああああああッッッ!!!???」

「くそっ！」

　間近にいるはずのオティヌスの声が、ひどく遠くから聞こえる気がした。無事な方の左腕を掴つかまれ、半ば引きずられるように上条は別の路地へと運ばれていく。

　表の方で何度か似たような閃光が迸ほとばしり、それからバタバタとした複数の足音が続いた。こちらを見失っているらしいが、いつまで保もつかは分かったものではない。

　何より、右腕を破壊されかけた上条としては、長期的な計画に目を回す余裕もない。とにかく歯を食いしばって激痛に耐え続ける。

「触さわるぞ」

　忠告してから、オティヌスは上条の右肩の辺りを軽く指先でなぞった。痛みというよりも、猛もう烈れつな熱に似た感覚が襲おそう。肩全体が二回りくらい大きくなったような気さえしてくる。

「……折れてはいないな。脱だつ臼きゆうしただけのようだ。多少痛むが、外からの衝撃で再び関節をはめる事ができるぞ」

　言うだけ言うと、オティヌスは自分の装しよう束ぞくのマントの端はしを掴んで、

「噛かんでいろ。激痛のショックで舌を噛むリスクを減らせる」

「……？　何だこれ……」

「どうした？」

「いや、なんかこれ……甘じょっぱい……？？？　おい、まさかこれ、お前の汗───」

「ふんっっっ!!!!!!」

　バギゴグギ!!　というとんでもない音と共に上かみ条じようは再び右手を動かせるようになった。

　医学的根こん拠きよはないが、感覚的には血の塊かたまりでも吐はくかと思った。

「それにしても、何だったんだ、今の……？」

　試しに肩を回し、体の内側でグキグキという鈍にぶい音を連続させながら上条は言う。

「魔ま術じゆつとは、違う……？　俺の右手で消す事ができなかったぞ……」

「いいや、あれは人の魔ま力りよくに基づく現象だ。壁を貫つらぬいた閃せん光こうだが、壁そのものは破は壊かいしていなかった。透とう過かしていたんだ。明らかに私達だけを狙ねらって、街中で堂々と攻こう撃げきしてきている。おそらくは落雷と神しん罰ばつの逸いつ話わを攻撃的に解釈した術式だろうな。十字教をかじった連中なら誰だれでも組み立てられる程度のシンプルな構成だ」

　建物や通行人を無視して透すき通り、標的だけを正確に焼き切る閃光。

　そんなものがあれば、確かに街中でもお構いなしに全力の戦せん闘とうができる。

「……でも、それじゃおかしいだろ。俺の右手は……」

「例外はないか、自分の胸に聞いてみろ。お前の右手はお前が一番理解しているはずだ」

　……考えてみれば、ステイル＝マグヌスの『魔女狩りの王イノケンテイウス』や右方のフィアンマの『第三の腕』など、幻想殺しイマジンブレイカーでは打ち消しが間に合わないような術式もあった。

「術式そのものはシンプルだが、威い力りよくが……いいや、『数』が膨ぼう大だいだっていうのか……？」

「だとすると、少々まずいかもしれないな。相手はローマ正教、世界最大宗派だ。教皇が『ロック』を外したとしたら、色々やりたい放題になる」

　ゲテモノが出てくるのも、考えてみれば当然ではある。

　彼らは上条などどうでも良い。世界を滅ほろぼす魔ま神じんと戦う事を想定し、一％でも一〇％でも、自分達に勝ち目がある方法を練り上げてから乗り込んできているはずなのだ。

「その二〇億人全員が、意識的・無意識的を問わず直接的に敵に回ったと考えれば良い。最悪、ヤツらは通常の術式に二〇億倍の数を重ねているのかもしれないぞ」
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　オールボーの構成を考えよう。

　敵はローマ正教。主力となるのは全世界二〇億人分の魔力と演算機能を統合した『出力二〇億倍の術式主砲』。街中にばら撒まかれたシスター達は主砲の『耳じ目もく』で、彼女達に捕ほ捉そくされれば、間にある建物も通行人も無視して凄すさまじい威い力りよくの飛び道具が一直線に襲おそいかかってくる。

　障害物を『すり抜ける』以上、何かを盾たてにするという作戦は使えない。見つかれば、もう終わりだ。上かみ条じようの右手でも完全に打ち消す事はできず、再び脱だつ臼きゆうか、今度は骨折するか。力を失ったオティヌスが喰くらえばどうなるかは言うに及およばず、だ。

　それらを踏ふまえて、上条はこう告げた。

「……問題の主砲を何とかしよう。『耳じ目もく』をいくら減らしたって意味はない」

「まあ、そうするしかないだろうな。砲の精度や射程も不明だ。今のままではオールボーの街を出たって安心できないからな」

　オティヌスは一度肯こう定ていした上で、

「だがその主砲はどこにある？　オールボーに配備された『耳目』がいくつあるかは知らない。数百、数千、あるいは数万かもな。それを全部すり抜けて進むのは容易ではないぞ。街の隅すみ々ずみを探し歩こう、なんて雑な考えで動けば、一〇〇万回でも撃うち抜かれるだろうな」

　オティヌスは雪の上に大おお雑ざつ把ぱな街の地図を描いていく。

　上条はそれらをざっと見回してから、一点を指差した。

「多分ここだ」

「理由は？」

「逆に聞くけど、オティヌス。お前が主砲を設置するならどこにする。分厚い城壁に囲まれた安全地帯？　それとも木を隠かくすなら森で人口密集地帯にこっそり隠かくす？」

　オティヌスはわずかに考えた。

　彼女は『魔ま神じん』の力に頼たよるだけではない。『槍やり』が完成するまでは、世界を相手取って謀ぼう略りやくを進めてきた策士でもある。

「……見晴らしの良い場所、かな。あの主砲は自己であれ他者であれ、目視で照準しているらしい。であれば、砂漠や平原のように、身を隠せる障害物が何もない場所が一番良い。向かってくる敵を一〇〇％確実に撃ち落とせる環境を作れるからな」

「だとすると」

　上条はトントンと雪の上を指先で叩たたいて、

「オールボーの南西部、教会とか美術館がある方だけは街並みにぽっかりと穴が空あいている。ここだけ自然公園みたいに緑を残しているんだろう。俺ならここを使う」

「おあつらえ向きに、ここには一〇〇メートル大の鉄てつ塔とうがあるぞ。オールボータワー。……冗じよう談だんみたいなネーミングセンスだが、砲台を置けば街の全域を舐なめる事ができるはずだ」

　方針は決まった。

　その上で上条はこう提案した。

「……ここは俺が行く。オティヌス、お前はどこかに隠れていろ」

「さてはぶん殴なぐって欲しいのか？」

「判断は根こん拠きよを説明してからにして!!」

　頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつの危機に見舞われた上かみ条じようは身振り手振りを交えて高速で説明した。先ほど、オールボー全域に流されたスピーカーからのアナウンス。あの時感じた『違和感』を、だ。

「……なるほど。ただ単に格好つけたいからではないらしい」

「お前は俺を何だと思っているんだ？」

「お前の格好つけに一体どれだけ付き合わされたと思っているんだ？」

　オティヌスは自分の顎あごに手を当てる。

　しばし考えたのち、

「ただし、開けた場所にある砲台を破は壊かいするには、接近する方法を考える必要があるぞ。馬ば鹿か正直に近づけば撃うち抜かれるだけだろうしな」

「うっ……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、お前の性しよう根ねはもう分かっている。だから失望されるのではなどと今さら心配しなくて良いぞ。これが終わったら二、三発殴なぐってやるのはすでに確定だから」

　オティヌスが殴るのをやめるか上条がご褒ほう美びと感じるようになるか、どうやらそのどちらかでしか人は幸せになれないようだ。

「ち、ちなみに名案などはお持ちでしょうか女神様……？」

「悪くない呼び方だ。では求めに応じて教えてやるか」
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　直線距きよ離りで言えば、現在地からオールボータワーまで二キロもない。

　だが馬鹿正直に最短距離を進めば一〇〇万回は閃せん光こうに貫つらぬかれるだろう。

　オティヌスから『秘策』は授さずかったが、それも無条件でいつでも恩恵を受けられるものではない。上条は目立つような全力疾しつ走そうは避さけ、人混みの中に紛まぎれるようにして隠かくれながら街を歩いていく。

（考えてみれば、あのアナウンスには妙な点がいくつかあった）

　思考する。

　それは決定的に上条の方が追い詰つめられている事を自覚するのと同じだ。

　そして不利を認めなければ、逆転の策は出てこない。

（日本語で語りかけてきた事。そして呼びかけが『上条当とう麻ま、及および魔ま神じんオティヌス』となっていた事……。となると、主格は俺だ。オティヌスじゃなくて、俺に向けて話しかけている）

　雪を踏ふみ、ひたすら思考に埋まい没ぼつしていく。

（例の『閃光』にしても本当に対魔神専用の術式なのか？　実際に脅きよう威いを知る俺と知らないローマ正教の間に溝があるのかもしれないけど……あれは、ひょっとしたら幻想殺しイマジンブレイカー対策なんじゃないのか？）

　言うまでもない事だが、世界の脅きよう威いはオティヌスであって上かみ条じようではない。同行している以上どう扱われても文句は言えないが、少なくとも『敵』はさほど重要視していないはずだ。

　にも拘かかわらず、『敵』が二〇億という集団でもって優先的に上条を排除しようとしている理由。思い浮かぶものと言えば……、

（そもそも、当初の計画では東京湾で総そう攻こう撃げきを仕掛けて、『グレムリン』とオティヌスを完全撃破するつもりだったはずだ。それが『投降してください』と猶ゆう予よを残しているのがもうおかしい。当初より切せつ迫ぱくしているのに、当初より余裕ができるはずがないんだ）

　つまり。

（向こうは早々に俺をリタイヤさせようとしている）

　つまり。

（最強の脅威オティヌスから敵味方の分からない民間人を引きはがして、その上で目も当てられない大だい破は壊かいを直撃させるつもりなんだ）

　つまり。

（……『敵』は俺に窓口を開けている状態だ。オティヌスと一いつ緒しよなら容よう赦しやなく攻撃するしかないが、離はなれて行動する分には猶予がある。こんな手心を加えてくるなんて、まさか今度の相手は顔見知りか？）

　そんな結論を出しながら、上条は表通りへと出た。

　黒い修道服のシスターと目が合った。こちらを指差し、何かの指示があった。

　直後。




　カッ!!!!!!　と、凄すさまじい閃せん光こうが迸ほとばしった。

　手心なんて一ミリも感じられなかった。




　思わず手て癖くせで右手に頼たよろうとし、それから上条は慌あわてて全力で身を屈かがめる。真上を突き抜けた閃光は一直線に通行人や自動車などを透とう過かしていくが、当然ながら彼らには傷一つない。プロジェクションマッピングに似た光の芸術か何かと思われているらしい。

　そして上条は全力疾しつ走そうを開始した。

「甘かった!!　そんな訳なかった!!　かんっぺきに殺す気まんまんじゃねえか!!」

　互たがいに連絡を取り合っているのか、あちこちの路地から同じ修道服のシスター達がひょこひょこと顔を覗のぞかせてくる。その全すべての『耳じ目もく』が主砲術式の照準を補正していく。背せ筋すじにゾッとしたものが走るが、こうなればもう回かい避ひしながら進むしかない。

　先ほどは激痛と混乱のせいで詳しく観察している余裕はなかったが、今のでどの方角から攻撃が来るかは大体見当がついていた。予想通りオールボータワーの方だ。とにかくそちらに気をつけて、全神経を集中させるしかない。

　そう考えていた。

　予測は外れた。




　直後に、上かみ条じよう当とう麻まの真横、至し近きん距きよ離りから先ほどと同じ閃せん光こうが炸さく裂れつした。




（……な、ん……っ!?　さっきと、全然方向が違う……っ!!）

　虚きよを突かれた。

　回かい避ひは間に合わない。とっさに右手を合わせたが、待っていたのは極大の衝しよう撃げきだ。先ほどと同じように右肩が爆発的な痛みを発し、体は宙で勢い良くスピンさせられる。

「がああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　ぶらぶらと揺ゆれる右腕を引きずるような格好で、とにかく上条は走る。

　様々な方角から、断続的に凄すさまじい閃光が襲おそいかかってくる。

（……読み違えていた）

　くらくらと、意識が揺れた。

　単に激痛によるものではない。

（複数の『耳じ目もく』で主砲をサポートしているんじゃない。あのシスター達は、全員が『耳目』で全員が『主砲』だっていうのか……っ!?）

　脱だつ臼きゆうしてしまった以上、もう右手も使えない。

　完全な敗走。その背中へさらに叩たたき込むように閃光が追い駆ける。




　そして直後に、少年の体がオールボーの街から蒸発した。
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　シスター・ルチアとシスター・アンジェレネ。多くの修道女達に混じっていた二人は、いきなり少年が消しよう滅めつしたのを目撃すると、その場で大声を張り上げた。

「やり過ぎです！　やり過ぎ!!　今すぐ『晩ばん餐さんの魚』を止めてください！　彼については安全にリタイヤさせるのが目的だったはずでしょう!?　誰だれだ殺したヤツ!!」

　とはいっても、結果が出てしまった後での苦情に意味はない。

　シスター達はわらわらと蒸発地点へ集まっていく。

　と、そこで気づいた。

「……し、シスター・ルチア。何なんでしょう、これ……？」

　猫背の少女がそんな事を言う。

　彼女達が注目していたもの。それは石いし畳ただみの道路にぽっかりと空あいた、一辺六〇センチほどの正方形の穴だった。







　アンスガー教会。オールボータワーや近代美術館と同じ緑地帯に建てられたその教会の中で、連絡を受けたアニェーゼ＝サンクティスは呻うめき声を上げていた。

「秘密の地下通路!?　何なんですかそりゃあ!!」

『入口から覗のぞいた程度ですが、手掘りのようですね。少なくともここ一〇〇年程度のものではないでしょう。市庁舎に資料を請求していますが、芳かんばしい返答はありません』

「……そちらの予測は？　シスター・ルチア」

『オールボーの街はデンマーク史の中で、戦火によって何度か壊かい滅めつの憂うき目を見ています。その折に財産や人命を守るために当時の市民達の手でひっそりと掘られたものだとすれば、おそらく街の全域に蜘く蛛もの巣のように張り巡めぐらされている事でしょう』

「ではガス会社、水道局、地下鉄などの業者へ連絡を。特に、遺構などとかち合って工事が中断された記録などを当たってみてください」

『すでに手配はしていますが……間に合うでしょうか』

「神のみぞ知る、とかはやめてくださいよ。私達修道女は主を試す事は禁じられていますので」

　連絡を絶つと、アニェーゼは椅い子すに腰かけたまま天てん井じようを仰あおぎ見る。人員配置のために地図を渡されていたが、どうやら新しい線を大量に書き込まなくてはならないらしい。

　そう思い、視線を下げ、テーブルに広げた地図を実際に眺ながめようとした時だった。




　バゴンッ!!　と。いきなり地図ごとテーブルが吹き飛ばされた。

　真下からの強きよう烈れつな力によって、だ。




「な、ん……っ!?」

　驚おどろいて椅子から飛びのきそうになるアニェーゼは、そこで見た。

　テーブルのなくなった床に、四角く切り取られたような穴が空いている事を。ていうかつまり椅子のすぐ下、つまりつまり両足の間、つまりつまりつまりアニェーゼの短いスカートを覗き込むような位置取りにツンツン頭の少年が迫せまっていたという事をだ!!

「ばっ、ちょ……っ!!　アンタ私に恨うらみでもありやがるんですかあ!!」

「自分の胸に聞け。ていうかあらゆる魔ま術じゆつを二〇億倍にするとか根本的に馬ば鹿かじゃねえのかお前！　術式の名前はインフレーションじゃねえだろうな!!」

　ぞぞぞぞぞぞぞぞぞ、と緊きん急きゆう浮上する変態潜せん水すい艦かん上かみ条じよう当とう麻まを目まの当たりにし、あまりの衝しよう撃げきにアニェーゼは椅い子すを蹴け倒たおして後ろへ下がる事さえ忘れていた。

　やがて自分を取り戻した彼女は、地図と一いつ緒しよに床へ転がった象徴武器シンボリツクウエポン『蓮の杖ロータスワンド』を掴つかもうとはせず、あちこちをバッ！　バッ！　と見回すと、

「ちょっとちょっと！　……まったく勘かん弁べんしてくださいよ、私が本気で殺す気だったらどうするつもりだったんですか？」

「あれだけ俺に向けて日本語で警告飛ばして、教会の名前まで伝えていたっていうのに殺しに来る訳ないだろ。砲台は一つきりじゃなくて全員が担になえるって分かった時、オールボータワーの線は消えた。そうだよ、ローマ正教の重じゆう鎮ちんなら絶対に教会に居座る。これは合理性じゃなくてアンタ達の本能みたいなもんだ。そこまで行ければ知り合いと話もできるかもしれない。なんか途中で勢い余って本気で蒸発されかけたがな!!」

「何しに来たんですか」

「訳は説明するから見逃してくれ」

「……嫌いやだと言ったら？」

「お前、ブレーカー役だろ」

　ローアングルを維持したまま上条は言う。

「『使徒十字クローチエ・デイ・ピエトロ』、『アドリア海の女王』、『Ｃ文書』、そして『ベツレヘムの星』。ローマ正教の力は色々見てきたけど、アンタ達は完全な力の並列化はしない。必ずどこかに中心、リーダーを据すえて、その上で平等に並列化させていく癖くせみたいなものがある」

「……、」

　上かみ条じようが言っているのは、人類の平等を謳うたいながらも一二使徒を特別視する十字教の特性そのものだった。神様の力は平等に振るわれ、人の信仰は等しく神様へ届けられる。だがその間に仲ちゆう介かいする者を置きたがるのが、ローマ正教という巨大組織の特色でもあった。

　であれば。

　この場合は。

「アニェーゼ部隊。そう名乗っているからには、どう考えたって力の仲介役はお前だろ。暴走時に備えてのブレーカー役なのかもしれないけど、お前がアキレス腱けんになってるのはほぼ間違いない。……協力拒こばんだら、その時はその時だ。例のインフレ魔ま術じゆつをぶっ壊こわして、後はオティヌスに任せるよ。あれ以外に切り札あるか？」

「……そこが分からねえんですよ。あなた、確かオティヌスの『槍やり』の製造を食い止めるために多た国こく籍せき連合軍と共に行動していたはずですよね。それがどうしたら彼女を一番頼たよりにするポジションになっちまってんですか……？」

「聞いてくれる？　ねえ聞いてくれる!?　ほんとに!?」

「……聞きたくない気もします。つーか！　のろけ話とかペット自じ慢まんとかそっち系の面めん倒どう臭くさい雰ふん囲い気きが漂ただよい始めているんですけど!!」

　いきなり世界は崩ほう壊かいしていたとか、オティヌスが幻想殺しイマジンブレイカーの力を使って全すべてを元に戻したなどと説明しても理解してくれないだろう。

　上かみ条じようは少し視点を変えてみる事にした。

「世界中のみんなが認識していないんだけど、実は『船の墓場サルガツソー』に到着してからオティヌスが攻こう撃げきを受けるまでの間に、ものすごく長い時間が挟はさみ込まれていたって言ったら信じられるか？」

「難しいです」

「じゃあ、オティヌスが急に方針を変えた事に説明はつけられるか？　あいつは『船の墓場サルガツソー』で『槍やり』を完成させてしまえば世界にチェックメイトを突き付けられるはずだった。何でそれをいきなり放ほう棄きしてデンマークなんかにやってきた？」

「……あれ？？？」

　アニェーゼは椅い子すに座ったまま、細い眉まゆをひそめる。

　……種を明かすと今のは心理学の裏技だ。まず絶対不可能な要求Ａを突き付け、次にもう少し易やさしい要求Ｂに切り替える。すると、最初から要求Ｂを突き付けるより提案が通りやすくなる……というのは統計データが証明しているらしい。

　小こ萌もえ先生の授業をちゃんと聞いていて良かった、と上条は本気で思う。

「オティヌスは今、自分の力を放棄しようとしている」

　上条はゆっくりと言った。

「そのための方法がデンマークにある。それは俺達にとっても悪い事じゃない。全面戦争なんて起こして地球を真っ二つにしちまうよりは、向こうに武装解除させた方が絶対に建設的だ」

「……そりゃ理想としちゃそうですけど、あのオティヌスがいきなり心変わりをする理由が全く分かりません。まさかと思いますが、あなたが口説き落としたとかじゃねえでしょうね？」

　上条とオティヌスしか知らない長い時間があった、というのが真実だが、それをそのまま話しても受け入れてはもらえないだろう。

　だから上条は端たん的てきにまとめた。できるだけ噓うそは混ぜない方向で。

「オティヌスはさ、自分の力を恐れたんだ」

「あれだけ世界を引っ掻かき回して追い求めていたってのに？」

「手に入れたからこそ、だよ。正直に白状すると、俺達が上陸した時には、すでに『槍』は完成していたんだ。俺達が予測していた方法とは違ったけど。だから、オティヌスは『魔ま神じん』として一度完成していて、その力の正体も知っている。……それは必ずしも、あいつを喜ばせただけじゃなかったって事さ」

　一番辛つらいのは、オティヌスがすでにほぼ無力化されている事を説明できない辺りか。

　これを言うと混乱を深めてしまうのは分かるが、言えないと彼女を悪役にしてしまう。

「オティヌスが『船の墓場サルガツソー』を抜け出して魔神の力を放棄しようっていうのは、『グレムリン』にとっても裏切り行為になるはずだ。あいつはそれを覚かく悟ごしてでも、実際にここまで来ている。今なら、最悪の激突は止められるかもしれない。世界も、オティヌスも。どっちも助ける事ができるかもしれないんだ。俺はそっちの可能性に賭かけたい」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　しばし、アニェーゼは沈ちん黙もくしていた。

　感情面を全すべて理解してもらえなくても、今の状況にいくつかの穴あな埋うめ問題がある事くらいは分かってもらえたと思う。

「ちなみに」

　その上で、彼女はこう告げた。

「それでも駄だ目めだ、と答えた場合は？」

「……その場合は、もう戦うしかない」

　ギリッ、という音が自分の口の中から響ひびくのを、上かみ条じようは自覚した。

「だけどお前も分かっているはずだぞ。誰だれかを背にした俺は、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないって事くらい」

「なら」

　ガラン、という重たい金属音が響いた。

　アニェーゼが床に転がっていた『蓮の杖ロータスワンド』を爪つま先さきで引っ掛け、真上へ跳ね上げた音だ。

　彼女は宙で回転する象徴武器シンボリツクウエポンを片手で掴つかむと、

「そいつを見せてもらう事になりそうですね!!」




　直後。

　二〇億倍に増幅された攻こう撃げき魔ま術じゆつの圧あつ搾さくが、教会の床一面を均等に押し潰つぶした。
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　パラパラという音が残っていた。

　アンスガー教会。その内部に立つのはたった一人。アニェーゼ＝サンクティスは『蓮の杖ロータスワンド』を肩に担かついだまま、遠方の修道女達と連絡を取り始めた。

「ええ、ええ。こちらへやってきました。とりあえず『蓮の杖ロータスワンド』で叩たたき潰しましたが、効果はいまいちって感じですね。完全な手て応ごたえはなかったので、逃走された可能性があります。包ほう囲い網もうの拡大を」

　その声に感情はない。

「同時に、敵対と逃走の意思を見せた事により、上かみ条じよう当とう麻まの早期リタイヤについては放ほう棄きします。ええ、これは『よその皆さん』にもお伝えください」

　その声に起伏はない。

　結論付けるように、彼女はこう告げた。




「上条当麻は魔ま神じんオティヌスと完全に行動を共にしていて、切り離はなす事は不可能。以降、オティヌスを狙ねらう場合は上条当麻を殺害するより他に道はない、と」




　連絡を切る。

　短く息を吐はく。

　そして誰だれに向けるでもなく、アニェーゼはその場でポツリとこう呟つぶやいた。

「……ほら、さっさと逃げちまったらどうなんです？」

　教会には誰もいなかった。

　厳密には床に四角く切り取られた穴の中から返事があった。

「色々お手間をかけさせて悪いな」

「まったくだっつーの。こっちにも立場ってのがあるの忘れないでくださいよ。凶きよう悪あく犯はん上条当麻は制止を振り切って逃走、くらいしかもう使えそうな言い訳ありませんし」

「必ず報むくいるよ」

「ほんとに難易度分かってんですか？　あなたを襲おそった術式『晩ばん餐さんの魚』にはいくつかの複雑な起動条件があります。一つ、ローマ教皇からの直じき々じきの解除命令。二つ、二〇億人共通の憎ぞう悪お。……今のオティヌスは、混じりっ気なしに世界の恐怖を一点に集める存在です。私も含めて、たったの一人も彼女を擁よう護ごしようとは考えないくらいに。少なくともそういう風に広く信じられている。ここから巻き返すのは容易な事じゃあねえと思いますけど」

「それでも、必ずこんな狂乱は終わらせる。ここで、絶対にだ」

　その声に、アニェーゼは思わず頭を掻かいた。

　このやり方には助けられた事もあるし、思いきり足元をすくわれた事もある。敵味方の双方の立場から上条当麻を眺ながめてきた人間というのも意外と珍めずらしいのかもしれない。

　そして、そんなアニェーゼだからこそ、『客観的に』思ったのだ。

　魔神オティヌスを投降させる。

　これまでの彼女の言動を鑑かんがみれば荒こう唐とう無む稽けいも甚はなはだしいが……この少年なら、本気でそんな馬ば鹿かな事を考える可能性もある、と。

（マジで広場に銅像が立つレベルの偉業ですよ、そんなの実現しちゃったら）

　そんな折、こっそり付け足すような声があった。

「あとさっきからさんざんぱんつ覗のぞいちゃってごめんよ」

[image: ]

　……もののついでなので、アニェーゼはもう一回だけ二〇億倍に増幅した術式を解き放った。
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「ふんっ!!」

　魔ま神じんオティヌスの掛け声と共に、上かみ条じようの右肩の辺りで鈍にぶい激痛が炸さく裂れつした。

　外れた肩をはめたのだ。

「あばっ！　あばばばばばばばばばばば!!」

「少しは気をつけろ。あまり何度も外していると癖くせがつくぞ」

「すっ、好きで脱だつ臼きゆうするヤツなんかいると思うのか……」

　オールボーの街は無事に脱出できたが、流石さすがに防寒具を見み繕つくろっている余裕はなかった。雪道を通る車も少なく、ヒッチハイクを試すチャンスもない。そんな訳で、二人は相変わらず徒歩で極限環境を進んでいた。

「もうコートも車も次の街で探せば良いんじゃね？　って思ってたけど、甘かったー……。死ぬじゃん、これ。何にもないゾーンに突入しちゃったみたいだしーっ!!」

「一〇キロほど南下すれば次の街に辿たどり着けるさ。……まあ確実に追っ手が網あみを張っているとは思うが」

「氷点下の雪道を一〇キロって……普通に帰宅困難者コースじゃないのか、それ？」

「戦時下の雪中行軍なら一日一〇〇キロだって珍めずらしくないだろう」

　とか何とか言っていたが、普通に途中でギブアップとなった。

　大体五キロくらいの地点で道みち端ばたに放り捨てられていたボロボロの廃車の中に逃げ込む羽は目めになる。

「だっだぶっ！　ダメだったじゃん。やっぱりたかが一〇キロなんかじゃなかったじゃん!!」

「最大の敵は寒さになってきてるな」

「なんかね、もう災害に巻き込まれる系のゲームみたいになってきてるんだって！　その内なけなしのお札さつを燃やして暖を取るようになったりするんじゃねえだろうな!?」

　感じとしては、みかんを軽めに凍こおらせてはコタツで温めて、また再び凍らせるのを繰くり返しているのに近い。

　ちなみに廃車の中は暖房など全く点つかないし、錆さびたシャーシを通して冷気が入り込んでいるような有り様だったが、それでも今の上条にとっては天国に等しかった。外気が遮しや断だんされ、人の体温が少しずつ車内を暖めているからだろう。

　二人してしばらく後部座席に収まっていると、オティヌスの方に変化があった。

　魔ま女じよのような帽ぼう子しがふらりふらりと前後にゆっくりと揺ゆれ出したのだ。

「……オティヌス？」

「ぬ」

　声を掛けると魔女の帽子の動きも止まるが、放っておくと再び揺れる。

「オティヌス」

「ああ白状するよ。何だかさっきからすごく眠い……」

　彼女は眼帯に覆おおわれていない方の目元をごしごしと擦こすりながら、

「だがこの先安心して長時間睡すい眠みんを取れる機会はほぼないと考えるべきだろう。ここデンマークに押し寄せる追っ手の数は時間と共に加速度的に増加していくだろうし、闇やみ雲くもに捜すだけでなく、情報面の精度も増してくるだろう。五分、一〇分の間かん隔かくで短く休きゆう憩けいを取っていくべきだろうな」

「……確認するけど、大丈夫なんだよな？」

「別にこのまま死ぬ訳じゃないさ。むしろ休憩を取らない方が追い詰つめられるぞ」

『妖よう精せい化か』の影えい響きようとかで体に深刻なダメージが出ている、などという話でなければ上かみ条じようとしても異論はない。

　上条はそれ以上の質問をやめて汚よごれた窓の方へ目をやると、数分もしない内に隣となりから規則的な吐と息いきの音が聞こえてきた。

　眠ってしまったのだろう。

　ガラスの表面が少しずつ曇くもっていくのを確認し、廃車の中がゆっくりと暖かくなってきているのを知ってホッと胸を撫なで下ろしていると、膝ひざの辺りにカサリと何かが落ちた。

　見ると、オティヌスの帽子だ。

　上条は改めて隣へ目をやる。片目を覆う眼帯がやや物々しいが、そこにいるのはやはり可か憐れんな少女だった。金髪に白い肌が印象を上乗せしているのかもしれないが、大きなぬいぐるみを抱だき締しめていても違和感はないように思える。

　人間の本質なんて、こんなものなのかもしれない。

　出自、経歴、功こう罪ざい、立場、建前……。人は色々なものに縛しばられるが、それらを全すべて脱ぎ去った後に出てくる素顔はそう変わらない。それが『魔ま神じん』などと呼ばれる存在であっても、だ。

（……、）

　こいつの側に立つ事ができて良かった、と上条は思った。

　安易な怒いかりや激情に任せて、切り捨てる側に回らなくて良かった、と。

　微かすかに笑い、膝の上に乗った魔女の帽子を手の中で弄もてあそんだ、その時だった。

　上条はゆっくりと顔を上げる。

　確認する。

　汚よごれたフロントガラスの向こう。雪の降るその景色の先に、何か異物があった。白一色の銀世界を拒絶するような、赤い点が二つ。特とく殊しゆな修道服だと気づいた上かみ条じようの表情が、音もなく切り替わっていく。

　上条は、オティヌスに声を掛けなかった。

　その金髪の頭の上に魔ま女じよの帽ぼう子しを乗せると、彼は廃車のドアを開けた。




　こいつの側に立つ。

　それを行動で示す時が再びやってきた。
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　白い雪を踏ふんで、上条は歩く。

　今度の相手は二人組だった。廃車から四、五〇〇メートル離はなれた位置にいてもすでに気づく事ができたのは、やはりその修道服のせいだろう。赤。赤一色。どこか見覚えはあっても、厳密には知り合いではない。近づいていくにつれて、そんな奇妙な相関図が脳裏をよぎる。

『サーシャちゃんも物好きよねえ。氷点下七度の銀世界にそんなぴっちぴちの拘こう束そく衣いで乗り込んでくるだなんて。ひょっとして年中無休で半ズボンの人？』

『解答ですが、上司のあなたが余計な命令をしなければ普通にコートを着る事ができたのです。補足説明しますと、生命維持のために余計な魔ま力りよくを使わずにも済む訳ですが』

『ふはーはーっ!!　拘束衣にコートとか、一見露ろ出しゆつが減っているように見えて実は難易度は上がってるう!!　さっすが私のサーシャちゃドゥエフッ!?』

　外国語で何か話し合いながら、向こうの二人もこちらに近づいてくる。だが、流石さすがの上条も自分の立場を履はき違える事はない。あの陽気さは、あの気楽さは、絶対に自分に向けられるものではない。

　サーシャ＝クロイツェフ。

　上条はかつて彼女に会った事はあるが、あれは『外見』だけの話であって、その正体は大天使『神の力ガブリエル』だった。よって厳密には面識はないし、使う魔ま術じゆつについてもあてにならないだろう。

　もう一人については全くの未知数。ただサーシャと共に、同配色の修道服を着ているという事は、おそらく所属は同じか近しいはずだ。

　ロシア成教。

　イギリス清教やローマ正教と並ぶ、十字教三大宗派の一角。

　……以前のローマ正教では手心を加えてもらったが、今回はもうその手は使えない。何しろ面識はないのだから。そして同じ三大角の一つという事は、オールボーの街で見た『あれ』と同等の裏技が飛び出してくる可能性も否定できない。

　上かみ条じようはザクザクと雪を踏ふみながら、彼女達に声を掛けた。

「日本語は分かるか？」

「答える必要はないんだけどねえ」

　年上の方の女性がくつくつと笑い、自分達二人を交こう互ごに指差す。

「私はワシリーサ、こっちはサーシャちゃん。覚える必要はないけどよろしくね」

　笑いながらも、彼女達もまた歩みを止めない。

　すでにやるべき事は分かっている。安易な説得など無用。交わされる会話も、浮かぶ笑顔も、戦う事を前提としたものでしかない。

　……こんな世界を見たかったのか？

　無限に続く地じ獄ごくの中で、何度も何度もオティヌスに問いかけられた質問が脳裏をよぎる。

　あれは上条を追い詰つめるための言葉で、同時にオティヌスを追い詰めていた言葉だった。

（ここが完かん璧ぺきな世界なんかじゃないっていうのはもう分かってる。実際に、『完璧』ってものを目まの当たりにしたんだ。だから痛いほど分かってる）

　だから。

　上条当とう麻まは、その答えを強く胸の内で思った。

（だけど、俺はこう思いたいんだよ。不完全でも、未完成でも……それでも、こんな世界に生まれて良かったって。胸を張って、そう思いたいんだ。だから!!）

　ザン!!　と、両者は一定の距きよ離りまで近づくと、そこで立ち止まった。

「戦う以外の道は？」

「あ、泣き落としならＮＧなのでよろしくう。そういうのって別にここでやる必要ないものね。暗い地下室でもできる事だから」

「アンタ達の目には、俺はどう映っているんだ？」

「解答ですが、過去何度か『グレムリン』に接触した折、あるいは『船の墓場サルガツソー』にてオティヌスと直接対面した折に、何かしらのコンタクトがあったのではないか、と。利害の一致か、何かしら暗示系の術式が使われたかは調査中ですが」

「……なるほどな」

　その返答に、修道女二人はわずかに怪け訝げんな顔になった。

　反論が全くなかった事に対してだろうが、上条が『納なつ得とく』したのはそこではなかった。

　彼は続けてこう言ったのだ。

「いや、正義のヒーローってのも大変なんだなって思っただけだ。『外』から眺ながめてみて、改めてそう思っただけだよ。だって、明らかに筋が通ってない。確かにそっちだって上条当麻や魔ま神じんオティヌスの行動には疑問があるだろうけど、そんな答えで納得できる訳ねえだろ。『船の墓場サルガツソー』はどこ行った？　『槍やり』の製造は？　全部放り投げていきなりデンマークに逃げた理由なんて、説明できねえんじゃねえのか。それも信しん頼らいできる『グレムリン』正規メンバーを一人も連れず、利害だの暗示だのいつ解けるか分かりゃしねえ駒こまを一つだけ引っ張ってくるだなんて」

「だから、理解する必要はないんだけどねえ」

「その結論が欲しかった。それだけなんだろ」

　上かみ条じようは挑いどむように告げた。

「相手は絶対的な悪で、だから議論の余地なんかなくて、どれだけ問答無用の暴力を叩たたきつけても自分は正しい事をしたんだ、って思いたいだけだった。……だって、そうじゃないと困るもんな」

　その拳こぶしを。

　音もなく強く握にぎり締しめて。

「もしもオティヌスに一ミリでも良心があったら、それを傷つけたお前達『正義のヒーロー』は困ってしまうもんな？」

　ワシリーサやサーシャ自身ではなく、その背後にあるもっと大きな世界の歯車に向けて宣戦布告するように、彼は声を放つ。




「……くっだらねえ。別にオティヌスのやってきた事を肯こう定ていするつもりはねえけど、これじゃ五〇歩一〇〇歩じゃねえか」




　ガッギィィィン!!!!!!　と、鈍にぶい音が銀世界に炸さく裂れつした。

　上条当とう麻まとサーシャ＝クロイツェフが同時に動いた。全速力、最短距きよ離りをなぞるように至近へ飛び込み、サーシャがＬ字の釘バ抜ーきルを振り下ろす。対して上条は工具の柄えの部分を強引に掴つかみ取る。

　掌てのひら全体に熱を伴ともなう痛みが弾はじけ、親指と人差し指の間から赤い血が滴したたる。

　だが直後に金属製の釘バ抜ーきルが固めた砂のように折れた。ただの工具ではなく、何かしらの魔ま術じゆつ的てき効果でもあったのかもしれない。

　拘こう泥でいする必要はない。

　今重要なのは、自信満々の一いち撃げきを打ち消されて束つかの間ま思考停止した『敵』が眼前、拳の届く距離にいるという事だけだ。

　ギシィッ!!　という音を錯さつ覚かくさせる勢いで上条は強く拳を握る。

　タイミングを計られるのを阻そ止しするため、呼吸さえ止めて一気に殴なぐり掛かる。

「……っ!!」

　インパクトの直前で、軸足が大きく横に滑すべった。回かい避ひ不能と判断したサーシャの足で払われたと気づいた時には、雪を巻き上げるような格好で盛大に転ばされる。

「ほい」

　横よこ倒だおしになった上かみ条じように向けて、気軽な調子でワシリーサが缶ジュースほどの塊かたまりを放り投げてきた。

（何だっ？　手しゆ榴りゆう弾だん!?）

　突飛な考えではあるが、今の状況ならありえないとも言い切れない。とにかく上条は横へゴロゴロと転がって距きよ離りを取ろうとする。

　予想は外れていた。

　それはえらく専門的な……おそらくはロシア軍仕様の無線機だった。

『……ザザ……聞こえていますか、上条当とう麻ま』

（……？）

　飛んできたのは日本語だった。おそらく声の主は上条より幼い。その甲かん高だかいソプラノを耳にしていると、相手が男なのか女なのかいまいち自信がなくなってくるほどだ。

　もちろんそんな声へ悠ゆう長ちように耳を傾けている余裕はない。腰のベルトから無ぶ骨こつな鋸のこぎりとペンチを引っこ抜いて襲おそいかかってくるサーシャへ、上条は目め潰つぶし代わりに雪の塊を蹴けり上げる。

『我々は対魔ま神じん用の特異な術式を構築しています。本来は人間に向けるべきものではありませんが、あなたに対しても十分な効果を発揮するでしょう。それでも我々に挑いどみますか？』

「くそったれが!!　こっちだって三大宗派の一角がたった二人だけだなんて思っちゃいねえよ！　それじゃいくら何でも世界が優し過ぎる!!」

　相手が怯ひるんだのを確認する暇ひまもなく、急いで跳び下がるような格好で立ち上がる上条。

『一本足の家の人ひと喰くい婆ばあさん……』

　ぬるり、と。

　妖よう艶えんな響ひびきを持つ女性の声があった。おそらくロシア語だろう。意味を聞き取る事もできないのに、不ぶ気き味みに背せ筋すじを震ふるわせる不快感をもたらす声こわ色いろが上条の耳へと滑すべり込んでくる。

　サーシャの猛攻の陰で、ひっそりと安全圏けんの距離を調整していたワシリーサだ。

『髑どく髏ろのランプをくださいな。意地悪な義母や姉を焼き殺す髑髏のランプを』

　轟ごう!!　と、ワシリーサを中心に円形の炎が渦うず巻まく。

「くそっ!!」

　とっさに、上条は上着を脱いで自分の左腕に巻きつけた。

　直後にワシリーサの生み出した紅ぐ蓮れんの炎が一気に拡大する。爆発的な炎は辺り一面の雪を瞬しゆん間かん的てきに溶かしながら勢い良く迫せまってくる。あれは体たい捌さばきで回かい避ひできない。右手を使って打ち消すしかない。

　身をひねるように右手をかざす、その上条の腋わきでも刺すように、サーシャが別角度から懐ふところへ潜もぐり込んでくる。その手に握にぎる鋸を水平に振るい、胸板を真横に切り裂さこうとしてくる。

　上条が上着を脱いだ理由は、ワシリーサの炎に対応するためではない。

　そちらへ右手を当てた結果、次の一撃を右手抜きで対処しなくてはならないから、だ。

「っ!!」
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　ギザギザした鋸のこぎりの刃は、腕に巻いた上着の布に噛かみ付いたはずだった。

　肌にまでは達していない。

（……さっきの釘バ抜ーきルは右手で破は壊かいできた。だとすると、これも……っ!!）

　しかし直後に上かみ条じようは左腕を思い切り振り回し、自分の上着を放り捨てる。上着は地面に落ちる事さえなかった。バラバララ!!　と、いくつもの細長いボロ切れに分解され、風に流されてしまう。

「……、」

　金色の前髪によって隠かくされた瞳ひとみが、至近で上条という標的を捉とらえ直す。

　上条の方もワシリーサの炎は打ち消した。もう右手は自由を取り戻している。

『なるほど。いくつもの危機を乗り越え、第三次世界大戦を終結させ、「グレムリン」との闘とう争そうにおいても自分が中心に近い位置にいた。そんな自分であれば、人にはできない偉業を成し遂とげるチャンスもある。そう考えている訳ですね』

　雪の上に落ちた無線機が何か言っていたが、上条は無視した。

　ゴッキィ!!　と、右の拳こぶしと大振りのペンチが正面衝しよう突とつを起こし、幻想殺しイマジンブレイカーの力が霊れい装そうを破壊する。

（……いける）

　改めて、強く。拳こぶしを握にぎり直す。

（まずは一人。片方ずつ集中的に攻こう撃げきして数を減らせば、多面同時攻撃の脅きよう威いにさらされる事もなくなる。相手は魔ま術じゆつ『しか』使わないんだ。後はごり押しの正面突破で拳の届く範囲まで近づけば良い！　こいつらは倒たおせない敵じゃない!!）

　直後だった。




『……ですが、特別な「個」である自分なら「全」の意思など踏ふみ倒せるというのは、少しばかり「傲ごう慢まん」ではありませんか？』




　がくんっ!!　と。

　上かみ条じようの膝ひざが、いきなり力を失って折れた。




　　　　３




　真上から強きよう烈れつな圧力が加わったのではない。体中を見えない手に掴つかまれ地面へ引き摺ずり下ろされたのでもない。

　むしろ逆。

　元々持っていたはずの上条の力が、抜けた。毒や痺しびれとも違う、ただ力の上限そのものが引き下げられた。そんな感覚だった。

　三さん半はん規き管かんが揺ゆさぶられ、上条は貧ひん血けつのように地面に片膝をついてしまう。

「……なん、だ。遠えん隔かく地ちからの、攻撃……っ？」

『対魔ま神じん用のプロセスの一環です。あなたに対しても効果があると警告はしたのですが』

（精神攻撃とか記き憶おく操作とか、そういうのの親しん戚せきか……？）

　異能の力が剣の形をしていたり、銃じゆう弾だんの形をしていれば対処は簡単だ。向かってくるものを右手で破は壊かいすれば良い。だが心を覗のぞかれたり、感情を昂たかぶらせるようなタイプになると、少し事情は変わってくる。

　そうした『媒ばい介かいのない攻撃』は、右手でも事前に打ち消す事はできない。見えないもの、触さわれないものには根本的に対処できないのだ。

　それなら、

（患かん部ぶを直接触ふれれば良い。一〇〇％の保証はないけど、ものによってはそれで解除できる!!）

　上条は雪の中に膝をついたまま、自分の足や上半身を急いで触る。その掌てのひらが心臓の真上へ押し付けられた途と端たんに、ばぢんっ！　と分厚いゴムの帯でも断ち切るような感覚と共に、体の自由が元に戻る。

　だが。

『国家規模の資金と準備を重ねてきた、ロシア成教の秘ひ奥おうとも呼ぶべき術式です。特別な右手を持つ自分ならそれを一足飛びに追い越せるなどというのは、やはり「傲ごう慢まん」ではありませんか？』

　がくんっ!!　と。

　立ち上がろうとした上かみ条じようの力が、再び抜ける。

　どれだけ力を込めても筋肉が硬くならない。自分の体が自分の言う事を聞かない事が、どこまでももどかしい。

『元々、十字教に限らず様々な宗教では、異なる神秘や異なる伝承に対する自己流の折り合いというものを用意してきました。例えば、神道が仏教やヒンドゥーの神々を取り込んだ神仏習合。ケルトや北欧のように、十字教徒の編へん纂さん者しやが資料を整理したおかげで本来の形を失ったものさえ珍めずらしくない。私達十字教においても、異教の神を悪あく魔まの一柱として登録したり、異教の英雄を十字教の守護聖人として取り込んだり、色々やっています』

　……『妖よう精せい化か』という言葉が上条の脳裏をよぎったが、それについて言及する必要はない。相手にヒントを与えた結果、よりえげつない術式が開発された場合、苦しめられるのはオティヌスだ。

『しかし我々は、少しばかり「折り合い」の方法を変えてみた』

　冷れい徹てつな声があった。

『異教の神を我々のものとした上で、相手の都合を聞かずに我々の法則でのみ裁いてその価値を「再設定」する術式。「色しき欲よく」「傲慢」「怠たい惰だ」「暴食」「嫉しつ妬と」「強ごう欲よく」「憤ふん怒ぬ」。まずは分かりやすい「七つの大たい罪ざい」から始めましょう。不適切な方法で得た力をよしとせず、罪つみの一つに応じてその力を七分の一削そぎ落とす。……七つ揃そろえば、あなたは心筋さえ動かす力を失いますのでご注意を』

　雪を踏ふんで、こちらに近づいてくる影が二つ。

　ここで上条が倒たおされれば、次はこの力がオティヌスに向けられる。

　向こうが自みずから宣言する通り、こちらの事情など聞きもせず、ただ勝者の理論によって少女は八つ裂ざきにされる。彼らはその本質さえ見ようともせず、電飾だらけのパレードにでも酔よいしれるのだろう。

　ミシリ、と上条の拳こぶしが軋きしんだ音を立てた。

　しかし、直後に。

『自己の目的にさえ叶かなえば女性の顔を殴なぐっても平気なのですか？　それはなんという「憤怒」でしょう』

　がくんっ!!　と、さらに上条の全身の力が失われる。

　彼らの言が正しければ、七分の五。

「……ふざ、けんな。命のやり取りやってる最中に怒いかりを覚えないようなヤツがいてたまるか……っ!!」

『だから努力を放ほう棄きすると？　とんでもない「怠たい惰だ」です』

　眩暈めまいがした。

　雪の上に片かた膝ひざをついた状態から、再び立ち上がる事ができない。ギリギリと力を込めているはずなのに、自分の体重を自分で支える事さえ困難になってくる。

　そして相手は容よう赦しやをしない。

　真横へ振り回すように、サーシャ＝クロイツェフの金かな槌づちが勢い良くフルスイングされた。頬ほお骨ぼねを砕くだくような、顔を狙ねらった一いち撃げき。もうあれこれ気を配る余裕もない。上かみ条じようはとにかく腕を使って顔面だけは守ろうとする。

　鈍にぶい音と激痛。そして上条の体が横よこ倒だおしに雪の上へと叩たたきつけられていく。

『そこまでして魔ま神じんオティヌスに肩入れする理由は何なのでしょう？』

　無線機からの声が続く。

　今さらながら、あれを真っ先に踏ふみ潰つぶしておくべきだったと後こう悔かいするが、もう遅おそい。

『世界の脅きよう威いたる魔神を自分のものにしたいという「強ごう欲よく」？　あるいは、単純にその容姿に惑わされた「色しき欲よく」？　いずれにしても、あなたは欲にまみれている』

　七分の二。

　もぞもぞと起き上がる事さえ難しい。口の端はしから何かがだらだらと流れていた。それは自分の唾だ液えきで、もはや顎あごの力がほとんどなくなっているのだと気づくのに数秒かかった。

　右手で心臓に触ふれれば、この拘こう束そくは一時的に解ける。

　だが、ぐらぐらと揺ゆれる意識は、そんな簡単な事さえ困難にさせていた。

　指先から心臓までの距きよ離りが、あまりにも遠い。

『あとは「暴食」と「嫉しつ妬と」』

　ざくざくと雪を踏んで、再び修道女達がこちらへ歩いてきた。

『でも、もうお分かりですよね？　あなたは正義に憧あこがれた。我々巨大宗教が担になうべき役割を、個人の力で成し遂とげられると信じたかった。それは「嫉妬」です。明確な罪つみだ』

　呼吸がおかしい。

　指先からじわじわと感覚がなくなっていく。

　上条は自分の右手さえ使えば、精神攻こう撃げきなど『見えない攻撃』を喰くらった後に、それを解除できる余地を残している（もちろん一〇〇％全すべてのパターンではないが）。

　だが一方で、一発で即死させられるなど、右手を使う前に沈しずめられてしまえばおしまいだ。

　七分の一。

　次でチェックメイト。筋力はゼロになり、心臓さえ動かす事はできなくなる。

『残るは「暴食」』

　ただし。

　朦もう朧ろうとする上かみ条じようの意識は、微かすかな違和感を覚えていた。

　無線機の向こうから突き付けられる罪ざい状じようを、一つ一つ自分でも精査してみる。

『一般的には「必要以上に食べ物を食べる」事を意味しますが、実は厳密にはもっと解釈は広い。過度な飲食や酩めい酊ていを禁じる罪つみ、というのが正しい』

　肺を動かす横おう隔かく膜まくがまともに動かず、酸素不足の脳はまともに働かない。

　明めい滅めつする意識の中で、ただその声だけが響ひびいてくる。

『……であれば、あなたの現状は「酔よっている」の一言で済ませられるのでは？　それもやはり、立派な罪だ』




　　　　４




　七つが揃そろう。

　少年に残されていた最後の力を削けずり取る。

　サーシャ＝クロイツェフは上条当とう麻まの元まで辿たどり着いた。爪つま先さきで軽く頭を小突くが、反応はない。降りしきる雪が、その肌の上をうっすらと白く塗ぬり潰つぶそうとしていた。

「サーシャちゃん。死体相手にどうするの？」

「解答しますが、死んだふり作戦は厄やつ介かいですし、北欧の主神は死体を利用するという報告も受けています。殺した程度では安心できません」

「じゃあ持って帰るの？　税関であれこれ言われないかなあ」

「補足説明しますと、ロシアに移送した死体が後日動き回るみたいな可能性も潰しておきたいです。だとすると……」

　言いながら、サーシャは鋸のこぎりを掴つかみ直した。

　狙ねらうは首。

「……念入りに損そん壊かいし、再利用不可能な状況を作りましょう。それでおしまいです」

　行動に躊ちゆう躇ちよはなかった。それだけ上条当麻が……いいや、その背後にある魔ま神じんオティヌスに脅きよう威いを感じていたのだろう。

　だが、振り下ろされた鋸は途中で動きを止めた。

　繰くり返すが、サーシャやワシリーサに手心を加える理由は何もない。

「いいや……」

　であれば、その理由は全く別のものだ。




「まだだ」

　と、そう呟つぶやく上条の右みぎ拳こぶしが、サーシャの鋸を粉ふん砕さいしたのだ。




　ぎりぎりぎりぎり、と。

　壊こわれたゼンマイ人形のように、ゆっくりと起き上がろうとする上かみ条じようは、単純な物理戦せん闘とうであれば全く脅きよう威いではなかっただろう。

　上条当とう麻まは七つの罪つみによって完全に縛しばられたはずだった。筋力はゼロになり、心臓さえ動かす事はできなくなっていたはずだった。

　どうやってその状況から脱したのかは不明だ。

　だからサーシャは迅じん速そくに始末しようとした。

　しかしワシリーサは右手を水平に挙げてサーシャの動きを阻そ止ししようとした。

　その前に、上条は吼ほえる。

「相手の言い分を最後まで聞かずに暴力で黙だまらせるのがお前達の神様のやり方か!?　だとすりゃとんでもねえ『傲ごう慢まん』だな!!」

「……っ、まずい!!」

　ワシリーサがそう言ったのは、上条の言葉に対してではない。

　その言葉が、どこに向けられたものかを理解したからだ。

（言葉を暴力で断つのは『傲慢』。うちの坊やがそう受け取ったら、私達が手出しすると坊やの不利に働く……っ!!　これ以上私達は手出しできない!!）

「今のは失敗だった。失敗だったぜロシアのお偉いさん……。七つの大たい罪ざいなんて無理に完成させずに、七分の六を完成させて後はそっちの二人に任せておけば良かったんだ。だからお前は失敗した」

『何を……』

「だって、『暴食』を今の俺に当てはめるのはあまりにも無理があるだろう。飲み食いだの酩めい酊ていだのが罪になるっつったって、そりゃあ酒に対する罪なんじゃねえのか。まかないの野菜くずスープ以外何一つ口に入れていない俺に向けて『自分に酔よっているから暴食に当てはまる』なんていうのは、屏びよう風ぶの中の虎とらと同じくらいの妄もう言げんだ」

　そして、と上条は続ける。

「アンタ自身も突き付けた罪に自信がなかったから、最後の一手は完成しなかった。『暴食』は発動しなかった。それで全部気づいちまったよ」

　ゆっくりと、少しずつ、その両足に力を込めて。

　彼は再び、雪の上で立ち上がっていく。

「アンタ達が用意した『七つの大罪』は、別にこの戦場で自然発生した罪を裁く術式なんかじゃなかった」

　一つ一つの罪を思い出す。

『憤怒』？　そうかもしれない。会話で解決する困難な可能性を振り払って力で突破しようとする上条は、確かに怒いかりに駆られていたかもしれない。

『傲ごう慢まん』？　そうかもしれない。自分ならオティヌスを助けられる、自分だけは彼女の側に立てるという想おもいは、見方を変えれば今の自分は他の人とは違うという優越感に浸ひたっているだけなのかもしれない。

『怠たい惰だ』？　そうかもしれない。オティヌスを助けると明言しておきながら、具体的な方法を思いつく事もできず、結局は彼女の意見に助けてもらっている自分自身は、怠なまけていると評価されたって不思議ではない。

『嫉しつ妬と』？　そうかもしれない。国家を、世界を動かすほどの力を使ってたった一人の女の子を追い詰つめる彼らを見て、それだけの力があればもっと違う事もできたのに、と暗い感情をぶつけなかったと言えるのか。

『色しき欲よく』？　そうかもしれない。追い詰められた女の子をただ助けたい。その気持ちの裏に、ほんの一ミリさえ下心は混じっていないなどと誰だれが断言できる。

　……あの無限に続く地じ獄ごくの中で、あさましい自分の未練や願望と向き合った上かみ条じようは、もはや心の奥底に潜ひそむ醜みにくい感情やドロドロの欲望を否定できない。

　だけど。

『暴食』？　そんなものが当てはまるのか？

　何より。

『強ごう欲よく』？　何だそれは。

　オティヌスという強大な戦力を自分のものにしたいだって？

　今の彼女は、放っておけばそのまま息を引き取ってしまうほど華奢でか弱い存在だっていうのにか!?

「つまり、戦場の光景を外から眺ながめていたアンタ、ロシアのお偉いさんがジャッジを下す術式だったって訳だ。よその宗教に難なん癖くせつけて力を削そぎ落とす、それだけの方法論だ。実際に正しいかどうかなんて関係ない！　一方的な屁へ理り屈くつを現実の攻こう撃げきへ転化できる術式!!　最低最悪の積み重ねだが、正体がそんなもんならこっちにだって勝ち目はあるぞ!!」

『勝ち目がある？　個人の欲望が組織の努力を上回れるとでも言うのですか。あなたの大義はそこまで他に優先されるのか!?　そんなものはひどい「傲慢」だ!!』

「かもしれない」

　上条は、まず率直に肯こう定ていした。

　だけどそれは、抵てい抗こうを諦あきらめる事と同じではない。

「俺は聖人君子なんかじゃない。オティヌスがきちんとした方法で裁かれて、本当に長い時間をかけて罪つみを償つぐなって、そうして全部終わった先で再び一いつ緒しよに笑い合えれば良い。そんな考えは善悪論じゃなくて個人の欲望に基づくものなんだろう。……だけどお前は間違えたな」

　少しずつ、その膝ひざを支える力が強くなっていく。

　その意味を、上条は知る。

「平凡な一人の少年である事は、世界への挑戦を諦あきらめる事なんかと同じじゃない!!　納なつ得とくできない事、受け入れられない事、諦めたくない事。そんな意見を全すべて集団の力で押さえ込めると思っているなら、そっちの方がよっぽどひどい『傲ごう慢まん』じゃねえのか、ロシア成教!!」

　それは逆ぎやく襲しゆうの起点となる、一つ目の指摘だった。

『そのためなら、世界にどれだけ混乱がもたらされても構わないというのですか？　魔ま神じんオティヌスを庇かばい、その行方を晦くらませて逃げ続けるあなたの行いは、それだけで十分な罪つみにあたる。あなたは……ッ!!』

「そいつは七つのどれに当たる？　いいや何だって良いさ。世界の混乱をもたらす？　そいつはそっくりお前に返すぜロシア成教」

『何ですって？』

「だってそうだろ。魔神オティヌスは掛け値なしの悪党だ。あいつは世界の混乱の中心だ。だけど、ここで殺せば『グレムリン』の真実は誰だれにも伝わらなくなる。何な故ぜ、どうして、どういう理由であんな事が起きてしまったのか。それを詳しく説明されないまま、ただ殺したでみんなが納得するとでも思ってんのか!?」

『だとしても、ここで彼女に逃げられるくらいなら、殺しておいた方が安全と考える人間は圧あつ倒とう的てきに多い!!　確実な勝利と確実な平和の前に、心の整理といった問題は省くべきです!!』

「違うよロシア成教。お前は自分の口で言ったんだ。『混乱をもたらすのは罪』だと！　オティヌスは確かに大ボスだが、そいつ一人を殺して全てが平和になるのか？」

『なるはずだ!!』

「ならないよ。ちなみにそいつは『憤ふん怒ぬ』か？」

　嘲あざけるように上かみ条じようは言った。

　それは二つ目の指摘だ。

「オティヌスは死んだ。そう言って誰が信じる？　『グレムリン』の残党達は絶対に生存説を唱えるよ。そしてその他大勢はどう考える。あれだけ君臨していたオティヌスがいきなり死にました、詳細は話せませんなんて言われて誰がハイそうですかって頷うなずくか！　オティヌスが死んでも、オティヌスの恐怖は残る!!　そいつはどこそこで彼女を匿かくまってるだの誰それは彼女の生まれ変わりだの色んな憶おく測そくを生み出して、様々な冤えん罪ざいに繋つながるぞ。……きちんとプロセスを踏ふまなくちゃ、誰も彼もいきなりな真実なんて受け入れられない。そこを省けば、待っているのは一〇〇〇年の混乱だろうが、ロシア成教!!」

『……彼女の存在が、ある種の「伝説」になると。そう言いたい訳ですか？』

「ひどい屁へ理り屈くつだろうさ。でも多分真実だ。オティヌスの猛もう威いはすっかり表の世界にも広まっているくせに、オティヌス自身が男か女か、ほとんどの人達は分かっていない。そんなあやふやな存在がいきなり始末されましたって言われても現実感を持てる人間の方が珍めずらしい。たとえ死体の写真や標本を博物館で公開したって、濡ぬれ衣ぎぬだの影武者だの囁ささやかれちまったらおしまいだぞ。リアリティなんて一発で吹っ飛ぶ。そしたら見えない恐怖の再来だ」

『それは、今後の時代において正しい情報を発信し続ける事で払ふつ拭しよくしていけば良い。彼女を許す理由にはならない!!』

「そうかもな。ただその過程でどれだけの人が死ぬ？　オティヌスを黙だまって投降させれば済んだかもしれない人達がだ。それを些さ細さいな犠ぎ牲せいと呼ぶのはどうなんだ。努力を怠おこたるのは『怠たい惰だ』だっけか？」

　今度は三つ目の指摘。

『……っ!!』

「加えて言うなら、何でロシア成教がそこまで焦あせる？　自分達の手でオティヌスを倒たおす栄えい誉よが欲しいからか？　何も知らない人達を犠牲にしてでも栄誉が欲しいってのはちょっとまずいんじゃないか。『強ごう欲よく』と取られたって不思議じゃないぞ」

　上かみ条じようは無線機に口を寄せてさらに言う。

　これで四つ目。

「あるいは『嫉しつ妬と』か？　ロシアは第三次世界大戦で良いトコがなかった。『グレムリン』が台頭してからはアメリカが幅を利きかせ始めてる。そういう意味じゃ魔ま神じん撃げき破はは他に譲ゆずれない。そういう気持ちが一ミリもないってお前は断言できるのか？」

　五つ目。

「ああそうだ、アンタ今どこにいるんだ。ロシアの宮殿？　それとも国連本部ビル？　何にしたって屋根のある暖かい部屋でくつろいでいるだろうな、羨うらやましい限り。命いのち懸がけの戦せん闘とうの最中にコーヒーか紅茶でも嗜たしなんでやがったら『暴食』も当てはまったかもしれねえけど」

　六つ。

『あなたは……』

　少女のようにも聞こえる少年の声は、探りを入れるように呟つぶやいた。

『どうして、そこまでしてかの魔神の側に立ち続けるのですか？　あなたにはそこまでの振る舞いをする理由はないはずです』

「かもな。少なくとも、『船の墓場サルガツソー』に乗り込むまでは何もなかった。オティヌスを倒せば全すべてが元通りになるなんて無む邪じや気きに信じて、一番槍やりなんか請うけ負ってたくらいだ」

『だったらどうして……!!』

「理由はあったんだよ」

　遮さえぎるように上条は答えた。

「理由は確かにあったんだ。説明したって到とう底てい信じてもらえないだろうけど、何の意味もなくこんな事をしている訳でもない。だけど、アンタ達は話も聞かずにいきなり襲おそいかかってきた。殺した方が楽だなんて考えに取りつかれて、人間らしさを失った」

　吐はき捨てるように。

　裁く側の声で。

「実際にオティヌス『そのもの』に会った事もない、たった一言も言葉を交わした事のないお前なんかに分かる事じゃない。そういう選せん択たく肢しを捨てて、ちゃんと最後の最後まで向き合うのは面めん倒どうだから、根気良く話しかけるよりもさっさと殺してしまった方が楽だって考えた。……きっとそれが、お前が抱える〇番目の『罪つみ』だ」
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　無線機は沈ちん黙もくした。

　上かみ条じよう当とう麻まの全身の筋肉が完全に元の力を取り戻した所を見ると、『勝敗』はついたのだろう。

「そういえば、『色しき欲よく』だけはこじつけられなかったな。六つ止まり、か」

　上条は呟つぶやき、無線機を雪の中に放り捨てた。

　しかし、まだ終わっていない。

　この場にはサーシャ＝クロイツェフとワシリーサ、実働部隊の二人が残ったままだ。

「……どうする？　サポートなしでも続けるのか」

「割と悩みどころだけど、今回はやめておこうかしらねえ」

　答えたのはワシリーサの方だった。

「このまま殺害を強行しても良いんだけど……すると、今度はあっちの坊やが自じ縄じよう自じ縛ばくで七つの罪に囚とらわれそうだし。くそっ、ローマ正教を見習って現場にブレーカーを用意するべきだったかしらね」

　ひらひらと両手を挙げて言う彼女はどこまでも気軽な調子だった。……きっと、実際に人を殺す段になってもこの笑顔は一ミリもブレないのだろう。そう考えると、下へ手たな凄すごみよりもよっぽど恐ろしい。

「そうそう。あの術式がまだ機能しているから私達は手出しできないんだけど、一応アドバイスだけはしておくわね」

「？」

「効果範囲の話。一つ、一定範囲内にいるロシア成教徒。二つ、総大主教が敵と定めた人物。……これには名前と写真の他、五感のどれかで当人の存在を感じ取る必要がある。この二つの条件に合う人物と総大主教自身の三項目が、『七つの大たい罪ざい』に関かかわる人物の全体像という事になるわね」

「何の話をしているんだ……？」

「盲もう点てん」

　ワシリーサの笑顔は変わらなかった。

　変わらないまま、彼女はこう告げた。




「つまり、ロシア成教徒以外の刺客があなたを殺しても、うちの坊やには一切フィードバックされないって話よ」




　気づくのが遅おくれた。

　ごんっ!!!!!!　という側頭部の鈍にぶい音と共に、上かみ条じよう当とう麻まの意識は一いつ瞬しゆんで刈かり取られた。
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　自分がどれくらいの間気を失っていたのかは分からない。

　朦もう朧ろうとする頭を揺ゆらすと、雪雲に覆おおわれた真っ白な空が見えた。

　ごうんごうんごうんごうんごうん……という腹に響ひびく低い音が彼の体を揺さぶっている。音源は真下からだった。地面が揺れている？　と思った上かみ条じようは仰あお向むけに倒たおれたままそちらに目を向けて、怪け訝げんな顔をする。

　第一に、ここは学校の体育館のように広大な木の床だった。

　第二に、真横に倒した視界の先に、やはり真っ白な空がある。

（なんだっ、ここ……？　ただの地面じゃない、そもそも地上じゃない。こいつは大空でも飛んでいるっていうのか!?）

「起き上がるな」

　寒空の下……いいや、寒空の中で、男の低い声が聞こえてきた。

　その声こわ色いろには覚えがある。

「我々は貴様については執しゆう着ちやくしない。そのまま結末を眺ながめているのが最良である」

「後方の、アックア……？」

　かつては『神の右席』の一員。今はイギリス清教の手で幽ゆう閉へいされているはずだった。

　だとすると、今度の相手は……、

「何だ、目を覚ましたのか。つまらん。世を騒さわがせた罪つみとして甲かん板ぱんで氷漬けとゆーのも悪くなかったのだが」

「……第二王女、キャーリサ……」

「よろしかったのですか。我々は魔ま神じんオティヌスさえ対処できれば任務の達成条件を満たせたはず。彼を連れ込む理由は特になかったと思いますが」

「騎士団長ナイトリーダー……」

「いえ。オティヌス以外の『グレムリン』の動きも不ふ明めい瞭りようです。彼らとその少年を合流させるくらいなら、争乱の芽を早い内に摘つんでおくのは悪い選せん択たく肢しではないかと思いますが」

「それに……神かん裂ざき、火か織おり!?」

　その四人がどれほどの力を持っているかは、イギリス国内でのクーデター事件『ブリテン・ザ・ハロウィン』で痛いほど思い知らされている。一人一人でも対処不能な怪物達が、一度にこれだけ集まってしまったのだ。

　思わず起き上がり、彼らから距きよ離りを取るように後ろへ下がる上かみ条じよう。

　だが音速超えさえ可能とする彼らの前に、些さ細さいな間合いなどほぼ意味を為なさないだろう。

　何より、

「おいおい、後ろへ下がるのは結構だが、あまり考えなしに進むとそのまま落ちるぞ。こいつには手すりがついてないからな」

「……？」

　キャーリサの言葉に眉まゆをひそめる上条に、神かん裂ざきがこう続けた。

「ここは高度一五〇〇メートルに浮かぶ移動要よう塞さい『ホテルエアリアル』です。全長三〇キロほどの大空を泳ぐ魚でも思い浮かべていただけると分かりやすいのでは？　私達がいるのは魚の頭の部分ですね」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　どうしようもないチェックメイトだった。

　そもそも、何かの奇跡が起きてこの怪物達を倒たおせた所で、上条には逃げ場がない。

「状況は分かっていただけたかな？」

「……オティヌスは……そうだ、あいつはどこにいるんだ!?」

「そんな事を聞いてどーする」

　言いながら、キャーリサは人差し指と中指の間で何かを挟はさんだ。鋭するどい銀色の金属片。英国の象徴であり全次元同時切断を可能とする『カーテナ＝セカンド』の破片だ。

　一振りすると、それは眩まばゆく輝かがやく光の剣となった。

「この馬ば鹿かデカいガラクタはカーテナの力を英国外でも限定的に活用するためのブースターだ。魔ま神じんとやらには無理に接近せず、この距離を維持してバラバラに切断する」

　オティヌスは今も地上にいるらしい。

　そしてキャーリサは一五〇〇メートル以上の刃を作り出して、空からの爆ばく撃げきで彼女を分解すると言っている。

　カーテナの切れ味は上条も思い知らされている。

　物体の硬度は関係ない。全次元同時切断を成し遂とげるあの刃は、どこへ逃げ隠かくれても盾たてごと確実に標的を両断する。

　まして、今の力を失ったオティヌスに向けられたら……。

「冗じよう、談だんだろ……？」

「まったくだ。確実に息の根を止められる確信がないまま実戦投入とはな。とはいえ、全次元同時切断はヤツを殺せずともヤツを切り分ける事はできるだろう。最悪、生きたまま部品部品を瓶びん詰づめにして世界各地に封印してしまっても脅きよう威いは取り除ける」

　声こわ色いろに駆け引きはなかった。

　むしろ、本当にこれくらいで魔ま神じんを殺せるのかと懸け念ねんしている風ですらある。

　誰だれも彼もが戦力過か剰じように疑問を抱いだいていない。このままでは実際にオティヌスが微み塵じん切ぎりにされた後になってから、みんな揃そろって首をひねるような事態になりかねない。

　そう思った上かみ条じようは、




　ゴン!!!!!!　と。

　勢い良く、自分自身の拳こぶしを木の床へと叩たたきつけた。




　効果は絶大だった。

　魔ま術じゆつの力で動き、魔術の力を支え、魔術の力を増幅させる『移動要よう塞さい』の甲かん板ぱんが容よう赦しやなく崩くずれていく。上条含め、『魚の頭』にいた全員がその内部へと落ちていく。

　内部もまた広大な空間だった。というか広すぎる。学校の体育館よりも大きい。魔術について明るくない高校生ではそこがどんな施設かは分からなかったが、広大な空間に業務用冷蔵庫くらいのサイズの無ぶ骨こつな四角い箱が何列も並んでいる光景は、たまに新聞やニュースを賑にぎわせる、どこかの大学のスパコンのようにも見えた。

　その、真上からの墜つい落らく。

　二、三階辺りから落ちる感覚に、自分でやった事のはずなのに上条の背せ筋すじを凍こおりつかせる。

　だが、その程度で臆おくする怪物達ではない。

　キャーリサ。

　アックア。

　騎士団長ナイトリーダー。

　神かん裂ざき火か織おり。

　そのいずれもがイギリスを代表する戦力であり、『聖人』、あるいはそれに比類する力の持ち主達だ。時に音速以上の速度で動き回り、時に軍勢を一人で薙なぎ倒たおし、核兵器に相当するとまで言われる大戦力。

　あまりの高度に、少年はもはや衝しよう撃げきを殺す事も叶かなわない。着地に失敗して右の足首から嫌いやな音を炸さく裂れつさせる上条とは対照的に、彼らの表情はピクリとも動かなかった。

「敵対行動あり」

　四つの視線が中央に立つ上条当とう麻まへと一斉に向けられる。

　おそらく勝負は一いつ瞬しゆんで決着する。

「加減はするが、多分死ぬだろーな」
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　大前提として、上かみ条じよう当とう麻まは音速を超える速度では動けない。

　それを平然とやってのける『聖人』やカーテナの加護を受けた王女相手ではまともな勝負にならない。アックアや騎士団長ナイトリーダーは本来の力を失われているらしいが、それでも培つちかってきた武術の腕は並大抵のものではないだろう。彼らは力を失ってなお、一いつ騎き当とう千せんの怪物なのだ。

　であれば、まともに拳こぶしを握にぎったとしても、やれる事など何もない。

　純じゆん粋すいな格かく闘とう技ぎ、そして数の差。右手に宿る幻想殺しイマジンブレイカーと相性の悪い条件が、音速だの何だの常識外れの勢いで迫せまって来ればどうなるかなど目に見えている。

　だから。

　轟ごう!!　と空気を引き裂さいて四つの影が同時に迫ってきた瞬しゆん間かん、上条当麻にできる事はたった一つしかなかった。

　キャーリサ、アックア、騎士団長ナイトリーダー、神かん裂ざき火か織おり。

　狙ねらうべきは一人。

　ビタリと視線を固定させると、絶対に追い着けないとは分かりつつ、上条は自みずから前へと踏ふみ込んでいく。

　神裂火織の下へと。

　……とはいえ、前にも言った通り、『聖人』相手に何ができるという訳でもない。しかも相手は魔ま術じゆつに頼たより切りのタイプではない。こちらから拳を当てる事はおろか、相手の初しよ撃げきを回かい避ひする事さえできないだろう。

　では何を狙っていたのか。

　答えは簡単だ。




　その瞬間。

　上条当麻は神裂火織の刀の軌道へ己の体を乗せて……わざと殺される位置へと移動した。
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　おそらく、その選せん択たくに最も驚おどろいたのは、神裂火織本人だっただろう。

「な、ん……っ!?」

　無む謀ぼうと言えばあまりに無謀な選択を目まの当たりにし、鞘さやから抜き放たれようとしていた『七しち天てん七しち刀とう』を思わず止めてしまう。

　そう、神裂には一つ、大きな特徴があった。

『救われぬ者に救いの手をSalvere000』。

　……その魔ま法ほう名めいが示す通り、彼女はいかなる場合においても人を殺せないのだ。

（逆手に、取られた……？）

　ぎぎぎぎぎぎぎっ!!　と、己の力を己で制動させながら、神かん裂ざきは思う。

（前後左右上下、どこへ逃げても私は軌道修正して必ず上かみ条じよう当とう麻まの意識を刈かり取る。……であれば、真正面、どうあがいても殺してしまうポイントこそが、最大の死角だと……っ!?）

　さらに次の行動があった。

　いいや、それは『音速で動く神裂からの視点』であって、『普通の速度で生きている』上条からすれば、一つの動作の途中だった、という方が正しいのだろう。

　彼が取った選せん択たくは単純だった。

　殴なぐったり蹴けったりするのではない。その場でしゃがみ込み、丸くうずくまったのだ。

（まず……）

　追われている忍者が追っ手を撒まく方法の一つに、いきなり急停止してその場でうずくまる、というものがある。相手は急制動についてこれないため、振り回される刀を避さけつつ相手を転ばせる事ができるというのだ。

　もはや勢いは殺せない。何よりこの速度で蹴り上げてしまえば間違いなく上条は木こっ端ぱ微み塵じんだ。とっさに神裂は真上へ跳び、丸まった上条を追い越す形になったが、わずかにブーツの爪つま先さきを上条の衣服の端はしに引っ掛けた。

　メキメキメキメキッ!!　と、少年の肋ろつ骨こつが悲鳴を上げるのが、神裂の足を通してこちらまで伝わってきた。

　だが気にしたのは間違いだった。

　キャーリサ、アックア、騎士団長ナイトリーダー、神裂火か織おり。彼女達はそれぞれ四方向から同時に上条当麻を仕留めるために殺さつ到とうしていたのだ。

　当然、対角線上には別の誰だれかがいる。

「あ」

　思わず声が出た。

　事態に気づいた途と端たん、神裂火織の体は凄すさまじい速度で騎士団長ナイトリーダーへと激突した。少年の拳こぷしではさしたるダメージを与えられなくとも、同じ怪物同士なら話は別だ。先の肋骨に匹敵するほどの破は壊かい音おんが容よう赦しやなく炸さく裂れつする。

　そしてうずくまったままの上条は、血ち反へ吐どを吐はきながらもう一度拳を床へ叩たたきつけた。

　全すべてが瓦が解かいし、少年は気味の悪い浮遊感を味わう事となる。
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「ちっ!!」

　落下中、キャーリサは自みずからが生み出した剣を壁に突き刺し、その速度を緩ゆるめながら周囲へ声を張り上げる。

「あいつはどこへ行こーとしてる!?　どのみち、高度一五〇〇メートルの牢ろう獄ごくからは抜けられないはずなのに!!」

　下層へ降り立つと、先んじて飛び込んでいたアックアがいた。上かみ条じよう当とう麻まは見つけられなかったらしい。今度は真横の壁が大きく破は壊かいされている。

「……なるほど。そういう狙ねらいであるか」

　呟つぶやくと、巨漢はキャーリサの問いかけに答えず、真上に向けて大声で言った。

「神かん裂ざき火か織おりは押さえているか!?」

『えっ、あ……？　言われてみれば、あの方は一体どこへ……？』

　上層から返ってきた騎士団長ナイトリーダーの声を耳にし、アックアは眉み間けんの皺しわを深くする。

　キャーリサが壁から光の剣を引っこ抜きながら言った。

「一つ一つ、部屋を虱しらみ潰つぶしに調べてくしかないか。どーせどこかで追い詰つめられるとゆーのなら、無む駄だな被害は抑えてほしーものだがな」

「……そう悠ゆう長ちような事も言っていられないかもしれないのである」

「あん？」

「ヤツの狙いが読めた。作戦と呼ぶには他力本願の部分が強すぎるがな」
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　その時、上条の取った戦術は極きわめてシンプルだった。

　前後左右上下どこでも良い。とにかく壁や床を右手の力で破壊し続けて、最短距きよ離りで移動要よう塞さい『ホテルエアリアル』の端はしまで移動する。

　ではその後どうするか？

　そちらについても、答えはまた単純だ。




　飛び降りる。




「がっああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　自分自身で決めた事とはいえ、突風吹きすさぶ大空へ身を投げた時には絶叫が迸ほとばしった。かつて無限に見た地じ獄ごくの中で飛び降り自殺を選せん択たくしようとした事もあったが、こんなに恐ろしいものと分かっていたら絶対に違う方法にしていたと思う。

　高度一五〇〇メートルからのダイブ。

　当然、右手に宿る幻想殺しイマジンブレイカーに、こんな状況を打開してくれる機能はない。

　少年が頼たよりにしているものは他にある。

「馬ばッッッ鹿か野や郎ろうがッッッ!!!!!!」

[image: ]

　思ったよりもずっと間近で、女性の声が炸さく裂れつした。

　それは上かみ条じようと同じく『ホテルエアリアル』から飛んだ……神かん裂ざき火か織おりのものだった。

「あはははははははははははははは!!　お前なら来てくれると思ったよ！　どうしてもどうあっても人が死ぬのを許せない神裂なら、徹てつ底てい的てきに自じ滅めつの道を突っ走る俺にどこまでも協力してくれるって信じてた!!」

「馬鹿じゃねえの！　本当に馬鹿じゃねえの!?　それってつまり計算ゼロですよね！　自分が生き残る方法を全部丸投げにして私に寄りかかっているってだけじゃないですか!!　そもそも私が無条件で協力するなんて都合の良い事を信じているんですか!?」

「いいや敵味方は関係ないね！　お前はある意味、俺なんかよりもよっぽどヒーローに向いてる!!　目の前で殺されそうになってるヤツを見かければ、敵味方なんてお構いなしにとにかく救っちまう現実的な力を持ってる！　……ああそうさ、今のお前にとってまだ俺は『敵』なんだろう。そんで『敵』の俺が簡単に死ぬのも許せなかった。そういう話なんだろ!?」

「……っっっ!!!!!!」

　ぎりぎり、という奥歯を噛かむ音がここまで伝わってきそうだった。

　高度が高度であるためか、凄すさまじい速度で落ちているにも拘かかわらず彼らには会話を続けるだけの時間が残されていた。

「でも、だったら！　どうしてオティヌスを殺す作戦なんかに出張ってきた!?　相手が魔ま神じんなら大だい丈じよう夫ぶとでも思ったか。カーテナの力でバラバラにしたって死なないんだから大丈夫だって胸でも借りてるつもりかよ!?　断言するが、その決断はお前を苦しめるぞ。たとえ作戦が全部成功して、世の中が平和になったって、お前だけはずっと苦しむんだ!!」

「ああもう!!」

　神かん裂ざきは上かみ条じようの襟えり首くびを掴つかむと、そのまま自分の額を勢い良く上条へと叩たたき込んだ。

　至近距きよ離りで、改めて彼女は叫ぶ。

「上から目線のご高説は結構ですっ!!　だが現実問題、彼女を『始末する』以外に解決の手段はあるんですか!?」

「『殺す』って言えよ！　言葉を濁にごして誤ご魔ま化かすな、神裂!!」

「……っ」

「出自や経歴はどうあれ、オティヌスだって一人の人間から始まった。そいつを思い出せ!!」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………っっっ!!!???」

　おそらく、それは神裂が最も聞きたくなかった言葉だろう。

　彼女自身も、何度も何度も理論武装して、必死で目を逸そらそうとしていた事だろう。

　もう、下へ手たすると上条なんて頭から噛み砕くだいてしまうんじゃないかというくらい強く奥歯を噛み締しめたのち、神裂火か織おりはぽつりと言った。

「……あるんですか」

「何が？」

「他の道が!!　魔神オティヌスを殺さずに終わらせる道が！　そんな都合の良い道があるっていうのですか!?」

「つーか！　今まさにその路線だったんだ!!　お前達が邪じや魔まするまではな!!」

　チッ、と彼女は大きく舌打ちした。

　魔ま術じゆつ師しは明確に組織に属していながら、全より個を重視する。彼女の胸にある魔ま法ほう名めいを想おもえば、オティヌス相手にどう振る舞うべきかは見えている。

「私の性質を安易に利用されたのはとことん癪しやくですが……とにかくまずは安全に着地する所からは始めましょう……」

「おおう。というかどうやって速度落とすんだ？　パラシュートもないってのに」

「こいつ今ここで殴なぐりたいっ!!」

　高速で落下しながら、神かん裂ざきは上かみ条じようの襟えり首くびを掴つかんでがっくんがっくん揺ゆさぶる。スカイダイビングならライセンスをはく奪だつされてもおかしくない暴挙だ。

「……『七なな閃せん』に使う鋼糸ワイヤーを応用します。あれを最大展開して空気を切り裂さく事で減速する。パラシュートというよりは複数の翼つばさを設けて揚力を得るといった方が近しいイメージかもしれませんが」

「生き残れるなら何でも良いけど」

　上条は襟首を掴まれたまま、真上を指差した。

「なんかすごいのが光ってないか……？　れっ、例のお姫様が大暴走しているように見えるんだが!!」

　距きよ離りが離はなれた事でようやく全ぜん貌ぼうが見えてきた人工巨大魚『ホテルエアリアル』だが、その魚の腹がいきなり内側から切り裂かれていた。光の剣はみるみる内に伸長し、一キロ大にまで膨ぼう張ちようしていく。

「まずい……。私達ごとやる気だ……」

「あーまずいなーあれに巻き込まれるとみんな死んじゃうなー『聖人』としてのフルパワーで何とか弾はじいてもらわないと大変な事になっちゃうなバゴゲヴッッッ!!!???」

　ついに真正面から鉄てつ拳けんをいただき、顔ではなく首の辺りから嫌いやな音を炸さく裂れつさせる上条。怒いかりが収まらない神裂だが、確かに対処しないとまずいのは事実だった。

「まずは減速します!!　私の体にしがみついてください!!」

「具体的にどうすんの!?」

「カーテナは基本的に英国内でしか使用できません。第二王女の場合、英国にある力の源を移動要よう塞さい経由で伝送してもらっていると考えれば良い」

　背後から両腕を回してきた上条が胸元に触ふれそうになったので拳こぶしを振り下ろし、下に下げたら下げたで尻しりに顔を埋うずめそうになったので拳を振り下ろし、何やら両手で顔を覆おおってめそめそし始めたので腰の辺りに抱だき着かせつつ、神裂は的確に答える。

「なら、鋼糸ワイヤーで三次元的な陣じんを張り、その伝送ルートを乱すような追加の魔ま術じゆつ記号を埋うめ込めば対策は講じられる。彼女の力をよそへ逸そらす……いいや、Ｕターンさせる事で、『ホテルエアリアル』自体を破は壊かいします!!」
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　イエリング近郊で起きた隕いん石せき騒さわぎに次いで、今度はオールボー近郊の雪原で巨大な閃せん光こうが確認された。

　ちなみに爆発時の衝しよう撃げきまで『聖人』サマは考こう慮りよしていなかったらしく、彼女の腰にしがみついていた上かみ条じようは容よう赦しやなく吹き飛ばされた。針葉樹の林に突入し、ギザギザの枝で全身あちこちを切り裂さかれつつ、何とか分厚い雪の層へと生きたまま埋うもれる。

　冗じよう談だんのようだが、笑えない要素が一つある。

「……ま、マジかよ……くそ……」

　太ふと股ももの辺りには、まるで子供がケーキに刺したフォークのように細い枝が突き刺さったままだった。しばし、枝に触ふれるか触れないかでわなわなしていた上条だったが、立ち止まっていても事態は好転しない。

　インナー代わりのパーカーの袖そでを口に咥くわえ、歯を食いしばって、一息で引っこ抜く。

　激痛にのた打ち回っていると、ざくざくと雪を踏ふむ音が近づいてきた。

　警戒する上条だったが、相手がオティヌスだと気づくと、自然に肩の力が抜けた。

　直後に握にぎり拳こぶしの打撃が来た。

「今までどこに行っていたんだ！　お前!!」

「……う、うぶふう……。そんなに必死になって俺を捜し回ってくれちゃって……さては急にいなくなっちゃって不安にしてしまったかねお嬢じようさん……」

「それが遺ゆい言ごんになるかもしれないが、他に言う事はないな？」

　もう全力の土ど下げ座ざしかなかった。

　仁に王おう立だちのオティヌスはしばしあちこちを見回し、

「それにしても、目が覚めた途と端たんに凄すさまじい事になっているな。あちこち散らばっているのは移動要よう塞さいの残ざん骸がいか？」

「……ああ、今度はＵＦＯ墜つい落らく騒ぎにでもなるのかなあ……？」

「一体何が起きた？　右手の力があるといっても、まずはあれにゼロ距きよ離りまで接近しなくてはならないだろう」

「えと、その、違うんだ。……まあ一応は俺が破は壊かいしたトコもあるけど、そうでなくてだな」

　上条が詳しい説明をしようとした時、何やらガッキンガッキン!!　という金属をぶつける鋭するどい音が周囲一帯へ響ひびき渡った。

　神かん裂ざき火か織おりがアックアやキャーリサの足止めをしてくれているのだ。

　……ただ、どうだろう。一時的に共きよう闘とうする事になったはずの神裂さえ、頭からツノが二本くらい生えていて口から燐りん光こうを放っている恐るべきビジョンしか浮かんできてくれない。あれだけダシに使っておいて、怒おこっていない方がおかしい。

　これがキャーリサや騎士団長ナイトリーダーになるとどうなるのか。もはや頭の中で想像できる範囲を超えていた。

　なので上かみ条じよう当とう麻まは賢明な提案をした。

「あ、歩きながら話そうか？　ここはまだまだ危険がいっぱいだし……」
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　とにかく徒歩で別の街まで辿たどり着いた。

　ストウリングというその街での収穫はそこそこだった。相変わらずお手て頃ごろ価格のコートは見つからなかったが、小さな魔ま法ほう瓶びんが安い値段で手に入った。飲み物が欲しいというより、温かいコーヒーでも入れておけばマグカップごと携帯カイロの代わりにできる。あと、南に向かう車をヒッチハイクで捕まえる事にも成功できた。次の目的地はビルン。ざっと直線距きよ離りで一五〇キロは進める。今まで半島の北の方にいたのが、一気に中央部まで行ける計算だ。

　ここまでは順調だった。

　……そう。ヒッチハイクで捕まえた長距離トラックが、途中でエンストなんか起こさなければ。

「まずいなあこりゃ……。世間一般では遭そう難なんって言うんじゃないか、これ？」

　正面を見ても後ろを振り返っても白い地平線しかない中で、呻うめくように上かみ条じようは言った。

　隣となりを歩くオティヌスは相変わらず感覚が鈍にぶいのか、つまらなさそうな表情で空からっぽのマグカップの取っ手に人差し指を通してくるくる回しながら、

「ガスステーションが近くにあるという話だっただろう。バッテリーさえ交換できれば再び走るんだ。目的もなく途方に暮れる、などという事態ではない限り、本物の遭難よりはずっと楽だ」

　こうしている今もトラックの運転手はあらゆる可能性を模も索さくし愛車と格かく闘とう中ちゆうのはずだが、おそらく新しいバッテリーを手に入れない限りはどうにもならないだろう。

「そりゃ理り屈くつの上ではそうかもしれないけど……途中の道で行き倒だおれたりしないだろうな……」

「ちなみにトラックを諦あきらめて徒歩で歩く場合、ガスステーションを往復するより一〇〇倍以上かかるぞ。そちらの方が良いのか？」

　雪に足を取られているせいか、一面が白一色だからか、距離の感覚はすぐに狂っていく。たった一〇メートルがどこまでも遠い。いつかの黒一面の世界のように、世界の果てまで歩いても何にも見つからないのではないかという錯さつ覚かくが襲おそってくる。

　実際には三〇〇メートルも歩いたら平べったい屋根のお店に辿り着けた。

「ヤバいぞ、これセルフのお店か？　店員さんいないんじゃないのか!?」

「店員がいないと何が困るんだ」

「車のバッテリーが自販機で売ってるなんて話は聞いた試しがねえよ」

　コインを入れて動かす給油器や半分凍こおり付いた洗車機などの他に、一応事務所らしき四角い箱型のスペースもある。そして中には新品のタイヤやサスペンションなど、車の部品らしきものも並べてあった。

　年中無休のセルフではなく、日によっては店員がいるのかもしれない。……例えば豪雪の日は避さけているとか。

「何だ、バッテリーもあるじゃないか。ガラス叩たたき割って持って行こう」

「黙だまれバイキング。入口のドアは押せば開くし、お店の人いないんだから勝手に持って行ったら泥どろ棒ぼうだ」

　そんな事を言い合いながら、二人して無人の事務所に入る。日本では馴な染じみがないが、どうやら簡単な食料品や日用品を置いたコーナーも併設されているらしい。駅の売店以上コンビニ以下、といったラインナップだ。

「カウンターに多めの金を置いておけば良いだろう。デンマークはチップの仕組みも浸しん透とうしていないから、不意の小金は喜ばれる。大体五〇〇クローネくらいで十分だ」

「先生、クローネが分かりま───」

「日本円で一万」

「またかよ高いって!!　そのバッテリー、ブルーレイの再生機能でもついてんのか!?」

　しかし新しいバッテリーが手に入らない事には吹雪ふぶきの中で立ち往おう生じようだ。……結局お札を燃やす生活がやってきた、と上かみ条じようはちょっと真剣に涙目である。

　少年は厚紙の容器からバッテリー本体を引っこ抜くと、金属製の洗せん濯たくバサミみたいな端たん子しを取り付けていく。ケーブルの先にあるのはテスターだ。

　オティヌスは眉まゆをひそめて、

「何をやっている？」

「……いや、箱が埃ほこり被かぶっていて色いろ褪あせていたからさ。ああくそ、やっぱり中の電気はなくなってるな。よっぽど売れ残っていたのか寒さのせいかは知らないけど、充電していく必要がありそうだ」

「そこのコンセントを使うのか？　盗電も盗みの一種だと思うが」

「こっちは余計な大金払ってんだ。何銭くらい目を瞑つぶれよちくしょう！」

　三〇秒前とはボケとツッコミが奇き麗れいに入れ替わっている上条とオティヌス。お金は人の眼をギラギラさせるのだ!!

　オティヌスは喫きつ煙えんスペースらしきソファに腰を掛け、

「そうだ。待っている間にそっちの雑貨コーナーからいくつか菓子パンを拝借しておけ」

「バイキング」

「レジカウンターに金を置いておけば良い」

「……というか、もうお腹なかがすいたのか？　さっきまかないメシのスープもらったばかりだろ」

「次の食事時にレストランでテーブルマナーを気にしていられる余裕があると思うのか？　腹が減ってから食料探しに困るより、確保できる時に確保しておいた方が良いに決まっている」

「こういう事言うヤツに限って持ち歩いている内にさっさと食べちゃうんだよな……」

「ああん？」

　その後もジャムパンの種類がブルーベリーしかない事で何な故ぜか上かみ条じようが文句を受けたり、自分用のビーフシチューパンを買おうとしたら賞味期限が一週間ほどぶっ飛んでいたりと波乱が続く。

　ほぼ水着にマントの少女は人間の常識について語るのを飽あきると、ソファの上に寝そべった。

「……そういえば今何時くらいなんだ？」

「時計の針って意味あるのか。ええと、何だっけ。骨の……船？　あれ使った時に思いっきり地球をぐるっと回したんだろ？」

「あれは私とお前以外の全すべてを回した上で、今度は私とお前を接地した天体全体をぐるっと回して地球を元の位置に戻している。国際標準時間はそのまま使えるはずだよ」

「……この辺をサクッと面めん倒どう臭くさそうに済ませちゃう辺りが魔ま神じんの恐ろしい所だよ……」

　あまり長時間トラックを待たせるのもあれなので、上条達は二、三〇分で充電を切り上げ、バッテリーを抱える事になった。四角い箱型容器はほんのりと温かく、絶望的銀世界の中ではちょっとしたオアシスとなる。

「戻ってみたらトラックがいなかった、ってのが一番悲ひ惨さんだよな」

「バッテリーの問題が解決できなければ立ち往おう生じようなのは向こうも同じだ。運転手が樹氷になっていない限りは大だい丈じよう夫ぶだろうさ」

　そんな事を言い合いながら、事務所兼休きゆう憩けい所じよから出た直後だった。




　ズドッッッ!!!!!!　と。

　雪に埋うもれつつあるガスステーションが、いきなり果物のように両断された。




　事務所も給油器も巻き込んで、見えない刃が全すべてを一直線に切断していく。その時、上条は破は壊かいの全体像を正しく認識できていなかった。とにかく目の前で砕くだけたガラスの破片からオティヌスを守るため、彼女を庇かばうような格好で身を伏せていただけだった。

　平たい屋根が崩くずれ、給油器のポンプが斜めに裂さけて転がる。そこで上条は鼻に刺さるような刺し激げき臭しゆうを嗅かぎ取って顔をしかめる。

　コンクリート製の床にも大きく爪つめ痕あとが残っていて、そこから何かがじわじわと染しみ出しているようだった。砂糖水のように空気にもやがかかっている。

「……まずい……オティヌス、立つんだ」

　上かみ条じようは顔を青くすると、慌あわてて起き上がる。自分で押し倒たおしたオティヌスの細い手を掴つかんで引っ張り上げる。

「地下の貯蔵タンクが破れてる！　急いで出ないとガソリンに火が点つくぞ!!」

　バッテリーを片手で抱えたまま、オティヌスの手を引っ張って、とにかく走る。

　建物から白い雪の上へと飛び出す。刺し激げき臭しゆうが自分の周りを漂ただよっているものか鼻の中に残っているものか自信がない。とにかく匂においがなくなるまで足を止めてはならない、と強く思う。

　その確信はなかった。

　それより前に次の動きがあった。




　破断した電装系が撒まき散らす火花と気化したガソリンが接触し、ガスステーションそのものが内側から猛もう烈れつな勢いで爆発する。




　衝しよう撃げき波はに背中を叩たたかれた。

　冗じよう談だん抜きに二人の体が一メートル以上は宙を舞った。そのまま上条は雪の上へと投げ出される。呼吸が詰つまるが、大きく息を吸い込むと胸の辺りに灼しやく熱ねつの痛みが走って咳せき込んだ。炎は届かずとも、熱波が周囲の空気を焼いているのだ。

「な、に……が……？」

　喉のどが張り付く。しわがれた声を放つ上条だったが、そこで同じように倒れていたオティヌスが全く違う方向を凝ぎよう視ししているのに気づく。

『……覚えているか……？』

　吹きすさぶ凍いてつく風の中、滑すべり込むように女性の声が聞こえてきた。

　言語そのものは聞いた事もないものだったが、その声こわ色いろには上条も覚えがあった。

『私を覚えているか、オティヌス』

「……マリアン＝スリンゲナイヤー。それに『投擲の槌ミヨルニル』……」

　オティヌスはそう呟つぶやいた。

　長い銀髪を二本の三つ編みでまとめたメガネの少女。褐かつ色しよくの肌を覆おおうオーバーオール。ミョルニル……というのは石材で作った円筒形のドラム缶のようなものだろう。あれが武具なのか人物なのかは不明だが、マリアンの場合は双方を兼かねてしまう技術を持っている。

　マリアンはオティヌスの呟きに眉まゆをひそめた。

　それから、彼女に『合わせる』ように、日本語で言葉を繰くり出す。

「ベルシは死んだよ。死んだ後の行方も分からない。あいつだけじゃない。世界各地で『グレムリン』は戦ってきた。音信不通のヤツなんて珍めずらしくもない。分かるか、オティヌス。逆立ちしたって叶かなえられない願いを叶えるために、自みずからの命をアンタに託たくした人間はそれだけいるんだ」

　マリアンの両手首には、黄金の腕輪のようなものがあった。

「それだけじゃない。『グレムリン』に合流する前にだって犠ぎ牲せいはあった。今ここに私が立っているのは、黒小人ドヴエルグ再興の夢を多くの仲間達に託たくされた結果なんだ。私だけじゃない。死にもの狂いでアンタの元まで辿たどり着いたその全員に、多くの犠牲と引き換えに繋つなげられた夢があった。アンタは、それを踏ふみにじった。ツケは払ってもらうぞ、オティヌス」

　その腕輪は彼女の声と共に、直径三〇センチほどに肥大していく。支えるものがなくても土星の輪のように自然と支えられていく。
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「それは……」

「ああ。アンタが放ほう棄きした『槍やり』の部品だよ。『万象の金ドラウプニル』とでも呼ぶべきか。アンタが逃げ出したおかげで神々の武具の材料が余ったもんでね。『主神の槍グングニル』ほどじゃないが、人間が扱える範囲内であれば、こいつはあらゆる魔ま剣けんや神しん槍そうを自在に組み上げる。……アンタがみんなの夢を見捨てたおかげで、私は神様を殺す力を得た。『グレムリン』の血を搾しぼって結集させた力が！　そんなものにしか使えなくなったんだ!!　オティヌス!!!!!!」

　カッ!!　と、マリアンの両手が眩まばゆい光を放った。

　そう思った時には、すでに黄金の腕輪は存在しなかった。代わりにあるのは、鞘さやに収まった一本の剣。黄金色に輝かがやくその『悪い意味での』伝説の剣は、上かみ条じようも見た事のあるものだった。

　キリキリ……と、己の心臓を釣り糸で縛しばられるような痛みが走る。

　見るだけで死を意識させられるもの。

　鞘さやから抜き放たれれば、世界を終わらせると言われるその刃。

　恐怖のままに、上かみ条じようは問う。

「『戦乱の剣ダインスレーヴ』……っ!?　お前っ、あんなものをまた持ち出したのか!!」

「そうさ。こっちは神様を殺すっつってんだ。世界の一つ二つ、まとめてひっくるめて殺す程度の火力を用意して何が悪い。私としては、これでも足りないくらいだよ」

　褐かつ色しよくの少女は左手で鞘を掴つかみ、右手で剣の柄つかを握にぎる。

「ここに来るまで『月輪神馬フリムフアクシ』を使った。かなり派手に見せたからよその連中もすぐに気づくだろうね。だが横よこ槍やりは入れさせない。ここで、確実に仕留めさせてもらうぞ、オティヌス」

　かつてバゲージシティでは、鞘の力だけで上条を瀕ひん死しにまで追い込んだ。

　だが今回は違う。

「そして今度はもう躊躇ためらわないぞ。オティヌス、お前がこの世界で新しく何を見み出いだしたのかなんて知らない。だけど、それに踏ふみにじられた私達からの返礼は明確だ。……そんなもの、全部まとめてぶっ壊こわしてやるよ!!」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは、その小麦色の両手に力を込める。

　水平に構えられた鞘と剣。

　その二つが剥はがされるような格好で、勢い良く引き抜かれる。

　前ぜん人じん未み到とうの脅きよう威い。

　世界を終わらせる剣が、その刃が、凍いてついた空気を存分に吸い込んでいく。
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『戦乱の剣ダインスレーヴ』。恐るべき力を秘めた黄金の剣を手にしたマリアン＝スリンゲナイヤーが、白い雪を踏んでこちらへ歩いてくる。その足取りは粘ねばついた彼女の執しゆう念ねんを表しているようで、ふらふらと頼たよりなく、しかし決して倒たおれる事はない。まるで、真っ黒なコールタールで足の裏と地面を繋つなぎ止めているかのようだった。

　対して、今のオティヌスにはまともな魔ま術じゆつを使う力はない。

　だから代わりに、上条当とう麻まが前に出た。

　直後の出来事だった。

　距きよ離りは二〇メートル以上あった。しかしマリアンは一度だけ、木の枝で蜘く蛛もの巣を払うような格好で、気ままに刃を振るった。

「───ギリシア式オリンポス斬ざん獲かく。巨きよ呪じゆ人じんティターン請しよう来らい」

　そして。




　ゴッ!!!!!!　と。

　直後に上かみ条じようの真下から何かが突き上がり、少年の体が一二〇メートルも跳ね上げられた。




「がっ、ばう……っ!?」

　最初、上条当とう麻まは自分の息が詰つまっている事にも自覚がなかった。

　視界が白い。ぐるぐると回っている。そうしている内に地面までの距きよ離りが圧あつ倒とう的てきに、そう三〇階建てのビルに匹敵する高度まで飛ばされている事にようやく気づく。そして自分を跳ね上げたものの正体をやっと知る。

　それは巨大な人影だった。

　高層ビルと並ぶほどの巨漢が地面から飛び出し、拳こぶしだけで五メートルもある筋肉と骨格の塊かたまりでもって真下から突き上げられたのだ。殴なぐられた、というよりは乗せて打ち上げられたの方が近いか。ギリギリギリ!!　と縦に横にと振り回される上条の体ははるか下方の地面に叩たたきつけられる事なく、すぐ足元にあった巨体の二の腕の辺りへ墜つい落らくする。

「ばがっ!!　がう……っ！　ぜえ、はあ……げほっごほ!!」

　上条は四つん這ばいになって何度も咳せき込むが、上う手まく息を吸い込めない。

「アンタは、オティヌスにとって『価値あるもの』か？」

　一五メートル先、巨体の肩の辺りに褐かつ色しよくの少女が立っていた。

「だったら、とりあえずは壊こわしておかなくちゃな」

　素そっ気けなく、マリアンは黄金の刃を振るった。




「───アステカ式第一の太陽斬ざん獲かく。食しよく人じん獣じゆうオセロット請しよう来らい」




　ボコボコボコボコッ!!　と巨体の腕の皮ひ膚ふが不ぶ気き味みに盛り上がった。ガスで泡立つ泥どろ沼ぬまの表面のようだった。それらの気泡を内側から突き破り、土つち気け色いろをした四足獣が湧わき出してくる。やはり、大きい。一〇メートルというサイズは、人間の足を恐怖でその場に縫ぬい止めるには十分な威い圧あつだった。虎とらやライオンのようなネコ科の猛もう獣じゆうに、ワニのような頭をつけた怪物ともなればなおさらだ。

　どのように攻こう撃げきしてくるかは明白だ。

　顔全体の冷や汗を拭ぬぐう余裕もなく、上条が震ふるえる手で拳を握にぎり締しめた直後、真正面から空想上の怪物が飛びかかってきた。

「くそっ!!」

　獣けもののサイズと筋力の強さは単純に比例しないだろう。挙げ句、あれだけの巨体だ。噛かみつかれずとものしかかられただけで圧死しかねない。一いつ瞬しゆん、考えなしに巨大な橋となっている怪物の腕から飛んでしまおうかという選せん択たく肢しまで脳裏に浮かぶ。

　だが、そこで別の動きがあった。

　自分の体をトカゲやヤモリが這はいずっている感触でもしたのか。今まで足場にしていた巨体が蒸気機関のような叫びを放ちながら、もう片方の掌てのひらで自分の二の腕を思い切り叩たたいたのだ。

　轟ごう!!　と空気を裂さいて迫せまりくる掌は、まるで忍にん者じや屋や敷しきの吊つり天てん井じようをイメージさせた。

「うおおおおおおっ!?」

　とにかく上かみ条じようは走った。太さが一メートル以上ある指と指の間へと何とか潜もぐり込む。

　凄すさまじい爆音……というより、もはや衝しよう撃げき波はじみた大だい音おん響きようの炸さく裂れつと共に、人を喰くらう巨きよ獣じゆうが一いつ瞬しゆんで叩き潰つぶされる。上条自身の体も下から大きく突き上げられ、宙に浮かぶ。叩きつけられた片手、その手の甲へゴロゴロと乗り上げていく。

　マリアンは舌打ちして『戦乱の剣ダインスレーヴ』を振るった。

　意に反した制裁の意味もあったのだろう。肩口から巨大な影の腕を一本、バターのように切断していく。

　再び絶叫があった。高層ビルに匹敵する巨体が蜂はちに刺された子供のように暴れ回り、残る手足を無む闇やみに振り回す。手の甲の上へ乗り上げていた上条の体が、今度こそ真っ白な大空へと発射されていく。

「あ、ああああ、あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　足元にあるべき地面がない。

　己の常識を破は壊かいする恐怖が全身を蝕むしばむ。

　だが吞のん気きに怯おびえている暇ひまなどなかった。マリアンは『剣を振るった』のだ。後は、意味ある言葉を紡つむぐだけで術式は完成する。




「───北欧神話式アースガルド斬ざん獲かく。炎えん獄ごく王おうスルト請しよう来らい」




　ゴバッ!!　と、別の雪原が割れて、先ほどよりさらに巨大な漆しつ黒こくの人影がそびえた。

　まるで野球のバッター。

　待ち受ける魔ま王おうは、燃え盛る巨大な剣を両手で構えて飛来する上条を待つ。
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　地上に残されたオティヌスは一〇〇メートル以上先を見上げながら強く舌打ちした。

　マリアン＝スリンゲナイヤーのやっている事の仕組みは理解できたのだが、あの少年のためにしてやれる事が何もない。力を失った弊へい害がいがどこまでも歯は痒がゆかった。

（まず世界を限定的に区切った上で、何重にも折り重なっている各宗教各宗派の『位相』を一つずつ選んで切断しているな……）

　第一の巨漢は、ギリシア神話でゼウスの敵として登場する巨人ティターン。

　第二の猛もう獣じゆうは、アステカ神話で一番目の人類を滅ほろぼした死神の人ひと喰くい獣。

　第三の魔ま王おうは、北欧神話で九つの世界を焼き払うと言われる巨人の長おさ。

（天国、アースガルド、オリンポス山、極ごく楽らく浄じよう土ど、ニライカナイ……。神の住む場所を切り離はなすという事は、神の加護や恩恵を取り除く、つまり神に頭を押さえつけられていた災さい厄やくを解き放つという事だ。言ってしまえば、マリアンのヤツは世界中の聖典で描かれる『終末』を自由に選んで振り回す事ができる訳か）

　大おお仰ぎように聞こえるが、使われる技術そのものは珍めずらしいものではない。そもそも近代西洋魔ま術じゆつにおける儀ぎ式しき場じようでも、十字教の聖堂や教会でも、『ある一定の空間内を一つの宗教の色で染める事』は基本中の基本と言える。十字架の横に仏像を置いて手を合わせる人はいないだろうし、お坊さんは数珠じゆずと一いつ緒しよにタリスマンやアラウネの根などをストラップみたいにじゃらじゃら繋つなげたりしない。中には『違う宗教の良い所を取り入れちゃおう』という考えが起こる事もあるが、基本的には一つの形、一つの色を保つ事で、その純じゆん粋すいさに価値を見み出いだすのが分かりやすいブランドの作り方だ。

　だが、マリアンはその数値が桁けた外はずれなのだ。

　水から徹てつ底てい的てきに不ふ純じゆん物ぶつを取り除いた超純水が、普通の真水とは違った振る舞いを見せるのと同じく……『空間を切り離して独自色を手に入れた結果』生じる『現象』が凄すさまじい猛もう威いを振るっているのである。

　あたかも。

　全世界全宗教が製せい錬れんしてきた終末の絶望を片手一本で生み出し、操っているかのように。

　天使の召しよう喚かんが『天テ使レのズ力マ』を凝ぎよう縮しゆくして形を整えるのと同じように、目の前に広がる終末の王達もまた、厳密には各おの々おのの宗教や位相が溜ため込んだ、ある種の力の塊かたまりなのだろう。そもそも、人の思い描く災厄の像に力を集束させたものであって、実際の死神や魔王がその通りの形をしているとも限らないのだ。だが、束つかの間ま、そんな理り屈くつを忘れさせるほどの生々しい威い容ようが躍おどっていた。

「神々の力……というか、厳密には天国への道を閉ざす剣、か」

　オティヌスは呟つぶやく。

　おそらく戦いが始まる前に、マリアンはその剣でもって周辺の空間を切断し、一種の結界を作っている。でなければ、あれだけの魔王や巨人の出現と同時に『御使堕しエンゼルフオール』のような怪現象が見舞っていただろう。あるいは、世界自体の許容限度を超えて、ガラスのように粉々に砕くだけ散っていたかもしれない。

　大げさな話ではない。オティヌス自身、その手で世界を破は壊かいした事があるのだから。

「確かに、こいつは魔ま神じんに抗あらがうには相応ふさわしい一品ではあるな……」

　万ばん全ぜんの力があれば、それでもオティヌスは一いち撃げきでマリアンをひねり殺していただろう。

　殺す必要さえなく、幸福しかない世界へ放り込む事もできただろう。

　だけど、今は違う。

　もう違う。

　指先から光を出す事すらできない今の彼女に、マリアンの行いを止める事はできない。剣を向けられるどころか、巨人達の足に踏ふまれただけで絶命する程度の、ちっぽけな命でしかない。

　そうある事を望まれた。

　自みずから抉えぐり取った『目』を取り戻すのも、無力化・無害化を果たして世界の混乱を収めるためのものだった。

　なのに、今はその力が失われた事が、何よりもオティヌスの心を焦こがす。

　魔神を殺すために練り上げられたその力が、ただの少年へ向けられていく事が。

　それを止められない事が。

「……？」

　と、その時だった。

　歯は噛がみするオティヌスは、この場にいるもう一つの影を見つけた。

「ちょっと待て。お前はそこで何をしているんだ」

　声に、影は答えない。
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　炎の剣が水平に飛ぶ。

　七〇メートルに届く刀身は轟ごう々ごうと燃え盛り、空気を引き裂さく大だい音おん響きように恐るべき重低音を付け足していく。

　ビルを横よこ倒だおしにして薙なぎ払うような猛もう威い。

　対して、宙を舞う上かみ条じようはその右みぎ拳こぶしを決死の想おもいで強く握にぎり締しめた。

「おおおおおおおおァァァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　激突。

　右拳が炎の剣の中ほどに激突したその瞬しゆん間かん、あまりにも巨大な刀身が真っ二つにへし折れた。ぐるんぐるんと回転する刃はそのまま突き進み、片腕を切断された別の巨漢の胸板を貫つらぬく。

　絶叫と共に巨体が倒れていく。

　炎の消えた剣の端はしへと上条の体が激突する。ゴロゴロと転がるが、悠ゆう長ちように休きゆう憩けいしている時間はない。こうしている間にも幻想殺しイマジンブレイカーの力は巨剣を破は壊かいし続けているのだ。

　感覚としては、崩くずれ落ちる石橋の上を駆け抜けるようなもの。

　死にもの狂いで剣の根元に……漆しつ黒こくの巨大な影の腕の方へと走り続ける上かみ条じようだったが、そこへマリアン＝スリンゲナイヤーが滑すべり込んできた。

「───十字教式天国斬ざん獲かく。悪食王アバドン請しよう来らい」

　ぶぶわっっっ!!!!!!　と、大量の黒い影が、雲のように前方を覆おおった。それは数万数十万に及およぶイナゴの大群だ。絵本の雲のように褐かつ色しよくの少女を乗せ、崩ほう壊かいしつつある巨剣の上まで運んできたのである。

「マリアン!!」

「終われよクソガキ、私達の希望が一身上の都合とやらで奪うばわれたのと同じように!!」

　視線が激突する。

　もはや背後から迫せまる足場の崩壊は意識の外へ消えた。ただ目の前の敵のため、上条は全力で拳こぶしを握にぎり直す。

　そして応じるように声があった。

「───神道式高たか天まが原はら斬獲。黒こく穢え衆しゆう黄よ泉も津つ醜しこ女め請来」

　上条の眼前に、真っ黒なコールタールでできた大波が勢い良く迫った。

　その全すべては女性の長い黒髪で、その持ち主たるドロドロの女性達で、髪の毛の大波の隙すき間まから枝のように細い手が何本も何十本も飛び出していた。

　上条は知らない。それが黄よ泉みの国とその主イザナミの持つ無む尽じん蔵ぞうの穢けがれが人の形を取ったものだとする伝承を。日本神話において、あらゆる人の死を生み出す源たる力である事を。

　それで正解だったのかもしれない。

　知らない方が幸せな事もある。イザナギが知ってしまった事で死の竈かまどを開けてしまったように。だから上条は、無知のままに真正面から己の拳を叩たたきつけた。

　ぞぞぞぞぞぞぞぞざざざざざざざざざっっっ!!　と、風ふ呂ろ場ばの排水溝に大量の髪の毛が吞のみ込まれていくような音と共に、黒い大波が左右真っ二つに分かれていく。

　あるいは。

　それさえも織り込み済みだったのかもしれない。

　その先で、マリアン＝スリンゲナイヤーは待ち受けるように黄金の剣を両手で握っていた。上条の首を飛ばすつもりなのか、水平に向けて勢い良く横よこ薙なぎに振り回す。

　甲かん高だかい音が炸さく裂れつした。

　上条の右拳が、間に合った。マリアンの持つ『戦乱の剣ダインスレーヴ』は根元から折れ、その刀身は回転しながら落下していく内にバラバラと分解していく。

　しばし、時間が止まる。

　マリアン＝スリンゲナイヤーは至近から、ぽつりと呟つぶやいた。

「……あいつは私達の希望だったんだ」

　どろりとした、粘ねん質しつな言葉だった。

「叶かなえられない願いがあった。諦あきらめるべきなのかもしれなかった。だけど、魔ま神じんオティヌスっていう裏技が私達を手た繰ぐり寄せた!!　あんなものがあったから私達は狂わずに済んだし、あんなものがあったから私達はこんな所まで来てしまった!!」

　その言葉に、上かみ条じようはある母子の事を思い出した。

　豊ほう穣じよう神しんフレイヤ。生まれる前から非ひ業ごうを背負わされ、世界のどこを見回したって善意や希望なんてなかった、ある幼い魔ま術じゆつ師し。『彼女』にとって、確かにオティヌスは蜘く蛛もの糸のような存在だっただろう。それで理り不ふ尽じんに命を落とそうとしている母親を救えるなら、母ぼ胎たいの中の子供は何だってしただろう。

「あいつは私達を煽あおるだけ煽って、世界の果てまで連れてきて！　たった一人で逃げやがった!!　『これ』は、あいつの責任だろう。私達が『こう』なったのは、あいつが補ほ償しようしなくちゃならないだろう！　私は！　オティヌスさえいなければ!!　こんな道を進む事さえなかったんだから!!」

　その叫びに、上条は自分の心が冷めるのを感じた。

　怒いかりに燃え上がるのではなく、冷めた。

「……ふざけてんのか？」

　オティヌスは確かに、ある意味において負の希望だったのかもしれない。

　上条が知らないだけで、極ごく悪あく非ひ道どうな『グレムリン』のメンバーにはそれぞれフレイヤみたいな事情があって、のっぴきならなくなっているのかもしれない。

　だけど。

「オティヌスはどうしようもない悪党だ。あいつがいなければ第三次世界大戦の後の騒そう動どうは起こらなかった。でも！　その話に乗っかったのはテメェの意思だろうが!!　テメェは自分で決めて、自分の事情と世界の平和を天てん秤びんにかけてついていったんだろうが!!　その罪つみまで背負わせて、私は無害で真っ白な被害者なんですなんて言い分が通用するか。あいつが極悪人だからって、好き放題に罪を上乗せして良い訳じゃない。オティヌスの罪が公正に裁かれるなら！　お前達の罪だってきちんと裁きを受けなくちゃならないんだ!!」

「どうでも良いさ」

　マリアンは折れた剣の柄つかを握にぎったまま、自じ暴ぼう自じ棄きに笑った。

「私は、私達は、あいつに奪われた人生ってヤツに報いる事ができれば何でも良い」

　その時。

　上条当とう麻まは一つだけ忘れていた。

『戦乱の剣ダインスレーヴ』を右みぎ拳こぶしで破は壊かいしていた事も手伝っていただろう。

　だがマリアンは、すでに『剣を振るって』いた。

　であれば、後は意味のある言葉を放つだけで良い。それだけで終末の猛もう威いが吹き荒れる。




「───インド神話式アマラーバティ斬ざん獲かく。万ばん化か神ヴィシュヌ＝アヴァターラ請しよう来らい!!」
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　終末。世界の終わりというと、神様や信仰の力が衰おとろえて悪いものが猛もう威いを振るうイメージがあるかもしれない。何となく、白いもの、輝かがやくものが黒く塗ぬり潰つぶされる印象がないだろうか。

　ところが、宗教によっては神様が自みずから世界に降り立って戦乱に身を投じるものもある。

　インド神話の破は壊かい神しんシヴァが有名かもしれないが、それと同じくらい人気のある神様の話がある。

　維持神ヴィシュヌ。

　この神は創造神ブラフマーが生み出し、破壊神シヴァが終わらせる世界の維持と発展に努めるとされるが、そのために用いられるのが『化け身しん』だ。

　ネット用語のアヴァターの語源となっているこの『化身』は、ヴィシュヌ神自らが一〇種類の肉体を切り替えて、地上で起こる諸もろ々もろの戦争や災さい厄やくをその手で終結させるとされている。

　ちなみにブラフマー、ヴィシュヌ、シヴァの三柱はそれぞれ信しん奉ぽうする人々によって誰だれが中心なのか意見が分かれているが、三つでもって主神としての力を示す、三神一体トリムールテイという考えにおいては概おおむね一いつ致ちしている。

　つまり。




　断片的だろうが、大きく姿を変えたものだろうが。

　その時、その終末に訪れたのは混こん沌とんや悪の中核ではなく……最高神クラスの閃せん光こうだった。
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　最後の一いち撃げきが放たれた。

　正確には、上かみ条じよう当とう麻まはそれを正しく視認できていなかった。よほどの道を極きわめた聖仙でもなければ捕ほ捉そくはできないだろうし、未熟者が無理に覗のぞき込めば失明したっておかしくない。ヴィシュヌ神は元々太陽と深く関連付けられていた神だ。何の準備もせず、ただ肉眼で太陽の中心核を捉とらえようなどと考える身の程知らずがどうなるかなど説明するまでもない。

　しかし、同時に上条の脳裏にはある情景が浮かんでいた。

　彼自身が明確に『死亡』した時の。

　あの時、魔ま神じんオティヌスは必殺の『弩いしゆみ』で確実に上条当麻を殺害するため、自らの肉体をも犠ぎ牲せいに捧ささげた。その背で飛来する攻こう撃げきを隠かくし、自分の体もろとも標的を貫つらぬこうとしたのだ。

　彼女の目的は、オティヌスに対する復ふく讐しゆうだったはずだ。だがそれは、オティヌス自身よりも、少女の目の前で大切な人を殺す方が優先されたのかもしれない。

　上かみ条じよう当とう麻まさえ殺せれば、自分はどうなっても良い、と。

　だから。

　とっさに、上条は動き出していた。

「マリアン!!!!!!」

　その小さな小麦色の体を突き飛ばし、覆おおい被かぶさるように上条自身も倒たおれ込む。直後に、何か凄すさまじい閃せん光こうが真上を突き抜けていった。うつ伏せになっていた少年にその正体は見えなかったが、背面一帯に突き刺すような、焼け付くような激痛が炸さく裂れつする。上から焼けた鉄板を押し付けられているような痛みだ。

　あらん限りの力でもって絶叫する。

　無防備に空を飛んでいたイナゴの大群が蒸発する。炎を操るはずの漆しつ黒こくの巨体が、その凄まじい閃光によって膝ひざをつく。

　上条とマリアンの体が跳ね上げられた。

　おそらく、最後の一いち撃げきを放った時点で彼女の戦いは終わっていたのだろう。空中において気を失ったマリアンの体を、上条は両手で強引に掴つかみ取る。

　一度折れた剣の上から巨漢の肩越しに肩けん甲こう骨こつの辺りへと落下すると、後は丸まった背中を勢い良く下っていく。海外のリゾート地にあるイカれたウォータースライダーのようにひたすら滑すべり落ちていった。
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　実際にヴィシュヌ＝アヴァターラが顕現したのは、きっと一〇秒にも満たなかっただろう、とオティヌスは考えていた。

　いかに世界を終わらせる『戦乱の剣ダインスレーヴ』と言っても、所しよ詮せんは人の手で操れるレベルでの魔ま剣けんだ。悪や罪ざい業ごうの象徴をある程度具現化させる事はできたとしても、流石さすがに四大宗教の一角、その最高神を完全な精度で請しよう来らいするのは不可能のはずだ。アヴァターラは一〇種類あるとされているが、おそらくその区別のない、混こん沌とんとした塊かたまりを数秒間呼び出すのが限界だっただろう。

　……そうであっても、この威い力りよく。

　膝をついた魔ま王おうスルトが、ゆっくりと横よこ倒だおしに転がっていく。多くの雪と針葉樹を猛もう烈れつな勢いで潰つぶしながら、その体が空気に溶けるように消えていく。間近にいたはずの上条やマリアンがスルトの背を滑り落ちたのは彼女も目撃した。生き残る事ができたのは、最も強大な悪から順番に始末していった結果に過ぎない。あと一秒、顕現していた時間が長ければ『争いの因子』として彼らも焼き尽つくされていたはずだ。

「？」

　と、その時だった。

　オティヌスは気づいた。先ほどまでここにいた影がいつの間にかいなくなっている事に。

『投擲の槌ミヨルニル』がどこかへ消えてしまった事に。
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　その『少女』は、これまでの境遇に対して特に不満を抱いだいた事はなかった。

『こんな体』になってしまっても、それはただの最適化の結果くらいにしか思っていなかった。

　五体を失った、ドラム缶のような肉体。

　自みずからの肢し体たいをそんな風に人体改造したマリアン＝スリンゲナイヤーと常に行動を共にしている事を、周囲は奇異に思うかもしれない。だけど、『少女』からすれば別に特別な事ではなかった。信しん頼らいしていた友人だからこそ、自分の肉体を預けた。それくらいのものでしかなかった。

　でも。

　だけど。

　何となく、『少女』は気づいてしまった。友人であり、今まで共に戦ってきたマリアン＝スリンゲナイヤーの叫びを聞いて、さして意味のない事に気づいてしまった。




　ああ。

　自分はやっぱり、『かわいそう』な子なんだと。




　オティヌスさえいなければ、こんな道には進まなかった。頭に血が上ったマリアンはそう叫んでいた。『少女』にとってはいつもの日々、当たり前の毎日の延長線でしかなかったこの肉体は、マリアンにとっては何かに言い訳を求めなければ許容できないものだったらしい。

　敵兵を生きたまま改造して送り返す事で士気を総そう崩くずれにしたり、人間家具という特とく殊しゆな趣しゆ味みをひけらかしていたり……きっと、耐たえ難がたい何かから目を逸そらすため、『それ』は楽しい事なのだという認識を自みずからの頭に植え付けた結果のものだったのだろう。

　そうやって、一つ一つを乗り越えていくごとに、いつしか彼女は本音と建前の境がなくなり、本当に楽しむようになっていったのだろう。

　何か。

　その些さ細さいな認識のズレに、『少女』は隙すき間ま風かぜを感じていた。

「……よお」

　漆しつ黒こくの巨漢スルトが消えた後の雪原に、その少年は座り込んでいた。傍かたわらにはマリアン＝スリンゲナイヤーが転がっている。彼女の意識は途切れているようだった。最後の瞬しゆん間かん、上かみ条じようと違って押し倒たおされたマリアンは仰あお向むけに倒れていた。断片的なヴィシュヌ＝アヴァターラを間近で見てしまった事で、意識をかき回されているのかもしれない。

「お前は……誰だれだっけ？　とにかくマリアンの仲間だったよな。お前もやるのか……？」

　少年は問いかけたが、『少女』はドラム缶の体をガタゴトと揺ゆらした。こんな体になる前なら首を横に振る動作に相当するのだが、おそらく少年には伝わらないだろう。

　一度円筒形の体を倒し、雪の中に潜もぐり込んで、倒れ込んだマリアンの体を下から支える。バネ仕掛けのように九〇度勢い良く跳ねると、立った円筒形の真上にマリアンの体を乗せた。

　少年はこう言った。

「……これからどうするんだ？」

『少女』には答えられなかった。

　少年はあちこち自分の服のポケットを探り、財布の中にあったレシートの裏にボールペンで十数ケタの数字を書き込んでいった。

　それは携帯電話の番号だった。

　マリアンのオーバーオールのポケットに紙切れを突っ込みながら、上かみ条じようは告げる。

「今はオティヌスにかかりきりだけど、なんかあったら掛けて来い。今度はお前達の側に立ってやるよ」

　やはり、『少女』は答えなかった。

　ただ一度、ドラム缶のような体を前方に傾けてお辞じ儀ぎのような仕草を取ると、『少女』はマリアンを乗せたまま白い世界を移動していく。背後では、少年もまた帰るべき場所へと歩を進めているようだった。




　上条当とう麻まが、たとえ一〇〇万回殺されてもオティヌスの側に立ったように。

『少女』もまた、何があってもマリアン＝スリンゲナイヤーの側に立ち続ける。
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　……もう誰だれも彼も忘れているかもしれないが、上かみ条じようとオティヌスが雪原を歩いていたのは、ヒッチハイクした長ちよう距きよ離りトラックのバッテリーが寒さでお釈しや迦かになったため、代わりとなるものをガスステーションから買ってくる、というミッションをこなすためだった。

『怖こええよ！　何だよ、隕いん石せき騒さわぎにＵＦＯ墜つい落らくに、今度は謎なぞの巨大な影だってよ！　何あれ古代超兵器？　今日のデンマークは世界七不思議が全員集合か!?』

　ドライバーは小便ちびりそうになっていたが、車が動かない事には逃げる事もできない。よって、良くも悪くも上条達を見捨てずにひたすら待ち続けてくれた。

　ちなみにガスステーションの自販機で買ったジャムパンはいつの間にか興こう奮ふん気味のドライバーの胃袋の中に収まっていた。頭の運動のために糖分が欲しかったのかもしれない。

　むくれたオティヌスが暴れそうになったが、これは上条が羽は交がい絞じめにした。基本、ヒッチハイクは乗せてもらっている側の立場が弱くなるという鉄則を彼女は知らないらしい。

　そんなこんなで、やっと当初の予定通り半島中央、ビルンの街に到着。

　ここで次の車を探そうという話だったのだが……、

「まずいな」

　上条はぽつりと呟つぶやいた。

「あっちもこっちも物々しい連中ばっかり。ハリウッド映画に出てくる特とく殊しゆ部隊ですって感じだな。何だろう、アメリカ軍とか？」

「彼らに要請されたデンマーク軍だろう。その内、主要な道路に検問を敷しかれるな。こうなるとヒッチハイクも難しいか」

「ちなみに、お前の『目』が沈しずんでいる泉まであとどれくらいなんだ？」

「イーエスコウ城まではざっと一〇〇キロ。フルマラソンみたいに走り回らなければ、人間の足でも連続踏とう破はできる距離ではあるが」

　冬の雪道を徒歩で一〇〇キロ。住宅をウサギ小屋などと揶や揄ゆされるニッポンジン上条当とう麻まには未知過ぎるゾーンだ。特にすし詰づめ状態の学園都市では、自宅の周囲二、三キロを列車を使わずに歩いて生活しているだけで『褒ほめられる』レベルだったりするのだが……。

「とにかくここにいても仕方がない。次はフレデリシアの街を目指す。ここから東に五〇キロほど進んだ先にある大きな街だ。イーエスコウ城は半島ではなくヒュン島にあるからな。陸路で向かうには、あそこにある橋を渡らなくてはならない」

「……だとすると」

「こちらの狙ねらいがどこまで掴つかまれているかは未知数だが、それを置いても、首都コペンハーゲンのあるシュラン島にも繋つながるルートだ。半島側で私達の目もく撃げき情報が確認されているなら、当然ここを塞ふさいでおこうと考えるのが順当だろう」

　思わず頭を抱える上かみ条じようだったが、オティヌスの方は気軽な調子だった。

「敵が増えるという事は、鹵ろ獲かく物資も増えるという事だ。軍用車両でもかっぱらえば運うん頼だのみのヒッチハイクに賭かける必要もなくなるぞ」

「このつるんつるんの雪道の中、誰だれがどうやってそんなゴツい車を運転するんだよ！　ゴーカート感覚でトライしてみろ、一〇分もしない内にスピンして木に激突するのがオチだ」

　……やっぱり無事に学園都市に帰ったらバイクの免許でも取ろうかしら、などと少々真剣に悩みつつ、上条はオティヌスと一いつ緒しよにビルンの街を去る。

　当面は徒歩。

　安全重視で雪道をのろのろ走るトラックを見かけたら荷台にこっそり飛び乗れ！　という超アバウトな方針だけ決めると、後はひたすら白い世界を歩いていく事に。

　ちなみにこれは言うまでもない事だが、時間の経過と共に作戦内容が曖あい昧まいになっていくのは負け戦いくさの兆候である。
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　携帯電話で調べると、現在の気温は氷点下一二度。

　この薄うす着ぎで歩いて走破とか馬ば鹿かじゃねえの！　指とか耳とか取れちゃうレベルよ!?　などと改めて思う上条だったが、実はちょっとだけ安心していた部分もあった。

　右みぎ拳こぶしに大きな石を振り下ろし、肩を脱だつ臼きゆうし、側頭部を殴おう打だされ、高所からの墜つい落らくに、針葉樹の枝が太ふと股ももに突き刺さり、ガスステーションの爆発に巻き込まれ……。満まん身しん創そう痍いを地で進んでいるものの、それでも最初の半島北ほく端たんイエリングの街からは、すでに二〇〇キロ近くは走破している。学生服で氷点下とかどういう事よ!?　と叫びながら、なんだかんだでやってこれたのだ。そして残りは一〇〇キロ。これまで歩んできた道のりの半分程度。……すでに山は越えた。これまでと同じ事をやっていれば、ちゃんとゴールに辿たどり着ける。そんな風に考えていた。

　甘かった。

　時間の経過と共に目撃情報が増えるという事は、多た国こく籍せき連合軍や『グレムリン』からの妨ぼう害がいの精度、頻ひん度どが増加していくのと同義なのだ。ただの一〇〇メートルとハードル走では使う体力も違ってくる。障害物の数が二次関数の曲線のように鰻うなぎ登のぼりになってしまえば、これまでの道のりなど何の参考にもならなくなる。

　それを証明するような光景が、上かみ条じよう達の目の前に広がっていた。




　戦車。

　魔ま術じゆつサイドや科学サイドの最さい先せん端たんではない、当たり前の兵器が、五〇両以上の規模で上条当とう麻まとオティヌスの道へ立ち塞ふさがっている。




「……おい」

　最初に気づいたのはオティヌスだった。遠方、四、五キロの辺りで地面の雪を掘り進むような雪煙が立ち上っているのを見て、足を止めたのだ。

「まずいな、伏せろ。米製の第三・五世代で雪景色が埋うめ尽つくされているぞ。デカいアンテナがついているから、きっとＣ４Ｉである程度の照準情報を共有できるタイプだ。まだこちらには気づいていないようだが、あの調子で前進と走査を繰くり返されればいずれは熱源を掴つかまれる」

　ギュギュギュゴリゴリゴリ!!　という履り帯たいが地面を噛かむ音がここまで聞こえてくる。一つ一つがうるさいのではなく、それだけの数が揃そろっているという事だ。

　おっかなびっくり身を屈かがめる上条は不安そうな調子で、

「米製？　って事は……次の相手は……」

「まだ決まった訳じゃない。元々デンマークは米製兵器を色々輸入していたし、第三次世界大戦じゃ学園都市主導だったせいで、欧州に運び込まれたメイドインＵＳＡは軒並みだぶついていた。返却前のレンタル品を引っ張り出しただけなら、デンマーク軍の可能性もありえる」

「どっちだろうがそれは問題じゃない」

　上条は白い息を吐はきながら、自分の右手へ目をやった。

「……今度の敵は、魔術も超能力も使わない、純じゆん粋すいな鉛なまり弾だまの大戦力だ。そんなもん、ある意味一番かち合っちゃまずい相手だろ!!」




　　　　３




　実はすでにその時、イングリット＝マーティン軍ぐん曹そうは標的二人の位置を正確に捕ほ捉そくしていた。雪原に身を伏せた上で、針葉樹用の迷彩の上からパウダー状の塗と装そうを施ほどこした真っ白なギリースーツを被かぶった彼女は、おそらく上空を飛ぶ無人偵察機でも捕捉を難しくしているだろう。まして遠方から肉眼で観察した程度ではほぼ気け取どられる事はない。

　そもそもにおいて、大規模な戦車隊は陽動である。

　この短時間では大部隊を空輸できなかった、という事情もある。第三次世界大戦の折、だぶついたままだった米製戦車の群れをデンマーク軍に貸して、彼らがまず一帯を引っ掻かき回す。後はイングリット軍曹ら精せい鋭えいがゆっくり進む戦車隊に随ずい伴はんする形で『別角度から』逃げ惑まどう影を捕ほ捉そくし、仕留めれば良い。

　率直に言えば、建設重機にハリボテの砲ほう塔とうを取りつけてそれっぽく塗と装そうするだけでも十分だった。ようは、相手がビビって動き出すきっかけを作れれば良いのだから。

　無線から同じコマンド部隊の面々の声が聞こえてくる。

『こちらリンクス、標的の捕捉に成功しました。射線確保』

『こちらジャガー、同じく。ホワイトライオンとリンクス合わせ、三軸包囲完成』

「了解」

　イングリット軍ぐん曹そうは低く抑えた声を発しつつ、

「……ところで聞きたいんだが、何で私がホワイトライオンなんだ。ネコ科なら、もっと、こう、色々あるだろう、ぬいぐるみ系のヤツらが」

『ライオンの赤ちゃんはふわふわでカワイイって納なつ得とくしたじゃないですか』

『赤ん坊でも人間の指なんて噛かみ千ち切ぎるがな。アンタにゃお似合いだ』

　彼女は標的を視界の中央に収めつつ、その端はしにいるであろう戦友達に殺意の念を送る。とはいえ、元々そこにいるという事前情報がなければイングリット軍曹にも仲間の居場所は捕捉できなかっただろう。それは彼らから見ても同じはずだ。

　標的。

　上かみ条じよう当とう麻まとオティヌスはこうしている今も戦車隊に注目し、見当違いの方を睨にらんでいる。いつでも、引き金を引くだけで殺せる構図だ。

　それが分かっていながら、イングリット軍曹はうんざりしていた。

「……悪の親玉はともかく、片割れはハワイを救った英雄って話だっただろう」

『こちらリンクス。それも今回の件で帳消しです』

「あそこには妹の旦だん那なの実家があるんだ。こんな形でケリをつけたら絶対ケンカになるぞ。やだよ、やっと人見知りの姪めいっ子と仲良くなってきたっていうのに」

『こちらジャガー。そもそも越境作戦は基本的にみんな軍事機密だ。週末のホームパーティでホイホイ話してんじゃねえよ、カンパニーに睨まれるぞ』

「薄うすら笑いのネクタイ野や郎ろうより妹の方が一〇〇倍怖いよ。お前達も知っているだろう、あいつは金庫の番号を忘れたからって金庫の扉を素手で壊こわしにかかるような、握あく力りよく二〇〇キロの最強の主婦なん……」

『ホワイトライオン、個人情報は控えてください。何のためにコードで呼び合っているか分かりません』

『口が軽いから家族に毎度どやされるんだ。この前だって姪っ子の初恋の相手をうっかり親にバラしちゃうとか何考えてやがん……』

『ジャガー、あなたもです』

　とはいえ、これはハリウッド映画ではないので兵士の個人的感情で作戦内容をぐっきり折り曲げる訳にはいかない。

　改めて観察してみれば、二人の標的は身を隠かくすため、体を屈かがめていた。現代兵器のセンサー群に対してあまりに無む謀ぼうな隠いん蔽ぺいだが……しかし隠蔽は隠蔽だ。それは役に立たないのに明確な交戦の意思だけは示してしまっている。状況を鑑かんがみれば、最悪の評価を下すしかあるまい。

　両手を挙げて立ち上がれば、せめて撃うつ必要もなかったのだが。

「こちらホワイトライオン。リンクス、ジャガー、引き金に指を掛けろゲツトセツト。……生理の月曜日みたいに憂ゆう鬱うつな仕事だ。さっさと終わらせて帰ろう」

『こちらリンクス、了解』

『こちらジャガー、了解。生理なんて乙女おとめなもん感じる事あったんだな？』

　三つのカウントで合図を取ると、イングリット軍ぐん曹そうは身を伏せた状態から音もなくゆっくりと起き上がった。




　のそり、と。

　上かみ条じよう当とう麻まとオティヌスの背後、わずか二メートルの位置で。




　　　　４




　上条は自分の身に何が起きたか理解できなかった。

　呼吸が詰つまった瞬しゆん間かん、視界全体が光量調整を間違えたカメラのように真っ白に埋うめ尽つくされる。首から上にカッとした熱が集まる。首を振ろうとしたが上う手まくいかず、とっさに両手を首に当てた所で、ようやくガサリとした乾いた感触を捉とらえた。

　背後から腕を巻きつけられ、絞しめられている。

　かろうじてそう判断したが、すでに手足の感覚はほとんどなかった。『誰だれか』は気管を潰つぶして呼吸を止めているのではなく、頸けい動どう脈みやくを圧あつ迫ぱくして脳への血流を止めている。抵てい抗こうする暇ひまもなく、上条の意識は流れるように暗黒の世界へ滑すべり落ちていく。

「貴様!!」

　オティヌスが叫んだ瞬間、真っ白なギリースーツを頭から被かぶり、雪男の着ぐるみみたいになった『誰か』は意識の落ちた上条の首へ腕を回したまま、迷わず少年の体を盾たてにした。

『誰か』はオティヌスの力を十分に警戒している。

　魔ま術じゆつというものの詳細は知らなくとも、ハワイ諸島の一件では合衆国の軍どころか行政機関全体が機能不全に陥おちいったのは記き憶おくに新しい。『誰か』が真っ先にオティヌスを狙ねらわず、まず上条から襲おそったのもそれが理由だ。

　……相手の実力は未知数だが、上かみ条じよう当とう麻まと行動を共にしている以上、少なくともこの少年を手元に置いておきたいとは考えているはずだ。だから盾たてに使える。

　その意識を圧あつ迫ぱくする。

　オティヌスの体がわずかに硬直した直後、彼女の足元の雪が不自然に弾はじけ飛んだ。

　狙そ撃げき。

　自分達は知らぬ間に包囲されている、という事実が、オティヌスの意識の速度をさらに鈍にぶらせる。

　頃ころ合あいだ。

　そう判断した『誰だれか』は、少年を締しめるのとは別の手をギリースーツの内側へと滑すべり込ませた。出てきたのは刃渡り三〇センチを超える大型ナイフ。

　それを。

　意識を失った上条当麻を盾にしたまま。

『誰か』は躊ちゆう躇ちよなく、オティヌスの顔の真ん中へと投げ放った。




　全すべての作業が終わるまで、およそ二〇秒。

　その最後に、鈍い音が炸さく裂れつした。
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「……ぅ、……」

　上条当麻は口の中で小さく呻うめき声を発した。

　自分がどこかに倒たおれている。それは理解できたが、仰あお向むけなのかうつ伏せなのかも分からない。判断能力が混こん濁だくしていて、今ならジャンケンをしても相手が何を出しているか答える事ができなくなっているに違いない。

　どこか遠くから、誰かの声が聞こえてきた。

　滑るような英語で、しかも教科書には載っていないような隠いん語ごも多い。上条にとっては未知の外国語とほとんど変わらなかった。

『何だ、あのタイミングならナイフで殺しちまえば良かったのに』

『作戦目標を忘れたのかニワトリ頭。このオティヌスとかいうのは、ナイフで刺しても銃じゆう弾だんで撃うってもそのまま起き上がるかもしれないんだぞ』

『ハワイ諸島で猛もう威いを振るった魔ま術じゆつ……とやらの詳細は今なお不明ですが、少なくとも頭で考える必要がある。だから考える暇を与えず混乱のままに撃破する、という事でしたが、終わってみれば拍ひよう子し抜ぬけでしたね』

　体が熱を感じない。

　酷ひどい貧ひん血けつの時のように、意識が体の内側にぎゅっと縮まって、眼前にあるもの全すべてが果てしなく遠くにあるように感じられる。

『それでナイフの柄えの方をぶち当てて気絶させたってのか？』

『国連本部ビルとのビデオ回線を確保するまでの我が慢まんだ。ハワイ諸島じゃメディア王まで繋つながっていたからな』

『ここまで来て傍受されたら彼女の兵隊達が横取りに来るかもしれませんし、回線の安全確保には時間をかけるのも当然です』

　目の前に、軍用ブーツを穿はいた足があった。それは短い間かん隔かくを行ったり来たりしている。

『回線を確保したら作戦目標ベータに移る。手順の確認をするぞ』

　上かみ条じようは、視線を上げようとした。

　そこで、自分がうつ伏せに転がされている事に、ようやく気づいた。

『バゲージシティの報告はにわかに信じがたいですけど……偽にせ者ものや影武者の可能性も考こう慮りよし、オティヌスの始末は必ずカメラの前で、リアルタイムで大統領にお伝えします。四五口径の拳けん銃じゆうで脳と心臓を確実に破は壊かいし、死亡確認後、三種類の毒を致死量の二倍投与。さらに主要な腱けんや神経をナイフで切断し、断面を瞬しゆん間かん接着剤で塞ふさいだのち、遺体をアラスカへ空輸します』

『ＤＮＡの採取も忘れずにな。……つーか死体を保存なんてマジか？　それこそ残党達が復活の象徴とか言って奪うばいにきそうなもんだけどよ』

『上の決定だ、一兵士が口を出すものじゃない。遺体を完全焼却した場合、残党達が根も葉もない生存説を唱えた時に反論する証しよう拠こを失う。それを恐れているんだろうさ』

　朦もう朧ろうとしていた意識が、少しずつピントを合わせていく。

　同時に、自分が当たり前のように享きよう受じゆしているこの状況への疑問も浮かぶ。

「オティヌスは……？」

　ようやく、事態を把は握あくした。

「あいつはどこに行ったんだ!?」

　慌あわてて起き上がろうとしたが、その前に背中を強い力で踏ふみつけられた。ガチリという金属音も聞こえる。うつ伏せの状態なので真上は見えないが、おそらく背中を踏んでいる何者かは銃器を上条の頭に向けているだろう。

　目の前を行ったり来たりしている軍用ブーツが、無線を使ってどこかと連絡を取り合っていた。すると、その四角い機材を上条のすぐ近くへと放り投げる。

　ブーツは女性の声で、日本語を使ってこう告げた。

「大統領からの御言葉がある」

「……っ！」

　背中の圧あつ迫ぱくはどいてくれない。上条は這はいつくばったまま、腕を伸ばして無線機を掴つかむ。

　聞き覚えのある声が待っていた。

『……お前さんがどういう理由でこんな事を始めたのかは知らねえが、いつかどこかでこうなるってのは分からなかったのか？』

　だがその声は冷たい。ハワイ諸島で行動を共にした時とはまるで別人だ。

　この相手には個人的な情なんて通じない。貸し借りの話を出しても無む駄だだ。話が通じないからって、暴れ回った程度でどうにかなる相手でもない。何しろ今ロベルト＝カッツェは合衆国全国民、ひょっとしたらもっと大きなものを背負って決断しているのだ。それは莫ばく大だいな重圧を与えると同時、巨大な力でもって背中を後押ししてもらっている状態とも言える。

　これは一対一の対話ではない。

　最低でも一対二億。最悪、一対六〇億を想定した意思と意思のぶつかり合いだ。

　その上で、勝たなくてはならない。

　莫大な数を相手に、オティヌスを殺す事を思い留とどまらせる理由をでっちあげなくては。

「わざわざ断りを入れてくるって事は、そっちも多少は躊躇ためらっているって受け取って良いのか」

『ビデオ回線の安全性のチェックが終わるまでの暇ひま潰つぶしだよ。そうだな、猶ゆう予よはあと一〇分ほどって感じかね』

「……オティヌスは殺させないぞ」

『一〇分で説明してみろ、できるものならな。ちなみに、殺した方が良い理由なら三日三晩ぶっ続けで演説できるくらい溜たまっていると思うが』

　冷れい徹てつな声を聞いて、上かみ条じようは自分の唇くちびるを舌で湿らせた。

　相手は問答無用で会話を打ち切ったりしない。処刑の手順を待っているだけなのかもしれないが、今ならまだ言葉が届く。

　手を誤る訳にはいかない。上条の心臓がギリギリと嫌いやな痛みを発した。

「お前達はまだ、オティヌスの全ぜん貌ぼうを掴つかんでいないだろう。デンマークに逃げた事までは掴んでいるが、どうしてそうなったのか、理由までは分かっていない。良いのか？　親玉の目的や行動理由が分からないまま始末すれば、アンタ達アメリカにとっても不利益になるんじゃないのか」

『世界の警察ってブランドが傷つくとかいう話か？　そんなのどうだって良いよ。形のないイメージよりも、まずは確実な世界情勢の安定の方が大事だ。アンタは直接現場に出ているから、良くも悪くも「グレムリン」の実像をリアルに掴んでいるだろう。だが多くの民衆はそれを知らねえんだ。ネットを中心に、どれだけ風評被害が撒まき散らされていると思っている。放っておけばその内魔ま女じよ狩がりみたいな事だって起こりかねん。Ａ国が実は「グレムリン」を支援していたのだ、なんて噂うわさにあらぬ信しん憑ぴよう性せいがついてみろ、新しい戦争の始まりだ』

　アメリカとしては、いいや、地球人口六〇億としては、そういう事なんだろう。

　オティヌスなんて知らない。

　男か女かも分からない。

　そんな顔も知らない誰だれかの命より、自分達の生活が脅おびやかされる方が心配なのだ。

「……アンタは間違ってないよ」

　上かみ条じようはそう言った。

「でも、だったら、余計にオティヌスは殺せない」

『あん？』

「オティヌスが死んだって、それで『グレムリン』が奇き麗れいに解体される訳じゃない。『槍やり』の完成っていう大きな目的が失われたって、彼らがそれで集団自殺する訳じゃないんだ。むしろ束ねる者がいなくなれば、正規メンバー達は無む秩ちつ序じよに散らばるぞ。大きな目的なんてなくたって、それを折られた憎ぞう悪おは募つのる。真っ先に狙ねらわれるのは平和な世界、それを先導するアメリカだ」

『戦いは継続する。その覚かく悟ごはある。遠い未来にビビって悪党を許すような国に見えるのか、俺達が』

「その戦いが、残党狩りくらいの気持ちでいるなら大間違いだぞ、大統領」

[image: ]

　突き刺すように、上条は言った。

「『グレムリン』は証明したんだ。特にハワイ諸島の一件で、世界に知らしめてしまったんだよ。その力があれば、アメリカっていう超大国を機能不全に陥おちいらせる事さえ可能になるってな。まだ模も倣ほう犯はんが出てきていないのが不思議なくらいだ。それが単なる模倣犯なら問題ないけど、本当に正規メンバー達が合流したらどうなる？　……政治の話は丸っきり知らないけど、潜せん在ざい的てきにアメリカを倒たおしたいって考える人の数って、意外と少なくないんじゃないか？」

『オティヌスがいたって、泥どろ沼ぬまの時代に変わりはねえだろ』

「本当にそうかな。オティヌスから『グレムリン』の真しん髄ずいを聴ちよう取しゆするのは、今後散らばる正規メンバー達の行動パターン、潜伏先なんかを推測するのに絶対必要だ。それに、リーダーであるオティヌスが生存している内は、他の正規メンバー達は『グレムリン』新代表を名乗れない。戦力の再編成・再結集をある程度は喰くい止められるはずだ。『敵』が初動でもたつけば、それだけ世界の混乱を小さく収められる。こいつは死者の数に直結するぞ」

『だがオティヌスの力は未知数だ。東京湾の「槍やり」の話がどこ行ったか知らねえが、今後もあいつはそれと似た事、もっと酷ひどい事だってできるんだろ。野放しにする理り屈くつがねえ。どっかの核シェルターに閉じ込めたって、「グレムリン」の誰だれかが攻め込んで来たら一〇〇％強ごう奪だつを阻そ止しできるっつー保証もねえしな』

「……だったら、オティヌスの『力』を奪うばえば良い」

　ようやく、話が自分達の目的と繋つながってきた。

　それを信じてもらえるかどうかは話が別ではあるが。

「俺達が今やっているのは、オティヌスの体の中にある『力』を永遠に奪った上で、両手を挙げてアンタ達に投降するって事だ。未知数の力を、誰でも分かりやすいゼロにする。これならオティヌスはその後の世界に協力しつつ、仮に強奪されてもアンタ達の脅きよう威いにはならない。ここまでやれば殺す必要はなくなるだろ」

『……そんな都合の良い方法が？』

「アンタ達には突然の事で理解できないと思うけど、何の目標もなかったらこんな所まで来ちゃいないよ。もっと静かな山奥でじっと身を潜ひそめてる方が安全だ」

　うつ伏せのままで肺が圧あつ迫ぱくされているからか、上かみ条じようは荒い息を吐はきながら、

「いいか、俺達は別にオティヌスの罪つみを踏ふみ倒して帳消しにしてほしいって言っているんじゃない。全部終わらせたらオティヌスは何十年でも牢ろう獄ごくにでも閉じ込めれば良い。それがきちんとした手続きを通したものであれば、俺達は拒こばまない。それでも殺さなくちゃ駄だ目めなのか!?　俺達は、オティヌスをアメリカの刑務所へ送る準備をしているだけなのに！」

『……「そっち」の話は良く分からねえんだが、この場合はイギリスとかそっちに送るのが取り決めなんじゃねえのか？』

「ローマ正教、ロシア成教、イギリス清教。みんなここでかち合ったよ、でも駄目だった。全部『殺す』の一点張りで凝こり固まってる。十字軍だの魔ま女じよ狩がりだのから直結してる連中の常識じゃそれが『当たり前』なのかもしれないけど、五〇〇年とか一〇〇〇年とか前の常識ってのが、どうしても俺には馴な染じまない」

『……、』

「なあ。オティヌスってのは本当に死刑にしなくちゃならないのか？　俺はただの高校生で、法律にも明るくない。だから質問したいんだけど、ぶっちゃけどうなんだ。オティヌスはアンタ達の国でも……世界のグローバルスタンダードなルールの中でも、もう死ぬしか道は残っていないのか……？」

　ここでイエスと言われたら、上かみ条じようの目の前は真っ暗になる。

　それでもオティヌスの罪つみは踏ふみ倒たおせない。逃とう避ひ行こうのゴールはかなり苦しいものになる。

『……そうだな』

　一いつ拍ぱくの間があった。

　頭ごなしに馬ば鹿かにするのではなく、大統領は思考し、的確に回答する。

『人道に対する罪は重い。これが戦争犯はん罪ざいなら宣戦布告なしで第三国を攻こう撃げきした罪、官民問わず無差別攻撃をした罪なんかを合わせて間違いなくオティヌスは処刑される。すでに分かっているだけで、ハワイ諸島、バゲージシティ、東京二三区で本格的な戦せん闘とう行為を起こしている訳だし……今後、さらに諸もろ々もろの問題が明るみに出るだろう。弁護士軍団に札束積んだって厳しいぞ』

　上条の呼吸が荒れる。

　それでも、大統領の言葉は正しい。否定したくなる心を押さえつけ、必死に受け止めていく。

『ただ一方で、「グレムリン」ってのは国際法上国家として認められている訳でも、正規軍として登録されている訳でもねえ。するとおかしな話だが、一部の戦争犯罪が適用されない線もあるっちゃある。離はなれ業わざだがな。……ただ、それを踏ふまえたって無罪はねえ。アメリカを直接攻撃した以上、陪ばい審しん員いんの心証だって最悪だろう。どう考えたって三桁けたクラス、一〇〇年以上の懲ちよう役えきは確定だ。この先、火星への有人飛行に成功しましたとか、ガンを完全に封殺する遺伝子が見つかりましたとか、リトルグレイと友好条約を結びましたとか、そういう何かの国家的記念で恩おん赦しやがついて減刑される可能性も残っているが……生きている間に塀へいの外で再会できるチャンスは、もうほとんどないって考えた方が良いぞ』

「……へっ」

　そこまで聞いて、上条は思わず笑ってしまった。

「だったら、それでも良いよ。少しでも、ほんの一ミリでも希望があるなら、それで納なつ得とくできる。そのために突っ走れる。俺達は、俺とオティヌスは、それだけもらえれば満足なんだ」

『本当に分かってんのか？』

「少なくとも、狂乱の中でただあいつが殺されて、その罪悪感をみんなで忘れて、殺人者の名前の祝日ができる事に誰だれも疑問を持たない、なんていうふざけた結末よりずっとマシだ。……それと謝る。今まではさ、なんだかんだで科学サイドは学園都市、魔ま術じゆつサイドはイギリスだって考えてて、アメリカって国をそれほど重要に思って来なかった。でも、この局面で、一番冷静だったのはアンタ達だ。科学サイドでも、魔術サイドでもなかった」

『そうか……』

　ロベルト＝カッツェはそれだけ言った。

　しばし置いて。

　合衆国大統領は、上かみ条じよう以外の誰だれかに向けてこう告げた。

『我が国の国益と世界の安定を鑑かんがみ、現時刻をもって「北欧の風」作戦は一時中断する。コマンドの各員は上条当とう麻ま、及およびオティヌスの拘こう束そくを解き、別命あるまでチャンネルを開いたまま潜せん伏ぷくしろ。復唱』

　応じたのは倒たおれている上条へ無線機を投げた、女性兵士だ。

「はい。現時刻をもって『北欧の風』作戦は一時中断。標的二名の拘束を解除し、別命あるまで呼び出し可能レベルを維持しつつ潜伏状態で待機します」

　言葉と共に、上条の背中にのしかかっていた重圧が消えた。

　咳せき込みながら雪の上を転がり、周囲を見回すと、まず真っ白な軍服を着た三人の兵士が見えた。そして少し離はなれた、それでいて常に誰かの視界に収まる場所に、金髪に眼帯の少女が転がされているのを発見した。

「……オティヌス」

　起き上がろうとしたが、腰の辺りに痛みが走り、上う手まくいかない。ほとんど四つん這ばいの格好で雪をかくようにしながら、上条は意識を失ったままの少女へと近づいていく。

「オティヌス!!」

　迂う闊かつに肩を掴つかんで揺ゆさぶるような真ま似ねはしない。耳元で何度も名前を叫ぶと、ようやく少女の唇くちびるから呻うめきのようなものが聞こえてきた。意識はあるらしい。

『爆弾つきの首輪、なんて分かりやすいもんはつけねえぞ』

　離れた場所にある無線機から、そんな声が聞こえてきた。

『我々合衆国は、常にお前達から見えない場所で、お前達を殺せる状況を確保する。それで十分首輪の代わりになるだろうさ』
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　そして国連本部ビルの会議室は重たい沈ちん黙もくが支配していた。

　そう、格好つけて通信を切った後も時間は進んでいく。

　イギリス、フランス、ロシア、ローマ正教……。各おの々おのの重じゆう鎮ちん達の視線を一身に浴びて、ヒスパニック系の大男は居心地が悪そうに身を縮ませていた。

　だが言った。




「悪い。お前達の敵になっちまった」
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　上かみ条じようはオティヌスの意識が戻ったのを確認し、頭部から出血などがないのを確認すると、ようやく彼女の肩を掴つかんで雪の中から引っこ抜いた。その体は異様に冷たい。オティヌス自身感覚が消えているので表情や態度から読み取るのは難しいが、足腰にろくな力が入っていない。上条は少女に肩を貸し、ようやく立ち上がらせる。

　兵士達と一度だけ目が合った。

　彼らは上条の事など気に留めず、軍服の上から雪男のようなギリースーツを被かぶっていく。それだけで遠近感が狂い、目の前に立っているはずの相手が雪景色の中に消えていく錯さつ覚かくがした。単に色彩だけの問題ではない。彼らが吐と息いきや気配などを丸ごと断ち切るため、生き物がいるという認識が追い着かないのだ。

　瞬まばたきをするだけで見失った。

　雪の上に残る足跡からかろうじて離はなれていったのは理解できたが、やがてはその痕こん跡せきも吹雪ふぶきの中に消えていく事だろう。

「……行こう、オティヌス」

「ああ」

　次の目的地はフレデリシア。向かうためには、正面の戦車隊を突破する必要がある。ロベルトの話だと戦車隊は陽動で、本気で上条達を撃うつつもりはなかったらしい。作戦が中断された今なら、その中をすり抜けていく事もできるだろう。

　そう思っていた。

　一歩踏ふみ出した直後だった。




　ドガッッッ!!!!!!　と。

　いきなり、眼前の戦車隊の群れが白い大爆発に吞のみ込まれた。




　音の洪こう水ずいが襲おそいかかり、上条はオティヌスと一いつ緒しよに思わず雪の上へ倒たおれ込んでいた。

　横一線に、何かが薙ないだ。

　白い爆発の正体そのものは、地面の雪が勢い良く舞い上げられたものだと遅おくれて気づいた。ただし当然、それだけに留とどまらない。高さ一〇メートル以上のヴェールの向こうで戦車のハッチが次々と開き、慌あわてたように兵士達が飛び出してくるのが分かる。

　直後に第二波があった。

　頑強な戦車が次々と、風船か何かのように内側から破は裂れつしていく。紅ぐ蓮れんの炎と黒煙を撒まき散らし、時には砲ほう塔とうそのものを真上に跳ね上げるような格好で。脱出が遅れていれば、大勢の兵士達が巨大なオーブンの中で丸焼きにされていただろう。

　だが何があった。

　倒たおれ込んだまま、眼球だけをギョロギョロと動かす上かみ条じようは、そこで見た。

　視線は高い。

　戦車隊を見下ろすような格好で、別の兵器の群れが白い空を埋うめていた。

　まるでカマキリに似た特異なシルエット。鎌かまの代わりにレールガンの砲身をガトリング状に束ねた戦力過か剰じような主兵装。薄うすい翼つばさを高速で振動させて宙を舞うその兵器の腹には、アルファベットでこう刻まれていた。




　Five_OVER.
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「くそ……ついにきやがった」

　上条は呻うめき声を発した。

　恐怖のままに、彼は言う。

「……次の敵は、学園都市か!!」
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　かつて、浜はま面づら仕し上あげはフレメア＝セイヴェルンを守るため、ある特とく殊しゆ兵器と戦った事がある。

　ファイブオーバー、モデルケースレールガン。

　学園都市第三位の超レ能べ力ル者５『超電磁砲レールガン』を純じゆん粋すいな工業技術だけで再現し、なおかつオリジナルより高出力高精度の現象へ発展昇華させる事をコンセプトに打ち出した兵器だ。

　この兵器は、浜面が戦った時には人を乗せる事を前提とした、いわゆる駆動鎧パワードスーツの一種だった。高度な電子制御を受けているものの、人間の脳を操縦体系に組み込む事によって兵器として完成させる、もはや機械が人間を取り込んで隷れい属ぞく化かさせる、そういう兵器のはずだった。

　だがバゲージシティで投下された同モデルには人が乗っていなかった、という報告もある。完全な無人兵器。そう言ってしまえばそれまでだが、そこに至るまでには兵器としての骨こつ子しのレベルでの改造が必要だったはずだ。

　それを、彼らは一月も待たずに実行した。

　あらゆる科学技術の最さい先せん端たんが集結する街、学園都市。

　その奥で蠢うごめく学問は、突然変異を繰くり返す細菌のように、極めて短期間の内に、誰だれにも予測のできない形で常識を覆くつがえす。
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　きんこーん、という電子音が聞こえた。

　直後に、女性らしく調整された合成音声が続いていく。

『これより標的オティヌス、上かみ条じよう当とう麻まに対する生体認証走査行動を開始します。本作業を阻そ害がいする因子については物理的排除を実行します。非ひ戦せん闘とう員いんの皆様は速すみやかに武装解除の意思を表明してください』

　空飛ぶ異形の兵器から発せられているもの、と上条は考えていた。

　だが違う。音源は低い。遠方の、地上から放たれているものだ。

「……あれは戦車の警告用スピーカーからだ。ハッキングでもしているっていうのか……？」

『武装解除の意思を表明しない場合、その意図の内容に拘かかわらず排除行動の対象となります。繰り返します、これより標的オティヌス、上条当麻に対する……』

　白い空で滞たい空くうしているファイブオーバーの数はおよそ一五〇機。その内の半分ほどが地上へと降下していく。

　改めて眺ながめてみれば、燃え盛る戦車の外へ逃げ出した兵士達は軒並み両手を挙げたり、地面に伏して後頭部に両手の掌てのひらを当てたりしていた。複合素材でできたカマキリ達は彼らの横を素通りしていく。『走査スキヤン』とやらの邪じや魔まになるのか、時折断続的に爆音が炸さく裂れつし、七〇トン近くある鋼はがねの塊かたまりをお菓子の空き箱のように吹き飛ばしていく。

　呆ぼう然ぜんとしていると、突然強い力で肩を掴つかまれた。

　先ほどまで真っ白なギリースーツで風景に溶けていたはずの、アメリカ軍の兵士達だ。

「おい！　大統領との話はついたはずだろう。何で学園都市が戦車隊を襲おそっているんだ!?」

　目を剥むいて耳元で叫ぶ女性兵士に、上かみ条じようも叫び返す。

「あれが俺達の味方に見えるのか!?　こっちは学園都市に住んでいるって言ったってただの高校生だぞ！」

「喚わめくな。冷静に考察しよう」

　オティヌスがそんな風に言った。

「あの馬ば鹿かげた警告が真実なら、とりあえず私とこいつは抹まつ殺さつ対象で確定。そして武装解除しない限りアメリカ軍も排除の対象だ。その気はあるのか？」

「我々はいかなる環境・条件においても敵方の手で捕ほ虜りよに取られる事を禁じられている。捕まる時は死ぬ時だ。その場合は胸ポケットに収めた『お守りだんがん』を使うしかない」

「では我々は手を結ぶべきだな、どうもよろしく。学園都市についての情報はそいつが出す。お前達は生き残る手段を提供しろ」

　チッ、と強い舌打ちが返ってきた。

　そのまま睨にらまれると、上条はしどろもどろで答えていく。

「……俺も何度か乗った事があるけど、学園都市の超音速旅客機は時速七〇〇〇キロで大量の物資や人員を世界中に運べる。ああいう大戦力をほんの二、三時間で地球の裏側に展開させられるんだ。第三次世界大戦でも、バゲージシティでも、たくさんのパラシュートが空を覆おおい尽つくしていた」

「そりゃカンパニー辺りが歯は軋ぎしりしそうな話だ。あのカマキリについては？」

「バゲージシティに回収前の残ざん骸がいがいくつか転がっているのを見たな。ファイブオーバーとか書いてあるヤツだ。信じがたい話だけど、単発でもとんでもない威い力りよくを出すレールガンを、ガトリング銃みたいにばら撒まく仕組みになってた。……第三位の『あの』砲ほう撃げきと同等かそれ以上の破は壊かい力りよくを毎分数千発も放つとしたら、下へ手たすりゃイージス艦かんだって輪切りにできるぞ」

　子供の落書き帳にクレヨンで殴なぐり書きされていそうな超兵器の説明を聞いて、ギリースーツの兵士達は思わず天を仰あおいでいた。冗じよう談だんみたいな脅きよう威いが冗談のように目の前を塞ふさぐ現実。心の中で神様でも呪のろっているのかもしれない。

「学園都市が積極的に我々米国を攻こう撃げきする理由は？　連中の内情は不ぶ気き味みなくらい不明だが、オティヌス掃そう討とうという目的については一いつ致ちしていたはずだろう」

「……それなんだけど、そもそも『多た国こく籍せき連合軍』に学園都市は加わっていたっけ？　東京湾の戦いの時には独自に行動していた気がするんだけど」

　それにしたって、上かみ条じようとしても学園都市の動きは読めない。

　オティヌスを処刑せず、フロイライン＝クロイトゥーネのように捕獲するのが目的なのか。あるいは単純にオティヌス掃討に際し他の全すべての勢力を実力的に信用していないのか。

　無限に続く地じ獄ごくの中では、学園都市が攻め滅ほろぼされ、人々が餓が死しする世界も見た。

　あれはオティヌスによる都合の良い調整が働いていたのかもしれないが、それでも食料や資源の面で学園都市は単体では組織を維持できない、という考えは概おおむね合っていると思う。

　あの絶望的な未来に繋つながるかもしれないリスクを背負ってまで、学園都市は何を考えているというのだ？

「他にもう一つ、気になる事がある」

　オティヌスがそう付け足した。

「例のファイブオーバーの走査能力は未知数だが、何な故ぜこの場所を走査範囲に指定した？　人工衛星なんかで私達の位置が捕ほ捉そくされているとしたら、戦車隊なんて放っておいて、真っ先にこっちへ来るはずだろう」

「ん？　居場所が分からないから片っ端ぱしからスキャンしようっていうんじゃないのか？」

「それじゃこの雪原に的を絞しぼれない。私達二人がこの地域一帯のどこかにいるという大おお雑ざつ把ぱな情報を知りつつ、正確な座標までは特定できない。そんな曖あい昧まいな情報があるはずだ」

　そこで、雪男みたいなギリースーツが不自然に揺ゆれた。

　何か、企画がコケたご当地キャラが気まずそうにしているようにも見える。

「……まさか、私達米軍の通信が傍受されていたっていうのか。確かに、私達コマンドは隠おん密みつ性せいを高めるため作戦参さん謀ぼうや大統領にも位置情報を隠かくし、陽動部隊には存在さえ知らせていなかったが」

　オティヌスは指を鳴らすと、親指と人差し指で拳けん銃じゆうのジェスチャーを作った。指先でギリースーツを指差して、

「貸し一だぞ」

「ああん!?　元はと言えば全部お前達が元げん凶きようだろテロリスト!!」

　まあまあ、となだめようとした上条がオティヌスとギリースーツの両方から胸ぐらを掴つかまれた。器用貧びん乏ぼうな常識人は色々辛つらい。

「とっ、とにかく、ファイブオーバー達はこの辺りが怪しいと知りながら、まだ俺達の居場所までは掴んでいないって事だろ。今なら逃げれば何とかなる。鋼はがねの豪雨で全身くまなくスポンジみたいにされなくても済むかもしれないって訳だ」

　とりあえず三行でまとめてみると、ようやく争いが収まった。

　ギリースーツはこんな事を言う。

「……言い争いをしても仕方がない。とにかくここを離はなれるぞ。できる事をやろう」

　今度の敵は完全な無人兵器。

　個人的な情も、全体的な利害の話を持ち出しても一切通用しない。
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　雪男みたいなギリースーツの兵士達に先導される形で、上かみ条じようはオティヌスに肩を貸して銀世界を進んでいく。目的地から離れる方角だが、今はとにかく一五〇機ものファイブオーバーを振り切るのが優先だ。

『おっかねえ。あんなもん撃うち込まれたら一いつ瞬しゆんで終わっちまうぞ』

　大柄な雪男からそう話しかけられたが、スラングだらけの英語だったので上条には伝わらなかった。

『知ってるかよ。デンマークって最高でも海抜一五〇メートルしかねえんだぜ。どこもかしこもまな板みてえに平べったくてよ。遮しや蔽へいになるものなんか何にもねえんだ』

『ジャガー、多分ブルックリンのボロアパートで半年以上生活しないとその言葉は分かりません。イカれた英語教育で何な故ぜか満足している日本人に理解を強しいるのは酷こくです』

『ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴあと誰だれだ今まな板って言ったヤツはゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ』

『ゴゴゴって口に出すなよ貧ひん乳にゆう過か敏びん症しよう！　姪めいっ子と話題合わせるためにコミックばっかり読んでいるのは分かるけどよ!!』

『……今、ついに貧まずしいって口走った命知らずがいるな。帰りの輸送機では地じ獄ごくを見るぞ』

　ギリースーツの雪男達は低い声で何かボソボソと言い合っている。上条は肩を貸しているオティヌスの方を見たが、彼女は呆あきれたように息を吐はいただけだった。通訳してくれる気はないらしい。

　見渡す限りの雪原の中で、ギリースーツ達は針葉樹の林の中に身を隠かくしながらこの場を離れようとしているらしい。

　上条とオティヌスも彼らに続いて、林の中へと身を投じる。

　ハッキングした戦車隊の警告用スピーカーから、相変わらずファイブオーバーの合成音声が響ひびき渡っている。

『生体認証走査を開始します』

　息を潜ひそめた直後だった。




　……ッッッ!!!!!!　と、凄すさまじい勢いで針葉樹の木々が薙なぎ倒たおされていった。




　個々の数の連なりが消しよう滅めつした、一個の巨大な音の渦うずが上かみ条じよう達の鼓こ膜まくを叩たたく。驚おどろいて身を伏せた途と端たん、草刈り機で雑草をまとめて薙なぎ払う格好で、上条の腰より太い針葉樹の木々が一気に斬きり飛ばされていく。鉛筆を半分に折ったくらいの長さの鋭するどい破片が雨のように降り注ぐ。オティヌスを庇かばうため覆おおい被かぶさった上条の手足に、背中に、灼しやく熱ねつの痛みが突き刺さっていった。

　顔をしかめながら、上条は爆音に負けないように叫んだ。

「もうバレてる!!」

「それでも立ち止まっていられない！　ジャガー、反はん撃げきはするな、意味がない!!」

　爆音に怯おびえ、恐怖に押し潰つぶされそうになりながらも、上条はオティヌスの体を引きずり上げ、身を低くしたままギリースーツ達の背中を追い駆ける。その間も鋼はがねでできた横よこ殴なぐりの豪雨は続く。

　その内に、ギリースーツの女性兵士が気づいた。

「……何だ？　さっきから一発も当たらないぞ。威い嚇かく射撃のつもりなのか？」

「破は壊かい力りよくが高過ぎるんだ」

　上条は身を屈かがめてオティヌスを支えたまま答える。

「第三位の超電磁砲レールガンは五〇メートルくらいで弾丸が焼き切れていた。今はキロ単位だ。あれもきっと一定以上の距きよ離りが開くと空気摩ま擦さつで弾丸の表面が溶けて、軌き道どうがブレるんじゃないか。そうじゃなければとっくにバラバラにされてる」

「つまり今なら安全って事か？」

「そうでもない。向こうも分析してる。見ろ、一斉に接近してくるぞ!!」

　あるいは地面の雪を掻かき散らし、あるいは大きな羽を振動させて白い大空を飛びながら、大群が押し寄せてくる。古いパニック映画に出てくる巨大昆虫の進軍そのものだった。精密な無人兵器に追われているより、もっと原始的で生々しい恐怖が突き刺さる。

　上条達は必死に走る。

　だが所しよ詮せんは徒歩。装甲車や攻撃ヘリの代わりを務めるファイブオーバーとの鬼ごっこなんて成立するはずもない。

　そして必殺の距離まで近づかれれば、今度こそバラバラにされる。

　オティヌスに肩を貸す格好で走り続ける上条は、前方を先導するギリースーツ達に声を飛ばした。

「アンタ達は投降しろ！　これ以上付き合う必要はない!!」

「できたらとっくにやってる。私達が何故レンジャーでなくコマンドと呼ばれているか知っているか。正規番号を割り振れないからだ。年中無休で越境作戦やってる私達が捕ほ虜りよになれるはずないだろ！　亡命したＣＩＡ局員以上のスキャンダルになる!!」

「あいつらは捕虜には取らない。両手を挙げたヤツはそのまま素通りしてる。プライドを捨てて生き残るなら今しかないぞ。五〇両の戦車を数分で黙だまらせたあの戦力がどれくらいの脅きよう威いなのかは、銃器の素人しろうとの俺なんかよりよっぽど分かっているんじゃないのか!?」

　距きよ離りは縮まる。

　ガシャガシャガシャガシャ!!　という昆虫の脚が蠢うごめく音が徐々に近づいてくる。

　ギリースーツは一度だけ、何か逡しゆん巡じゆんしたようだった。

　だが、強い舌打ちと共にその場で両手を挙げて立ち止まる。上かみ条じようは兵士達を追い抜く。後ろを振り返る余裕もなかった。

　肩を貸しているオティヌスが間近で叫んだ。

「お前も私を見捨てろ！　お前についている付加価値は『魔ま神じんオティヌスに与くみする者』というだけだ。私を差し出せば元の一般人に戻れる!!」

「ふざけんな。さっきの警告聞いただろ、とっくに名指しでターゲットにされてるよ。俺とお前は、もう同じ場所に立ってる。今さら後戻りなんて選せん択たく肢しがどこにあるってんだ!!」

　ヤケクソ気味に叫ぶ上条。その横顔を見たオティヌスは、そこで信じられないものを目もく撃げきした。

　深い雪に足を取られ、寒さと恐怖に震ふるえ、オティヌスという余計な重さを抱えて、なりふり構わずひたすら逃げ惑まどいながらも。

　上条当とう麻まは、笑っていたのだ。

「とにかくここを切り抜けるんだ。どんな方法を使ってでも！」

「逃げてどうする？　仮に何かの偶然で逃げ切ったとしても、次に来るのはもっと凶きよう悪あくな敵だ。それが延々と続いていく。お前だって本当は疑問に思っているだろう。逃げてどうする!?」

「知るかよそんなの!!　テメェの人生なんだ、テメェで決めろよ!!」

　ガチガチと。

　歯の根を震わせながらも、それでも上条は叫ぶ。

「どっかの泉で『目』を取り返して、強すぎる力を捨てて、両手を挙げて投降して、牢ろう獄ごくの中で長い時間をかけて全部の罪つみをきちんと償つぐなって……。そうしたら、その先は、お前の人生だろ！　だったらお前が決めろ。パン屋さんになりたいでもお花屋さんになりたいでも何でも良いよ!!　全部終わったその先まで、世界だの平和だのそんなお題目にお前が何かを奪うばわれる理由なんか一個もねえんだ!!」

　その声を聞いて。

　その横顔を見て。

　オティヌスは、魔神と呼ばれていた少女は、ほんの少しだけ頬ほおを緩ゆるめた。




　そんな間にも、背後からは無数の殺人兵器が迫せまりくる。

　着実に、機械の正確さでもって、必殺の距離へと詰つめてくる。
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　外見画像識別、歩行動画識別、生体磁気走査……その他、総数四九種の生体情報走査完了。適合率は共に八七％、九八％で一致。本人と断定。

　主兵装ガトリングレールガンの自己分析完了。風速七メートル、氷点下一二度の低温環境で砲身をさらして通常弾を発射した場合、一〇〇〇メートル以上で許容不可能な誤差が生じる事を確認。電子演算と実際の試射、共に同じ結果を算出。スペックシートを修正し、ネットワークで共有。

　標的までの距きよ離りは一二〇八。

　修正した完全殺害射程まで一〇秒。




「よっ、ほっ……と。どれどれ、これでシステムに侵入できたかしら？」




　正規フォーマット以外のパケットを確認。

　侵入経路スキャン……失敗。サブシステム起動……失敗。共有ネットワーク遮しや断だん……失敗。

　総合脅きよう威い判定・〇件。シスてムに問題はあリマせｎ。

　？　？？？

　ザザザ！　ザザ!!　ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ!!　ザザ！　ザザザ!!　ザザザザザザ！　ザザザザザザ!!　ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ!!




「……さて、と。それじゃ、あの馬ば鹿かとっちめるか!!」
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　ファイブオーバーの群れが一気に上かみ条じよう達を覆おおい尽つくした。

　あるいは白い空から、あるいは後方の地面を抉えぐり取ってでも。おそらく有効射程の中であれば、人間どころかマッハ四で飛ぶ空対地ミサイルさえ高精度で叩たたき落とすだろう。獲物をズタズタに引き裂さく大おお鎌かま、ガトリングレールガンの砲身が一斉に突き付けられていく。

　その時だった。

　いきなり白い空を飛んでいたファイブオーバーの一機がぐらりとバランスを崩くずした。それを皮切りに、天空を埋うめていた最新兵器が次々とひとりでに墜つい落らくしていく。中には地上を進む同機種に激突するものさえあった。

「くそっ！　何だ!?」

　上条はオティヌスの体を掴つかんだまま、その場で身を屈かがめる。その間にも、流星雨がまとめて降り注いできたような猛もう威いが、周囲一帯の雪や黒土を丸ごと抉り取っていく。いくつもの爆音が重なった。

　やがて、それらの騒そう動どうも収まる。

「……何が、起きた……？」

　至近、最短で五メートルの位置から取り囲まれているにも拘かかわらず、ファイブオーバーの砲身は鋼こう鉄てつの豪雨を吐はき出さない。それどころか、ピタリと動きを止めていた。

　ただし無む秩ちつ序じよではない。法則性がある。

　雪原を埋め尽くす全すべての昆虫が、たった一機の同機種へ注目するように、首に当たる部分を傾けていたのだ。

　上空から見れば、得え体たいのしれない巨大な花のように見えていたかもしれない。

　そして、ガツン、という硬い音が響ひびいた。

　全ての注目を浴びる女王。その頭を、何者かの足が踏ふみつけた音だった。

「な」

　茶色い髪のショートヘアに、小柄な体。常盤ときわ台だい中学の制服の上から、高級そうなダッフルコートを纏まとったその少女。

　何より。

　ファイブオーバーの『基』となった超レ能べ力ル者５。

「……御み坂さか……っ!?」

「あ、言っておくけど私、無条件でアンタ達の味方するって訳じゃないから。そこまで都合の良い女じゃないわよ」

　あっけらかんとした声で、その少女は告げた。

　両手を広げ。

　自分のものとした、全すべての軍勢を誇こ示じするように。

「こっちの戦力は、私自身とハッキングしたもの全て。……ここで死にたくなければ、勝って先へ進みなさい」

「……、」

　上かみ条じようは、肩で支えていたオティヌスを雪の地面へ下ろした。

　改めて右みぎ拳こぶしを強く握にぎる。

　一五〇機ものファイブオーバーに取り囲まれ、第三位の超レ能べ力ル者５と対たい峙じして。

　少年は静かに問いかける。




「……キレてんの？」

「キレてるわよ、ええそれはもう！　アンタいつから『グレムリン』のスパイになってた!?」
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　確実な勝算なんてどこにもない。

　普通に考えれば戦力過か剰じよう。御み坂さか美み琴ことが指を一つ鳴らしただけで、上かみ条じようとオティヌスの二人はバラバラどころかドロドロに煮に崩くずれたスープのように破は壊かいされてしまうだろう。

　だから、もう賭かけに出るしかなかった。

『不幸』を常に背負う上条にとっては、あまりに分の悪い勝負を挑いどむしか。




　だんっ!!　と。

　上条当とう麻まは一番間近にいたファイブオーバーの一機へ、勢い良く掌てのひらを叩たたきつける。




　御坂美琴は言っていた。

　こちらの戦力は、自分自身とハッキングしたもの全すべて、と。

　もしも、そのハッキングとやらが電子を操る能力を利用したものだとすれば……。

　上条の右手で触ふれれば女王の支配は解除される。

　後は機械任せだ。

　当初の予定通りオティヌスと上条当麻の射殺を優先するか。

　あるいは、ハッキングを仕掛けて軍事ネットワークを掌しよう握あくした御坂美琴の排除を優先するか。

「あっ、こいつ!!」

　美琴が慌あわてたような声を発した直後、ぐりんっ!!　とファイブオーバーがその大おお鎌かまを少女に向けて突き付けた。束ねた砲身が回転を始めたのを見て血相を変えた美琴は近くで待機していた別の機を、強大な磁力でもって無理矢理に浮かばせる。己の盾たてにする。

　ヴヴヴ───────────────────────────ッッッ!!!!!!　という爆音と共に次々と盾が削けずり取られていく。

「いい加減に……」

　周囲の木々は軒並み薙なぎ倒たおされているにも拘かかわらず、葉は擦ずれのような音が響ひびいた。

　それは地面から大量に浮かび上がった砂鉄の塊かたまりが高速振動する音だった。

「……しろこんちくしょうがァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　下方から鞭むちのように伸び上がった『砂鉄の剣』は最初、暴走（いや、正常に戻った？）ファイブオーバーの二本の鎌かまを切断し、なお体当たりを決めようとしたため頭も切り飛ばされた。ぜえぜえはあはあと荒い息を吐はく美み琴ことはボロボロになった盾たてを横合いへ放り捨て、

「ったく乙女おとめになんてもんを」

　言いかけて、彼女は見た。

　御み坂さか美琴がファイブオーバー一機にかまっている間に、上かみ条じようがあちらこちらの同機種へ子供のようにぺたぺたと掌てのひらを押し付けては走り回っている光景を。

　その全すべてがシステム保持のため、サイバー攻こう撃げきの源へと物理的排除を試みる。

「突きつけてんだっつってんでしょうがァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　そこから先はファイブオーバー同士の戦争になった。

　この雪原に展開される一五〇機をまとめて支配し、遠えん隔かく操作する美琴に対し、上条の方は物理的に手で触ふれなければ味方を増やせない。総数で言えば美琴の方が圧あつ倒とう的てきに多いはずなのだが、ここで一つだけ弊へい害がいが生じた。

　そう。

　美琴の目からしてみると、どれが味方でどれが敵なのか区別がつかないのだ。

　そして言うまでもない事だが、いくら美琴でもレールガンをまともに喰くらえば生身の体は爆散する。予期せぬ死角からの一撃を防ぎ、安全を期すためには『疑いのある範囲にいる機体をまとめて破は砕さいする』のが最良の選せん択たく肢しという事になる。

　結果として。

　必要のない機体まで破は壊かいしてしまう彼女は、自分で自分の戦力を削そいでいく羽は目めに陥おちいる。

（それでも押し切る！　押し切るに決まってる!!　根本的に数の上ではこっちの方が圧倒的に有利だし、このポンコツ達と私の能力、あれこれ入り乱されて多角的に追い詰つめる事だってできる。どう考えたって右手一本の特別性だけで乗り切れる状況じゃない!!）

（美琴から見れば）暴走ファイブオーバーの数がみるみる減っていくのを確認し、改めて第三位は勝利を確信する。

　と、そこで彼女はまたもや失敗した。

　何だか戦略シミュレーションのパラメータに酔よっているような雰ふん囲い気きになっていたが、別にファイブオーバーの数なんてどうでも良いという事を、束つかの間まだが確実に忘れていたのだ。

　これは、御坂美琴と上条当とう麻まの勝負なのだから。

（……ちょっと、待て。あの馬ば鹿か、一体どこへ消えた!?）

　辺り一面のファイブオーバー達に命令を下し、あらゆるセンサーでもって周囲一帯をスキャンさせる。

　結果は迅じん速そくに返ってきた。

　後方。真後ろ。

　標的である上かみ条じよう当とう麻まは、美み琴ことと同じファイブオーバーの背中へと身を乗り上げている!!

「よお御み坂さか」

　ギチリと右の拳こぶしを硬く握にぎり締しめ、その少年は笑う。

「できれば、お前にはこいつを使いたくないんだけど、それでもやらなくちゃ駄だ目めか？」

　一帯を占めるファイブオーバーのレールガンは強力だ。だがガトリング式の宿命として、大量の弾をばら撒まく代わりに精度は甘い。せいぜい『体のどこかに当たればショックで即死するだろう』くらいで、マッチ棒の頭を狙そ撃げきするようには使えないのだ。そしてファイブオーバー自体のコンセプトが『オリジナルとなった超レ能べ力ル者５の上を行く』事である以上、流れ弾は美琴が全力で展開させる防御手段を貫つらぬく危険性を帯びる。

　つまり、最も安全な場所は御坂美琴の至近だ。

　全周を一〇〇丁以上のガトリングレールガンで取り囲んだとしても、一斉攻撃を命令すれば美琴もろとも全すべてが吹き飛ばされる。

　御坂美琴は、まず大前提を冷静な思考で理解した。

　その上で、




　ぞぞぞぞぞぞざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざっっっ!!!!!!　と。

　一斉に、彼女の周囲へ大量の砂鉄が集まっていく。




　一本一本は『砂鉄の剣』とそう変わらない。だが今度は手に持っていない。数も違う。彼女の怒いかりを視覚化したように、何本も何本もその周囲をのたくる黒い鞭むちは、まるで、そう……、

「……ふ、ふふ。アンタ、このポンコツどもの群れよりも、私の相手をする方が安全だー楽勝だーなんて思っちゃった訳？　へー、ほー、ふーん……」

「お前……いつから触手系になった……っ!?」

「それも含めて全体的に馬ば鹿かにしてんだろ!!　今日こそここで決着をつける。アンタに何があったかはさておいて、まずはその性しよう根ね、腐くさった根っこの部分をＤＩＹっぽく叩たたき直してくれるわーっ!!」

　機能を停止したファイブオーバーの背中、せいぜい一〇メートル足らずの足場でもって、八本の鞭を操る御坂美琴と一つの拳に頼たよる上条当麻が真正面から激突していく。




　　　　２




　正直な話、御坂美琴の繰くり出す攻撃のレパートリーの中で、最も恐ろしいのは『砂鉄の剣』だと上条は考えている。

『雷らい撃げきの槍やり』や超電磁砲レールガンは軌道が直線的で、かつ、一度放ってしまえば途中で折れ曲がる事もない。その圧あつ倒とう的てきな速度と破は壊かい力りよくは脅きよう威い的てきだが、タイミングを外す、誤射を誘ゆう発はつさせるなどで対処ができない事もない。

　一方で、『砂鉄の剣』は生物的に動き回る。右手の先にしか打ち消す効力を持たない上かみ条じようにとって、意志を持つ蛇へびのように途中で複雑に軌道を変えるこの刃物は恐怖の対象だ。見え見えの手を掴つかみ取ろうとした瞬しゆん間かんに身を引かれ、返す刀で手首を切り落とされる、なんて可能性もゼロではない。

　それが今回は八本。

　タコやイカというより、感覚としてはものすごく長い蜘く蛛もの脚に近いように思える。美み琴ことの背中に砂鉄で作った黒い球体が浮かんでおり、そこから各おの々おのの鞭むちが飛び出していて、美琴の肩や腋わきを通す形で上条へ向かってきているのだ。

　有機的なうねりを見せる、八方向からの多面同時攻撃。

　一本しかない右手ではまともに対処できない。嬲なぶり殺しにされる。

　だが!!




　向かってくる八本の内、真正面の一本を掴み取った途と端たん。

　八本の鞭全すべてが同時に飛び散った。




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あれ？」

　まさに無防備、丸裸。

　思わず思考が停止しかけた美琴に、上条がどんよりした目を向ける。

「……いや、八本全ては後ろの球体と接続しているんだろ？　『砂鉄の剣』はどこ触さわったって先端から根元までまとめて消えちまうもんだし……だったらこいつで一回触ふれれば八本全部にまとめて破壊効果がそのまま伝わるんじゃねえの？」

「あれえ!!!???」

「何だろ、このほんわか感。だー……さっきまで本っっっ当に、ギリッギリの命の取り合いを続けてきたから……なんていうか、和なごむわあ」

「やめろ！　私をお笑い枠に入れるんじゃない!!」

「御み坂さかはあれだよね。雪山の温泉とか冬のおでん屋台とか、そういう感じの子だよね」

「熟年層に私を入れんじゃないわよ!!　アンタの方が年上だろうに!!」

　バチバチッ!!　と美琴の前髪から青白い火花が散る。

　次は『雷撃の槍』か、と身構える上条だったが、予想は外れた。

　ぐるんっ!!　と。

　足場にしていたファイブオーバー自体が、真正面から串くしでも刺して回したようにいきなり回転したのだ。雪の上へと振り落とされた上かみ条じように対し、美み琴ことが最短距きよ離りで飛びかかっていく。

「大体っ！　アンタ！　東京湾の『船の墓場サルガツソー』を拠きよ点てんにしている『グレムリン』を一いつ緒しよに叩たたいて！　オティヌスってヤツの『槍やり』の製造を食い止めるって話じゃなかったの!?　ええっ、いつの間に！　金髪眼帯女と仲良くやってたんだっ!!　このっ!!!!!!」

「まぶっ!?　まずい!!　普通に振り下ろされる拳こぶしは対処できばぐっ!?　ぶえっ、こっちにだって、色々あったんだっ!!」

　美琴の拳を上条は何とか首を振って避さけ、マウントポジションを取ろうと身を乗り上げる彼女もろとも雪の上をごろごろと転がる。

　彼女は握にぎり拳どころか、時に肘ひじや額まで使って上条の顔面を殴おう打だしながら、

「オティヌスやっつけるって話はどこ行ったのよ!?」

「なし！　それもうなし!!」

「どういう理り屈くつでだ!?」

「ええと、どこから話して良いか分かんないけど、とにかく世界は一回滅ほろびた!!」

「その訳の分からん話のために、アンタまでオティヌスに付き合う理由がどこにあるってのよ!?」

「事はもう、あいつだけの話じゃない!!」

　しつこく馬乗りしてこようとする美琴に対し、上条は右足を膝ひざが胸につくまで深く折り畳たたむと、彼女の腹に足の裏を乗っける。縮めたバネを解放するように、そのまま遠くへ弾はじき飛ばす。

　仕切り直し、雪の上から起き上がる二人の間に、わずかな沈ちん黙もくが訪れる。

　乱立する兵器の中で、ぽつりと質問したのは美琴の方だった。

「……それ、どういう意味よ？」

「『船の墓場サルガツソー』に到着してからオティヌスが攻こう撃げきされるまでの間に、実はすごく長い時間が挟はさまっていたんだ。だけど、お前達はそれに気づいていない。絶対実感なんてできないと思うけど、それが真実なんだ!!」

　震ふるえる声で上条は叫んだ。

　相手に伝わるとは思っていない。これは自分に対する責め苦にも近い。

「その時、ああ、くそ……乗り越えたと思ったのにまだぐらぐらする。とにかくその時、いろんな事があったんだ。本当にいろんな事が……。例えば、その、信じられるか？　二万人の妹達シスターズが一人も死んでいないで、みんな揃そろってお祭りに出かけているような風景が。お前だって何にも苦しめられたりしないで、ただ友達と一緒に笑ってた。そんな時代があったんだ。幻げん覚かくとか暗示とかそういうのじゃなくて、平行世界とか夢の話とかじゃなくて、本当にこの世界でそういう『しあわせな時代』があったんだよ!!」

　言われても、美琴は怪け訝げんな顔をするだけだった。

　それは許されているのではない。実感がない。だから怒おこる事もできない。これで何となく自分は受け入れられていると錯さつ覚かくしてしまうのは、あまりにもアンフェアだ。

　だから。

「俺はそういう、人の幸せを全部ぶっ壊こわしてここに戻ってきた。お前だけじゃない、六〇億人、その全すべてが完かん璧ぺきに救われた世界を否定して戻ってきたんだ！」

「……アンタが何を言ってんのか、一個も意味が分かんないんだけど？」

「分からない事にしてしまえる時点で、すでに俺はお前の尊厳を踏ふみにじっているんだ!!」

　曖あい昧まいな笑みで流そうとした美み琴ことに対し、上かみ条じようは叫ぶように流れを断ち切る。

　明確に、告げる。

「だから分かるようにする。ちゃんとお前達が何を得て、何を失ったのかを理解できるようにする!!　そのためには絶対にオティヌスは必要なんだ。いいや、真実を知れば、『しあわせな時代』を思い出せば、お前達はオティヌスを恨うらむのをやめるかもしれない。その憎ぞう悪おの矛ほこ先さきは俺に向けられたって何の不思議もない。分からないなら、分からない内に結論付けたり許そうとしたりするんじゃない!!」

「……アンタ……？」

「もちろん、今の俺はもう自じ滅めつ願望なんか持ってない。自分が選ばれたヒーローなんかじゃないって事だって、痛いほど思い知らされてる。もしも、もしもさ。この世界でみんなと笑って生きていけるんだったら絶対にそうしたい。でも、だからなんだよ。だから、決着をつけて、全部の罪つみを償つぐなう。そのためにはあいつの証言だって必要だ！　あいつをここで葬ほうむって、公の場から隠かくして!!　そんな風に誤ご魔ま化かして平和な街になんか帰れない!!　本当に、償わなくちゃいけない事を、下へ手たすりゃ俺はオティヌスなんかよりいっぱいやってきたんだ!!」

　……当然ながら、御み坂さか美琴には上条当とう麻まの叫びの本心なんて理解できていなかった。

　彼と同じ時間を共有していないのだから当然ではある。

「……二万人の妹達シスターズがみんな救われて、何の憂うれいもなくただ笑っているだけの世界、ですって……？」

　その上で、美琴はこう考えた。

　上条の口からこぼれた内容を、断片的にだが噛かみ砕くだいて。




「そんな都合の良い、ただただ甘ったれた世界に。今さら誰だれがすがるかっつーの!!!!!!」




　　　　３




　六〇億人がくまなく笑顔でいられるならば、きっとそれはこの世界に対する正解だ。

　それ以上の答えなんてどこにもなくて、それは何においても優先されるべきもののはずだ。

　……結局、上かみ条じようは個人的な願望や欲望によって『究極の正論』を乗り越えた訳だが、彼自身、未いまだに『究極の正論』を真正面から論破するほどの意思は見み出いだせていない。

　正しいか間違っているかで言えば、オティヌスの出した答えは絶対に正しかった。

　上条当とう麻まは、自みずから間違える罪つみを背負ってでも、その答えを否定したかった。

　それが真実だった。

　その、はずだった。

「アンタ、そんなもんが人の救いになるとでも思ってんの？」

　ザン!!　と、雪を踏ふみ、真正面から御み坂さか美み琴ことが歩み寄る。

　その瞳ひとみに、これまでとは違う明確な怒いかりが宿る。

「そもそも幸せの定義なんて誰だれにも決められない。たった一つの価値観で統一した時点で、もう次の不幸や差別は始まってる」

　爆音が炸さく裂れつした。

　至近で、上条当麻と御坂美琴の拳こぶしが正面衝しよう突とつした。

　その腕から青白い火花を散らせつつ、なお美琴は言う。

「アンタの身に何が起きたかなんて知らない。想像もできない。きっと学園都市にいるだけの私なんかより、もっと広い世界で深いものでも見てきたんでしょう」

　美琴の脚が、動く。

　足払いを警戒し、上条は真後ろへ跳び下がる。

「だけど、そんなアンタの意見が一〇〇％正解って訳じゃない。アンタの意見を鵜う吞のみにする必要なんかどこにもない」

　距きよ離りを取っても安心はできない。

　上条は即座に身を屈かがめ、真っ白な雪へ己の拳を突き刺した。

　直後に、美琴の脚から全方位へ青白い火花が炸裂していく。ズバヂィ!!　と、ギリギリのラインで列車の高架線よりも強きよう烈れつな高圧電流を幻想殺しイマジンブレイカーで打ち消していく。

「たとえ今この瞬しゆん間かんにビッグバンが起きて。世界が宇宙が一から全部作り直す事になって、その先では何の罪も間違いもない人生が広がって！　何も知らずに『御坂美琴』って人間がへらへら笑っていたとしても!!」

　握にぎった拳を中心に。

　少女は全身から凄すさまじい火花を打ち鳴らしながら、突き付けるようにこう叫ぶ。




「それで過去に私が一万人以上の命を奪うばった事実までは変わらない！　一秒先で全すべてが救われたとしたって、どんな書類を書き換えたって、私は私の罪から逃げたくないのよ!!」




　一瞬。ほんの一瞬。

　その言葉を受けた上かみ条じよう当とう麻まの思考に、空白が生じた。

　そして第二波が来た。

　ッッッドン!!!!!!　と、銀世界を舐なめるように拡散する高圧電流が、雪に埋うもれた上条の両足へと襲おそいかかる。

「がっ!?」

「完全な世界なんてどこにもない」

　心臓にまで圧あつ迫ぱくを感じる上条の体がふらりと揺ゆれる。倒たおれそうになるその体を支えるように、美み琴ことは少年の襟えり首くびを片手で掴つかみ上げる。

「一面からはそう見えたとしたって、それは他の目から見ればどこかに歪ゆがみがある。第一位の『実験』もそうだったでしょ。あれがみんなの幸せになるって言われたって絶対に納なつ得とくしなかったでしょ!?　それで良かったのに、どうしてここに来て掌てのひらを返してんのよ!!」

　金属バットを振るうような重い音が響ひびいた。

　直後に、上条の額に美琴の額が勢い良く激突した。

　まずい、と上条は思った。

　だがもう遅おそい。

　一〇億ボルト。『雷らい撃げきの槍やり』が、凄すさまじい爆音と共にゼロ距きよ離りで上条の頭へ突き刺さる!!

「ヴぁはぁ!?　あぐぅあ……っっっ!!」

　雪の中へと埋もれた上条は、四し肢しを小刻みに震ふるわせるだけで、まともに起き上がる事もできない。心臓が、脳のう髄ずいが、全身の神経が、くまなく悲鳴を上げている。

「六〇億人が吞のみ込まれて!!　六〇億人が一つの価値を押しつけられて笑う事しか許されなくなった世界!!　笑わないと異物扱いされる世界!!　そんなのを目の前にしたアンタがやるべき事は！　指を咥くわえて羨うらやましがる事なんかじゃない!!　たとえどんなに厳しくたって！　たとえどんなに苦しくたって！　それでも!!　たった一人でも！　こんなのは間違ってるって拳こぶしを握にぎるのがアンタの役割でしょうが!!」

　御み坂さか美琴は容よう赦しやをしない。

　倒れ込んだ少年の腹の上へ馬乗りになり、両手で襟首を掴んで、その頭を乱暴に揺さぶる。

　そして至近で叫ぶ。

「こんな世界に戻ってきた？　他のみんなを犠ぎ牲せいにして？　だったら！　そんな選択をしたアンタがやるべき事は！　背を向けたものを羨ましがる事なんかじゃない!!　アンタがやるべき事は！　それでもこんな世界に戻って来れて良かったって！　不完全だろうが未完成だろうが！　自分が生まれた場所がこんな世界で良かったって!!　胸を張るだけで良かったのに!!」

　ぎりぎり、と。

　首をねじるようにしながら、上条は必死で美琴の顔を見上げる。

「……掌なんて……返すに、決まってんだろ」

　吐はき捨てるように、上かみ条じようは言った。

「笑っていたんだ。お前は覚えていないかもしれないけど、あの黄金の世界の中で、お前は本当に幸せそうに笑っていたんだ!!　それなら考えだって改めるよ。間違っていたって認めるよ!!　こっちはベルトコンベアで運ばれていくぬいぐるみじゃねえんだ!!　この先進んでも崖がけ下したに落ちていくだけだって分かったら信念だの理念だのなんてあっさり変えるよ!!」

　ゴン!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　御み坂さか美み琴ことの拳こぶしが振り下ろされた音だった。

　口の中が切れる。頬ほおが異様に熱い。右目の瞼まぶたが腫はれ上がる。だが次々と振り下ろされる拳も無視して、上条は叫び続ける。

「こっちはただの高校生なんだ！　忠ちゆう臣しん蔵ぐらに出てくる赤穂あこう浪ろう士しじゃねえんだよ!!　言ってる事なんてコロコロ変わるよ、その場その場で一番だと思った事を口に出してるだけだよ!!　三日前とは言ってる事が違ったって、一八〇度がらりと内容が変わっていたって、最後の最後で誰だれかが笑ってりゃそいつの勝ちだろ!!」

　そこまで聞いた美琴は、薄うすく笑った。

　真上から振り下ろしていた拳を止めて、彼女は言う。

「……何だ、ちゃんと分かってんじゃん」

「……？」

「主義だの思想だの、わっけの分からないものに縛しばられて崖の下まで落ちていく必要なんかどこにもない。アンタが信じるアンタだけの『幸せ』を掴つかむためだったら、そんなの適材適所で切り替えちゃって構わない。自分の言葉に自分で唾つば吐はいたって、結局最後に帳ちよう尻じりを合わせられればそれで良い」

　だったら、と美琴は告げた。

　真まっ直すぐに、上条当とう麻まの目を見て。




「御坂美琴の未来だの、六〇億人の運命だの、アンタが破は滅めつするまで背負い続けなくちゃ『ならない』事なんてどこにもないじゃない」




　言って。

　笑って。

　雪の中に埋うもれた上条当麻の上に馬乗りになっていた御坂美琴は。

　そのまま少年の背中に両腕を回して。

　優しく抱だきしめた。

　直後。

　ズヴァヂィ!!!!!!　と、その全身から凄すさまじい高圧電流が炸裂し、今度こそ上条当麻の意識が散り散りに吹き飛ばされた。
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　全すべてが暗くら闇やみに落ちる直前、彼はこんな言葉を耳にした気がした。




『初めて勝てたけど……思ったよりも虚むなしいわね、これ』




　　　　４




　目の前がチカチカと瞬またたいていた。

　眼球の奥から脳みそへと直接刺さるような痛みに顔をしかめると、急速に上かみ条じようの意識のピントが合ってきた。雪の中に埋うもれたままだが、寒さは感じない。咳せき込みながらも何とか上半身だけ起こすと、すぐ隣となりに御み坂さか美み琴ことがちょこんと座っているのにようやく気づいた。

「目は覚めた？」

「……ああ……」

　呻うめくように、上条は言った。

　あの無限に続く地じ獄ごくの中で、妹達シスターズの『総体』は世界を救う奇き麗れいごとよりも、自分自身のわがままを追求したって良いと教えてくれた。

　そして今度は、世界を丸ごと救っても、一面的に都合の良い世界を作り直しても、『それだけ』で誰だれもが無条件に幸せになれるほど、人間という生き物は簡単な構造をしていない事を教えてもらった。

　自分が今までやってきた事は何だったんだろう、と上かみ条じようは思う。

　思って、それから、改めて雪の中からゆっくりと立ち上がる。

「悪い、御み坂さか。俺はもう行くよ」

「行かなきゃならないから？」

「いいや」

　上条は背中や腰についた雪を掌てのひらで払いながら答えた。

「俺が、そうしたいからだ」

　その言葉を受けて、美み琴ことは小さく肩をすくめた。

　これまでとは違った、笑みがあった。

「だったら行けば？」

「何だ、止めないのか」

「できないわよ。一〇分前のアンタだったら楽勝だったけど……今ここにいるアンタには、逆立ちしたって勝てる気がしないし」

　その言葉を聞くと、上条は美琴に背を向けて、再び真っ白な世界へと歩き出した。

　こちらを振り返らず、しかし片手を振る少年の背中をしばらく見送っていた美琴だったが、彼女も彼女でやがて白い息を吐はく。

　一いつ緒しよについていく、と言わなかった単純な理由が一つあった。

「さあて」

　彼女も彼女で立ち上がり、上条とは正反対の方へと歩いていく。

　ぎちぎちぎちぎち……っっっ!!　と軋きしむ音があった。学園都市第三位の超能力レベル５によって外部からハッキングを受け、しかしリアルタイムで少しずつ電子の鎖くさりを打ち破ろうとしている、大量のファイブオーバー達だ。

　現代の合戦。

　ある少年を確実に粉ふん砕さいするために展開されるモノ。

　目まの当たりにし、そして少女は獰どう猛もうに笑った。




「……じゃあ、こっちもやるべき事をやりますか」
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　上かみ条じよう当とう麻まとオティヌスの二人はフレデリシアの街へ向かっていた。

　とはいえ、美み琴ことと激突した場所から東へ五〇キロほどある。連戦を繰くり返した今の彼らでは、氷点下一二度の雪原を徒歩で踏とう破はするのは不可能だ。ヒッチハイクについても期待はできない。

　では彼らはどうしたのか。

　ギュラギュラギュラギュラ!!　という連続した金属音がその答えを語っていた。

　オティヌスは『砲ほう塔とう』の上からにょっきり上半身を伸ばしつつ、

「……まさか米製の戦車でドライブする事になるとはなあ」

『怖こええって!!　これほんとに真まっ直すぐ進んでるのか？　乗り物関係は自転車しか乗った事のない、一輪車もおっかなびっくりな高校生にこんなの運転させちゃ駄だ目めだって!!』

　陽動作戦で使われていた戦車を一両拝借した。

　今の状況を一言で表すとそんな感じだ。

　オティヌスはヘッドセットに片手を当てて、

「こいつなら雪道でスリップしようが木にぶつかろうが関係ないだろう。人口密集地帯でもない限り、どれだけコースアウトしても問題ない」

『言い分は分かるけどさあ!!』

　ちなみに最近の戦車はハンドルで操るらしいが、これは縮小版ダウングレードなのか旧来のレバー式だった。ショベルカーやブルドーザーなどの建設重機と同じで、左右二本の履り帯たいを二本のレバーで操る事で、前進、後退、左右の旋せん回かい、全すべて行う。右の履帯を止めて左を前進させると右回り、左の履帯を止めて右を前進させると左回り、両方前進させると前へ進む。

「それにしても、やっぱりエアコンがついていると快適だな。温度感覚はほとんどないが、肌が柔らかくなっているのが分かるぞ」

『え、これ排気ガスじゃなくて？』

「あとこの肉の缶詰みたいなの美う味まいな。ハンバーグとミートボールの中間みたいな味がする」

『何かじったってこっちは煙の味しかしないぞ！』

　戦車でドライブなんてすぐにでも警官隊が非常線を敷しきそうなものだが、時折行き交う車の窓からデジカメを向けられるくらいで、後は平和なものだった。ひょっとしたら、デンマークのあちこちに色んな兵器が大集合していて、もはや戦車くらい珍めずらしくなくなっているのかもしれない。チャンスでもあるし、背せ筋すじをゾッとさせた。

　そしてすぐに、そんな遠大な悩みを考えている余裕はなくなった。

　近々で大問題発生である。

「おい、この辺りで良いんじゃないか？　すぐそこは海だぞ。このままだと落っこちる」

『あれ、どれだっけ？　これか？』

　がっくんっ!!　と戦車全体が大きく揺ゆれたが、鋼はがねの塊かたまりの前進は止まらない。

　ヘッドセットを掴つかみ直し、いらっとしたままオティヌスが叫ぶ。

「今のはシフトレバーだ!!　早く履り帯たいのレバーをニュートラルに戻せ！　両方だ!!」

『だからどれ!?　どのレバーッ!?』

「もう良い、そのシフトレバーをニュートラルに入れろ！　それでも止まるから!!」

『あー、ヤバいんじゃないかー。もう海に真っ逆さまだぞこれ!!』

　オティヌスは砲ほう塔とうの真上にあるキューポラから、上かみ条じようは車体前部にある丸いハッチを開けて雪の上へと転がり出る。

　直後に七〇トンの塊がチキンレースで攻め過ぎた人みたいに冷たい海へと落ちていく。

　オティヌスは両手で上条の首を絞しめて前後に揺さぶりながら叫んだ。

「どうして！　お前は！　こう！　全体的に！　駄だ目めな子!!　なんだ!!!!!!」

「だからローラースケートもできない子に戦車は早過ぎたんだって！　ていうか、待ってよー、戦車っていくらくらいすんの？　ガスステーションは爆発したし、イギリスの移動要よう塞さいは壊こわしちゃったし、なんか負債がどんどん膨ふくらんでないか……？」

　ちなみに第三・五世代の戦車のお値段は国外向けに盛った価格だとざっと一〇億円ほどである。

　世界一の高級車は、黒いドイツ車でも真っ赤なイタリア車でもなかったのだ。

　オティヌスは親指で近くを指しながら、

「とにかく街はすぐそこだ。さっさと街にある大橋を越えてヒュン島に入ろう」

　フレデリシアの街は大きかった。

　あちこちを気にしながら広い通りを歩くが、軍用車両が道を塞ふさいで検問を敷しいている、といった光景は見られなかった。

「……どういう事なんだろう？」

「さあな。人口密集地帯での交戦を避さけているのか、お前がアメリカと話をつけたおかげである程度兵士達が下がったのか、それとも私達の行き先が読まれていて目的地に戦力が集中されているか……。何にしても、妨ぼう害がいがない内に通過してしまった方が良い」

　防寒具が恋しかったが、もたもた買い物をしている間に橋を封ふう鎖さされては元も子もない。氷の張った海で寒中水泳は避けたい。上条達は我が慢まんして橋に向かう。

　石いし畳だたみや煉れん瓦がの街に似合わない、鋼骨とコンクリートでできた近代的な橋だった。

　車道と鉄道を両方兼かねる巨大な橋。

　滑走路のように真まっ直すぐな道。軽く見積もってもキロ単位の直線の中ほどに、二つの影があった。

　それを見た途と端たん、上かみ条じよう当とう麻まは自分の喉のどが干ひ上あがる感覚がした。

「……噓うそ、だろ……？」

　片方は、白地に金きん刺し繍しゆうの修道服を着たシスターだった。

　片方は、シックなピアノのようなモノトーンの服装の上からコートを羽は織おった少女だった。

　味方にすればどこまでも頼たよりになって。

　敵に回せばどれほどの脅きよう威いとなるか。

「……インデックス、バードウェイも……」

　とっさに上条は片手を水平に挙げ、背後にオティヌスを庇かばうようにしながら呟つぶやく。

　この組み合わせはまずい、と彼は思う。

　一人一人の戦力はもちろんだが、手を取り合うのは決定的にまずい。

　一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよを精密に保存した魔道書図書館と、その叡えい智ちを現実の力として存分に振るう極めて高度な魔ま術じゆつ師し。

　足して二倍どころの話ではない。二乗にしてもまだ足りない。どれだけ戦力が膨ふくれ上がるか予想もつかない。

「いちいち質問はしないよ」

　バードウェイは短く告げた。

「そんなものは薙なぎ倒たおして拘こう束そくしてから聞き出せば良い、長い時間をかけてな。今はさっさと事態を終わらせてしまうに限る」

「とうま」

　いつも傍かたわらにいた銀髪碧へき眼がんのシスターが、こちらに呼びかけてきた。

　遠くから。傍らではない場所から。

「とうまみたいな人を、私達の世界の理り屈くつに巻き込むのは良くない事だと思う。でも、これは、譲ゆずれない。とうまの後ろにいるその人は、私達のルールの中にいる脅威なんだから」

「泣き言なら好きにしろ。私達は構わずお前達を攻撃する。意識が消えるまで、何言口に出せるかは見ものだな」

　インデックスとバードウェイの言葉は明確だった。

　ここで上条とオティヌスを倒して、混乱を終息させる。どうしてこうなったのかも、どこへ向かおうとしているのかも関係ない。しゃべっても良いし、しゃべらなくても良い。上条達が何を選んだ所で、構わずに撃破する。

　そう考え、上条は右みぎ拳こぶしを強く握にぎり締しめ、そして口を開いた。




「……ええっ？　さっき御み坂さかとその辺の話は全部済ませたってのに、まーた同じくだりを繰くり返すのかよ？」




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　インデックスとバードウェイの二人はそこで停止した。

　空気を読まない王で有名なオティヌスさえ、上かみ条じようの背に庇かばわれたままオロオロし始めた。

　そして上条はトドメを刺した。

「あっ、そうだ！　じゃあ御坂のヤツに電話してよ。あいつから説明してもらう方が手っ取り早い。それならこんな所でいがみ合わなくても……」

「ふ、ふふ」

　俯うつむいたままバードウェイが微振動していた。

「……こちらには一〇万三〇〇〇冊がある。全すべてを正しく使えば『魔ま神じん』に上り詰つめる可能性さえ見えてくると言われる叡えい智ちの結けつ晶しようが。あの時、あの場所で、お前達の間に『何が』起きたのかを、この短い時間の内に推測する事だってできたというのに……」

「えっ、あっ!?　ちょ、ちょっと待て、まさかお前達、あの短い時間の間に『無限の地じ獄ごく』が挟はさまっていたって言って理解してくれるのか!?　だったら戦う必要なんて」

「今できたわ愚おろか者がァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　ガカァ!!!!!!　と。

　物理的に天から雷まで落としながらバードウェイが絶叫した。

「か、軽くのして後は引き継いでやろうとも思っていたが、もう許さん。……本当に、潰つぶれたカエルのようにしてくれる……ッッッ!!」

　ガタガタと震ふるえたまま、救いを求めるように上条はインデックスの方へ視線を投げる。が、銀髪のシスターは完全なる無の表情で首を横に振るだけだった。

「とうまはあれだよね、ちょっと二、三ヶ月くらい病院のベッドで養よう生じようした方が良いよね」




　言葉と共に、二人が動く。

　イレギュラーをどこまでも先せん鋭えい化かしていった果てに生まれた魔ま術じゆつの怪物達が。
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　インデックス達の布ふ陣じんは明確だった。

　まずバードウェイが一歩前へ出る、インデックスは応じるように後ろへ下がる。前衛の実働要員と後衛の支援要員。分かりやすいくらい最適な役割分担だ。

（オティヌスを警戒しているのか？　『妖よう精せい化か』のせいで体内がボロボロになっている事までは掴つかんでいない……？）

　と言うのも、インデックスの得意とする『強制詠唱スペルインターセプト』や『魔滅の声シエオールフイア』はもっぱら魔ま術じゆつ師しや聖職者などを仮想敵とした攻こう撃げき方法だ。右手一本、幻想殺しイマジンブレイカーに頼たより切りな上かみ条じようへ大した威い力りよくを発はつ揮きするとは思えない。

　バードウェイの直接的な攻撃魔術は脅きよう威いだし、それを一〇万三〇〇〇冊で補助されるのはこの上ない恐怖でもある。が、攻撃の一つ一つに意志疎そ通つうのラグが出てくるのなら、ゼロ距きよ離りに詰つめてのインファイトで叩たたきのめすチャンスが増える。こちらも無傷では済まないが、倒たおれる前にバードウェイをねじ伏せてしまえば活路は見み出いだせる。

　そう思っていた。

　だが。

「ああ」

　バードウェイはポツリと言った。

「そっちのオティヌス。お前も一緒にかかってきても構わんぞ」




　直後だった。

　バギバギバギバギ!!　というとんでもない音と共に、少女の掌てのひらから『槍やり』が生じた。




　見覚えがある。

　黄金で作られ、樹木にも似た意い匠しようを取り込んだ一本の巨大な『槍』。世界中を翻ほん弄ろうし、あの無限の地じ獄ごくでも上条を追い詰めた神々の武具。

　オティヌスが叫んでいた。

「『主神の槍グングニル』、だと……っ!?」

「言っただろう。そいつの頭の中にある一〇万三〇〇〇冊は、全てを正しく使えば魔神に届く可能性をも秘める、と」

　掌から生じた『槍』を片手で掴み、肩で担かつぎながら、バードウェイは笑う。

「お前はブリュンヒルド＝エイクトベルの頭から図面を盗んだようだが、それ以外にも道はあったのさ。……もっとも、こいつは神様の武具そのものじゃない。神の武具は神にしか扱えないからな。人間用にチューンした以上、その性質だって歪ゆがめられてしまう」
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「ちょっと、待て」

　上かみ条じようは自分の肩越しに、オティヌスの方をチラリと見やった。

「『主神の槍グングニル』は、魔ま神じんの力を正しく整えるためのものじゃなかったのか？　人間が手にした所で何ができるって訳でもないだろ!!」

「目に見えるものが全てだと思ったか？」

　バードウェイの言葉を耳にして、上条は背せ筋すじに悪お寒かんが走るのを自覚した。

　まさか。

　まさか!!

「神々の『槍』を手にした者をお前は何と呼称した？」

　魔神オティヌスは、生まれた時から魔神という訳ではなかった。彼女は特別な方法で叡えい智ちを手に入れ、その叡智を基に特異な儀ぎ式しきを経て、人間という殻からを脱ぎ捨てた。

　だとすれば……、

「魔神に……なった、っていうのか……っ!?」

「いいや」

　否定したのはオティヌスだった。

「お前が本当に『槍やり』の所有者……北欧の主神と同じモノに成り果てたというのなら、私と同じように『目』を捧ささげていなくては筋が通らない。あれは私になるために必ず通過しなくてはならない場所だ。一〇〇の起点から始めたとしても、必ずあそこを通らなくては正解のルートに進めない。であれば、お前はオーディンでも、オティヌスでも、ウォーデンでもないはずだ」

「別に何でも良いだろう」

　肩に担かついだ『槍やり』をゆっくりと片手で回し、バードウェイは改めて構え直す。

　穂ほ先さきで敵を突き殺すための挙動ではない。

『槍』そのものを投げ放つ構え。

「たったの一回でも、『槍』を投げ放つのと同じ『現象』を生み出す事ができれば。ただ『破は壊かいする力』を振るうだけで神様とはおこがましいが、無礼者であっても神を殺すに足る資格は得られるはずだ」

　目の前が真っ暗になるかと思った。

『槍』。その必殺の一いち撃げき。

　上かみ条じようは正しよう真しん正しよう銘めいの破壊を知っている。世界を丸ごと叩たたき割り、その破片の渦うずを統合して一本の巨大な穂先に作り替えるあの術式を。神の都合で人の世を破壊し、怒ど濤とうの暴力でもって個人を押し流す悪夢の一撃を。

　そして、今度はもう世界を作り直す方法はない。

　壊こわれてしまえばそれまでだ。

「待てバードウェイ!!　それはお前が思っているような便利なものじゃない!!」

「そういうお前は上から目線でご理解いただいているらしいな。いつからそんなに偉くなったんだ、小僧」

　一回限りの神々の砲台。

　使えばあらゆる敵を屠ほふる代わりに、世界の全すべても道連れにする破は滅めつの武具。

　それが放たれる前に。

　世界があの黒一色の風景に変わってしまう前に。




　ガンッ!!　と、上条当とう麻まは勢い良く前へ飛び出していく。
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　実際の所、レイヴィニア＝バードウェイは魔ま神じんになった訳ではない。

　一〇万三〇〇〇冊のサポートを受けているとはいえ、『槍』そのものも本物ではない。

　行っているのは単純だ。

　インデックスとバードウェイが知っているのは二つ。

　一つ、オティヌスは魔神として完成している。

　二つ、上かみ条じよう当とう麻まとオティヌスはインデックス達の『知らない所』で戦っている。

　いかに禁書目録の叡えい智ちがあろうとも、この短時間で誰だれでも好き放題に魔ま神じんに作り替えられる訳ではない。魔神という金きん字じ塔とうは、特別な条件を備えた人間が天文学的な準備を積み重ねた上で、初めて成し遂とげられる偉業なのだ。

　だが一方で、魔神に届かない事が、魔神を殺せない事と同義ではない。

（簡単な事だ）

　その『槍やり』を構えながら、バードウェイは笑う。

　ミシミシと頭ず蓋がい骨こつの内側を蝕むしばむ頭痛は、完全なポーカーフェイスで封殺する。

　何しろ一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよ、その叡智をフル活用しているのだ。インデックスから流れ込んでくる、知の猛もう毒どくとも呼ぶべき汚染はこうしている今も進行している。

　長い人生でも、たった一回限り。

　だが『人の手で魔神を殺す技術を手にする』偉業と秤はかりにかければ、安い買い物だと判断するのが魔ま術じゆつ師しという生き物である。

（……魔神が『どこまで』できるのかは、そこのオティヌスと小僧の頭の中にある。であれば、それを引っ張り出せば良い。神々やその武具を再現するのではない。破は壊かいという現象そのものを頭の中から引きずり出してやれば、殺す手段は手に入る）

　反はん魂ごん香こう、アストラル投射、雲外鏡、生いき霊りよう、ドッペルゲンガー、サタンやマーラの誘ゆう惑わくに、力比べで北欧の雷神を負かした一匹の猫。マクベスが見た亡ぼう霊れいではないが、故人の面おも影かげ、妄もう念ねんの形、強い恐怖の対象など『頭の中にしかないもの』を現実に引きずり出す伝説は世界中あらゆる時代に散らばっている。

　実際に、人の手で、その伝説を、どこまで具体的な技術に昇華できるかはまた話が変わってくるが。

　それが煙の中の幻げん影えいであれ、エクトプラズムなどの仮想物質で形作られたイミテーションであれ。重要なのは具体化のための術式ではない。

　イメージソースだ。

（……『槍』の奥にさらに一つ、別の切り札が隠かくれている気もするが、そちらは曖あい昧まい模も糊ことして掴つかみどころがない。今はこの世界にいる私達でも理解の及およぶ『槍』に頼たよるしかないが）

　その『槍』に、魔神の力を整える性能はない。

　その『槍』に、世界を作り直す力はない。

　だが、主神の一いち撃げき。その一点。莫ばく大だい過ぎる神々の力の中からほんの一ひと欠片かけらだけを切り取り、高純度で『槍を含む現象そのもの』を再現する事なら人の手にも叶かなう。

　そもそも、魔術とは何だ？

　脆ぜい弱じやくな人の器に入るものは限られる。小さな人の掌てのひらですくい取れるものはごく微量だ。だから神話の物語を全すべて己のものにする事はできないし、神々の行いを一〇〇％丸ごと奪うばい取る事もできない。

　だから、切り取る。

　薄うすく広く、ではなく、ひたすらに狭せまく深く。ただ一点のみを抽ちゆう出しゆつし、先せん鋭えい化かを繰くり返し、時には拡大解釈まで行って、独立した別個の技術に昇華する。

（『模も倣ほう神技』、とでも呼ぶべきか）

　それこそが、原初の術式。

　神を冒ぼう涜とくしてでも、人が己の手で願いを叶かなえようとした異形の体系。

　故ゆえに、多くの宗教家や聖職者から忌いみ嫌きらわれたモノ。

（人に神は殺せない。だが魔ま神じんから抽ちゆう出しゆつした現象でもって魔神を叩たたくのであれば、魔神に届くのもまた道理!!　自みずからの生み出した金きん字じ塔とうでもって討うち滅ほろぼされろ!!）

　その『槍やり』が解き放たれた結果、何が起こるのかは、バードウェイにも分からない。

　ただオティヌスと呼ばれる魔神さえも絶対の信しん頼らいを寄せる一いち撃げきとなる事だけが推測できるだけだ。

　それを放つ。

　まさに一いつ瞬しゆん手前で。




　ガンッ!!　と。

　上かみ条じようは勢い良く走り出し、バードウェイの真横をすり抜けていった。




「……っ!?」

　一瞬、呆あつ気けに取られたバードウェイであったが、

（あいつ!!　『槍』を持った私ではなく、術式を支える禁書目録を撃破する事で私の保有する力を霧む散さんさせにかかったのか!?）

　慌あわてたようにバードウェイは『槍』を構えたままぐるりと振り返り、上条の真意を知る。

「この外げ道どう!!　禁書目録を盾たてに取る気か、他ならぬお前が!?」

「位置なんか関係あるか！　『槍』が放たれれば世界が吹っ飛ぶんだよ！」

　たわ言は無視して、バードウェイは慎重に狙いを修正していく。

　手にした『槍』の重さが変わる。

　対魔神。あまりにも強力過ぎるが故ゆえに、こういった細かい対処には向いていない……ッ!!




　　　　４




　上条はもはや呼吸すら忘れて、ただ全力で橋の上を突っ走っていた。

　目標はバードウェイの背後、インデックス。

　ピリピリと頬ほおの辺りに微細な振動が走るのを上かみ条じようは感じていた。一見して無言のままに見えるインデックスだが、よくよく見ればその口をわずかに開けて、長い吐と息いきを吐はき続けている。それが微細な振動の正体だった。

　彼女は、歌っている。

　コップの水が超音波によって波は紋もんを生み出すのと同じ事。人間の可か聴ちよう域いき外にある歌声でもって、真正面から堂々とバードウェイと意思疎そ通つうをしていたのだ。この場合は、間違いなく一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよの知識を授けている。

（どんな手を使ってでもあの歌声を黙だまらせる……っ!!）

　上条は硬く握にぎり締しめた拳こぶしを、五本の指を、勢い良く開く。

　意識を奪うばう必要はない。インデックスは魔ま術じゆつを知らない上条にとってさほど脅きよう威いにはならない。そしてバードウェイは単体でも十分な脅威だが、一人きりで魔ま神じんに匹敵するほどのスペシャルな存在ではない。そこまでの力があるなら、オティヌスは、『グレムリン』は、もっと違った道を選せん択たくしていたかもしれなかった。

　だから。

（一いつ瞬しゆん、口を塞ふさいで歌声を断ち切るだけで良い!!　『槍やり』さえ霧む散さんできれば、バードウェイを突破する道筋がつく!!）

　インデックスの懐ふところへと飛び込む。

　常に傍かたわらにいた少女。何があっても守ると誓った少女。そんな彼女と真正面から対たい峙じし、その右手を勢い良く伸ばす。

「……っ!!」

　銀髪碧へき眼がんのシスターは無言のままに、上条の手から逃れるように後ろへ下がった。

　いいや、厳密にはこうしている今も歌い続けているのだろう。

　だが遅おそい。

　単純な身体能力だけの話なら、魔道書図書館はそれほどの脅威にならない。些さ細さいな距きよ離りが開いた事で若じやつ干かん目測がズレるが、それでも上条の掌てのひらは届く!!




　ぼすっ、と。次の瞬間、目測を誤った上条の右手が少女の口元から外れた位置に着弾した。

　すなわち、インデックスの慎つつましい胸元へと、だ。




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あ」

　上条が気づいた時にはもう遅い。

　甲かん高だかい絶叫と共にインデックスの詠えい唱しようが途切れ、バードウェイの手元で『槍』が安定を失って爆発四散し、そして上うわ顎あご一六本下顎一六本計三二本奇き麗れいに揃そろったシスターの歯が上かみ条じようの眼前いっぱいに広がっていった。




　　　　５




「とうまはね！　全体的にデリカシーが足りないんだよ!!　勝つ事しか考えていないっていうか勝てれば何でも良いっていうか!!　大切なのはそれだけじゃないでしょう!?　アーサーの死、ローランの歌、色々読んで教養を深める事を強く勧すすめるんだよ!!　聞いているの、とうま!?」

「……………………………………………………………………………………………………………」

「……………………………………………………………………………………………………………」

　聞いている訳がない。

　滑走路のように長い直線の橋の上で、上条当とう麻まとバードウェイはうつ伏せに転がったままピクリとも動かなかった。上条の近くではオティヌスが屈かがみ込んで、ツンツン頭を人差し指でつついている。

　そういえば無限の地じ獄ごくの中でも、この眼帯の少女は鏡の前でくるくる回っていたり、電動立ち乗り二輪車を乗り回したりしていた気もするが……。

　動かないまま、ほとんど頭と頭を擦こすり合わせるような位置取りで、上条はバードウェイにこう尋たずねた。

「……『俺達』の身に何が起きたか、お前達はどこまで掴つかんでいるっていうんだ……？」

「正確な事までは何も。ただ、『槍やり』が完成して魔ま神じんが全力を振るえるとしたら、そもそも物理攻こう撃げきなんてちまちました事はやらない。世界を丸ごと作り替えて、不要なものが最初から存在しない世界にしてしまうくらいは普通にやるはずだ……」

　実際には世界は一度滅ほろんだどころか、上条一人を精神的に折るためだけに数万数億と形を変えていったのだが……流石さすがに、そこまで想像力は追い着いていないらしい。

　魔ま術じゆつ師しは全より個を優先する。とはいえ、まさか一対一の戦いのために世界を徹てつ底てい的てきに歪ゆがめていたとまでは思っていなかったのだろう。

　逆に、バードウェイはこう尋ねてきた。

「……変わった世界で、何を見た？」

「何だろうな……。改めて考えてみたら、新しいものなんて何もなかったかもしれない」

　吐はき捨てるように、上条はそう答えた。

「たださ、当たり前の事を思い出した。それだけだったんだよ。……そして、知ってしまったらもう無む邪じや気きな正義は振りかざせない。俺にはもう、オティヌスは殺せないよ。他のどんな方法を使ってでも世界の混乱を止められるなら挑戦する。でも、オティヌスを殺すっていうのは、一人の女の子を殺して笑うっていうのは、俺にはもう絶対に無理だ」

「ハッ」

　バードウェイはうつ伏せのまま、雪の中から顔を上げた。

「今、女の子って言ったのか？　相手は世界を滅ほろぼす……いいや、最低でも一回は滅ぼした『グレムリン』のトップ、魔ま神じんオティヌスだぞ」

「だよ」

　上かみ条じようも顔を雪から引っこ抜く。

　至近で、真正面から睨にらみ合う。

「文句でもあるっていうのか」

「……ようやく、合が点てんがいった」

　バードウェイはごろりと仰あお向むけに転がると、自分の額に手をやった。

「そうだよな。ああ、お前はそういうヤツだ！　このくそったれ!!　世界の行方、『グレムリン』のトップ、一体どの時点でお前が連中と通じていて、どんな情報がお前の口から洩もれていたか……。あれこれ謀ぼう略りやくについて考えていたのがまるで馬ば鹿かみたいだ!!　一人の女の子、か。お前は本当にそういうどうしようもないヤツだよ、どちくしょうめ!!!!!!」

　その声を聞きながら、上条はゆっくりと起き上がった。

　橋の向こうへ目をやる。

　どこまでも真まっ直すぐに伸びていく、その先へと。

「……俺達はもう行くよ」

「とうま!!　まだ話は終わってないんだよ!!」

　さらに噛かみ付こうとするインデックスの両足を、転がったままバードウェイが抱えるように掴つかんだ。そのまま質問する。

「どうやって収めるつもりだ？」

「オティヌスを無力化した上でアメリカに引き渡す」

「そんな方法があるのか」

「なければとっくに折れてるよ」

　上条がそう答えると、バードウェイは一層強くインデックスの両足を抱え込んだ。銀髪の修道女が転びそうになる。

「だとすると、こいつを連れていくのはまずそうだな。魔神なんて化け物に対する切り札を完かん璧ぺきな精度で記き憶おくさせた場合、禁書目録を取り巻く環境はこれまで以上に脅きよう威いのレベルが跳ね上がるだろう。……私としても興味がない訳ではないが、お前に貸しを作っておくのも悪くない」

「それじゃ頼たのんだ」

「頼まれた」

　迷子になる事山の如ごとしなインデックスを押さえる係に徹てつしたバードウェイが、修道女の腰にしがみついたままそんな言葉を返してきた。

　上かみ条じようとオティヌスは橋の向こうへと渡っていく。

　その背を視線で追い駆けながら、バードウェイはこう漏もらした。

「……あの分じゃ世界の破は滅めつでも眺ながめてきただろうに。それでも変わらんなあ、あいつは」
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　大橋を渡ると、そこはヒュン島だ。

　とはいえ、これまでの半島と具体的にどう変わったのか、上かみ条じようには実感が持てなかった。相変わらず一面の雪景色。ここが『島』だという感覚すらない。

　オティヌスが言うには、

「島と言っても端はしから端まで五〇キロはある。海岸線を歩かない限りは先ほどとさして変わらないさ」

「……次はどこまで行けば良いんだよ」

「もうすぐそこだ。『目』の沈しずんでいるイーエスコウ城は同じ島の中にある。途中にあるオーデンセの街を経由すれば目的地に到着だ」

　こちらのヒュン島は半島ほど戦せん闘とうが勃ぼつ発ぱつしていないせいか、まださほど混乱も生じていないらしい。銀世界の雪道では、多少だが行き交う車もある。

　久しぶりにヒッチハイクをすると、あっさり車が捕まった。鉄道博物館を見に行こうとしている観光客のレンタカーに同乗させてもらい、オーデンセの街へ向かう事に。

　オティヌスは、後部座席に座っていた男の子からしきりに声を掛けられているようだった。疑問に思った上条が尋たずねてみると、

「何の絵本の魔ま女じよかって聞かれている。アンデルセン由来の仮装だと思っているらしい」

　真実は知らない方が良いだろう。

　オーデンセの街は相変わらず石いし畳だたみと煉れん瓦がだったが、これまで見てきたどの街よりも大きくて、活気もあった。教会などの尖せん塔とうも多く、針葉樹の林のシルエットを石材で作っているようにも見える。

　レンタカーから降りると、上条は早さつ速そく言った。

「い、いい加減にコートを買おうぜ。最後の最後で樹氷になるなんてやだよ」

「ここまで来たらもうこのままで良いんじゃないのか？」

「その台詞せりふは唇くちびるを全部真っ青にしたまま言うようなものじゃない」

　とりあえずショッピング街を歩いて回るが、目ぼしいものは見当たらない。厳密にはコートはあるにはあるのだが、どれも高過ぎて手が出ない。

「オーデンセはデンマークでも有数の観光街なんだ。どいつもこいつも客の足元を見ている。まともな買い物なんてできないぞ」

「……噓うそだろー。そろそろ頭にまで雪が積もりそうだってのに」

　こうなると、もうさっさとヒッチハイクの車を見つけた方が良さそうだった。

「あと二〇キロだ。最悪、歩いてでも行ける距きよ離りではあるな」

「最後の最後で誰だれが待っているかも分かんねえのに？　ギリギリの線で筋肉痛に足引っ張られて倒たおされるなんて御ご免めん被こうむるぞ」

　車が一番多く行き交う場所は、やはり駅前だろう。劇場の北に位置する駅へ向かうため、上かみ条じよう達は徒歩で街を進む。

　劇場と駅の間にあるのは広い公園だった。

　オティヌスが言うには王様公園と呼ばれているらしいが、上条は踏ふみ込んだ直後に顔をしかめた。

　いくら雪が降っていて、一面が銀世界になっているからって、これだけの観光街で誰もいないというのは明らかにおかしい。デンマークでは雪は珍めずらしいらしい。でも、だからこそ子供達は一大イベントとして雪の中で遊びはしないか。雪の中であれば雪の中でできる遊びもいっぱい知られているだろう。にも拘かかわらず、白い風景の中には上条達二人以外の足跡が一つもない。

「……まずい」

「『人払い』か。セオリー通りと言えばそれまでだが、白昼堂々、街のど真ん中で仕掛けてくるとはな」

　二人して呟つぶやいた直後、白い公園に新たな影が生じていた。

　上条達の前後を塞ふさぐように、二つの影がある。どうやって接近してきたのかは分からなかった。相変わらず、足跡は増えていない。上条達以外の足跡はない。

「覚えているか？　一応、前に学園都市で会っているはずなんだけど」

　一人は分厚いズボンとトレーナー、作業用エプロンと額のゴーグルを使って、全体的にメイドのようなシルエットを象かたどっている、金髪のショートヘアの女性だった。

　もう一人は丈たけの短いワンピースとズボンを組み合わせ、さらにその上から胸に防弾ジャケット、肘ひじや膝ひざにプロテクターをつけた、ゲームの中に出てくる戦いくさ乙女おとめにも似たシルエットの女性だった。

　上条も詳細は知らない。

　だが、『あの』オッレルスの側に立っている人物だと認識していた。

「私はシルビア、そっちはブリュンヒルド。ちなみに、どっちも『聖人』でもある。でもまあ、珍しい事じゃないわな。何しろ、イギリス辺りとはもうかち合ってんでしょ？」

　気軽に言われて、ゾッとした。

『聖人』が二人。音速以上の速度で動く怪物が二面同時攻こう撃げきを仕掛けてくる。しかも今回は、神かん裂ざき火か織おりのような『見えない死角』も存在しない。まともに戦う以外に道はなく、まともに戦えば間違いなく殺される。

　その上、

「……っていう事は、あいつも来ているのか……？」

　上かみ条じようはギョロギョロと眼球を動かして周囲へ視線を飛ばしながら質問した。

「この上、オッレルスのヤツまで出てくるんじゃないだろうな」

　その言葉を受けて、シルビアの眉まゆがピクリと動いた。

　上条当とう麻まはオッレルスの結末を知らない。『妖よう精せい化か』という術式を使ったらしい事はオティヌスから聞かされていたが、返す刀で全く同じ術式を叩たたき込まれて弱体化させられた上、全力の魔ま神じんの猛攻を受けて撃げき破はされた事は知らない。

　だから。

　逆さか撫なでした。

「……あいつも来てるよ」

　シルビアはそう答えた。

「だけど表に出てこないのは、出てこれない理由があるからだ。オティヌス、アンタなら分かっているはず。そしてあの惨状を目の当たりにした私が、アンタをどうしてやりたいかも」

「……、」

　オティヌスは、片方しかない目を細めただけだった。

　多くを語るつもりもないらしい。

　上条が肩越しに背後を睨にらむと、ブリュンヒルドと言うらしい女性は肩をすくめる。

「断っておくが、私はそいつの私し怨えんとは無縁だぞ」

　その上で、ガンッ！　という鈍にぶい音が響ひびいた。

　足元に転がしていた大剣を蹴けり上げ、片手で柄つかを掴つかみ取った音だった。

「……だがそこの魔神が『あの子』の害になるというのなら、是ぜ非ひもない。そいつを路上の染しみにしてでも、私は『あの子』の平へい穏おんを守るよ」

（まずい……）

　勝算がない。最初の一手からしてすでにイメージできない。前後左右どう動いたって瞬しゆん殺さつされる光景しか浮かんでこない。

　そしてその考えは間違っていなかった。




　ゴッ!!!!!!　と。

　シルビアの体が掻かき消えた瞬しゆん間かん、凄すさまじい衝しよう撃げきを受けた上条の体が砲弾のように一〇メートル以上も吹き飛ばされた。




　　　　２




　認識、が、追い着かなかった。

「がばぅあ……っっっ!!!???」

　気がつけばオティヌス達がものすごく遠い場所にいる。肺が震ふるえてまともに息を吸い込む事もできない。手足がぶらぶらと揺ゆれる。背中の辺りでゴリゴリゴリゴリッッッ!!　というとんでもない音が炸さく裂れつする。

　重力を感じない。

　自分の体が地面から浮いていると気づくのに数すう瞬しゆん。

　太い針葉樹の幹に背中から叩たたきつけられ、地面へと落ちるまでの時間だと気づくのにさらに数瞬。

「げほっ、がはごほ!!　ぐぅえう！　がばっっっ!!」

　上かみ条じようの体がずるずると崩くずれ落ちると、芝しば生ふの上に敷しき詰つめられた白い雪が真っ赤に染まった。息を吸って吐はくたびに血の塊かたまりが溢あふれているのだ。

「人間!!　くそ……っ！」

　オティヌスが何かを叫ぼうとした所で、唐とう突とつにその声が途切れた。代わりに響ひびいたのは火薬でも使ったような、壮絶な打だ撃げき音おんだった。

　視界がぼやけ、意識が暗黒の底に落ちようとしていた上条だったが、それで頭が沸ふつ騰とうした。ろくに手足も動かせないまま、血まみれの歯を剥むき出しにし、上条は叫ぶ。

「オティヌス!!　やめろ……そいつに手を出すな!!」

　必死になって体を起こそうとするだけで、体内でメキメキというおかしな音が連続した。どこかの骨が衝しよう撃げきで外れかかっているのかもしれない。立て続けに意味不明な激痛に襲おそわれるのも無視して、上条は咆ほう哮こうと共に再び立ち上がる。

　音は消えていた。

　すでに、目の前の懐ふところにシルビアの影が迫せまっていた。

　一瞬だけ目が合う。昆虫のように感情のない瞳ひとみだった。




　ッッッドン!!!!!!　という再びの衝撃。




　その細い腕が、小さな拳こぶしが、上条の胸板の真ん中、心臓へと突き刺さっていた。まるで木き槌づちのように上条の体を背後の太い針葉樹へと叩きつけていく。衝撃と慣性の力で少年を縫ぬい止めたシルビアは、至近でぼそりと呟つぶやく。

「もうお前の事情なんてどうでも良いんだよ」

　ッッッドン!!!!!!

「お前が事前に『グレムリン』と内通していたとしても、お前がオティヌスから暗示を受けていても、お前が本当にオティヌスっていう少女を理解して味方になったとしても」

　ッッッドン!!!!!!

「お前がオティヌスの側に立ってるってだけで、もう十分だ。あの大おお馬ば鹿か野や郎ろうから全すべての力を奪うばった上、その身をズタズタに引き裂さいたオティヌスの側に立ってるってだけで！　テメェはもう私の殺意の先にいるってんだよ!!!!!!」

　ッッッドン!!!!!!

　胸に、腹に、顔に。立て続けに振り抜かれる超重量の鉄てつ拳けんは、一いち撃げきで上かみ条じようの意識を奪い、気絶するだけでは許さずに、再びその意識を揺ゆり戻す。その内に、上条の背中にある硬い感触が消失した。

　太い幹が、衝しよう撃げきの伝でん播ぱによって折れたのだ。

　支えるものを失った少年の体がさらに後方へと飛ばされていく。ほとんど血の塊かたまりとなったその体が何度も雪の上をバウンドし、銀世界を赤黒く汚よごしていく。

「……がっ、ぁうぁ……はぅ……」

　もう、まともな言葉を話せる状態ではなかった。視界も半分以上暗く閉ざされている。体感的には暗いトンネルの先にある出口のように狭せまい視野の中で、『聖人』という名の怪物がゆっくりと近づいてくるのが分かった。

　それだけでは、もう上条は立ち上がる力を保てなかっただろう。

　だが思い出した。

『聖人』はもう一人いる。ブリュンヒルドというあの怪物は何な故ぜこちらへ襲おそって来ない。上条を狙ねらっているのでないとすれば、あの『聖人』は今、誰だれを狙って襲しゆう撃げきしている……？

「……、」

　そこまで考えが及およんで、上条の両足にもう一度力が戻った。

　頭はぐらつき、どちらが上下なのかも感覚はない。それでもふらつきながら、上条当とう麻まは必死に立ち上がっていく。

　……それが、どこまでもシルビアという『聖人』を苛いら立だたせた。

「良いだろう」

　ぶちぶちぶちぶち、という細い繊せん維いの束が千ち切ぎれるような音が炸さく裂れつした。

　シルビアの口の端はしが、笑みの形に裂さけていく音だった。

「ならその五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを素手で引きずり出して、一つ一つをあの魔ま神じんの前にさらしてやる。『グレムリン』を捨ててでも行動を共にした虎とらの子なんだ。あの魔神だって、アンタが目の前で解体されていけば少しは堪こたえるでしょ」

　脅きよう威いが。

　迫せまる。
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『彼』は、それを目もく撃げきしていた。




　ブリュンヒルド＝エイクトベルは怜れい悧りな瞳ひとみを細めていた。

　その大剣を雪の上へ突き刺す。あくまでもドライな観察に徹てつする。視線の先では木製のベンチがベキベキに壊こわれていて、その真ん中に眼帯の少女が沈しずみ込んでいた。

　手加減をしていた訳ではない。

　むしろ、用心なら必要以上に重ねている。

（……思ったよりも抵てい抗こうがないな）

　それが、率直な感想だった。

　何かしら『魔ま神じん』としての機能に支障が生じているのか、それとも何か油断を誘さそっているのか。判断に迷うが、もしもオティヌスが一〇〇％完全な魔神としての力を振るうのであれば、油断を誘う必要もないだろう。

　ブリュンヒルド＝エイクトベルは、かつて高純度の『グングニル』をその手で作り上げた人物だ。彼女自身は魔神に届いていないが、『槍やり』の性能から魔神とは何か、魔神は何をどこまでできるのかを大おお雑ざつ把ぱに類推する事は可能である。

　……実際にはそれはブリュンヒルドの想像できる範囲内の話であって、魔神オティヌスの性能は彼女の想像をはるかに凌しのいでいたのだが、今議論すべきはそこではない。

（本来の力は使えない状態にある、と素直に受け取るべきか）

　片手一本で、乗用車くらいなら押し潰つぶせそうなほどの巨重を誇ほこる大剣を改めて引っこ抜く。肩で担かついで、潰つぶれたベンチの中に埋うもれたオティヌスへ向かう。

（力の喪そう失しつが一時的なものか、あるいは恒こう久きゆう的てきなものか。この辺りは判断が難しいが……殺せる内に殺しておくのが最良ではあるだろう）

　考え、わずかに彼女は顔をしかめる。

　ブリュンヒルド自身も月齢のように一定サイクルで『力』が極きよく端たんに増減する魔ま術じゆつ師しだ。かつてはその隙すきを突かれて外げ道どうな魔術結社に仲間達を滅ほろぼされた経緯もある。

　それと同じ事をやる。

　とりあえずの安全確保のため、己の疑心暗鬼を正当化して苛か烈れつな攻撃を加える。

　胸に苦いものが溜たまるが、それでも歩みは止まらない。

　今は病床に着くあの少年が全すべてだ。

　そのためならば自己矛む盾じゆんをも許容してみせる。

「祈れ」

「……神たる私が、一体どこの何に祈れって……？」

「こういう時は、愛する者の顔を浮かべるのが正解だよ」

　吐はき捨て、ブリュンヒルドは大剣の柄つかへもう片方の手を添える。両手で掴つかみ直し、まさしく全力でもって魔ま神じんオティヌスの体を叩たたき潰つぶそうとする。




『彼』は、それを目もく撃げきしていた。




　その直前だった。

　ゴッ!!　と、砲弾のような速度で何かが飛んできた。横合いからだ。それは赤黒い塊かたまりだった。自分に向かってくるその塊を正確に捕ほ捉そくしたブリュンヒルドは、剣の柄つか尻じりでもって真下へ叩き落とす。

　粘着質な、気味の悪い音が響ひびいた。

　それは先ほどまで東洋人の少年だったモノだ。

「……待てよ、ブリュンヒルド」

　悪鬼の声があった。

　こちらに向けて歩いてくる影もまた、赤黒く染まっていた。

「あっさり殺すな。それじゃ釣り合いが取れない。オティヌスとかいう魔ま神じん野や郎ろうの目の前で、あいつが大切にしていたものを一つでも多く奪うばってから殺す。そっちの方が面白い……」

　ブリュンヒルドはシルビアの有り様に顔をしかめ、足元に転がっている少年らしきものを見下ろし、眉み間けんの皺しわをさらに深くした。

「今の内に魔神を殺しておく事に異論はないが、悪あく趣しゆ味みに付き合う義理はないぞ」

「なら、その塊をもう一個増やすか？　私はそれでも構わないよ」




『彼』は、それを目撃していた。




　赤黒い塊は、未いまだに末まつ梢しよう部分をぴくぴくと小刻みに震ふるわせていた。

　息がある。

　その単純な事実を受けて、徹てつ底てい的てきに破壊されたベンチの方でも動きがあった。もぞり、と。立ち上がる事もできないまま、冷たい雪の上を這はうような格好で、眼帯の少女が動く。ゆっくりと、緩かん慢まんに。それでも、雪の上に転がされた血まみれの塊へ向かっていくために。

「……人間……」

　血まみれの唇くちびるを動かして、眼帯の少女は切れ切れの言葉を紡つむぐ。

　その瞳ひとみは、すがっていた。

　まるでマッチ売りの少女が、最後の火の中に夢の情景を描き出しているかのような。

「だ、から……言ったんだ。私なんかに付き合っても、ろくな事にはならないって……」

　その火を消させない。希望を奪うばわせない。

　ボロボロになった両手を使って自分の体を引きずる魔ま神じんからは、そんな意思が感じられた。

　だが、あくまでもブリュンヒルドはドライに徹てつした。

　表情を変えず、その右肩を強く踏ふみつける。それだけで緩かん慢まんな進行が止まる。

「どうすれば納なつ得とくすると？」

「決まってんだろ。そいつの目の前で生きたままガキの五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを引きずり出す。活いき造づくりみたいに内臓を全部抜いてもパクパク口が動くようにしてやるよ。それくらいやらなきゃ収まらない」

「……や、めろ」

　オティヌスは、真上からの重圧によって雪の中に縫ぬい止められながらも、それでも血まみれの手を伸ばす。

　その先にある赤黒い塊かたまりまで……どうしても届かない。

「お前達の狙ねらいは、私のはずだろう。私という脅きよう威いを取り除けば、世界の混乱は収まるはずだろう。だったら、そいつは関係ない。私を殺せばお前の混乱だってなくなるはずだ……。だから……」

「関係ないよ」

　ぼそりと、シルビアの口から言葉が洩もれた。

　ドロドロとした粘ねん質しつな声がどこまでも続いていく。

「お前を殺せれば何でも良いよ。オッレルスの、あのクソ野や郎ろうの復ふく讐しゆうさえできれば狂っていたって良いよ。お前は分かっていないんだ。ああ、本当に分かっていない。私はさ、正常になんか戻りたくはないんだよ。だって、戻ってしまったら、そこで止まってしまうんだから。なんだかんだでお前を許してしまいそうだから。そんなのは、嫌いやなんだ。分かるか？　できるできないじゃない。私が、自分の意思で、嫌だって思っているんだよ」

　その言葉を耳にしながら、ブリュンヒルドはひっそりと考えていた。

（……シルビアの指示を待たずに魔神を殺そう）

　ブリュンヒルド＝エイクトベルはここに来てなお、オティヌスの力を過小評価していなかった。だからこそ、甘やかす事もしなかった。殺せる時に殺す、というのがブリュンヒルドの基本方針だ。この局面で『遊び』を入れて、後になってから後悔したくはない。

「なら、さっさと始めろ」

　冷徹に、ブリュンヒルドはそう告げた。

　言いながら、密ひそやかに大剣の柄つかを凄すさまじい力で握にぎり直す。

　シルビアの気があの少年へ逸それた瞬しゆん間かんに、オティヌスを叩たたき潰つぶして絶命させる。そう決めた。直後に激げつ昂こうしたシルビアと戦せん闘とうになるのは覚かく悟ごする。それでもここでオティヌスを確実に迅じん速そくに仕留める。それを第一優先目標に設定する。

「……やめろ……」

　オティヌスがぼんやりとした声で、それでも呟つぶやいた。

　まるで取り上げられたぬいぐるみへ手を伸ばすように、必死になって彼女は制止を促す。

「やめろ!!　そいつは私の罪ざい過かの外にいる者だ……っ！　そいつが私の罪つみを背負う必要なんかどこにもないんだ。だから……!!」

　必死の懇こん願がんは、届かなかった。

　二人の『聖人』が、決定的に動く。

　轟ごう!!　と凄すさまじい風が唸うなる。
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『彼』は、それを目もく撃げきしていた。




　だから。




　ゴグシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!!!!!!　という粘ねばついた爆音が炸さく裂れつした。

　その男、オッレルスが二人の『聖人』の間に割って入った事で起きた大だい音おん響きようだった。

　だが、今の彼は『妖よう精せい化か』を打ち込まれたせいで『魔ま神じん』に近しい特別な力は一切持っていない。体の強度も、使える魔ま術じゆつも、そこらにいる魔術師よりも貧弱なものに過ぎない。

　足りないものは、意志の力で補った。

　実際に彼が取った行動はシンプルだ。その両腕を使って、ブリュンヒルドが振り下ろした大剣の刃を挟はさみ込んだのだ。しかし音速挙動を取るブリュンヒルドの一いち撃げきをオッレルスに受け止められるはずはない。膨ぼう大だいな摩ま擦さつを受けて、オッレルスの両手がメチャクチャに破は壊かいされていく。

　男は、表情一つ変えなかった。

　今もなお滑すべり続けるその大剣の軌道を逸そらすように、オッレルスは破壊されつつある両手を大きく動かす。

　ぐい、と。

　大剣ごと、ブリュンヒルドの体を前方へ引っ張り出すように。さらに言えば、シルビアの徒と手しゆ空くう拳けんとブリュンヒルドの剣が交差するように、仕向ける。

「な、ん……っ!?」

「オッレルス!!　お前、この馬ば鹿か……っ!!」

　驚おどろいたような声が聞こえたが、もう遅おそい。

　轟ごう音おんがあった。傍はたから見れば、それは二人の聖人が恐るべき速度で正面衝しよう突とつし、深い雪の上へぶっ倒たおれたように捉とらえられたかもしれない。

　聖人二人の撃破。

　代だい償しようは、オッレルスの両腕。

　風に揺ゆられるビニール紐ひものようになったその腕は、もう骨折の域を超えた破壊に見舞われていた。

「……お、前……」

　オティヌスは、血を吐はきながら、起き上がる事もできずに呟つぶやいた。

「お前も、私を殺しに来たのか……？」

「これは、前にも言ったはずだ」

　だらりと赤黒い腕を下げながら、涼しい顔でオッレルスは答えた。

「……もはや『魔神』という縛しばりには執しゆう着ちやくはない。お前を倒せるのであれば何でも良いとな」

「……、」

「どうやら、それを果たしたのは私ではなかったらしい」

　オッレルスは薄うすく笑った。

「彼については、お前をおびき寄せる餌えさくらいの気持ちで期待していたのだがな。流石さすがにここまでは予想外だった」

「お前には、私を殺す理由があるだろう……」

「間違いなくな」

　そこについては冷れい徹てつに告げた。

　その上で、

「だがここで上かみ条じよう当とう麻まが死亡すれば、お前は今まで見てきたどのオティヌスよりも恐ろしい怪物へ羽化するだろうよ。同様に、ここでオティヌスが死亡すれば上条当麻の性質も大きく変わったかもしれない。いずれにしてもそいつは面おも白しろくない。言っただろう、執しゆう着ちやくはないと。お前を最も弱体化できる関係性がここにあるなら、その維持のために動くのも悪くはないさ」

「……相変わらず、苛いらつく『甘え』だな」

「性しよう分ぶんなものでね。随ずい分ぶんと損をさせられてきたのは自覚しているが」

「その『甘え』は、自分の仲間を薙なぎ倒たおしてでも選ぶべき道か？」

「君の傍かたわらにいる者と同じだよ。特にシルビアの方は、言葉で言って行動を止めるタイプでなくてな。まあ、時間を置いて頭を冷やせばクレバーに戻るだろうが」

　オッレルスは雪の上で倒れている二人を軽く見て、

「この二人には、言って聞かせるよ。分かってもらえるまで、よく、言い聞かせる。だからお前が危き惧ぐするような事はない」

　咳せき込みながら、ようやくよろよろとオティヌスは起き上がった。

　赤黒い塊かたまりとなって、それでも呼吸を続けている上条の背中をさする。その肩に腕を回し、何とかして起き上がらせる。

「……礼は……言わないぞ……」

「こうしている今も、私はお前を攻こう撃げきしているつもりなんだがな」

　ぶらぶらと揺ゆれる腕も気にせず、肩をすくめながらオッレルスは答える。

　警戒するように後ずさりし、一定の距きよ離りが開いたのを確認してからオティヌスは背を向ける。ほとんど意識のない上条当麻に肩を貸して歩く眼帯の少女に向けて、最後にオッレルスはこう尋たずねた。

「『探し物』は見つかったのか？」

「『理解者』はお前なんかじゃなかった。あいつはもっと強かったよ」




　それだけ言って、因いん縁ねんの二人の距離は無限に開いた。
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　イーエスコウ城。

　広大な湖の上に一万本もの樫かしの土台を組み、その上に築かれた煉れん瓦がの城。

　途方もない労力の果てに築かれた城じよう郭かくは、五〇〇年経たった今でもオーデンセなど近きん隣りん都市の財政を潤うるおす観光資源として機能している。

　だが、ここに集まってきた者達にとって重要なのは、城ではなかった。

　原初の湖。

　まだここに巨大な城が築かれるよりも昔に、オティヌスはこの湖を使って『何か』をした。それを知らずに築城が進んでしまったが故ゆえに、第一線の魔ま術じゆつ師し達であっても、今の今まで莫ばく大だいな儀ぎ式しきの痕こん跡せきを掴つかめずにいたのだ。

　しかし、

「まあ、結局こうなるのかしらね」

　湖のほとり、白い地じ獄ごくの中で呟つぶやいたのは、周囲からはヘルと呼ばれている女性だった。

「多た国こく籍せき連合軍とやらが気づかなくたって、僕達は同じ『グレムリン』なんだから。魔ま神じんに届かずとも、あいつの考える事は大体推測できるよ」

　次は少年。名前はヨルムンガンド。

「嫌いやがらせで向こうにリークしなかったのは正解だったな。どうやら連中、まだ気づいちゃいねえ。これで俺達が一番乗りだ」

　さらに青年。名はフェンリル。

　共に『グレムリン』の直接戦せん闘とう担当。たった一人で軍勢を相手取って戦う事のできる魔術師達だ。そして彼らだけではない。真っ白な地じ吹雪ふぶきのカーテンの向こうには、数十、数百もの影が見え隠かくれしている。

「ロキのヤツもきてんのかね」

「この場にいたとしても、必ず誰だれかの背中に隠れているでしょ。あれはそういうヤツだもの」

「にしても、イドゥンだのシフだの後衛の連中まで集まっているっていうのが笑えるね。よっぽど頭に血が上っているらしい」

　この湖に何があるか、『グレムリン』の面々は正しく理解していない。

　オティヌスが自みずからの力を放ほう棄きしようとしている事も、知らない。この湖のどこかに、自分達正規メンバーにも隠かくしてきた『本当の計画』の鍵かぎが眠っているのでは、くらいにしか考えていない。

　そして、それだけでも十分に裏切り行為だ。

　ここにいる者は皆、オティヌスが魔ま神じんになるのを手伝い、代わりに願いを叶かなえてもらうために戦ってきた。どんなに外げ道どうな事でも手に染めた。夢を見せた上でそれを奪うばった罪つみは清算させてもらう。物理的に、その体を八つに裂さいてでも、だ。

　と、その時だった。

　ざくざくと雪を踏ふんで、新たな人影がやってきた。

　地じ吹雪ふぶきのカーテンの向こうで、多くの影が道を譲ゆずるように左右へ分かれていった。中央を堂々と歩くその人影は、フェンリル、ヨルムンガンド、ヘルの三人にとっても無視できる存在ではなかった。

「トール……」

「ああ、今度は本物だぞ」

　雷神はニヤニヤ笑いながら片手を上げた。

「それにしてもすっげえな。これ全部オティヌスの野や郎ろうをぶっ殺そうって息巻いてる連中か？　だーれもあいつの味方にゃならねえってのは哀かなしいね」

「アンタも殺しに来たんだろう」

「まぁーね。ただ別に憎ぞう悪おはねえけど。楽しいケンカになれば何でも良いよ。あれを倒たおして得られる経験値ってのに、今まで興味がなかったって言えば噓うそになるしよ」

　言いながら、両腕を広げてトールは提案する。

「……ただまあ、文句を言うにしたって一度、意見をまとめねえか？　代表者を決めようぜ。四方八方からやんややんや文句を言ったって、そりゃ声じゃなくて音の洪こう水ずいにしかならねえよ。何叫んだってオティヌスに届かねえんじゃつまんねえだろ」

　代表者。

　その言葉に、全員がピクリと反応した。

　今まで『グレムリン』は、良くも悪くもオティヌスという絶対的なカリスマが統治していた。だがすでに失われた。すると次は誰だれが組織をまとめる。セオリー通りに雷神か。それとも他に新しい座を用意するべきか。

　ヘルがこう質問した。

「具体的に、どうやって決めるというの？」

「この俺が伝統だの権力だの人脈だの資金だの、そんなつっまんねーもんを振りかざすとでも思ってんのかよ」

　片目を瞑つぶって。

　もう一人の神は言った。




「ここは一丁、実力主義の肉弾戦で決めようぜ。なんつってもそいつが一番面白い」
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　上かみ条じよう当とう麻まもオティヌスも血まみれだった。

　こうなってしまうとヒッチハイクは使えない。吹雪ふぶきで真っ白になった世界を、二人でひたすら歩いていく。

「……決めたのかよ、オティヌス」

「何がだ」

「全部終わったら、どんな道を進んでいくか」

　互たがいの体重を支え合うように寄り添いながら、上条は小さな声でこう言った。

「パン屋さんでもお花屋さんでも何でも良いって、前にも言ったろ。……なんかさ、やりたい事とか見つけられたか……？」

「はは。そんな可愛かわいらしいのは柄じゃないさ」

「この先、どれだけ我が慢まんを強しいられるか分からないんだぜ。だったら、何でも良いじゃん。似合ってないとか、雰ふん囲い気きじゃないとか、そんなのどうだって良いだろ。本当に、一番にやりたい事を見つけろよ。そっちの方が応援のし甲が斐いだってあるってもんだ」

「……やりたい事、か」

　オティヌスはわずかに黙だまった。

　その上で、

「本当に、何でも良いのか」

「俺に聞いてどうすんだよ」

「いいや、お前に聞いておきたい。本当に、私は、どんな夢だって追っても良いのか……？」

　オティヌスは、至近から上条の横顔に見入っていた。

　大量の失血に、瞼まぶたも腫はれている上条は視界が狭せまくなっているのか、すぐ隣となりにいるオティヌスの表情には気づかなかった。そのまま、彼はこう即答した。

「良いに決まってんだろ」

「……そうか」

　声を聞いて、オティヌスは口元をわずかに綻ほころばせた。

「何だよ、なんか夢でも見つかったのか？」

「お前に聞かせる道理はないがな」

「……？」

　上条がボロボロの顔を向けた時には、すでにオティヌスはキリッとしていた。

　とにかく、ここで拘こう泥でいしていても仕方がない。いつかどこかで話してもらえる事を期待しながら、上かみ条じようは先へ歩を進める事にした。

　どれくらいそうしていただろうか。

　雪に埋うまった足の感覚はほとんどなくなっていた。

　その内に、真っ白な地じ吹雪ふぶきの向こうに巨大な影が見えてきた。

「……イーエスコウ城……」

　オティヌスが、震ふるえる唇くちびるを動かして言った。

　上条は緩かん慢まんな動きで首を動かし、

「着いたのか……。今度はトラップだらけの城で脱出ゲームとかって話にならないだろうな」

「実際問題、城はどうでも良いんだ。湖上にあれが建つ前に『目』を投げ入れていたから。重要なのは周りの湖の方なんだが、誰だれもが後付けの城に注目してくれるおかげで、今の今まで誰も『目』には気づかなかった……」

　息も絶え絶えに、どうにかして城の外周にある湖のほとりまで辿たどり着いた。

　そこで気づいた。

　気づいて、しまった。

「よお」

　声が、聞こえた。

　地吹雪の白いカーテンの向こうに、巨大な階段と玉ぎよく座ざがあった。いいや、その男が腰掛けているのは階段の上にある玉座ではない。

　人間。

　五〇人でも一〇〇人でも積み上げた山の頂点に、その男は腰掛けていた。

「……雷神、トール……っ!?」

「ああ、こいつらみんな『グレムリン』の正規メンバーな。オティヌスに聞けば一人一人解説してくれるよ、そいつ尊大だけど上から目線の説明好きだから。なーんかみんな揃そろってフクロにするなんてつっまんねー事考えてやがったからさ、手っ取り早くぶっ潰つぶしちまった。うん、大した経験値は手に入らなかったな」

「かと言って、道を譲ゆずってくれる訳でもなさそうだな」

　オティヌスが言うと、トールはパンパンと空くう虚きよな拍はく手しゆをした。

「当たり前だろ、俺は別にアンタ達の味方じゃない。つーか、むしろ、敵でいられた方が楽しいに決まってる。そうだよ、そうそう。上条ちゃんよ、アンタはやっぱりそうじゃなくちゃつまんねえ。学園都市で見かけた時は完全に腐くさってやがったが、今なら十分楽しめそうだ。それに魔ま神じんオティヌスなんて化け物までついてくるなら完かん璧ぺきだ。ったく、どんだけ経験値デカ盛りなんだっつの。冗じよう談だん抜きに腹が破れちまうかもしれねえな、こりゃあ」

「……気をつけろ」

　オティヌスはボソリと呟つぶやいた。

「事前に『投擲の槌ミヨルニル』とケリをつけたという事は、今のトールは槌つちからの補助を受けていない。それは雷神としての力を失っている事を意味している」

「……？　待てよ、それってあいつが弱体化しているっていうのとは違うのか？」

「トールが『雷神』の内なら、お前の手でもまだ倒たおせる見込みもあるだろう」

　吐はき捨てるように、オティヌスは答える。

「だが『全能神』としてのトールを表に出しているなら話は別だ。この惨さん状じようもそいつのせいだろう。単純な話、ただの『雷神』にここまでの破は壊かいは生み出せない」

「はっはっは、解説どーも。な？　そいつ説明好きだろ」

　適当に言いながら、トールは人の山の上でゆっくりと立ち上がった。

「で、どうすんだ？　二人同時にかかってくるか？　それとも、まずは上かみ条じようちゃんとの一対一になんのかな。どっちでも良いけどさっさと決めてくれ」

「……どうして私が万全の力を振るえないと、戦力外だと判断する？」

「簡単だ。アンタが万全だったら、そもそも上条ちゃんになんか頼たよらねえだろ」

　そこだけは冷たい言葉だった。

　トールは学園都市でオティヌスを裏切ってでもフロイライン＝クロイトゥーネを助け出した魔ま術じゆつ師しだ。彼には彼の思惑もあっただろうが、理り不ふ尽じんな環境に放り込まれた女性を無む償しようで救ったその心性までは否定できない。そして、そんなトールの基準からすれば、『かつての』オティヌスの言動が軽けい蔑べつに値するのも当然だ。

　何か言おうとするオティヌスを、上条は片手を水平に挙げて制した。

　告げる。

「一対一だ」

「ハハッ!!　やっぱそうじゃなくっちゃあな！　アンタなら絶対そう言うと思ったぜ、上条ちゃんよ!!」

『グレムリン』の玉ぎよく座ざを降り、人の体で作った階段を一つ一つ下りながら、トールは笑っていた。

「だったらこっちも出し惜おしみはナシだ。そんなのは礼に反する。せっかくの大舞台だ。お前に見せてやるよ……全能神トールってヤツを」

　両手を広げて、自みずからを誇こ示じするような格好でトールは告げた。

　直後だった。

[image: ]

　メキメキメキメキィ!!!!!!　という凄すさまじい音が響ひびき渡る。

　何者かの拳がめり込んでいた。

　上条が視線を下げ、拳から腕に、腕から肩に、徐々に目で追い駆けていくと、そこにはトールの顔があった。

「楽しませろよ、ベイビー」

　何が起きたか理解できなかった。

　直後に打だ撃げきの衝しよう撃げきが全身に伝でん播ぱし、上かみ条じよう当とう麻まの体は文字通り横よこ殴なぐりに吹き飛ばされた。
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　雪の上を転がる。

　吐と息いきの代わりに赤黒い血の塊かたまりが吐はき出される。

「……が、かっ……ッッッ!!」

　自分の血に溺おぼれ、粘ねばついた呼吸音を洩もらす上条。意識が明めい滅めつするのが分かるが、しかし同時に彼はこう思う。

　拳こぶしの威い力りよく自体はまともな人間のレベルだ。少なくとも削さく岩がん機きのような暴ぼう虐ぎやくはない。今こうして吐と血けつしているのも、これまでのダメージが肋ろつ骨こつに蓄ちく積せきしていたせいだろう。

　だが、そうだとしても脅きよう威いがなくなる訳ではない。

　今のは、何だ？

　一体どんな現象が起きたのだ……？

「空間移動テレポート、……？」

「もうちっと想像力を働かせろよ」

　笑いながら、トールは血まみれの右手をぷらぷらと振る。

「仮にも今の俺は全能神なんて呼ばれているんだぜ？　オティヌスの野や郎ろうが片目抉えぐってのさばらなけりゃ、そのまま『グレムリン』のトップに担かつぎ上げられていた二番手ちゃんだ。俺を語りたけりゃあ、もう少し大きな視野でものを見なくちゃあな」

　その時、オティヌスは確かに五メートル以上は離はなれた場所に立っていたはずだった。

　しかし気がついた時には上条の髪の毛がまとめて掴まれていた。

　立ち上がろうとしていた少年の体が、改めてもう一度雪の中へと叩きつけられる。

　胸に、腹に、立て続けにトールの踵かかとが落ちる。空き缶でも潰つぶすような気軽さで次々に上かみ条じようの内臓が圧あつ迫ぱくされていく。

「がっ、ふ!!」

　肺の中の酸素を丸ごと吐はき出しながらも、上条は何とかして腕を伸ばす。トールの足首を掴つかみ取ろうとする。

　再びトールの体が消えた。

　彼の体は一メートルほど上方にいた。そのまま両足を揃え、全体重をかけて上条の腹を踏み潰す。

　ゴリゴリゴリゴリ!!　と、体内から不ぶ気き味みな音が響ひびき渡る。

「ばぐ、は……あっ!!!???」

（触さわれない、だけじゃない……。それと同時に攻こう撃げきが返ってくる。必ず、一〇〇％の精度で、クロスカウンターを決めてくるような、異能の力……っ!?）

　仰あお向むけに転がったまま、上条はふらふらとトールの足へ手を伸ばす。

　脇腹に鈍痛が走る。

　全能神トールはサッカーボールでも蹴るように上条の脇腹へ靴の爪先を突き刺し、脚力に任せてゴロゴロと転がす。

　一いつ瞬しゆん、真っ白な空がぐにゃりと歪ゆがんだような気がした。

　意識が朦もう朧ろうとしているせいかとも思ったが、

「んー、今が夜ならもうちっと分かりやすいヒントが出たかもな」

「なん、だ……？　今のは幻まぼろしじゃ、ない……」

「別に俺が移動している訳じゃない」

　トールの言葉を聞きながら、上条は雪の中に手を入れた。その下にある、ゴツゴツとした石を何個かまとめて掴む。

　一度に投げ放つ。

「「「敵を殺すのに、俺から出向いてやる必要なんかどこにもない」」」

　ヴン!!!!!!　と音声が何重にもブレた。

　全すべての投石を避さけるような形で、いくつものトールが立っていた。いいや、違う。これは全能神を名乗る男の残像だ。

「言ったろ。もう少し広い視野で見ろって」

　次の声は真後ろから。

　すでに上かみ条じようの背骨に食い込むように、トールの握にぎり拳こぶしが突き刺さっている。

　真後ろへ肘ひじを打つ。

　当たった感触はなく、その時にはトールは上条の真正面に立っていた。その膝ひざが勢い良く上条の腹の真ん中へと突き刺さる。

　呼吸が詰つまる。

　ふらふらと後ろへ下がろうとする上条の襟えり首くびをトールは片手で掴つかみ、勢い良く引き寄せる。同時に、彼は自分の額を思い切り落とす。ゴン!!　という鈍にぶい音と共に、上条の体が再び雪の上へと転がされる。

　歪ゆがむ空。人を瞬またたく間に移動させる方法。学園都市で見られる空間移動テレポートとは違う方式。『グレムリン』の中にある技術。上条が見てきたもの。彼も経験しているはずだ。オティヌスは、どうやって上条達をこのデンマークまで連れてきた？

「動いているのはお前じゃない……」

　息も絶え絶えに、上条は血まみれの唇くちびるを動かす。

　彼自身、その仮説を信じられないような顔で。

「……動いているのは『世界』の方だった。ただ黙だまって突っ立っているお前に望むものを運ぶため、世界全体がベルトコンベアみたいに歪んでいるっていうのか……？」

「遅おせえよ。ノーヒントならともかく、学園都市のコンテナヤードですでに一度見せただろうが。しかもオティヌスと一いつ緒しよに消えたって事は虎とらの子の『骨こつ船せん』を見たんだろうがよ。……これならもう少し出し惜おしみして謎なぞの攻こう撃げきっぽく演出した方が良かったか？　ふはは私は時間を止めているのだーとか何とか嘯うそぶいてよ」

　全能神トールという駒こまを置いた上で、その下に敷しいてある世界地図の方を動かす方式。

　突とつ飛ぴと言えばあまりに突飛。

　だが上条はそれを可能とする技術についても心当たりがある。

「……バゲージシティでの戦せん闘とうは、全体論超能力が実在するのかどうかを確かめるための実験でもあった……。掌てのひらで炎を出すために、どこか遠い銀河を複数まとめて折り畳たたむような馬ば鹿かげた方式。テメェはそこに届いているっていうのか……？」

「それじゃハズレだ。理由は分かるか？」

　にやにやと笑いながら、トールは片手を腰に当てて質問する。

　上条の呼吸が整うのを、明らかに待っている。

　より多くの経験値を得るために、より刺激的な戦闘を求めて。

「……それだと『グレムリン』がフロイライン＝クロイトゥーネを狙ねらう理由がなくなる。最初から手元にいるお前を計画に組み込めば良いんだから」

「似て非なる、ってヤツだよ。オッレルスと第七位の関係性に近いかな？　科学サイドの誰だれかさんの近似値にいるのが俺って訳だ。ほぼ似たような現象は起こせるが、そのものって訳じゃあねえ。現に俺は魔ま術じゆつ師しであって、超能力なんてからっきしだしな」

「……、」

　トールが危険を冒おかしてでもフロイライン＝クロイトゥーネを助け出そうとしていた理由を少しだけ垣かい間ま見た気がした。

　似て非なる誰か。

　ひょっとしたら、自分がそうなっていたかもしれない誰か。

　それを赤の他人とは見られなくなったから、トールはあの時、全すべての勢力を敵に回してでもフロイライン＝クロイトゥーネを助けようとしたのかもしれない。

　そんな彼女を助ける事に及および腰になった上かみ条じように、激げつ昂こうしたのかもしれない。

　ただ……、

「……やっている事は大おお仰ぎようだ。世界全体をくまなくズラすなんてまともじゃない、『全能』っていうのも的を射ているかもな。だけど、実際に起きている等身大の現象は空間移動テレポートと変わらないはずだ。それだけで、ここまでの精度は作り出せない……」

「よせよ、俺はそんなにお褒ほめに与あずかるようなヤツじゃねえ。お前は完成したオティヌスを見たんだろ？　俺が計算した予想スペックが正しけりゃ、あいつの猛もう威いは今ここにある世界を占めるくらいが限界なんつー俺の比じゃなかったはずだ。ここに来るまで、世界は何回滅ほろびた？　つーか、『槍やり』持ったあいつにどうやって勝ったんだ。……いや、殴なぐり合いで勝った『だけ』じゃこの世界に戻ってこれねえはずなんだけどな」

　……確かに、一〇〇％の全能神トールと魔ま神じんオティヌスが正面衝しよう突とつしていれば、一秒もかからずにトールは瞬しゆん殺さつされていただろう。たった一つの世界を支配するトールと、無限に世界を作るオティヌス。そこには歴然とした、どうしようもない壁がある。

　だけど、今はそんなのは問題ではない。

　現実の脅きよう威いとして、全能神トールは眼前にいる。オティヌスの力ももう使えない。彼を乗り越えるには、ちっぽけな人間の上条当とう麻まの拳こぶしで撃げき破はしなくてはならない。

「言っておくが、俺は座標なんて指定しちゃいねえぞ。そもそも、常に膨ぼう張ちようする宇宙にとって、紙の上の座標なんてそんなに意味のあるもんでもねえしな」

「……？」

「『どんな時も常にお前の死角に飛び込む』なんていう条件でもねえ。そんなもん、学園都市なら強能力レベル３相当だろ？　こちとら恥はずかしながら全能神なんて名乗ってんだ。もうちっと想像力を働かせてくれよ」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………まさか」

　全身を覆おおい尽つくす激痛も忘れて、上かみ条じようは呟つぶやいた。

　便利で。

　反則で。

　神様のやる事、なんていう売り文句に恥はじない、絶望的な効能を。

「『必ず勝てる位置に移動する』……それがお前の術式なのか……？」

「ご明察。厳密にはお前達『世界』の方が移動してくれるんだがな」

　すでにトールは消えていた。

　ミシミシミシミシッ!!　と、上条の胸の真ん中に鈍にぶい衝しよう撃げきが走り抜ける。
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　何回、その拳こぶしが人の血肉を潰つぶす感触を捉とらえたか。




　何度、深い雪の上を転がる少年の体を眺ながめてきたか。




　たたんたたん、と列車の車輪がレールを叩たたく音が遠くから響ひびいていた。

　気がつけば、イーエスコウ城から離はなれてしまったらしい、とトールは思う。数十メートル、あるいは数百メートルに届くか。背後を振り返っても、イーエスコウ城は白く煙けむる風景の中にかき消えていた。上条当とう麻まは距きよ離りを取ろうと無む駄だに足あ掻がき、その都つ度ど殴なぐり飛ばされ、雪の上へと投げ出される。その繰くり返しを端たん的てきに示す状況だった。

　オティヌスもまた見失ったが、全能神にとってはさして困る状況でもない。

　彼に距離や間合いの概がい念ねんはない。

　必要とあらば、世界の方が勝手にそれらを調整する。地球上であれば、掌に収まる惑星の中の話でならば、球体の反対側まで逃げたって即座に懐ふところに潜もぐり込める。厳密には、向こうの方から懐をさらしてくれる。

「……、」

　手を振って足を振るうだけで必ずクリーンヒットになる位置と距離を自動的に調整する魔ま術じゆつ。相手の攻撃は一切届かず、こちらから一方的に攻撃できる条件を整える術式。

　勝つか、引き分けるか。

　とりあえず『絶対に敗北を回かい避ひする』全能神トールは、たとえ学園都市第一位の超レ能べ力ル者５であっても殺せないだろう。それこそ魔ま神じんオティヌスのように世界を隅すみから隅まで一いつ瞬しゆんで破は壊かいして丸ごと作り直すような技術がない限り、この男は殺せない。

　神が死ぬ時は世界が終わる時なのだ。

　ふらふらと雪の中から起き上がり、トールとの距きよ離りを取るようにおぼつかない足取りで後ろへ下がる上かみ条じようを見て、トールは軽く息を吐はいた。

　その行為には意味がない。距離と方角は自動的に再調整されるのだから。

「何だ、もう終わりか？」

　適当に言いながら、トールは一歩前へ踏ふみ出す。

　全能神としての力を解放した今、それはどこまでも空くう虚きよで寒々しい。ランニング用の健康器具の上で足踏みしながら、風景を映した映像だけが後方へ流れていくような、ひどく現実味のない努力に見える。

　この世界に留とどまるだけのトールで『こう』なのだから、完全な力を得たオティヌスには世界がどのように映っていたのだろう、と彼は思う。

「こっちはこれしかないんだぜ。最初から最後までこれ一本しかないんだ。『投擲の槌ミヨルニル』からの補助がありゃ溶断ブレード使って、もう少しアクロバティックな事もできたんだがな。とにかく今はこれしかできない。はっきり言えばチャンスなんだぜ、これ以上ないほどのだ」

　その不完全な力だけで、トールは『グレムリン』の正規メンバーを一度に一〇〇人以上相手取って、無傷のままに撃げき破はしている。搦からめ手を好んでいたとはいえ、あれだけ世界を引っ掻かき回していた『グレムリン』のほぼ全すべてを相手取って、だ。

「……そこまでの力があって、今さらお前はオティヌスに何を期待していたんだ？」

　さらに後ろへ下がりながら、上条は呟つぶやく。

「お前が何かにすがっている絵え面づらが全く想像できない。そもそも、『グレムリン』と合流する必要さえなかったんじゃないのか……？」

「前にも言ったろ。上に立てばさらに上が見えてくる、力の追究には終わりがない。俺だって他の『グレムリン』の連中とさして違いがある訳じゃねえさ。自分の望みを叶かなえるために合流した。それだけしかない」

　開いた掌てのひらに軽く握にぎり拳こぶしを叩たたき込みながら、トールは笑う。

「第三次世界大戦の勝者が科学サイドってのが許せない……なんていう表向きのお題目だって、結局は数ある『望み』の一つでしかない。『グレムリン』ってのはよ、魔ま神じんオティヌスを完成させる代わりに、その力でもって自みずからの『望み』を叶えさせる組織だったんだ。だから、みんなキレてる。仕事の報ほう酬しゆうを払わずに行方を晦くらませたオティヌスに対してな」

　あの時、無限の地じ獄ごくの中にいた魔神オティヌスなら、それもできただろう。

　いいや、『誰だれもがしあわせで完かん璧ぺきな世界』において、おそらく叶えられていた。

　……叶えた夢を壊こわしたのは上条当とう麻まだ。そして元の世界に戻したのはオティヌスだ。

「どいつもこいつも似たような不満を抱えているくせに、揃そろって我先にぎゃーぎゃー騒さわぐのもみっともねえだろ。だから、こうして俺が一本化してみた。言っておくが、俺はオティヌスを殺すよ。ここで上かみ条じようちゃんとスポーツみてえに清すが々すがしい殴なぐり合いをやる事に異論はねえが、その後に待ってんのは確実な惨さん劇げきだ」

　世界を敵に回したのは、オティヌス一人だけではない。

　世界の全すべてに否定され、魔ま神じんという唯ゆい一いつの可能性にすがって集まってきた『グレムリン』は皆、大きな歯車の外へ爪つま弾はじきにされるリスクを負ってでも彼女の命令に従ってきた。

　だから、勝手に舞台から降りたオティヌスを恨うらむ資格はあるのかもしれない。

　そこまで考えて、上条は吐はき捨てた。

「……ふざけてんのか？」

「へえ、まだ目は死なねえんだな。それであの女の罪つみが帳消しになる訳じゃねえが」

「お前達はそれを止められる立場にいただろう。『グレムリン』が実際に事件を起こす前から、世界を全部敵に回すその前から、オティヌスってヤツを知っていたんだろう!!」

　確かに、魔神オティヌスは恐ろしい人間だった。

　自分の手で『槍やり』を作る。その目もく論ろ見みを見破られないために、わざわざダミーの製造計画を用意して、世界中で大事件を起こして、しまいには何万回でも何億回でも世界を破は壊かいしては作り直してきた。あれは、これまで見てきた中でも掛け値なしに最大の邪じや悪あくだった。

「俺はオティヌスを止めたよ。『勝った』なんて偉そうな事言える状況じゃなかったけど、それでも止められた。別にそれは、俺だけの特権なんかじゃない。あいつを知ろうと思えば、本当に真剣にそう思えば、誰だれにだってできた事だったんだ!!　それなのに!!」

　でも、それだけじゃなかった。

　自分の夢を捨ててでも上条の夢を守るために、全てを『元の世界』に戻してくれた。自分が世界中の人間に啄ついばまれるのを承知で上条を助けてくれた。インデックスや美み琴こと達が苛か烈れつな攻こう撃げきを加えた時も、防御する事も回かい避ひする事も考えずにただ真正面から吹き飛ばされた。

「お前達は最初っから諦あきらめたんだ！　オティヌスを理解する事を諦めた!!　そっちの方が簡単で、恐れていれば自分達は被害者でいられたから!!　だから本気で向き合う事をしなかった、言葉を交わす事を放ほう棄きした!!　……それで責任だけはオティヌスに全て押し付けるだって？　自分で夢を叶かなえる事も諦めて、自分の夢を人に押し付けて、その重圧にも目を背そむけて、ただ失敗した事だけを責めるのが正しいだって!?　ふざけんな!!　あいつの隣となりに立っているのは、本来なら俺なんかじゃなかった。お前達がそうしていなきゃいけなかった！　五〇人でも一〇〇人でも集まって、たった一人もそこまで達する事ができなかったくせに!!　上から目線で何言ってやがんだ!!!!!!」

　上条当とう麻まがオティヌスと向き合うより前から彼女と接していたくせに、どうしてそれが分からない？

　まるで記号か何かのように『恐ろしい魔神の像』という枠の中に収めて納なつ得とくしてしまう？

　どうして。

　たったの一つも彼女の善性を見つけられなかった。

　見つけられなかった事に疑問を感じる事さえできなかった。

「魔ま神じんオティヌスは、どうしようもない悪党だった」

　上かみ条じようは、そう言った。

「だけど、それを止められなかったのはお前達の責任だ！　自分の罪つみから逃げるなよ、全能神トール。こいつは夢物語でも何でもない。俺は実際に成し遂とげた！　誰だれでもできる事を、誰もやろうとしてくれなかった事を、確かに成し遂げたんだ!!　今までお前達ができなかったのは、それが絶対に不可能な事だったからじゃない。単純に、お前達があいつを見捨てたからだ!!」

　かもしれない、とトールは思った。

　あのオティヌス相手に人間の言葉が通じるなんて考えた正規メンバーは、トールを含めて誰もいなかっただろう。言語は理解できても、そこに込められた人間の想おもいを理解できるなどとは誰も考えてこなかっただろう。

　そういう意味では、上条当とう麻まは前ぜん人じん未み到とうの偉業を成し遂げた。

　少年は誰よりも『強かった』のだろう。

　だけど。




「『それ』と『これ』とは話が別だぜ、上条ちゃんよ」




　万能神トールの体が消えた。

　すでに彼は、上条当麻との戦せん闘とうに勝利できる位置取りを確保している。




　　　　５




　誰が何と言おうが万能神トールはあらゆる攻こう撃げきを回かい避ひする。『上条当麻との戦闘』において全すべての攻撃を回避し、最も効率的な方角と距きよ離りから攻撃を仕掛けられるよう世界全体を動かしてでも自動的に位置調整を行う。だからトールは手足を振るうだけで良い。ボタン連打でパーフェクト勝ちできてしまう頭の悪い格闘ゲームのように、後は時間の経過を待つだけで確実な勝利を獲得できる。相手がどう動くかなど関係ない。連打を続けるだけで全て撃うち落とされるのだ。

　……それはどうしようもなく無敵で、同時にこの上なく虚むなしい。

　幾いく千せん幾いく万まんの勝利を重ねても、得られるものは何もない。

『あまり全能神としての力を使い過ぎると、ダビングを繰くり返したビデオテープのように地球の自転や公転の情報が狂っていき、修正不可能になってしまう』という甚じん大だいなリスクを背負っているというのに、その勝利からほんの一粒の砂ほどの知識を得る事もできないのだ。

　トールという男が『戦せん闘とうの経験値』を狂ったように求める理由はここにある。もしも、無限の地じ獄ごくの中で上かみ条じよう当とう麻まが『死んで覚える』を繰くり返して魔ま神じんオティヌスに対抗した事を知ったら、それこそ両手を叩たたいて爆笑していたかもしれない。

（アンタが相手なら、『そこ』から抜けられるとも思ったんだがな）

　ゴギゴギゴギゴギッッッ!!　という鈍にぶい感触がトールの拳こぶしに伝わってきた。

　位置取りが終わった（つまり第三者からは消えた）瞬しゆん間かんには、すでに攻こう撃げきも終わっている。消えたのを見てから回かい避ひ行動を取っても遅おそく、消える前に行動しても意味はない。

（完全なオティヌスじゃ全く歯が立たねえし、他の正規メンバーじゃ弱過ぎて何にも積み上がらねえ。アンタなら良いラインだと思っていたんだがなあ、くそが!!）

　たたんたたん、という音が聞こえていた。

　あと何回『連打』をすれば良いのかは知らないが、もうここから上条は抜けられないだろう。勝ちのペースに乗っている事に気づく。その事実にトールの心が冷める。何をやっても何も得られない事に、瞳ひとみの色が死んでいく。

　たたんたたん!!　という音が響ひびいていた。

「……？」

　そこで、ようやくトールは気づいた。

　気づいた時には遅すぎた。

　トールの靴くつが踏ふんでいるのは銀世界の雪原ではなく、硬い枕まくら木ぎだった。列車のレールの上に彼はいた。そして背後から殴なぐられ、弓なりに体を反らしていたはずの上条は、肩越しにこちらを振り返っていた。その目は死んでいなかった。

「『俺との戦いで勝てる位置取りをできるように、世界を動かす』のがお前の魔ま術じゆつなんだろ」

　戦う者の瞳をしたまま、彼は言った。

「……なら、俺との戦いに関係ないものには対処できないんじゃねえのか？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　首をひねり、眼前に迫せまる鋼こう鉄てつの塊かたまりを見やって、トールの動きは完全に固まっていた。

　直後の出来事だった。




　一二両編成の貨物列車が勢い良く突き抜けた。

　上条当麻の衣服を引っ掛けるか引っ掛けないかの位置を、猛もう烈れつな速度で通過していく。
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　ギャリギャリギャリギャリギャリ!!!!!!　と、金属の擦こすれ合う凄すさまじい音が炸さく裂れつした。人を巻き込んだ貨物列車が今さらながら急ブレーキをかけた音だ。レールと金属製の車輪の間で、オレンジ色の火花が吹き散らされていく。

「……、」

　上かみ条じよう当とう麻まは、その場でへたり込んだ。

　全身はボロボロで、もはや一つ一つの傷の痛みを正しく受け取る事もできない。体全体が膨ふくらんでいて、痛みというか熱の塊かたまりにすっぽりと覆おおわれているような感じだった。体の中もどうなっているか分からない。精密検査をするのも怖い。骨や内臓の数が揃そろっている自信さえなかった。

　それでも、まだ終わらない。

　全能神トールに勝つ事が目的なのではない。オティヌスが湖から『目』を拾い、その力を放ほう棄きしなくてはならないのだから。

　その時だった。

　貨物列車の下方、車両の床と地面の間にあるわずかなスペースから、男の声が聞こえてきた。

「……おい」

「トール……ッッッ!!!???」

　上条の全身が総毛立つ。殺す気はなかった。だけど、ここまでやってまだ立ち上がるというのなら、もう打つ手はない。あの奇き襲しゆうだって、二度も同じ手が通じる事はないだろう。

　挟はさまっているトールは、血まみれだが五体満足のようだった。

　世界を歪ゆがめて自在に移動する以外、トールに特別な力はないはずだ。肉体の強度も普通の人間と変わらない。であれば、あの貨物列車も直ちよく撃げきではなかったのか。

　ギリギリのラインで『標的設定』を切り替え、列車との正面衝しよう突とつを避さけて真下へ『逃げた』のか。

「……ああ、いいや、これ以上やり合おうなんて言わねえよ。今のは良い経験だった。言葉の殴り合いも込みでな。こっちはさ、これでも久しぶりに良い気分なんだよ」

　トールはゆっくりとした動作で血まみれの手を振りながら、言う。

「そもそもさ、お前達はここで何をしようとしてんだ……？　オティヌスがここに『何か』を隠かくしたのは予測できたんだが、その中身についてはサッパリでな」

「あいつは『目』を泉に投げる事で、魔ま神じんとしての特別な力を得たらしい。そいつを回収すれば力を放棄できる。その上で投降するのが俺達の目的だった」

「……なるほどな、いや、アンタらしいぜ上条ちゃん。……けど、だとすると、急いだ方が良いんじゃねえか……？」

「まだ誰だれかいるってのか」

　上かみ条じようはうんざりしたように言ったが、トールの答えは予想していなかったものだった。

「何だよ、お前、まだ気づいていねえってのか……？」

「？」

「最後の敵は俺じゃねえ。考えてみりゃ誰にだって分かる事じゃねえか」
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　その時。

　魔ま神じんオティヌスは一人、湖のほとりにいた。その場で両りよう膝ひざを雪の中につき、まるで跪ひざまずくような格好で、両手を凍こおり付いた湖の水面へつける。

　口の中で言葉を紡つむぐ。

　途と端たんに、湖全体が凄すさまじい蒼あおの光を放った。それはオティヌスが両手で掬すくった冷水へと、その一点へと勢い良く凝ぎよう縮しゆくしていく。彼女の手の中には、ピンポン玉くらいの球体があった。それは人間の眼球とは程遠い。まるで宝石のように硬質な、蒼の球体だった。どんな方法で人間の体組織を保存したって、こんな色にはならない。本質的に、人間と魔神とでは見えない構造そのものが違ったものなのかもしれない。

　それが彼女の『目』だった。

　オティヌスは敢あえて体の一部分を泉に捧ささげる事によって、魔ま術じゆつの神としての特別な肉体へと昇華した。今度はそれを眼帯の奥に隠かくれた眼がん窩かに収める事によって、オティヌスは魔神になる前の肉体を取り戻す。

『絶大な力』に怯おびえる世界は、それで混乱から救われる。

　その上で投降すれば、『グレムリン』が、オティヌスが起こしてきた騒そう動どうは幕が下りる。




　だけど。




　思ってしまった。

　魔神オティヌスは、そこで、否定のための言葉を思い浮かべてしまった。

（……それで、良いのか）

　全すべての鍵かぎは手の中にあった。

　それがどうしようもなく、オティヌスには重たかった。

（私は、救われてしまっても、良いのか……？）

　血まみれの少年を見た。

　オティヌスが自分自身で作ってきた業ごうの盾たてとなって、文字通り血を吐はきながら戦い続ける少年を見た。

　仲間であるはずの人達と戦って、一つ一つ傷を増やしていって、いつしか傷のない場所を探す方が難しくなるような有り様になって。

　それを眺ながめている内に、思ってしまったのだ。




　こんな私が、救われても良いのか？




　だって、オティヌスはあれだけの事をしてきて、いろんな人に迷惑をかけてきた。

　だって、オティヌスはまだ何も償つぐなっていなくて、誰だれにも許しを請こうてもいない。

　だって、オティヌスの成功の犠ぎ牲せいになったのはあの少年で、オティヌスは何もしていない。

　それなのに……。

　質問をすれば、答えは返ってくるだろう。上かみ条じよう当とう麻まという『理解者』は、きっと救われても良いと言うだろう。でも、その言葉にすがるだけで良いのか？　そんな風に甘えて、寄りかかって、一方的に重圧を加えて……当たり前のような言葉を無理矢理に引きずり出して、だから自分は救われましたで終わらせても良いのか？

　問答無用の救いを与えるあの少年に身を委ゆだねるだけで、良いのか？

　それはつまり、オティヌスが救われてしまった事実を、安易に流された原因を、底なし沼のような甘えを、あの少年のせいだと押しつけるのと同じではないか？

　救われたくない、と言えば噓うそになる。

　こんな場所まで逃とう避ひ行こうを続けてきたのだから、何も残せずに終わるよりは、きちんと成果を出して終わらせたい。それも噓偽いつわりない彼女の本音だ。

　だけど。

　そのために、あの少年が憎ぞう悪おの渦うずに放り込まれるのは、ありなのか？

　だけど。

　今後も業を背負わせ続ける事を知りながら自分だけ吞のん気きに救われるなんて、ありなのか？

　だけど。

　辛く、本当に辛い道のりを一足跳びの裏技で素通りして、その不公平だけあの少年のせいにしてしまうなんて、ありなのか？




　だから。




「ああ……」

　からん、という軽い音が聞こえた。

　両手ですくった蒼あおい宝石が、足元へと落ちた音だった。

「やっぱり、私にはできないよ」

　氷点下の湖水で冷え切った両手の掌てのひらでもって、オティヌスは自分の顔を覆おおった。

　呻うめくように、しかし彼女は明確に宣言した。

「私には私を救う事なんてできないよ」
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　ッッッズン!!!!!!　と、凄すさまじい震しん動どうが周囲一帯へと均等に襲おそいかかった。

「……、」

　上かみ条じよう当とう麻まは、恐る恐る爆心地の方へ目をやる。

　かつて見た絶望がそこにあった。

　世界を覆い尽つくすような一〇本の翼つばさ。そう見えるが、あれは違う。どこまでも伸びる複雑な紋もん様ようの正体は、魔ま神じんオティヌスが最後の切り札として使っていた『弩いしゆみ』だ。あの無限の地じ獄ごくの中で、どうにかして『槍やり』を乗り越えた上条でも対処法の分からなかった、究極の兵器である。

　だが、今のオティヌスはろくに魔ま術じゆつを使えないはずだ。

　無理に行使すれば、彼女の命に関かかわるはずだ。

「どう、なっているんだ……？　俺達はあの力を削そぐためにこんな所まで来たはずだった！　魔神としての力を捨てるために!!　なのに、何であんな……」

「まだ、分かんねえのか……」

　列車の下から、何かが這はいずり出てきた。

　それは上条に負けず劣らず血まみれになったトールだ。

「……お前はあいつの『理解者』なんだろ。ここに来るまでどんな道のりがあったか知らねえが、それでもお前は一いつ緒しよに見てきたはずだ。魔神オティヌスは一人きりなんかじゃなくて、ちゃんと頼たよれる仲間がいて、でも、オティヌスが頼れば頼るほど、どんどん大切な人が傷ついていくって……」

「……、」

「オティヌスが『槍』を握にぎって一人きりで幸せになってりゃ、顔色一つ変えなかったかもな。でも、今のあいつは違うんだろう？　アンタは『グレムリン』の知らないオティヌスってのを知ってんだろう。だったら、分かるはずだ。あいつは、今のオティヌスは……」

　信じられない言葉だった。

　決定的な一言が、上条の耳へと突き刺さってきた。

「……救われたくないんだよ。オティヌスは、自分の意思でアンタに救われる事を拒こばんでる。『魔ま神じんオティヌスを救った罪つみ』をさんざん目まの当たりにしてきたあいつは、今後もアンタが業ごうを背負い続ける事を拒こばんだんだ。上かみ条じよう当とう麻まと戦った事でオティヌスが死ねば、アンタの功こう罪ざいをプラマイゼロに戻せるとでも思ったんだろうよ」

　オティヌスは、これ以上魔ま術じゆつを使えば自分の体が崩ほう壊かいする事を知っていた。

　知っていてなお、魔術を使うと決めた。

　自みずからを罰ばつするために。

　そんな事を知れば当然のように止めに入るであろう上条当麻を、一〇〇％確実に足止めするために。

　彼女は、無言のままにこう語っているのだ。

　やっぱり。

　こんなバケモノは、救いなんか求めるべきじゃなかった、と。

「……、るな」

　上条当麻は、オティヌスの真意を知った。

　最後の敵を見た。

　そして、メキメキメキメキ!!　と凄すさまじい力で右の拳こぶしを握にぎり締しめた。




「逃げるなぁ!!　オティヌス!!!!!!」




　腹の底からあらん限りの力でもって叫ぶ。ふらふらと、雪の上から起き上がる。その拳を握り締め、一〇本の凄まじい『弩いしゆみ』と対たい峙じし、上条当麻はさらに咆ほう哮こうする。

「アンタはとんでもない悪党だった!!　世界中がアンタを恨うらんでいた!!　アンタには特別な力があって、全すべての恨みを跳ねのけるくらい朝飯前だった!!　生まれた時から特別で、さらに『目』を泉に投げ込んで取り返しがつかなくなって、そんなアンタはどこからどう見たって『普通』でも『平へい凡ぼん』でもなくなった!!　こんな世界じゃあどこまでも不釣り合いで浮いていて居場所なんてなかった!!　だけど!!」

　叫びながら、一歩一歩雪原を歩いていく。

　少しずつでも近づいていく。

　一〇の『弩』の根元に立つその少女は、胸の中心に光り輝かがやく傷を持っていた。杭くいのようなものが貫通している。『妖よう精せい化か』とかいう術式だろう。その胸を中心に、全身各部に亀き裂れつのようなものを走らせている。ギシギシミシミシと不ぶ気き味みな音が続いていて、こうしている今にも液体窒ちつ素そを浴びせたように砕くだけてしまいそうにも見えた。

「それでもアンタはそんな世界と向き合うって決めたんだろう、オティヌス！　『普通』にも『平凡』にもなってやるって決めたんだろ!!　だったら逃げるな。罪つみを償つぐなう事から逃げるな、オティヌス!!　幸せになる事から背を向けてんじゃねえ!!　そんなっ、そんなのは、謙けん虚きよでも正義でも何でもない。何が救うだ、お前はただ辛つらい道のりから逃げているだけじゃねえか!!」

　かつて、最後の最後まで勝てなかった必殺の一いち撃げき。

　上かみ条じよう当とう麻まを絶命させたモノ。

　掛け値なしの絶望と、少年はもう一度対たい峙じする。真正面から、拳こぶしを構える。

「……どうする気だよ？」

　トールが言った。その死と引き換えに放たれる絶大な攻撃は、全能神であっても回かい避ひ不能なものだろう。彼はもう戦力にならない。いいや、世界中の誰だれだってあてにはできない。

「決まってんだろ」

　これは、上条当麻と魔ま神じんオティヌスの戦いだ。

　あの時、望む形で決着をつけられなかった上条の宿題だ。

「もしも、あいつが自分は死んだ方が良いなんて思っているなら。そんなくだらない考えで辛い道から逃げて、上条当麻を救えるなんてとんだ勘かん違ちがいをしているっていうなら」

　拳を突き付け。

　今一度、本物の神に挑いどむように。

　ちっぽけな人間の少年は、こう宣言する。




「まずは、その幻げん想そうをぶち殺す!!!!!!」
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　……実は、その光景を見ていたのは上かみ条じよう当とう麻まと全能神トールだけではなかった。




　例えば、たったの一回も鳴かない黒猫が雪の中からじっと視線を送っていた。

　例えば、高度三万メートルでは米製の無人偵察機が無機質なカメラを向けていた。

　例えば、さらにその上方にある衛星軌道上では天あま埜の郭かぐ夜やがくすくすと笑っていた。




　真っ白なギリースーツを頭から被かぶり、雪原に身を伏せたまま、イングリット＝マーティン軍ぐん曹そうはパラボラ型の集音マイクが拾った情報に神経を集中させていた。

『彼ら』の会話は聞こえていた。

　その上で、イングリット軍曹は無線で指示を仰あおいだ。

「……いかがいたしますか？」

『こっちでも確認したよ。くそったれ、最後の最後でこういう展開になっちまったか』

　おそらく無線の相手の大統領は状況を正しく認識していない。それはイングリット軍曹も同じだ。あの眼帯の少女の背中から生えているものは何だ？　その単純な問いかけに答えられる者などいるのだろうか。

『会話の内容についてだが、今後も追い駆ける事はできるか？』

「先ほどから雑音が強くなってきていますが、可能です」

『これは、越境作戦を任せているお前達には酷こくなお願いではあるんだが……』

　大統領は一度だけ区切って、それから言った。

『……映像の機密を解きたい。今そこにある彼らをそのまま世界に伝えて、彼らが世界に許してもらえるかを問いたい。協力してくれるか？』

　その言葉を聞いて、イングリット軍曹は思わず無む駄だな動作を取る所だった。額に手を当てようとしたのである。大統領が言うからには、素人しろうと丸出しで動画サイトに映像を流すのとは訳が違う。大統領自身が演説という形で世界に問いかけ、ある意味ではここにいる当人達以上に矢や面おもてに立つ。そういう事を言っているのだ。

「恐れながら進言させていただきますが、確実にあなたの支持率に障さわりますよ。そしてそもそも、あの二人は米国こく籍せきを持っていません」

　無む駄だと知りつつイングリット軍ぐん曹そうは言った。

　答えは予想通りで、しかも即答だった。

『だったら何かね？』

　目の前が真っ暗になりかけるが、どんなに無む謀ぼうなものであっても命令は命令だ。彼が大統領になってからは後味の悪い仕事も少なくなった。その恩に報むくいるくらいはあっても良いだろうと判断する。

　その時だった。

「だーっ!!　アメリカさんがさっさと決断しちゃったみたいだけど、ロシア代表の坊やはいつになったら格好良いトコ見せてくれるっていうの!?　お姉さんいい加減にぷりぷりしちゃうぞぷりぷりーっ!!」

　がばぁ!!　とイングリット軍曹の後方三メートルでいきなり何かが盛り上がり、叫びを発した。驚おどろいて拳けん銃じゆうを抜くイングリット軍曹は、そこで真っ赤な修道服をまとうシスターを目もく撃げきする。どうやったらこの白一色な雪原で隠かくれていられたのかが不思議なくらいの格好だ。

　隣となりでは、修道服どころかボンデージみたいな格好をした少女がボソリと何か言っている。

「……質問ですが、あなたには信仰心というものがあるのですか？」

「なーに言ってんのサーシャちゃん。宗教画に登場する人達ってキホン美男美女に描かれているもんじゃない。正義ってのは美しいものに宿るもんなのよ」

　と、さらに間近で別の雪が盛り上がった。

　ラクロスのユニフォームのような格好に、ミニスカートの中から尻尾しつぽのようなものが生えた少女が頭の雪を片手で払いながら、

「ええ、ええ、はいはいみんなの可愛かわいいレッサーちゃんですよ？　つーか！　さっきから誰だれか黒猫放ってんでしょ!?　だったら私いらなくないですか？　私だってコタツでみかんでチーズフォンデュ食べたい!!　もちろん薄うす着ぎでな!!」

　ついに混乱極まったイングリット軍曹は任務を放ほう棄きして叫んだ。

「なっ、何だ何だ!?　お前達、いつの間に接近してきた!?」

「おっ、何だこの盛大に失敗したご当地キャラの着ぐるみみたいなヤツは。ここが監視するのに一番最適な立地ってだけですよ。そもそもあなたが遅おくれてやってきたんでしょうが」

「……？　？？？」

　小こ悪あく魔まも真っ赤な修道服も当然ですといった顔で佇たたずんでいるだけだった。職業柄、様々な国の特とく殊しゆ部隊とやり合った事もあるイングリット軍曹だが、彼女達はそのどれとも挙きよ措そが違う。

　丸っきり無視して小悪魔がどこかと連絡を取っていた。

「へえへえ。で？　イギリスは？　まーそりゃそうですよねえ、フランスも撤てつ退たいの方向で話まとめたみたいだし、ここで一国だけ戦せん闘とう続行ってのもねえ。じゃあ女王様にお伝えくださいよ。私みたいなアウトローから直で言うといろいろ問題発生しちゃうし」
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　ニューヨーク、国連本部ビル。

　会議室の椅い子すから立ち上がりながら、合衆国大統領ロベルト＝カッツェはこう言った。

「そんな訳で、俺はこれから緊きん急きゆうの記者会見だ。お前さん達はどうするよ？」

　言葉に、英国女王クイーンレグナントエリザードは鬱うつ陶とうしそうな調子で片手を振った。

「一般大衆向けは目立ちたがりに任せるよ。私は内部向けに発する。……特に今回は現場に血気盛んな軍オタ娘が出張っているからなあ。移動要よう塞さいは落ちたって話だし、あいつなだめるのが一番骨が折れそうだ」

「あっれえ？　殺す殺す息巻いていたのはもう良いんだ？」

「……あまりいじめないでくださいよ」

　ロシア成教の総大主教を務める少年が重たい息を吐はいた。

「こちらは『アメリカの声が届きにくい場所』へ重点的に声を掛ける事にします」

「そういう事であれば、私もわずかながら助力しよう」

　ローマ教皇がその後に続く。

　残るのはフランス。『傾国の女』は皆の注目を受けて、不健康な顔のまま肩をすくめた。

　どことなくドヤ顔で彼女は言う。

「……我々フランスは最初から誰だれも差し向けていませんので、今になってドタバタする必要はありません」

「賢いヤツが目立たなくなるってのも、この世界の抱える問題の一つだよな」

　エリザードが吐き捨てた途と端たん、多少の掴つかみ合いが発生した。
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　……世界の戦争から遠く離はなれた暖かいリビングで、テレビの中の誰かが話しかけてきた。

『今日は試練の一日だった。一刻も早く安心を得たいがために、テレビやネットに齧かじり付いていた人も多いと思う。ここで、そんなあなた達に問いかけたい』




　……駅前の巨大な画面に大映しになった大統領は、静かな声でそう言った。

『「グレムリン」を束ねるオティヌスは悪か？　この質問に対する答えに迷う者はいないだろう。彼女はどうしようもない悪党だ。東京都心、東欧バゲージシティ、そして我が国のハワイ諸島。その爪つめ痕あとを見るだけで、彼女がどんな人間かはすぐに分かる事だろう』




　……家電量販店にあるたくさんのテレビの前で、行き交う人々が束つかの間まに足を止めていた。

『では、オティヌスは本当に救いようがないのか』




　……フロリダ州の空軍基地では、若い兵士達が横一列に整列したままその演説を耳にしていた。

『数々の事件に巻き込まれ、その爪つめ痕あとを目まの当たりにしてきた人達は、彼女を罰ばつしろと強く求めるかもしれない。その感情も間違ってはいないと思う。だが、真に己の罪つみを悔くい、その命でもって誰だれかを助けようとする人間を、なお電気椅い子すにくくりつけるのが正しいのか。難しい善悪論は分からん。俺は大統領に就任した時、聖書に手を置いて宣誓したが、別に聖職者でも神学を専攻したインテリって訳でもねえからな。だから、今日はあなた達に問いかけたい』




　……どこか遠い国で、自らの身分を偽いつわって行動する諜ちよう報ほう員いんは素知らぬ顔でテレビの向こうから聞こえてくる声を耳にしていた。

『苛か烈れつな復ふく讐しゆうを遂とげる事で、救われる心もあるだろう。あんな彼女が多くの苦難の果てに今一度のチャンスが与えられる事で、救われる心だってあるだろう』




　……衛星放送や、あるいは動画共有サイトを通じて、多くの人達が液晶画面に見入っていた。

『さて、あなたはどう思う？』







　……ロシア成教最大主教を務めるその少年は、多くのカメラの前でそう切り出した。

『確かにオティヌスは大きな罪を犯しました。しかし、それを「取り返しのつかない」の一言で断じる事が本当に我々の信仰と合致するのか。それをもう一度考えていただきたいのです』




　……あるいは旅客機の座席に取り付けられた小型テレビでそれを眺ながめるサラリーマンがいた。

『使徒の中にも、元は神の子を罵ば倒とうした者もいました。己の過ちを悔いた者を、神の子はお許しになった。我々は試されています。弱き憎ぞう悪おに身を委ゆだねるか、許す強さを身につけるか』




　……あるいは車を停とめて、カーナビの画面に目をやる若者がいた。

『先入観を捨てて、もう一度曇くもりなき瞳ひとみで見ていただきたい。画面の向こうで涙を流す少女の姿を。黙だまっていても救われたかもしれない可能性を自ら放ほう棄きし、その肉体を砕くだいてでもさらなる罰に身を委ね、その罪でもって一人の少年を救おうとする様子を』




　……あるいは豪華客船で、窓の外の絶景も無視して食い入るようにテレビを見る老人がいた。

『そこに罪があるとすれば、安易な自殺に流れた事こそが罪ではないでしょうか。我々の教えは自殺を肯こう定ていするほど甘くはない。彼女には、生きて償つぐないをしてもらいます。償って、その後は救われて欲しいと私は願う。あんなオティヌスでも救われる道が残っていると示す事で、他にも誤った道を進んでいるであろう少なくない人達にも光を示したいのです』







　……東京の都心で、行き交うヘリコプターに両手を振って助けを求めていた若者は、そこで携帯電話のワンセグ放送から流れるローマ教皇の声を聞いた。

『解決の方法は色々あると思う。であれば、後はその中から一つを選べば良い』




　……東欧バゲージシティの跡地で重機を使って瓦が礫れきの撤てつ去きよに従事していた中年の作業員は、ラジオから聞こえてくる声を聞いた。

『オティヌスという悪心の中に芽生えつつある善心の行方を見守るか。それとも悪心もろとも踏ふみ潰つぶしてしまうか。己の胸に手を当てて、真実の声に耳を傾ければ分かるはずだ。本当に、一片の後味の悪さもないのはどちらなのか』




　……デンマークの雪原で、狙そ撃げき銃じゆうを首と肩で挟はさみ、コーヒーのマグカップで両手を温めていた兵士達も、放送を耳にしながら白い空を見上げていた。

『オティヌスという存在は、我々の心を映す鏡でもあると、私は思う。正当化できる怒いかりに身を委ゆだねるのは簡単で、そして楽しささえ覚えるものだろう。だが溺おぼれた者は己の真実を知れ。それもまた暴力に変わりはなく、鏡に映ったのは己の素顔なのだと』







　……一対三で同じイギリスの怪物達の足止めを続けてきた神かん裂ざき火か織おりは、血の混じった唾つばを雪原に吐はきながら英国女王クイーンレグナントエリザードの声を耳にしていた。

『今まで私達はオティヌスを殺すという選せん択たく肢ししか浮かばなかった。それを、ある少年が全く違った道を示した。私はこの結果に国家元首として敬意を表したい。それは決して安易な道ではなかったはずだ。苦悩、疑心、恐怖、憎ぞう悪お。あらゆる感情を乗り越えた先に、彼は私達が思いもつかなかった答えに到とう達たつしたのだから』




　……あと一歩で天あま草くさ式しきの『聖人』を突破できる所だった第二王女キャーリサは、その声を耳にして舌打ちしていた。

『私達は敗北した。それは魔ま神じんオティヌスの力でも、あの少年の勇気でもない。皆で認めようじゃないか、私達は、私達が生み出した恐怖に屈くつした。混乱に赤熱した世界の中で、殺しが最善だなどという考えに取りつかれた。認めたのならば、敗者の務めを果たすべきだ』




　……鬼き気き迫せまる表情の女性二人にややついていけなくなっていた涙目の『騎士団長ナイトリーダー』は、ようやく安あん堵どしていた。

『悪竜殺しは偉大だ。だが英えい傑けつには悪竜を救えない。あの少年が成し遂とげたのはそういう事だ。今さらおっとり刀で駆け付けた英傑が、この局面で横から悪竜をかっさらうのは本当に善なる行いか？　私はそうは思わない。皆はどうか』




　……ウィリアム＝オルウェルは、こんな時でも眉まゆ一つ動かさなかった。

『答えが出たのならば、今は祈れ。英傑にはできない答えを導き出したあの少年が、私達の想像もできなかった光景を見せてくれる事を、だ』







　……雲くも川かわ鞠まり亜あは、病室にあるテレビで大統領の演説を聞いていた。

　木き原はら加か群ぐんという修しゆ羅らはもういない。東京二三区で猛もう威いを振るった『グレムリン』が蜘く蛛もの子を散らすように騒そう動どうを終えたのと同時に、彼もまた動きを止めていた。

『オティヌスという悪を、殺すか、許すか』




　……ベッドの上で安らかな寝息を立てているのは、一人の妊にん婦ぷだった。

　豊ほう穣じよう神しんフレイア。『彼』が最後の最後まで守ろうとした人間の一人。その遺志を鞠亜は継いだ。

『今日、ここで俺は……』




　……そして、最後に。

　合衆国大統領ロベルト＝カッツェはテレビの中でこう締しめくくった。

『……あなた達と共に、人類の強さを試したいと思う』




　　　　４




　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ、と。

　世界が、軋きしむ。

　一〇の『弩いしゆみ』が、莫ばく大だいな力を蓄たくわえていく。

　魔ま神じんオティヌスという一人の少女が、上条当麻すくいを拒こばむ。

　その死と、引き換えにしてでも。

「トール、伏せてろ」

　もはや上かみ条じようは臆おくさなかった。

　その拳こぶしを岩のように硬く握にぎり締しめ、振り返る事もなく彼は言った。

「一発でも当たったら惑星が吹っ飛ぶ。多分お前でも助からない」

　ザン！　と一歩、雪を踏ふむ。

　その一歩さえあればもう大だい丈じよう夫ぶだった。足は止まらない。歩き、走り出し、全力で雪の上を駆け抜ける。

　オティヌスの元へ。

　自みずから限界以上の負荷をかけ、今にもバラバラに砕くだけてしまいそうな少女の元へ。

「オティヌス!!」

　眼帯の少女は、一つしかない瞳ひとみで上条を見み据すえた。

　未いまだ、その『目』は彼女の眼がん窩かに収まっていなかった。こうしている今も、少女を蝕むしばむ亀き裂れつが広がっている。『目』の問題をどうにかするにしても、まずはあの『弩いしゆみ』を食い止める。『槍やり』を失った今、オティヌスの魔ま神じんとしての力は胸元の傷、『妖よう精せい化か』を起点にしたものだ。

　オッレルスが開発した、対魔神の切り札。

　だが魔ま術じゆつであれば、上条の右手で破は壊かいする事はできるはずだ!!

「……、」

　対して少女は、すい……とその細い手を前へ突き出した。

　人差し指が、少年を指した。

　照準完了。

　そして現象があった。




　一〇の破壊が一斉に殺到する。




　それは上条当とう麻まという少年にとって、絶対的な壁だった。死という因子そのものだった。掛け値なしに、かつて一度完かん璧ぺきな形で彼を殺害したモノだった。あらゆる生物が己の寿命に抗あらがえないのと同じように、押し寄せる大火力は上条当麻の終点だった。

（負けてたまるか……）

　だが目は逸そらさない。真正面から突っ込む。

　今度こそ、乗り越える。

　そう決めた。

（ここまできて、諦あきらめる理由なんか一個もあるか!!）

　ゴッッッ!!!!!!　と、音が遅おくれて聞こえた。

　あらゆる破壊を凝ぎよう縮しゆくさせた閃せん光こうが、上条のすぐ横を突き抜けた。彼の運動能力では回避できない。あらかじめこちらのルートを制限する形で放たれた捨て駒ごまだ。あの無限の地じ獄ごくの果てでも、上かみ条じようを殺したのは最後の一本だった。

　分かっている。

　分かっていながら、なお走る。

　さらに何本もの『矢』が突き抜けた。その全すべてが上条当とう麻まの行動の幅をガリガリと狭せばめていく。自由を狭める。死が近づく。それでも上条は全力で走る。一本一本の『矢』が放たれるたびに、爆発的にオティヌスの肌を這はいずる亀き裂れつが広がっていく。どうしても、それだけは許せない。だから走る。恐怖を押し殺してでも、一刻も早くオティヌスの懐ふところへ飛び込むために。

　死と隣となり合わせの地じ獄ごくの中で、上条当麻は少女と目が合った。

　彼女は、うっすらと笑っていた。

　いつか、『船の墓場サルガツソー』でインデックスや美み琴こと達の攻こう撃げきを黙だまって受けた時と同じように。あるべきものが、あるべき所へ戻ったとでも言おうとしているように。

（……そんなのは違う）

　ベキベキメキメキ!!　とオティヌスの破断が進んでいく。

　どうしようもなく、彼女の体が壊こわれていく。

「ふざっけんな!!　俺を生き返らせて、全てを元に戻して、きちんと救ってくれたお前が！　ちっぽけな幸せの形ってのを理解した今のアンタが!!　そんな間違った自己犠ぎ牲せいが本当の正解だなんて思っている訳がねえだろうが!!」

　神の答えに、抗あらがう。

　その代だい償しようとして訪れる死が、明確な形を伴ともなって真正面から襲おそいかかる。

（……ああ……）

　今さら回かい避ひはできない。

　事前にばら撒まかれた『矢』に誘ゆう導どうされる形で、上条の自由度は極限まで削そぎ落とされている。ここはどこまでも開けた大地だが、体感的には一直線の細長いトンネルと変わらない。そしてその先から、全てを埋うめ尽つくす一撃が勢い良く迫せまってくる。

　不可避の死。

　それを眼前にして、上条当麻はふと思った。自分が死んだその瞬しゆん間かんを。

（そういえば、『あの時』はこんな手は使わなかったな）

　ミシィ!!　と右の拳こぶしを握にぎり締しめた。

　回避はできない。ならばやれる事はただ一つ。




　上条の拳と魔ま神じんの『矢』が、真正面から激突した。




　インパクトの瞬間、上条は自分が失敗したと悟った。

　ベキベキゴキゴキ!!!!!!　と、不ぶ気き味みな音おん響きようが腕の中を伝ってくる。幻想殺しイマジンブレイカーでも完全に消しよう滅めつさせる事ができない。そのまま押し返されていくのが分かる。

（折れても良い、砕くだけたって構わない、たとえすり潰つぶれたって！　引き千ち切ぎれなければ、この手であいつの胸に刺さった杭くいを打ち消す事ができるなら!!）

　メチャクチャな激痛の渦うずと化した右腕を真上に振るう。

　ばぢんっ!!　という限界まで引っ張ったゴム板を千切るような音と共に、『矢』の軌道がわずかに上へ逸それる。その真下を、上かみ条じよう当とう麻まは突き抜ける。

　眼前に、驚おどろいた少女の顔があった。

「俺の勝ちだ!!　オティヌス!!!!!!」

　懐ふところへと飛び込んだ。だが拳こぶしは握にぎらない。赤黒い色に染まった腕を動かす。真正面から殴なぐりかかるのではなく、そのまま両腕を使って華きや奢しやな体を抱だき寄せた。

　背中に手を回す。

　胸の真ん中を貫つらぬいた光の杭に、掌てのひらで触ふれる。

　五本の指に、最後の力を込める。

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　そのまま、背中側から引き抜いた。

「もう……逃がさないぞ」

　その耳元で、上条当麻は囁ささやいた。

　ボロボロの状態で、それでも強く五指を握り締しめる。

　それで、光の杭が粉々に砕けた。

「約束しただろ……。世界の全すべてと戦ってでも、俺がお前を助けてやるって……」

「そう、だな」

　抱き寄せられたまま、少年の腕の中にいるオティヌスは目を細めた。

　幸せそうに。

　本当に、幸せそうに。
















「でも、それなら、大だい丈じよう夫ぶだ……」

　ピシリ、という音が響ひびいた。

　小さな音だった。

「私はさ」

　だが消えない。途切れない。自分の体の中から響き続ける、薄氷が割れていくような音を耳にしながら、金髪に眼帯の少女は笑ってこう言った。




「その言葉を受けた時にはさ、もう、きちんと救われていたんだよ」




　光があった。

　光の粒子であった。

　上かみ条じようがようやく異変に気づいた途と端たん、いきなり抱だき寄せていた少女の感触が消失した。華きや奢しやな少女の体がボロリと崩くずれたのだ。それを、少年は理解できなかった。崩れていく少女の体は雪よりも儚はかなくて、地面に落ちる前にはサラサラとした光の粒子となって、風に流れてしまった。

　あと一歩。

　ほんの一歩。

　間に合わなかった上条当とう麻まは、そこで消えてしまったはずの少女の声を、もう一度だけ聞いたような気がした。




　ありがとう、と。




　それが本当に存在したのか、単なる幻げん聴ちようだったのかを確かめる間もなく。

　限界に達した上条当麻の中で細い線が切れ、少年の体はそのまま雪の中へと倒たおれていった。








終章　争いの果てに、右手が掴むものは　Finale_∞.









『───うん。介入するとすればこの辺りかの？』




　その場所を、暗くら闇やみと呼んでしまうのは間違いなのかもしれない。そもそも、『場所』というのも正しくはない。存在しないものは説明できない。にも拘かかわらず、何者にも介入のできないその内側には、いくつかの声がわだかまっていた。




『今さら「オティヌス」そのものに執しゆう着ちやくはないが、この結末では上かみ条じよう当とう麻まの今後に障さわる。かと言って、事が魔ま神じんに絡からむと儂わしらの他に解決手段があるとも思えん。こんなつまらない事であれの方向性が大きく曲がってしまっては台無しじゃろう』




『「僧そう正じよう」。我々が実存する世界へ介入してしまう事への影えい響きようは考えているのよね？』




『大だい丈じよう夫ぶだよ、「ネフテュス」。ご老体はその辺りを演算しないほど愚おろかではないだろう。それこそ「オティヌス」は異質な存在だった。もっとも、彼女は「グレムリン」の真実さえ気づいていなかっただろうが』




『「オティヌス」は失敗だった』




『「魔神」には届いたのじゃから、そこまで邪じや険けんにする事もあるまい』




『相変わらず「僧正」は他者の評価に甘いわね。それが上から目線によるものでなければ、素直に悟さとりを開けたかもしれなかったのに』




『「ネフテュス」、我々は皆、どこかが欠けておるよ。あの「オティヌス」は顕著にしても少々過ぎたが。元々、「グレムリン」とはそういう集まりであったはずじゃろう』




『既存宗教色のない、プレーンな妖よう精せいの名』




『それは科学と魔ま術じゆつの融ゆう合ごうを果たすのでなく、あらゆる宗教のあらゆる魔神が平等に参画できる組織って事なのにねー☆』




『おや「娘々にやんにやん」、今までどちらに？』




『距きよ離りや時間の概がい念ねん関係ないっしょー、ここでは。どっちみち出られないんだし。ていうか、出ちゃうと「オティヌス」ちゃんみたいに世界規模で悪目立ちしちゃうし。薄うす皮かわ一枚隔へだてた永遠の距離にいましたよん』




『となると、他の皆も？』




『ジージーィー、木ミ乃イ伊ラになって物忘れ激しくなってる？　ゾンビ少女もキメラちゃんもみーんなここにいるって。ただ髪の毛一本分の隙すき間まが無限の距離に広がるここじゃ、巡めぐり合えるのは運任せだけどねー☆』




『よくよく考えてみれば、これもエコとかいうヤツなのかもな。我々が居座るにしては世界が狭せますぎるというだけの話なのだが、我ながら良くここまで耐えるものだ』




『その分、好き勝手やった「オティヌス」には腹が立ってる訳よあたしィ☆』




『じゃが「オティヌス」の振る舞いを受けても世界の強度は保たれた。大局には影えい響きようあるまい』




『では、予定通りに進めて大だい丈じよう夫ぶなのかしら』




『問題ないだろう、「ネフテュス」。今、「オティヌス」から生じた乱れは「僧正」の手で修正された。……ここから先が、「グレムリン」の真価となる』




　会話は終わった。世界のどこにもないその場所で、『彼ら』は散り散りに別れていく。

　その。

　一いつ瞬しゆん手前の出来事だった。




「やあ諸君。やっと見つけたぞ、『グレムリン』」




　ベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギべギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギべギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギベギべギ!!!!!!　と。

　暗くら闇やみが、裂さける。

　外部からの力によって縦に破断されていく。

　……オティヌスは、そして上かみ条じよう当とう麻まは一つだけ間違えていたのだ。

　あの暗闇の世界が『この世の果て』だと思っていた事。全すべてが破は壊かいされ、何一つ残らなくなった場所があの漆しつ黒こくの絶望であると。

　だけど、実際には違った。

　さらにもう一枚。薄うす皮かわのように均一に、それでいて万に一つの綻ほころびもない……何なん人ぴとにも把は握あくされず、何人にも破壊のできない『位相せかい』が存在していたのだ。

　黒の世界が。

　魔ま神じんオティヌスですら破れなかった場所が。

「おやおや」

　外からの強きよう烈れつな白い光を受けて、『誰だれか』が目を細めた。

『誰か』は土足で神域へと踏ふみ込んだ下げ手しゆ人にんへ目をやった。

「ここしばらく顔を見ていないと思ったら、涙ぐましい内職をしていた訳か」

　しわがれた肉声が、どこか懐なつかしいものの名を呼ぶように言った。

「『人間』アレイスター＝クロウリー」

　足首まである長い銀髪。緑色の手術衣に包まれたその魔ま術じゆつ師し。男性にも女性にも、子供にも老人にも、聖者にも罪ざい人にんにも見えるその『人間』は、喜き怒ど哀あい楽らくのどれでもない表情を顔に張り付けながら応じる。

「オティヌスを放置しておくのも問題だったが、そちらは世界の強度に任せたよ。結果として一度は崩壊を迎えたがね。だが、それを差し引いてでもこちらを優先する必要があった。存在しない数字で埋うめ尽つくされた座標を一〇進法に変換するのには苦労させられたよ」

　安全地帯は消失した。

　これで『彼ら』も実存する世界へ放り込まれ、そこに住む人々から追われる事となる。

　目の前の事実から今後の予定にどれくらい影えい響きようが及およぶかを演算し、『誰か』が告げた。

　それは淑しとやかな女性の声をしていた。

「貴方あなたの魔術潰つぶしもよくよく偏へん執しつ的てきね。そこまでの執しゆう着ちやくを正しく回せば、貴方も『グレムリン』の中に入れたかもしれなかったのに」

「そうならないように、私は私を調整している。歪ゆがんだ『位相』の中にしか生きられない、お前達魔術師ゲテモノとは違うものを統すべるために」

「ふむ」

　しわがれた声の『誰か』は言った。

「門もん外がい漢かんで申し訳ないが、科学とは、そこまで耽たん溺できするほど美お味いしいものかね」

「お前達には、永遠をかけても分からない」

「……ほう。日記の中に唯一残る、涙の染みとは無関係と？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　声に、クロウリーと呼ばれた『人間』の顔から全すべての表情が消えた。

　その手にあるのは、一本のねじくれた銀の杖つえ。

　その口にあるのは、一つの名。

　Beast666。

　かつて、世界で最も有名な近代西洋魔術結社を内側から破滅に導いた者が使っていた名の一つだ。

「やはり人間じゃな。その激情は多少妬ねたましくもあるが、まだ足りぬ。今、帳ちよう尻じりを合わせるので、もう少々付き合ってくれんかね」

「ああ、あの話しちゃうんだー☆」

　くすくすと笑う少女の声が重なる。

「お主が蝶ちようよ花よと丹精込めて育てている、計画の要かなめとかいうあの『エイワス』じゃがな」

　老人の声に、その年輪に似合わない残忍さが伴ともなう。

　悟さとりとは程遠い、分厚い肉料理から滴したたる汁のような欲望にまみれていく。




「ありゃあ完全な失敗作じゃよ、若造。じきにお主も頭を抱える事になるじゃろうがな」




　直後に。

　世界のどこかで、激突があった。







　上かみ条じよう当とう麻まが目を覚ますと、そこは外国語に取り囲まれたデンマークの病院ではなく、見慣れた学園都市の病室だった。……病室を『見慣れた』と表現できてしまう事自体に色々問題があるような気がしないでもないが、ぶっちゃけ、いつも寝起きしている学生寮りようと同じくらいには馴な染じみがあるように思える。

「……、」

　瞼まぶたは開いたが、体のほとんどがまともに動かない。そこかしこに包帯が巻いているのが、感触で分かる。渾こん身しんの力を込めて、それでもふらふらとしか動かす事のできない右手を顔の前へ持って来ようとしたが、何かに阻はばまれた。それは点滴や輸血のチューブに、電極のコードなどだった。肘ひじを中心に、腕全体に配線されていて、パソコン周りのタコ足みたいにごっちゃごちゃになっている。

「おい、ちょ、こんなに色々注入しても大だい丈じよう夫ぶなのか……？　なんかすげーカラフルですけど!?　サプリ大国のアメリカだって一度にこんな摂せつ取しゆはしないんじゃあ……っ!?」

　騒さわぎを聞きつけてやってきたカエル顔の医者はこう説明した。

「むしろ、これくらい人間離ばなれした事をやらなきゃもう生きていけないくらいボロボロだった自分の体を心配してほしいくらいだけどね？」

「……知ってるのだぜ？　お医者さんは入院初日の患者さんに多少過激な事を言ってビビらせるって。ドキュメントでやってた！　そんな犬の躾しつけみたいなやり方に騙だまされるか!!」

「ま、そう思いたければ止めはしないけどさ？」

「えっ、あれ、意外にドライ……。ええー、ほんとに？　本当にこんだけやらないと命繋つなげられなくなってるの俺ー？　何が怖いって無言を決めた医者が一番怖いよ!!」

「叫ぶだけの余裕は確認、と。では面会謝絶を解いても良いかな？」

　言うだけ言うと、カエル医者はさっさと病室から出て行ってしまう。面めん倒どう見みゼロの医者の恐怖を骨身に刻み付けられる。

　と、入れ代わりに誰だれか入ってきた。

　最初の見舞客は白地に金きん刺し繍しゆうの修道服を着た少女、インデックスだった。ここは病院だというのに頭に三み毛け猫ねこを乗せている。

　彼女は出会い頭がしらにこう言った。

「……とうま、何か私に言う事があると思うんだけど」

「ようし、まずは犬歯を見せつけるのをやめて、話し合いの場を設けようじゃないか」

「とうま、私はありがとうとごめんなさいが言えない子はガチで軽けい蔑べつする人間なんだけど」

「土ど下げ座ざしたいのは山々なんだが、あっちこっち固められてて体が動かないんだ!!」

　ベッドの上でジタバタする上かみ条じよう当とう麻まは電池で動くくまのぬいぐるみに金かな槌づちを三回くらい振り下ろしたようなぎこちなさだった。

　肩から指先まで、ほとんど全部包帯で覆おおい尽つくされた右腕を見て、インデックスの表情が曇くもった。

「大丈夫だったの、とうま？」

「……俺はな」

　上条もまた、掛かけ布ぶ団とんからこぼれた自分の腕に目をやる。

　わずかな沈ちん黙もくが下りる。

「オティヌスは……どうしようもなかった。多分、あいつが救いを拒こばんで、最後の戦いが始まった時にはもう、致命的に亀き裂れつが広がっていたんだと思う。今さら右手で何かをしたって、結果なんて変えられなかった」

「……とうま」

「そもそも、救いって何なんだろうな」

　上かみ条じようは、ろくに動かない右手に、わずかに力を入れる。

「あいつはさ、笑っていたんだよ。バラバラに崩くずれ落ちていく寸前、確かに笑っていたんだ。あんな終わりになっても、それまでの地じ獄ごくのような行程の中でも、オティヌスはすでに自分は救われていたって言ったんだ。それが救いなんだって笑っていたんだよ」

　人を救う。

　簡単な事ではないとは思っていた。

　だけど、オティヌスが最後に見せた笑顔の意味を、上条は未いまだに掴つかみかねていた。

　あんなものが、本当に救いで良いのか？

　本人が笑っていれば、それは救いになるのか。だが本人の意に反する行為は、救いと呼べるのか。

「……人を救うなんて、おこがましかったのかな」

　その右手は、本質的に打ち壊こわすもの。

　生み出すものである魔ま神じんの対極に位置するもの。

　無限に続く地獄の中で、それは十分過ぎるほど分かっていたはずだった。

「それでも、あの笑顔を違った形で見てみたかった。それだけだったのに」

　そんなのは、ただのわがままなのだろう。

　人を救う救わないではなく、ただ上条から見た好悪でしかないのだろう。

　だけど、それが今の少年の噓うそ偽いつわりない本音だった。

　オティヌスは自みずから望んで死を受け入れ、この世界から消失した。

　それが彼女の救いであって、彼女は最後に笑っていた。

　胸に苦いものが走るが、それでも事実を受け入れて前へ進むしかないのだろう。

　残された上条は、これからも生きていかなくてはならないのだから。

　その時だった。




「……おい。何だかこのまま私が死んでいく流れになっていないか？」




　聞き慣れた声が、いきなり割り込んできた。

　枕まくらの下から、何か小さな影がにょっきりと出てきた。

　わずか一五センチほどの少女。

　だが、確かにそれは……、

「オティ、ヌス……っ!?　お前、どうして……っ!!」

「……どうしても何も、原因の一つにはお前があるんだぞ」

　割と掌てのひらサイズになったオティヌスは、上かみ条じようの頭の近くに寝そべったまま、

「一つ、私はまだ『目』を入れておらず、本質的には人間ではなく魔ま神じんのままだった。二つ、『弩いしゆみ』は最後の一本まで放たれず、その前に幻想殺しイマジンブレイカーで『妖よう精せい化か』を破は壊かいされてしまったため、私は完全な崩ほう壊かいを迎えなかった。三つ、魔神は五体が砕くだけた程度で死し滅めつするものでもなかった」

　いきなり説明されても頭が追い着かない。

　上条はとっさにインデックスの方を見たが、彼女も目を真ん丸にしていた。インデックスの一〇万三〇〇〇冊は、人間を魔神にする『まで』の知識だ。その後どうなるかまでは理解が及およばないのかもしれない。

　オティヌスはうつ伏せの状態で人差し指を振り、

「あの時点で、九割九分魔神オティヌスは死滅していた。だが残った部分が勝手に再統合したらしくてな。体たい躯くは変容したし、かつての力ももう使えない。ところがどうやら私という意思はここに残留してしまったらしい」

　デタラメだった。

　人間を一度粉々に砕いてからもう一度かき集めるとか、とんでもない状況なのだが、相手が魔神だとそれ以上追及できない。そういうものだから、とオティヌスが言ってしまえばはいそうですかと受け入れる以外に何もできない。

　そもそも、上条は一度見ているはずだった。

　あの無限に続く地じ獄ごくの中で、オティヌスは『弩』の最後の一本を自みずからその背で隠かくし、自分の体もろとも上条を粉ふん砕さいしたのだ。そして直後に、何事もなかったように肉体を再生させている。

（……とはいえ、本当に私の意思の介在なしに、『自動的に』肉体の再統合は実行されるものなのか……？　この辺りには疑問が残るが）

　小さくなったオティヌスが遠い目をしていると、上条が全く別の疑問を抱いだいていた。

「……お前、これ……その、右手で触さわっても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「なっ!?　お前、特に忠告しなければ全身をべたべた触るつもりだったのか……？」

「そういう意味じゃないのよ!?　そして何かの罠わなみたいにガッチンガッチン歯を鳴らすのはやめようじゃないかインデックス！　風かざ斬きりみたいな例もあるから、右手で触った瞬間に消滅とかは避さけたい訳なのよ!!」

「……元々、ニュートラルな魔神に触れても特に問題はなかっただろう。未いまだに試した事はないから何とも言えないが、ダウンサイジングしてもその性質が変わるとは思えないな」

「そうか……」

　と、そこまで言って、ようやく上条の頭が現実に追い着いた。

　あのオティヌスが、今目の前にいる。もう一度、言葉を交わす事ができる。そんな単純で当たり前の事実。それだけで、上条は自分がどんな表情を浮かべているかも分からなくなった。

　とにかく、もう一度。胸の中に溜たまっていたものを吐はき出すように、彼は繰くり返した。

「そうか」

「……、ふん」

　オティヌスは、そんな上かみ条じようからわずかに目を逸そらした。

　が、上条の頭に一つ、ここで気になる事が浮かんできた。

「おい、そういえば、お前が罰ばつを受けるって話はどうなったんだ……？　当初の話じゃアメリカの刑務所に入るって事になってたけど、学園都市の方に移るなんて話が出てきたのか？」

「それなんだがな」

　言いかけた時だった。

　……実は先ほどからインデックスの頭の上で興味深そうにゆっくりと尻尾しつぽを揺ゆらしていた三み毛け猫ねこが、ついにジャンプして病室のベッドへ飛びかかった。

　厳密には、小さくて金髪がキラキラしている、ルアーのような容よう貌ぼうのオティヌスにだ。

　かつては冗じよう談だん抜きに世界を破は壊かいし、望む世界を望むだけ作り続けた魔ま神じんオティヌスは枕まくら元もとで全身を総毛立たせた。

「おいっ、ばっ、馬ば鹿か野や郎ろう!!　この組み合わせはいくら何でも最悪過ぎるぞ！　隻せき眼がんの神が猫に喰くわれるなんて神話にも心当たりがない。ぼーっとしていないで助けたらどうなんだ!?」

「助けたいのは山々だが、今のロボットダンス上条にそんな器用な真ま似ねができるとでも思ってんのか……？」

　ぎゃああああっ!!!???　と、のっぴきならない悲鳴が病室に響ひびき渡る。







　ぬいぐるみのような子猫の口で盗んだ小魚のように体を咥くわえられたまま、身長一五センチのオティヌスは遠い目をしていた。

　彼女の脳裏に浮かぶのは、あのデンマークにおいて、上条当とう麻まの意識が完全に落ちた後の話。

　真っ白なギリースーツに身を包んだ兵士が投げてきた無線機を通しての、大統領や英国女王クイーンレグナントとの会話だった。

『そんなナリじゃあ米国基準の重刑務所に入れても脱だつ獄ごくの危険性は拭ぬぐい去れん。何しろピンと背せ筋すじを伸ばしたって一五センチだろ？　鉄格子の隙すき間まどころかドアについている食事用のスリットからも逃げられちまう。プライドを捨てれば水洗便所のレバーを引くだけで脱獄できるかもな。そんなんじゃ最高警備の独房に収監したって意味はねえだろ』

　大統領の後に続いたのは、英国女王クイーンレグナントの声だった。

『それに体たい躯くが変わって内包できる力の総量が変わったとしても、お前は本質的に人間よりは魔神に近しい存在を維持している。実際には、もう二度と魔ま術じゆつは使えないほど弱体化していたとしてもな。……お前、ぶっちゃけ寿命の概がい念ねんはあるのか？　牢ろうに一〇〇年ぶち込んでも皺しわの一つも増えないとしたら、懲ちよう役えき刑けいなんて何にもならない。お前専用の、お前に最も効き目のある刑けい罰ばつを新設する必要があるだろうな』

　彼らは、別にオティヌスの友人でも、戦友でもなかった。

　冷れい徹てつに、オティヌスの言動を分析した上で、あくまでもドライにこう告げた。




『自殺してでも目を背そむけようとした幸せな世界を、一番近い場所で永えい劫ごうに眺ながめていけ。それが魔ま神じんとの戦いに勝利した人類がアンタに贈る、最大の罰だ』








あとがき









　一冊ずつの貴方あなたはお久しぶり、まとめ買いな貴方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　新約と銘めい打うってから、ついに一〇冊目。前巻のあとがきにあるように、上中下巻構成になってしまったのは完全にイレギュラーだったのですが、でもオティヌスとの決着をつけるにあたってちょうど区切りが良かったかな、とも思っております。

　たとえ世界を敵に回してでも、必ず君を守る。……なんて陳ちん腐ぷで、なんて使い古されていて、そしてなんて問答無用に格好良い言葉なんでしょう。『じゃあ本気でやってみようか？』というのが今回のテーマです。

　そんな訳で内容は怒ど濤とうのボスキャララッシュ。『二度と作り直す事のできない世界で、掛け値なしの地じ獄ごくを中央突破していく』のと、『新約シリーズに入ってから負けっ放しだった上かみ条じよう当とう麻まのリベンジ』に重点を置いています。マリアンの『戦乱の剣ダインスレーヴ』、雷神の殻からを脱ぎ捨てた全能神トール、そしてかつて主人公の命を奪うばった魔ま神じんオティヌスの『弩いしゆみ』……。新約に入ってから積み重ねてきたものをできる限り詰つめ込んでみました。

　新約九巻において、自分は正義のヒーローではなくただの高校生である事を思い知らされた上条当麻。ですが、この巻で一番描きたかったのは、『平凡な高校生だからといって、別に世界へ挑戦してはいけない訳ではない』という事です。

　寒さに震ふるえ、血まみれになり、背中を預けた仲間達と拳こぶしを交える事になってでも、それでも一人の少女のために戦い続けた主人公。いかがでしたでしょうか？





第九章　V.S.『白と黒の翼携え世に抗う者』　Round_01.






　ボスキャララッシュって言っても、少しずつ段階を踏ふんで敵が強くなっていくだろう……と予想されていると踏みましたので、いきなり最強ランクを投入。『エンデュミオンの陰に隠かくれていた超兵器』とかも出して、登場シーンからしてド派手にしてみました。

　同時に、『右手の上から左手を使って重ねるように凶器を振り下ろす』というダメージ表現の激しい対処法を敢あえてしょっぱなから使う事で、『ここから先は本当に地獄のボスキャララッシュなのだぜ？』と印象操作もしてみたり。

　……何気に、善人でも悪人でもない『地球は全部他ひ人と事ごと』な天あま埜の郭かぐ夜やはお気に入りなのですが、あの設定だと出番は作れそうにないなあ……。





第一〇章　V.S.『二〇億の猛威』　Round_02.






　学園都市第一位の次はアニェーゼ部隊。この順番なら『今さらアニェーゼ（笑）』と思われるであろう事も予想していましたので、『個人が使う魔ま術じゆつの威い力りよくを二〇億倍にする』という怒ど濤とうのインフレ術式を使って一気に上かみ条じようを追い詰つめる事に。

　今回は一いつ瞬しゆんでも気を抜いたら死ぬよ？　という演出を早い内にしておきたかった、というのが最大の狙ねらいです。……平たく言えば、調子に乗ってる上条の体がスピンして肩が脱だつ臼きゆうするサマを書きたかったのです！





第一一章　V.S.『神威にたゆたう修道女達』　Round_03.






　今度はロシア成教。その戦力もさる事ながら、今回のボスキャララッシュで『ほとんど顔見知りではない』『温情は通用しない』相手と初めてかち合うという点では、かなり重要なポイントだったりします。

　ロシア成教が使った『七つの罪つみ』は異教の神を自分達の論理で定義づけて弱体化していく、というもので、方式としてはオッレルスの『妖よう精せい化か』と似ています。……ただし『七つの罪』の場合『悪あく魔ま』の方に寄りそうなので（権威は貶おとしめられるものの、恐怖の対象である事はあまり変わらない。場合によっては『より大きく』描かれる事も？）、下へ手たをすると『オティヌスの力はそのままに、さらに性格が残忍に変化する』といった目も当てられない事に繋つながるかもしれないのですが……。





第一二章　V.S.『魔を屠る四つの刃』　Round_04.






　ローマ正教、ロシア成教ときて今度はイギリス清教。十字教三部作のトリを務める今回の目玉は何と言っても上下方向への自由度です。右手の有無など関係なしに、上条当とう麻までは根本的に『聖人』には勝てないので、『じゃあ逆に一〇〇％殺される軌道に乗っかろう』という恐るべき戦術を取っています。

　ベルシと違うのは、上条が（ある意味）完全に神かん裂ざき火か織おりを信用している点ですね。甘えんぼう上条を見てペースを乱されつつも、どことなく嬉うれしそうな女教皇プリエステス様がポイントです。





第一三章　V.S.『魔剣を解放せし鍛冶師』　Round_05.






　新約四巻では本領発揮する事のなかった『戦乱の剣ダインスレーヴ』がフルスペックで襲おそいかかってきます。あらゆる地じ獄ごくや終末を限定的に呼び出すだなんて完全にインフレしている気もしますけど、でも、多くの宗教では『人々の信仰が廃すたれるのが合図や前兆となって』崩ほう壊かいが始まっているような？　とも思いまして、このまま突っ走ってみました。

　……ちなみに、この攻こう撃げき、使えば使うほど作り手側のストックがあっという間にガリガリなくなっていく!?　と書いている間は戦々恐々としておりました……。

　あと、勝負の前にマリアンが限定的に結界を区切らなければ、旧四巻の『御使堕しエンゼルフオール』のような現象が起きていたかもしれません。





第一四章　V.S.『表舞台の警察』　Round_06.






　上かみ条じよう当とう麻まが完全敗北した相手は、魔ま術じゆつサイドや科学サイドの化け物ではなく、当たり前の力を限界まで積み上げた一般の兵士だった。……作中における重要なブレーキ役ですね。この辺を考えなしで蹴け散ちらせるようになったらこのシリーズはおしまいだと思います。

　ギリースーツは萌もえ的には致命的に食べ合わせが悪く、また緻ち密みつに描くととことん面めん倒どう臭くさそうな意い匠しようです。でもどこかで出したかった!!　というのが本音なのです。

　イングリット軍ぐん曹そうの『のそり』は彼女の技術の高さを端たん的てきに示す演出ですが、のちにレッサーやワシリーサからネタにされます。……これもまた、作中における重要なバランサーですね。





第一五章　V.S.『無慈悲なる科学の尖兵』　Round_07.






　怒ど濤とうのファイブオーバー。端はなっから勝てる訳がないので、ひたすら逃げながらドラマを作っています。ここでのテーマは『無む茶ちやな逃とう避ひ行こう』。パン屋さんとかお花屋さんとか、遠い所にある夢を持ち出す事で絶望的な状況をできるだけ爽さわやかにできないかなーなどというのが狙ねらいでした。





第一六章　V.S.『電子に愛されし申し子』　Round_08.






　これもある意味、新約九巻に対するリベンジの一つです。ただし『上条が負ける形での』ですが。

　ここでの美み琴ことは、前巻の『総体』とは似ているようで違った内容で上条を論破しているのがポイント。『完全な世界って、それは誰から見たものなの？』という主旨ですね。

　究極の正論を個人のわがままで乗り越える事しかできなかった上条ですが、上条以外のみんなだってわがままで生きているんだよ、機械的な救いを押し付けられるのが至高だなんて単純すぎるぜ？　という美琴の意見は、『総体』とは違った救いを彼にもたらしたはずです。

　……ちなみに最後の一いち撃げきについては、頭を撫なでて爆発、おでこにキスして爆発、抱だき締しめて爆発、など『一見優しい、相手を受け入れる挙きよ措そとは裏腹に必殺技』で行こうと決め打ちしていました。





第一七章　V.S.『図書館の主と魔術の女王』　Round_09.






　元から近しい者なら近しい者なほど上かみ条じよう当とう麻まの緊きん張ちようが緩ゆるみまくる。その真価がいかんなく発はつ揮きされております。……惜おしむべきはバードウェイに『お前お兄ちゃん子だろう』と突っ込むキャラを入れられなかった事か……っ!!

　バードウェイ疑ぎ似じ魔ま神じん化かは、いっそ槍やりだけでなくコスチュームも寄せてしまうべきだったかな？　などとモヤモヤしています。





第一八章　V.S.『魔神に対する者』　Round_10.






　……もうここまでついてきてくれた読者様なら予想できるかもしれないのですが、緩いのが二回、三回と続いたらズドンと落とす前まえ触ぶれです。今回はオッレルスを撃破されてヤンじゃったシルビアの巻。上条の体越しに大木を折る、血袋と化した上条を仲間に投げつけて行動を制止するなどやりたい放題。よほど頭に血が上っているのか、新約六巻で見せた『洗せん濯たくロープを使った理路整然とした術式』も完全にかなぐり捨てての肉弾戦です。復ふく讐しゆう心しんを満たすため、血肉を潰つぶす感覚をできるだけ味わいたかったのでしょう。

　一方、実はブリュンヒルドは（逆に怖いくらい）冷静なのも特徴。上条達は早々に会話を諦あきらめてしまいましたが、彼女については『話せば分かる』人間です。説得できていれば、戦せん闘とうは違った形に発展していったかもしれません。

　上条が現在のオティヌスの『理解者』であるなら、オッレルスは謎なぞに包まれた彼女の過去の悪行を良く知る人物です。『魔神』へ手が届くチャンスと、体の中に残っていた特別な力。オティヌスの手によって二回も人生の全すべてを奪うばわれたオッレルスが彼女を許す事は、今回の物語の中でも重要な意味を持たせられたのでは、と思っています。

　オッレルスは全ての力を失いましたが、『力を失っても弱い所は見せない』感じで調整してみました。『理解者』になれなかった彼が若じやつ干かん寂さびしげなのもポイントです。





第一九章　V.S.『槌振るいし全能神』　Round_11.






　新約六巻のラストで上条を瞬しゆん殺さつした全能神トール。これも上条当麻にとって乗り越えるべき大きな壁、重要なリベンジではないかな、と思います。

　単なる空間移動テレポートと一いつ緒しよにするんじゃねえ、と作中では言っていますが、完全モードの結むす標じめ淡あわ希きでも似たような事はできるかも？　トラウマさえなければ超能力レベル５判定、という実力は伊だ達てではなかったりするのです。

　トールが上かみ条じよう当とう麻まに憧あこがれていたのは、その右手に宿る力などではなく、少年が身を置いていた環境、またはそうした環境に自みずから身を投じる選択の潔いさぎよさにあったりします。この辺りと新約五、六巻での『くすぶっていた』上条当麻との対立を鑑かんがみれば、『あらゆる攻こう撃げきを自動回かい避ひし、最適な位置に転じる＝弱者も仲間も捨て置いて、何が起きても自分だけは安全地帯に隠かくれてしまう』トールの叶かなわぬ憧れが、実は最強の剣ではなく最硬の盾たてであった事を想像していただくヒントになるのでは、と。

　冷静に考えてみれば誰だれにだって選べたはずの選せん択たく肢しを積み重ね、ついには世界を敵に回してでも孤こ独どくな神様を助けようとした『ボロボロの盾』たる上条。その前に対たい峙じしたトールには、ありふれた経験値を一つ一つ積み上げてきた少年が巨大な山のように見えていたのではないでしょうか。……ただ、もちろんそれは『山狂いの登山家から見た』最高峰になると思いますが。





第二〇章　V.S.『？？？』　Round_12（Secret）.






　誰も彼もがオティヌスを殺すと宣言した冷たい世界で、最後に出てくる敵は誰か。色々考えた末に出てきたのは、殺意満点の他者よりも、『魔ま神じんオティヌス自身』でした。

　やっぱり、こんなバケモノは救いなんて求めるべきじゃなかった。

　……どんな方法を使ってでも、絶対に一人の少女を助けたい上条当麻にとって、これほど強大な敵はいないと思います。そして彼女が敵となるならば、自ら救いを拒こばむなら、絶対に上条の口から言わせたい言葉はこれでした。

　逃げるな、オティヌス。

　おおよそ追い詰つめられた少女に向けて主人公が放つような台詞せりふではありませんが、新約九巻では上条自身も自殺という選択肢を選んでいます。その心境が痛いほど分かるから、少年は少女の『理解者』だから、辛しん辣らつな言葉を突き付ける事もできる。美び辞じ麗れい句くでまとめるよりも、より強い繋つながりを表現できないかなと思った訳です。

　オティヌスが敵になるというなら、上条当麻が最後に乗り越えるべき壁は、当然『弩いしゆみ』しかありません。新約九巻では背中を押されるだけだった上条は、この一撃を克服する事で初めて独り立ちできるのかな、などと考えながら原稿を書いていました。

　……あと『大統領の演説』って痺しびれますよね！　学園モノだと『校長先生や理事長のお話』に変換されてしまうのでションボリなのですが……。

　ちなみにこの演説について。必殺の『弩』を相手にする以上長期戦は不可能……という事で、できるだけ戦せん闘とうが始まるまでの時間を延ばす事で、西部劇の決闘や時代劇の果し合いみたいな効果が作れないかな、といった狙ねらいがありました。実際の戦せん闘とうシーンにおいて、上かみ条じようとオティヌスの間にほとんど会話がないのもその一環です。




　この巻は絶対に幸せな形で終わらせよう、と心に誓って原稿を書きました。ただ、一番最後にある『幸せな世界を眺ながめる罰ばつ』。……これだけを聞くと生ぬるいように見えますが、新約九巻を読み返せば、その真価というか、オティヌスにとってかなり皮肉の利きいた『人類の反はん撃げき』であるのが分かっていただけると思います。

　幸せな結末でありながら、ある意味では究極の刑罰とも言えるこの終わりに対しては、作中で書いた次の言葉で締しめさせていただきます。

『それでもアンタはそんな世界と向き合うって決めたんだろう、オティヌス』







　イラストのはいむらさんと担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。派手な戦闘ばかりが続くと一枚辺りの作業コストが増える、しかも読者さんが徐々に刺激に慣れてくる……とこれまた大変だったと思います。どうもありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。新約に入ってから、ためにためてきた『その幻げん想そうをぶち殺す』……いかがでしたでしょうか？　世界は険しくて、敵意や憎ぞう悪おなんてたくさんあって、でも全部合わせるとちょっぴり善性の方が多いよね、という希望の残る物語。楽しんでいただけたのなら幸いです。




　それでは、この辺りで本を閉じていただいて。

　次回も表紙を開いてもらえる事を祈りつつ。

　今回は、筆を置かせていただきます。




　ところであの子のデレはいかがでした？


鎌かま池ち和かず馬ま　
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